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巻頭図版 1

中門跡 (第 5次A区 )遺構検出状況 (北東より)



巻頭図版2

推定講堂跡 (第 9次A区 )遺構検出状況 (真上より)
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巻頭図版3

推定講堂跡 (第9次A区 )南側東西柱掘方列 (西より)
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巻頭図版4
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伽藍西門跡 (第 9次C区 )遺構検出状況 (真 上より)



巻頭図版5
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伽藍西門跡 (第 3次A区 )南北区画溝 (北 より)
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巻頭図版6
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伽藍南東回廊跡 (第 4次A区 )遺構検出状況 (西より)



西都市教育委員会では平成 7年度より国庫補助を受け、西都市大字三宅字国分に所

在する日向国分寺跡の確認調査を実施してまいりました。

本調査は、近年、推定寺域及び周辺の宅地化が著しく、本状況下では地下に遺存す

る重要遺構等に影響を写えることが懸念されたこと、また、推定中軸線上に所在する

旧五智堂の老朽化に伴い、現境内に新たに木喰工智館建設が計画され、遺構等に影響

を与えない場所選定を行 う必要が生じたことなどから、主要伽藍及び寺域の確認調査

を実施することと致しました。

平成 7年度から実施してまいりました確認調査も平成18年度までに調査可能な箇所

の調査をほぼ終了したことから、今回、12次 に亘る確認調査を纏めた本報告書を作成

することと致しました。

西都市教育委員会が実施 してきた12次に亘る調査で、 2時期の推定講堂跡、 3時期

の中門跡及び回廊跡、伽藍西側に取り付くと推定される伽藍西門跡、回廊に並行して

廻る区画溝跡、その他、掘立柱建物跡及び柱穴列などを確認 しました。また、これに

伴い古瓦や土器等の遺物も多く出土しております。

現在も寺域内外は宅地造成の危機に直面していることから、今後、早急に国史跡と

して指定し、遺構等の恒久的な保存が必要であります。

本報告書が考古学研究者のみでなく、社会教育や学校教育など広く活用されるとと

もに、埋蔵文化財に対する理解と認識を深めるための一助となれば幸いに存じます。

なお、調査にあたりご指導・ご助言いただいた文化庁記念物課を始め、日向国分寺

跡調査指導検討委員会、日向国分寺跡報告書作成指導委員会、また、多くの諸先生方、

宮崎県教育委員会文化財課、発掘調査・整理作業に携わつていただいた方々、並びに

地権者を始め、多くの地元の方々に心から感謝申し上げます。

平成 21年 3月 31日

西都市教育委員会

教育長 三ヶ尻 茂樹



例  言

1.本書は宮崎県西都市大字三宅宇国分に所在する日向国分寺跡を平成 7～ 18年度、西都市教育委

員会が国庫補助を受け実施した確認調査を取 り纏めたものである。

2.確認調査は西都市教育委員会が主体 となり実施 した。但 し、 日向国分寺跡の発掘調査は過去、

昭和23(1948)年に日向考古調査団、昭和36(1961)年に宮崎県教育委員会及び九州大学、昭和47

(1972)年・平成元 (1989)年には宮崎県教育委員会が調査を実施 していることから、これ ら調査

についても本書で若干触れることとする。

3.調査及び図面作成については、平成 7・ 8年度は蓑方政幾・岩田陽子、平成 9・ 10年度は表方

政幾・笙瀬明宏、平成 11～ 18年度は笙瀬明宏が担当した。

4.整理作業は各調査年度に実施 し、概要報告書 として一部を紹介 した。本報告書作成に伴 う整理

作業は、平成 18～ 20年度にかけ実施 した。

5.本書使用の遺物実測は埜瀬明宏、拓本は長谷川明美・中原昭美・黒木裕平・津由大祐、遺構 ト

レースは長谷川明美・埜瀬明宏、遺物 トレースは津曲大祐・笙瀬明宏、写真撮影は長谷川明美

・黒木裕平・埜瀬明宏が実施 し、執筆・編集は、埜瀬明宏が担当した。

6.本書所収の遺構及び遺物写真は3511ull及 び 6× 7版カラー・ リバーサル・モノクロフィルムを用

い撮影 し、掲載 した。

7.本書に使用 した空中写真は、 (有 )ス カイサーベイ九州 (平成 7・ 8・ 15。 17・ 18年度 )、 (株 )

九州航空 (平成11年度)に委託 した。

8。 本書に使用 した方位は、平面直角座標系第Ⅱ座標系であり、Fig.3～ 5は磁北である。この地

点の磁北は真北より6° 10/西偏している。

9.本書に使用 した標高は海抜絶対高である。

10.本書に用いた色調については、農林水産省農林水産技術会議事務局ほか監修の『新版 標準土

色帳』に準拠 した。

H.本書に関する図面及び写真・遺物等は西都市埋蔵文化財整理室にて保管 している。



例

1.西都市教育委員会が実施 した確認調査は、平成 7年度調査分をKBZOO・ KB」 ○○、平成

8年度調査分をKBJ200と してきたが、本報告書作成にあた り平成 7年度第 1次調査をK

BJl、 その後、各調査を年度毎にKB」 2～ KB J12と記 した。

2.調査区及び トレンチについては各年度毎にKBJOO区 ○ トレンチとして記載 し、平成元年度

宮崎県教育委員会調査以前の調査区については、「昭和36年第 1ト レンチ」の場合 「S361T」 、

また、平成 7年度以降の調査についても図内のキャプションや遺物観察表には、「第 1次 A区

1ト レンチ」の場合 「lAlT」 などの略文字を用いた。

3.遺跡周辺位置図は国土地理院発行の1/25,000地形図 「妻」、土壌図は宮崎県発行の1/50,000土

地分類基本調査 「妻・高鍋」を元に、一部改変 し掲載 した。

4.遺構は以下の略号で表示 した。

掘立柱建物跡 iSB   土坑 :SC   土墳墓 :SD   溝状遺構 ISE

ピット:P

5,遺物番号は本文、挿図、表、写真図版 ともに一致 している。

6.遺物実測図は、軒先瓦は4分の 1、 丸 。平瓦は 5分の 1、 土器類は 3分の 1を基本に掲載 し、

それぞれで縮尺を変更する必要があつた場合は、それ以外のスケールで掲載することとした。

7.各遺物の観察表に記した 「復」は復元、「残」は残存を意味している。
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Fig 91 KB」 3D区平面図 (1/200)             Fig,132 南北掘立柱建物跡 トレンチ配置図 (1/500)

Fig 92 KBJ5 C区 平面図 (1/250)              Fig 133 KB」 9B区平面図 (1/100)

Fig.98 KB」 5 C ttSE l平 面及び断面図(1/50)        Fig 134 KBJ9 B区 南側溝中央ベル ト東壁土層断面図 (1/40)

Fig.94 KB」 6B区第 1～ 3ト レンチ平面図(1/100)     Fig 135 KBJ9 B区 南北掘立柱建物跡柱掘方断面図 (1/40)

Fig 95 KBJ12B区 第 1～ 4ト レンチ平面図(1/100)     Fig 136 南北掘立柱建物跡出土軒丸瓦 (1/4)・ 土器 (1/3)

Fig 96 伽藍東門推定箇所周辺出土軒丸瓦 (1/4)       Fig 137 推定寺域北側 トレンチ配置図 (1/500)

Fig 97 伽藍東門推定箇所周辺出土軒平瓦 (1/4)       Fig 138 KBJ7 A区第 1～ 4ト レンチ平面図 (1/200)

Fig,98 伽蓋東門推定箇所周辺出土土器 (1/3)        Fig,139 KB」 7A区第 3ト レンチ北壁土層断面図 (土 /40)

Fig 99 伽藍北西側東西区画溝 トレンチ配置図(1/500)    Fig,140 KB」 10E区第 1～ 10ト レンチ平面図 (1/200)

Fig。 100 KB」 10D区平面図 (1/120)             Fig 141 推定寺域北側出土軒先瓦 (1/4)

Fig 101 KBJ10D ttSE 2内平面図(1/60)           Fig.142 推定寺域北側出土土器 (1/3)

Fig 102 伽藍北西側東西区画溝出土軒先瓦 (1/4)。 上器 (1/3) Fig 143 推定寺域西側 トレンチ配置図 (1/500)

Fig,103 伽藍南西側区画溝 トレンチ配置図 (1/500)      Fig 144 KB」 7B区第 1～ 6ト レンチ平面図 (1/250)

Fig 104 KBJ4 C区 第 1・ 2ト レンチ平面図(1/100)     Fig.145 KB」 7B区第 3ト レンチ北壁土層断面図 (1/50)

Fig 105 その他の区画溝 トレンチ配置図(1/500)       Fig 146 KBJ7 B区 第 2・ 3ト レンチ柱穴等土層断面図 (1/40)

Fig。 106 その他の区画溝 トレンチ平面図(1/200)       Fig 147 推定寺域西側出土土器 (1/3・ 1/6)

Fig 107 KBJllA区 第 1ト レンチ平面図(1/40)        Fig.148 推定寺域南西側 トレンチ配置図 (1/500)

Fig 108 KB」 HA区 第 1ト レンチ区画溝南壁土層断面図(1/40) Fig 149 KBJ8 A区第 1～ 6ト レンチ平面図 (1/200)

Fig,109 KBJllA区 第 2ト レンチ平面図(1/40)        Fig.150 KB」 8A区第 1ト レンチ平面図 (1/100)

Fig l10 KBJllA区 第 3ト レンチ平面図(1/40)        Fig,151 KBJ8 A区 土層断面図 (1/40。 1/50)

Fig lll KB」 1lA区第 3ト レンチ区画溝北壁土層断面図 (1/40) Fig。 152 KBJ8 B区 第 1～ 7ト レンチ平面図 (1/200)

Fig l12 その他の区画溝出土軒先瓦(1/4)          Fig,153 KB」 8B区第 2ト レンチ平面図 (1/60)

Fig l13 その他の区画溝出土土器 (1/3)           Fig 154 KBJ8 B区 第 2ト レンチ北壁土層断面図 (1/60)

Fig l14 推定南門西側 トレンチ配置図(1/500)        Fig 155 KB」 8B区第 2ト レンチSC 2平 面及び断面図 (1/40)

Fig l15 KBJ3 C区 第 1ト レンチ平面図(1/200)       Fig 156 KBJ8 B区 第 7ト レンチ南壁土層断面図 (1/40)

Fig l16 KB」 3C区第 1ト レンチ南東側土層断面図(1/40)   Fig 157 KBJ8 B区 土層断面図 (1/60)

Fig l17 KB」 6D区第 1～ 3ト レンチ平面図(1/200)     Fig 158 推定寺域南西側出土軒先瓦 (1/4)
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Fig。 159 推定寺域南西側出土土器 (1/3)

Fig 160 塔想定箇所 トレンチ配置図(1/500)

Fig。 161 KB」 21E区平面及び断面図(1/100)

Fig.162 KB」 21E区第 1ト レンチSC 3平 面及び断面図 (1/40)

Fig 163 KB」 5B区第 1ト レンチ平面図(1/100)

Fig.164 KB」 5B区第 3ト レンチ平面図(1/100)

Fig。 165 KB」 5B区第 3ト レンチSE l平面図(1/40)

Fig。 166 KB」 6A区第 1ト レンチ平面図(1/100)

Fig。 167 KB」 12C区第 1ト レンチ平面図(1/60)

Fig 168 塔想定箇所出土軒先瓦 (1/4)

Fig 169 塔想定箇所出土土器 (1/3・ 1/6)

Fig.170 推定伽藍北西側 トレンチ配置図(1/500)

Fig.171 KBJ4 D区 平面図 (1/100)

Fig。 172 KB」 4E区第 1～ 3ト レンチ平面図(1/200)

Fig.173 現国分公民館下 トレンチ配置図(1/500)

Fig。 174 KBJ3 E区 第 1～ 5ト レンチ平面図(1/200)

Fig 175 KB」 3E区第 3ト レンチ西側北壁土層断面図(1/40)

Fig 176 日向国分寺跡推定寺域及び伽藍復元図(1/1,000)

Fig 177 日向国分寺跡中心伽藍遺構図(1/500)

Fig 178 日向国分寺跡出土軒丸瓦分類 (1/5)

Fig。 179 日向国分寺跡出土軒平瓦分類 1(1/5)

Fig.180 日向回分寺跡出土軒平瓦分類 2(1/5)

Fig。 181 日向国分寺跡出土軒先瓦のセット関係 (1/5)

fig。 182 日向国分寺跡出土軒先瓦型式変遷図 (1/10)

Fig.183 布 目分類 (実 寸大 )

Fig。 184 凸面縦縄叩文丸・平瓦 1(1/5)

Fig 185 凸面縦縄叩文丸・平瓦 2(1/5)

Fig 186 凸面縦縄叩文丸 。平瓦 3(1/5)

Fig 187 凸面横縄叩文丸・平瓦 1(1/5)

Fig。 188 凸面横縄叩文丸・平瓦 2(1/5)

Fig 189 凸面横縄叩文丸 。平瓦 3(1/5)

Fig 190 凸面格子 目叩文丸・平瓦 1(1/5)

Fig。 191 凸面格子 目叩文丸・平瓦 2(1/5)

Fig 192 凸面格子 目叩文丸・平瓦 3(1/5)

Fig 193 凸面無文丸・平瓦 1(1/5)

Fig.194 凸面無文丸・平瓦 2(1/5)

Fig 195 凸面無文丸 。平瓦 3(1/5)

Fig 196 凸面無文丸・平瓦 4(1/5)

Fig.197 凸面無文丸・平瓦 5(1/5)

Fig 198 凸面平行条線叩文丸 。平瓦 (1/5)

Fig 199 凸面その他丸・平瓦 (1/5)

Fig 200 須恵器高台付塊 「椎田」 (1/3)

Fig.201 土師器郭 「夏」 (1/3)

Tab.1 日向国分寺跡年度別調査一覧

Tab 2 日向国分寺跡出土軒丸瓦観察表

Tab.3 日向国分寺跡出土軒平瓦観察表

Tab.4 日向国分寺跡出土土器観察表

Tab 5 日向国分寺跡出土鋼製品観察表

Tab.6 中門跡構造・規模一覧表

Tab.7 初日藍南東回廊跡構造・規模一覧表

Tab.3 推定講堂跡構造 。規模一覧表

Tab.9 伽藍西門跡構造規模一覧表

Tab.10 南北掘立柱建物跡構造 。規模一覧表

Tab.11 東西掘立柱建物跡構造 。規模一覧表

Tab.12 丸 。平瓦出土遺構対照表 (凸面縦縄叩文)

Tab 13 丸・平瓦出土遺構対照表 (凸面横縄叩文)

Tab 14 凸面縄目叩文類型別出土割合表

Tab.15 丸・平瓦出土遺構対照表 (凸面格子 目叩文)

Tab 16 丸・平瓦出土遺構対照表 (凸面無文)

Tab 17 丸・平瓦出土遺構対照表 (凸面平行条線叩文)

Tab.18 丸・平瓦出土遺構対照表 (凸面その他)

Tab 19 国分寺跡及び周辺遺跡瓦分類対照表

Tab.20 下村瓦窯跡出土瓦類型表

Tab 21 丸・平瓦 (凸面縦縄叩文)観察表

Tab 22 丸・平瓦 (凸面横縄叩文)観察表

Tab.23 丸・平瓦 (凸面格子目叩文)観察表

Tab 24 丸・平瓦 (凸面無文)観察表

Tab 25 丸・平瓦 (凸面平行条線叩文)観察表

Tab.26 丸・平瓦 (凸面その他)観察表

表 目次
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図版 目次
巻頭図版

1 中門跡 (第 5次 A区)遺構検出状況 (北東より)

2 推定講堂跡 (第 9次 A区 )遺構検出状況 (真上より)

3 推定講堂跡 (第 9次 A区)南側東西柱掘方列 (西 より)

4 伽藍西門跡 (第 9次 C区 )遺構検出状況 (真上より)

5,伽藍西門跡 (第 3次 A区 )南北区画溝 (北より)

6.伽藍南東回廊跡 (第 4次 A区 )遺構検出状況 (西 より)

本文図版

1 伽藍南東回廊跡現地説明会風景

2.第 2回 日向国分寺跡報告書作成指導委員会風景

須恵器高台付坑 「椎田」 (赤外線)

土師器郷 「夏」 (赤外線)

3.

4

PL.

PL.

―推定寺域一

日向国分寺跡推定寺域現況 (真上より)

一立地 。中門跡 1-

西都原中間台地及び西都原台地 (南東上空より)

第 5次 A区遺構検出状況 (北東より)

―中門跡 2-

第 5次 A区柱掘方検出状況 (南 より)

第 1次 A区第 2ト レンチ北壁土層 (南 より)

第 5次 A ttSE l遺 物出土状況 (東 より)

第 5次 AttP l-2土層堆積状況 (東 より)

第 5次 A ttSE l東 壁土層堆積状況 (西 より)

第11次 A区遺構検出状況 (真上より)

一推定金堂跡―

第 1次 A区 トレンチ配置状況 (真上より)

第 1次 A区第10ト レンチ掘削状況 (南 より)

第 1次 A区第12ト レンチ遺構検出状況 (南 より)

第 6次 C区第 2ト レンチ遺構掘削状況 (東 より)

第10次 C区第 1ト レンチ遺構掘削状況 (北 より)

第12次 A区第 2・ 3ト レンチ基壇状硬化層 (南東より)

第12次 A区第 2・ 3ト レンチ石組遺構 (北西より)

一伽藍南東回廊跡 ■―

第 1次 A区第 2ト レンチ遺構掘削状況 (北 より)

第 1次 A区第 3ト レンチ遺構掘削状況 (北 より)

第 2次 IC区第3-2・ 6トレンチ遺構検出状況 (真上より)

第 4次 A区西側柱掘方掘削状況 (北西より)

第 4次 A区南東側遺構掘削状況 (南西より)

第 5次 A区南東側遺構掘削状況 (南 より)

第11次 A区第 4ト レンチ遺構掘削状況 (北 より)

一伽藍南東回廊跡 2-

第 4次 A区遺構検出状況 (西 より)

第 4次 A区遺構検出状況 (東 より)

一推定講堂跡 1-

第 9次 A区遺構掘削状況 (南上空より)

第 3次 B区第2ト レンチ遺構掘削状況 (北東より)

第 3次 B区第3ト レンチ遺構検出状況 (南西より)

一推定講堂跡 2-

第 9次 A区南西側遺物出土状況 (南 より)

第 9次 A区南東側遺構掘削状況 (西 より)

第 9次 A区南東側遺構掘削状況 (北西より)

第 9次 A区東西柱掘方列検出状況 (西 より)

第 9次 A区西側遺構掘削状況 (南 より)

第 9次 A区西側遺構掘削状況 (北 より)

第 9次 A区西側遺構掘削状況 (南 より)

一推定講堂跡 3-

第 9次 A区東側柱掘方掘削状況 (南 より)

第 9次 AttP 5。 19掘削状況 (北東より)

第 9次AttP 5。 19掘削状況 (南西より)

第 9次 AttP 7'23土層堆積状況 (北東より)

第 9次 A・ C区遺構検出状況 (真上より)

一伽監西門跡―

1.第 3次 A区柱掘方検出状況 (北東より)

2.第 9次 C区遺構検出状況 (北西より)

3.第 3次 A ttSE 2遺 物出土状況 (北より)

4.第 3次 A ttSE 2遺 物出土状況 (南より)

5 第 3次 A ttSE 2遺 物出土状況 (東 より)

6.第 3次 A ttSE 2土 層堆積状況 (南 より)

11 -推定塔跡一

1.第 1次 A・ B区遺構検出状況 (真上より)

2.第 1次 B区第 2ト レンチ遺物出土状況 (南東より)

3 第 1次 B区第 2トルチSC l遺物出土状況 (南東より)

PL.

PL`
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4 第 1次 B区第 2ト レンチSC l遺物出土状況 (北東より)

5 第 1次 B区第 2ト レンチSC 2遺物出土状況 (南 より)

6.第 1次 B区第 2ト レンチSC 2遺 物出土状況 (南東より)

7 第11次 A区第 6ト レンチ遺構完掘状況 (北西より)

12 -木喰五智館下・講堂西側南北柱穴列―

1.第 1次 B区遺構検出状況 (南東より)

2.第 1次 B区遺構検出状況 (北西より)

3.第 1次 B区東側南北柱穴列検出状況 (北 より)

4.第 11次 B区遺構検出状況 (真上より)

13 -旧 国分公民館下―

1.第 1次 D区第 1ト レンチ掘削状況 (東 より)

2.第 10次 A区遺構検出状況 (南西より)

3 第10次 A区遺構検出状況 (北 より)

4.第 10次 A区南北柱穴列掘削状況 (南 より)

5.第 10次 A区遺構掘削状況 (北 より)

6.第 10次 A区近世墓土層堆積状況 (西 より)

7.第 10次 A区近世墓土層堆積状況 (西 より)

8 第10次 A区近世墓土層堆積状況 (北西より)

14 -伽藍東門推定箇所周辺―

1.第 2次 Ⅱ地点第 1・ 3ト レンチ遺構掘削状況 (北 より)

2 第 5次 C ttSE l遺 物出土状況 (北 より)

3 第 5次 C ttSE 3北 側遺物出土状況 (南東より)

4.第 5次 C区北TRl遺 構掘削状況 (南西より)

5.第 5次 C ttSE 3遺 物出土状況 (南 より)

6 第 5次 C区南側遺構検出状況 (北東より)

15 -伽藍北西側東西区画溝―

1 第10次 D区遺構検出状況 (南西より)

2.第 10次 D ttSE l遺 物出土状況 (南西より)

3.第 10次 D ttSE l完掘状況 (南西より)

4 第10次 D ttSE l完掘状況 (南 より)

5.第 10次 D区遺構完掘状況 (北西より)

6.第 10次 D ttSE 2掘 削状況 (西 より)

7.第 10次 D ttSE 2[中 層]遺物出土状況 (北 より)

8,第 10次 D ttSE 2[下層]遺物出土状況 (北 より)

16 -伽藍南西側区画溝―

1.第 4次 B区第 3ト レンチ掘削状況 (北 より)

2.第 4次 B区第 3ト レンチ東西区画溝掘削状況 (東 より)

3 第 4次 C ttSE l掘 削状況 (北 より)

4 第 4次 C区遺構掘削状況 (東 より)

5,第 4次 C区遺構掘削状況 (西 より)

17 -その他の区画溝一

1 第11次 A区第 1ト レンチSE l掘 削状況 (東 より)

2.第 11次 A区第 1ト レンチSE l北壁土層堆積状況 (南 より)

3.第 11次 A区第 2ト レンチ遺物出土状況 (西 より)

4.第 11次 A区第 2トレンチSE l遺物出土状況 (真上より)

5 第11次 A区第 3ト レンチ遺物出土状況 (南東より)

6.第 11次 A区第 3ト レンチSE l遺 物出土状況 (南 より)

7.第■次A区第 3ト レンチ完掘状況 (南東より)

18 -推定南門西側一

1 第 6次 D区第 1ト レンチ掘削状況 (南西より)

2 第 6次 D区第 1ト レンチ遺構検出状況 (南東より)

3.第 6次 D区第 1ト レンチ土層堆積状況 (南 より)

4.第 6次 D区第 2'3トレンチ鉄津出土状況 (南東より)

5。 第12次 D区遺物出土状況 (南 より)

6.第 12次 E区 トレンチ配置状況 (西 より)

7 第12次 E区第 1ト レンチ掘削状況 (南 より)

19 -東西掘立柱建物跡及び周辺―

1.第 7次 C区第 1ト レンチ遺物出土状況 (北西より)

2 第 7次 C区第 3ト ルチSE 2遺 物出土状況 (南東より)

3 第 7次 C区第 3ト レンチSE 2完 掘状況 (北東より)

4.第 7次 C区第 3ト レンチ完掘状況 (西より)

5。 第 7次 C区第 5ト レンチ遺物出土状況 (西 より)

6.第 7次 C区第 5ト レンチ完掘状況 (東より)

7.第 7次 C区第 5ト レンチ東側南北柱穴列 (南西より)

8 第 7次 C区掘削状況 (南西より)

20 -南北掘立柱建物跡―

1.第 9次 C区遺構掘削状況 (真上より)

2 第 9次 C区遺構検出状況 (東 より)

3 第 9次 C区遺構掘削状況 (南東より)

4.第 9次 C区遺構掘削状況 (南西より)

5。 第 9次 C区遺構掘削状況 (南より)

6.第 9次 C区遺構掘削状況 (東より)

7.第 9次 C区南側東西溝完掘状況 (東 より)

21 -推定寺域北側―

1 第 7次 A区第 1ト レンチ遺構掘削状況 (南東より)

2 第 7次 A区第 3ト レンチ遺構検出状況 (西 より)

3.第 7次 A区第4ト レンチ遺物出土状況 (東 より)

4.第 10次 E区第 1ト レンチ完掘状況 (北 より)

5。 第10次 E区第 2ト レンチ北側完掘状況 (北東より)

6.第 10次 E区掘削状況 (北西より)

PL.

PL.

PL.

PL.

PL.
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PL. 22 -推定寺域西側―

1 第 7次 B区第 1ト レンチ完掘状況 (北西より)

2.第 7次 B区第 2ト レンチ完掘状況 (南 西より)

3 第 7次 B区第 3ト レンチ完掘状況 (北東 より)

4.第 7次 B区第 3ト レンチ遺物出土状況 (北 より)

5 第 7次 B区第 4ト レンチ西側完掘状況 (南 より)

6.第 7次 B区第 5ト レンチ東側遺物出土状況 (北東 より)

23 -推定寺域南西all―

1.第 8次 A区掘削状況 (南東より)

2 第 8次 A区第 1ト レンチ掘削状況 (南西より)

3 第 8次 A区第 1ト レンチ完掘状況 (東 より)

4.第 8次 B区第 2ト レンチSC 2遺 物出土状況 (北 より)

5 第 8次 B区第 2ト レンチSC 2完 掘状況 (北東より)

6 第 8次 B区第 5ト レンチ遺物出土状況 (北西より)

7 第 8次 B区第 6ト レンチ遺物出土状況 (北東より)

24 -塔想定箇所―

1.第 2次 IE区第 1～ 3ト レンチ完掘状況 (北 より)

2 第 2次 IE区第 1ト レンチSC 3遺 物出土状況 (東 より)

3 第 5次 B区第 1ト レンチ遺物出土状況 (東 より)

4.第 5次 B区第 1ト レンチ東側遺物出土状況 (南東 より)

5 第12次 C区第 1ト レンチ近世墓完掘状況 (南東より)

6.第 12次 C区第 1ト レンチ完掘状況 (東 より)

25 -推定伽藍北西側一

1.第 4次 E区第 2ト レンチ完掘状況 (北東 より)

2.第 4次 E区第 1ト レンチ遺構検出状況 (東 より)

3 第 4次 E区第 1ト レンチ遺物出土状況 (北東 より)

4 第 4次 D区第 1ト レンチ完掘状況 (東 より)

5.第 4次 D区第 1ト レンチ中央土坑検出状況 (南 より)

6 第 4次 D区第 3ト レンチ完掘状況 (南西より)

26 -現目分公民館下―

1 第 3次 E区 トレンチ配置状況 (北西より)

2.第 3次 E区第 1・ 2ト レンチ掘削状況 (南西より)

3 第 3次 E区第 1ト レンチ遺構掘削状況 (西 より)

4 第 3次 E区第 2ト レンチ遺構検出状況 (西 より)

5.第 3次 E区第 3ト レンチSE 2完 掘状況 (南 より)

6 第 3次 E区第 3ト レンチSE 2土 層堆積状況 (南 より)

7 第 3次 E区第 3ト レンチ掘削状況 (南 西より)

8 第 3次 E区第 3ト レンチSE l土層堆積状況 (東 より)

PL。 30 日向国分寺跡出土軒丸瓦4

PL.31 日向国分寺跡出土軒丸瓦 5

PL.32 日向国分寺跡出土軒平瓦 1

PL.33 日向国分寺跡出土軒平瓦 2

PL。 34 日向国分寺跡出土軒平瓦 3

PL.35 日向国分寺跡出土軒平瓦4

PL.36 日向国分寺跡出土軒平瓦 5

PL。 37 日向国分寺跡出土軒平瓦 6

PL.38 日向国分寺跡出土軒平瓦 7

PL.39 日向国分寺跡出土軒平瓦8

PL.40 日向国分寺跡出土丸 。平瓦

PL。 41 日向国分寺跡出土丸・平瓦

PL.42 日向国分寺跡出土丸 。平瓦

PL.43 日向国分寺跡出土丸・平瓦

PL。 44 日向国分寺跡出土丸・平瓦

PL.45 日向国分寺跡出土丸 。平瓦

PL.46 日向国分寺跡出土丸 。平瓦

PL.47 日向国分寺跡出土丸・平瓦

PL.48 日向国分寺跡出土丸・平瓦

PL.49 日向国分寺跡出土丸・平瓦

PL.50 日向国分寺跡出上丸 。平瓦

PL.51 日向国分寺跡出土丸 。平瓦

PL.52 日向国分寺跡出土丸・平瓦

PL.53 日向国分寺跡出土丸・平瓦

PL.54 日向国分寺跡出土土器類 1

PL.55 日向国分寺跡出土土器類 2

PL.56 日向国分寺跡出土土器類 3

PL.57 日向国分寺跡出土土器類 4

PL.58 日向国分寺跡出土土器類 5

PL.59 日向国分寺跡出土土器類 6

PL.60 日向国分寺跡出土土器類 7

PL.61 日向国分寺跡出土土器類 8

PL.62 日向国分寺跡出土土器類 9

PL.63 日向国分寺跡出土土器類10

PL.64 日向国分寺跡出土土器類11

PL.65 日向国分寺跡出土土器類12

PL.66 日向国分寺跡出土土器類 13

PL.67 日向国分寺跡出土土器類 14

PL.68 日向目分寺跡出土土器類15

PL.69 日向国分寺跡出土土器類16

(凸面縦縄叩文 1)

(凸面縦縄叩文 2)

(凸面縦縄叩文 3)

(凸面横縄叩文 1)

(凸面積縄叩文 2)

(凸面格子 日叩文 1)

(凸面格子 目叩文 2)

(凸面格子 目叩文 3)

(凸面無文 1)

(凸面無文 2)

(凸面無文 3)

(凸面無文 4)

(凸面平行条線叩文)

(凸面その他 )

PL.27 日向国分寺跡出土軒丸瓦 1

PL.28 日向国分寺跡出土軒丸瓦2

PL.29 日向国分寺跡出土軒丸瓦3
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第 I章 序 説

第 1節.調査 に至 る経緯

現在、全国の国分寺跡を見渡す と、①文献などから所在地が明らかなもの、②基壇痕跡や礎石が

十分に遺存 してお り国分寺跡 と特定できるもの、③国分寺跡 と推定されるが礎石や地下遺構等でし

か判断できないもの、④寺院跡であるが国分寺 と断定できないもの、⑤所在地が全 く不明なもの、

などの大きく5種類に大別できる。 日向国分寺の場合、③に該当し、後述するように戦前より地勢

や古瓦の出土、文献、伝承等から西都市大字三宅字国分に比定されてきた。

荘園制の普及後、国分寺は衰退 し、中世から近世にかけて再興されてきたが、その都度大規模な

地形改変がなされ、現在、日向国分寺跡比定地には数基の礎石が点在する程度であり、昔時の名残

は少ない。このことから、戦後、日向国分寺跡の寺域を確定し、保存を図ることが不可欠 となり、

発掘調査が実施されることとなつた。

発掘調査は、平成 7年度より西都市教育委員会が確認調査を始める以前、過去 4度 にわたり実施

されてきた。それは、昭和23(1948)年に駒井和愛教授を団長 とした日向考古調査団、その後、昭和

36(1961)年 の九州大学及び宮崎県教育委員会の確認調査、宮崎県教育委員会による昭和47(1972)年

の緊急調査及び平成元(1989)年の確認調査である。

しかし、これまでの調査では調査期間が短期間であつたことなどから、調査面積が狭小であり寺

域及び伽藍配置について明確にされて来なかつた。当時の建物跡 と判断できる遺構が検出されたの

は、平成元年度の宮崎県教育委員会による確認調査のみであり、市道国分 3号線 (以下、東西道路

と呼ぶ)北東側の畑より2時期の東西掘立柱建物跡が確認 された程度であった。

当地域は、昭和36年当時の周辺写真 と現在を比較すると寺域内外の宅地化が著 しく、地下遺構の

保存のためには寺域及び伽藍配置等の確認が急務 となつた。また、境内内には江戸時代中期にこの

地を訪れた木喰上人作像の木喰五智如来坐像を安置 した東面 5× 4間木造瓦葺きの堂宇が所在 して

いた。 しかし、昭和22年の建立の上、度重なる台風の影響等により老朽化が進行 したことから新た

な展示施設を建設する必要性も生じた。これ らのことから、寺域及び伽藍地を特定することによる

遺跡の保存、また、境内内で地下遺構に影響が少ない箇所へ木喰五智館を建設するための場所選定

を目的に、西都市教育委員会では平成 7年度より確認調査を実施することとした。

(註及び参考文献)

(1)第Ⅲ章第 1節参照

(2)松本 昭 「宮崎県日向国分寺」『 日本考古学年報』 I 日本考古学協会編纂 1949

(3)宮崎県教育委員会 「日向国分寺址」『 日向遺跡綜合調査報告』第 3号 1963

(4)石川恒太郎 「日向国分寺」『新修 国分寺の研究』第 5巻下 西海道 1987

(5)宮崎県教育委員会『国衛・郡衛 。古寺跡等遺跡詳細分布調査報告』Ⅲ 1991

(6)西都市教育委員会 「遺跡所在確認調査に伴 う市内遺跡発掘調査概要報告書 I」

『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第23集  1996

(7)西都市教育委員会 「市内遺跡発据調査概要報告書Ⅱ～�J

『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第25。 27～ 31・ 36・ 40。 41・ 46・ 49集  1997～ 2007
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第 2節.調査 の体制

日向国分寺跡保存調査検討委員会 (平成 17～ 18年度 )

委  員  長  小 田 富士雄 (福 岡大学名誉教授 )

高1委 員 長  日 高 正 晴 (西都原古墳研究所長 )

委    員  山 中 敏 史 (独 立行政法人 奈良文化財研究所 文化遺産部)

箱 崎 和 久 (独立行政法人 奈良文化財研究所 都城発掘調査部 )

柴 田 博 子 (宮崎産業経営大学助教授 )

オブザーバー  文化庁記念物課

宮崎県教育庁文化財課

日向国分寺跡報告書作成指導委員会 (平成 19～ 20年度 )

小 田 富士雄 (福 岡大学名誉教授 )

山 中 敏 史 (独 立行政法人 奈良文化財研究所 文化遺産部 )

事 務 局  教 育 長    平 野  平  (平成 7～ 9年度 )

菊 池 彬 文 (平成 10～ 13年度 )

黒 木 康 郎 (平成 14～ 16年度 )

三ヶ尻 茂 樹 (平成 17～ 20年度 )

課   長    三 輪 公 洋 (平成 7年度、社会教育課 )

佐々木 美 徳 (平成 8～ 10年度、社会教育課 )

阿 万 定 治 (平成11年度、社会教育課 )

阿 万 定 治 (平成 12～ 14年度、文化課 )

森  康 雄 (平成 15～ 16年度、文化課 )

伊 達 博 敏 (平成17年度、文化課 )

伊 達 博 敏 (平成18年度、社会教育課 )

荒 川 昭 英 (平成19年度、社会教育課 )

泊  宗 利 (平成20年度、社会教育課 )

課 長 補 佐    阿 万 定 治 (平成 7～ 8年度 )

甲 斐 克 則 (平成 9～ 10年度 )

宮野原 美 敏 (平成11年度 )

奥 野 拓 美 (平成 12～ 14年度 )

村 岡 満 徳 (平成 15～ 17年度 )

楠 瀬 寿 彦 (平成 18～ 19年度 )

表 方 政 幾 (平成20年度 )

主  幹     表 方 政 幾 (平成19年度、係長兼 )

文化財係  長  伊 達 博 敏 (平成 7年度 )
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調 査 担 当

整 理 担 当

調 査 指 導

発掘作業員

同 主  査

同 主任主事

同 主  事

同 主 事 補

文化財係  長

同 主任主事

同 主  事

同 主 事 補

同整理専門員

同整 理 員

表 方

江 藤

重 永

黒 木

蓑 方

鹿 嶋

日 高

津 曲

鹿 鳴

原 口

長 友

土 持

津 曲

政

和

浩

裕

政

修

憲

大

修

和

英

留

大

幾 (平成 8～ 18年度、平成19年度主幹兼 )

彦 (平成20年度)

樹 (平成 16～ 18年度 )

平 (平成 19～ 20年度 )

幾 (平成 7年度 )

― (平成 8、 12～ 15年度 )

― (平成 8～ 11年度 )

祐 (平成 15～ 20年度 )

― (平成 7年度 )

盛 (平成 9年度 )

樹 (平成 10年度)

理 (平成 11～ 12年度 )

祐 (平成 13～ 14年度 )

方

瀬

方

瀬

田

瀬

蓑

笙

蓑

笙

岩

笙

政 幾

明 宏

政 幾

明 宏

陽 子

明 宏

(平成 8～ 9年度 )

(平成 19～ 20年度 )

(平成 7年度 )

(平成H～ 18年度 )

(平成 7～ 8年度 )

(平成 9～ 10年度 )

長谷川 明 美 (平成 15～ 20年度 )

中 原 昭 美 (平成20年度 )

小田富士雄 (福 岡大学名誉教授 )、 山中敏史 (独 立行政法人奈良文化財研

究所文化遺産部)、 箱崎和久 (独立行政法人奈良文化財研究所都城発掘調

査部 )、 柴田博子 (宮崎産業経営大学助教授 )、 柳沢一男 (宮崎大学教育

学部教授 )、 永山修― (ラ ・サール学園)、 坂井秀弥・玉田芳英・禰宜田

佳男 (文化庁記念物課 )、 吉本正典・北郷泰道 (現、西都原考古博物館 )、

石川悦雄・長津宗重・和田理啓 (現、宮崎県埋蔵文化財センター)、 日高

正晴 (西都原古墳研究所長)他多数

井上六男 。押川ツル・緒方タケ子・廻田勉 。廻田和子・川野照夫・金丸美

保・黒木 トシ子・児玉征子・佐伯民孝・椎葉重満・椎葉智佐子・篠原時江

。長谷川クミエ・浜田スミ・疋田はる子・横山ナオ子・和田厚子

緒方裕子・奥野和子・狩野由美・黒木文子 。杉田英子・中原昭美・那須員

紀子 。長谷川明美 。吉留直美

整理作業員
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本文図版¬ 伽藍南東回廊跡現地説明会風景 (平成11年 2月 11日 )

本文図版2 第2回 日向国分寺跡報告書作成指導委員会風景 (平成20年 11月 25日 )
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第 3節 .調査 日誌抄録

日向国分寺跡の確認調査は前述のとおり平成 7年度から開始し、平成18年度までの12次 に亘 り実

施した。以下、これら調査の経過について概要を記す。

(第 1次調査)

平成 7(1995)年 6月 12日  五智堂に安置されていた工智如来坐像移転事業を開始。

7月 15日  工智堂解体工事終了。

7月 26日  日向国分寺跡の確認調査に着手。五智堂基壇にA区設定・掘削開始。

7月 27日  平板による地形測量 (1/200)開始。

8月 1日  旧工智堂基壇平板測量 (1/50)。

8月 8日  宮崎大学柳沢一男助教授現地指導。

8月 23日  A区 第 4ト レンチ西壁 より軋元大費が十数枚入つた土師器壺が出土。

8月 24日  現木喰工智館周辺にB区設定・掘削開始。

9月 6日  A区 東西区画溝の東側延長にC区設定・掘削開始。県文化課長津 。橋本氏来訪。

9月 7日  B区 第 2ト レンチ 1・ 2号土坑掘削。

9月 12日  旧国分公民館南側にD区設定・掘削開始。

9月 21日  奈良文化財研究所山中敏史氏来訪。

9月 29日  ラジヨンヘ リによる空中写真撮影。

10月 5日  県文化課面高・藤本氏来訪。

10月 16日  「国行・郡衛・古寺跡等保存整備基礎調査委員会」現地視察。

10月 17日  県文化課菅付・藤本氏調査指導。

10月 19日  第 1次調査終了。

(第 2次調査)

平成 8(1996)年 11月 28日  I地 点C区第 3-2ト レンチ設定・掘削開始。

12月 5日  I地点 E区第 1～ 3ト レンチ設定・掘削開始。

12月 12日  I地点 C区第 5ト レンチ設定・掘削開始。

12月 20日  Ⅱ地点第 1～ 3ト レンチ掘削開始。

1月 17日  Ⅱ地点第 1・ 3ト レンチ平板実測 (1/50)

1月 20日  Ⅱ地点第 1～ 3ト レンチ平板実測 (1/200)

1月 21日  I地点C・ E区周辺平板実測 (1/200)

1月 29日  I地点 C区第 3-2ト レンチ実測 (1/20)

1月 30日  一部埋め戻 し作業開始。

2月 10日  ラジコンヘ リによる空中写真撮影。

2月 12日  「国衛・郡衛・古寺跡等保存整備基礎調査委員会」現地視察。

2月 24日  宮崎大学柳沢一男助教授調査指導。

2月 28日  第 2次調査終了。
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(第 3次調 査 )

平成 9(1997)年 6月 17日  A区 第 1ト レンチ設定。

6月 20日  A ttSE l西側土層断面実測、SE 2清掃。第 1ト レンチ拡張・埋め戻 し。

6月 27日  B区 掘削開夕台。

7月 4日  D区 掘削開始。

7月 10日  現地説明会。

7月 28日  A区 遺物実測、 B区遺物取 り上げ・埋め戻 し。

7月 30日  A ttSE 2(下層)遺物実測、 B区埋め戻 し。

8月 1日  B区 埋め戻 し、D区平板実測 (1/50)。

8月 4日  A ttSE 2(下層)遺物 レベル・取 り上げ、D区遺構掘削 。埋め戻 し。

8月 5日  A区 第 2ト レンチ遺物 。SE 2(下 層)取 り上げ、D区埋め戻し。

8月 11日  A ttSE 2北側土層断面実測 (1/10)・ 埋め戻 し、D区第 1ト レンチSE l・ SE 2東側土層

断面実測 (1/10)

8月 12日  A区 埋め戻し、 C区第 1ト レンチ東側土層断面写真撮影・注記、D区埋め戻 し。

8月 19日  C区 草刈 り、第 1ト レンチ設定・掘削。

8月 25日  C区 第 1ト レンチ平板実測 (1/50)。 埋め戻 し。

平成10(1998)年 2月 6日  E区 設定・掘削開始。

2月 18日  宮崎大学柳沢一男教授調査指導。

2月 27日  E区 第 1～ 5ト レンチ埋め戻 し 。平板実測 (1/50)・ 土層断面実測 (1/10)

3月 5日  第 3次調査終了。

(第 4次調査)

平成10(1998)年 11月 H tt A区 (南東回廊推定箇所)掘削開始。

11月 20日  A区 遺構検出終了。伽藍西門北側南北溝の延長検出のため、D区第 1・ 2ト レンチ及

び E区第 1ト レンチ設定。

11月 24日  E区 第 3ト レンチ設定・掘削。

11月 25日  D区 第 2ト レンチ設定・掘削。

11月 26日  C区 掘削。南北区画溝・柱穴等を検出。

11月 27日  E区 遺構掘削。

11月 30日  B区 第 1～ 3ト レンチ設定・掘削開始。

12月 3日  宮崎大学柳沢一男教授調査指導。

12月 4日  B区 第 3ト レンチより東西区画溝検出。

12月 9日  B・ E区平板実測 (1/50)、 遺物 レベル・取 り上げ。

12月 10日  D区 第 1ト レンチ設定 。掘削。

12月 15日  A区 平板実測 (1/50)。 少なくとも 3時期の回廊跡を確認。

12月 18日  A区 lmグ リット設定。

12月 22日  A区 平面実測開始 (1/20)。

平成11年 (1999)3月 5日  第 4次調査終了。
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(第 5次調査)

平成H年 (1999)5月 17日  境内内草刈 り。

5月 21日  中門跡検出の為、A区を設定・掘削開始。

5月 26日  塔跡検出の為、境内南側竹林内にB区設定・掘削開始。

6月 8日  坂井秀弥調査官 (文化庁記念物課)来訪。

6月 10日  山中敏史氏来訪。

6月 18日  木喰工智館北側の民家進入道路 (C区 )を 業者により舗装剥ぎ取 り開始。

8月 3日  福岡大学教授小日富士雄氏現地指導。

8月 11日  A区 清掃、 B区第 1ト レンチ掘削、C区平板実測 (1/50)。

8月 27日  宮崎大学教授柳沢一男氏調査指導。

8月 30日  A区 平面実測 (1/10)、 B区第 1。 2ト レンチ掘削、C ttSE l～ 3遺物取 り上げ。

9月 11日  現地説明会。

9月 17日  C区 第 1ト レンチSE l実 測 (1/10)。

9月 27日  民家進入路の道路修復工事開始。

10月 7日  C区 民家進入路完成検査。

11月 1日  A区 遺物取 り上げ 。清掃 。写真撮影、B区平板実測 (1/50)。

平成12(2000)年 2月 23日  A区 埋め戻 し。

2月 28日  B区 埋め戻 し。

2月 29日 第 5次調査終了。

(第 6次調査)

平成12(2000)年 6月 5日  塔想定箇所北側にA区設定、掘削開始。

6月 19日  五智館北側伽藍東門推定箇所にB区設定・掘削開始。

6月 26日  B区 平板実測 (1/50)。

7月 4日  B区 第 2ト レンチ掘削終了・清掃・写真撮影。

7月 6日  B区 第 1ト レンチ南側に第 3ト レンチ設定 。掘削。

7月 7日  A区 平板実測 (1/50)。

7月 18日  A区 第 1ト レンチ遺物取 り上げ、 B区第 3ト レンチより防空壕の掘方検出。

7月 24日  南門推定箇所にD区第 1ト レンチを設定・掘削。

7月 26日  D区 平板実測 (1/50)。

7月 28日  C区 第 1ト レンチ設定・掘削。

8月 9日  D区 第 1ト レンチ内昭和36年調査第一 トレンチ埋土掘削。

8月 16日  C区 第 1ト レンチ平板実測 (1/50)、 D区第 1ト レンチ掘削終了。

8月 24日  C区 第 1ト レンチ清掃・写真撮影、D区第 1ト レンチ埋め戻 し 。第 2ト レンチ清掃。

9月 5日  C区 第 1ト レンチ北東隅掘削、D区第 2ト レンチ西側掘削終了 (鉄滓・凹状遺構検出)。

10月 5日  C区 第 1ト レンチ埋め戻し、D区第 2・ 3ト レンチ平板実測 (1/50)。

10月 17日  D区 第 2・ 3ト レンチ南北ベル ト下部遺物取 り上げ、周辺地形平板実測終了 (1/50)。

10月 18日  D区 第 2・ 3ト レンチ埋め戻 し、第 6次調査終了。
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(第 7次調 査 )

平成13(2001)年 9月 17日  推定寺域北端にA区設定・掘削開始。

9月 25日  推定寺域西側に B区第 1～ 6ト レンチ設定・掘削開始。

10月 15日  B区 平板実測 (1/50)、 第 2～ 6ト レンチ遺物取 り上げ。

10月 19日  B区 第 3ト レンチ土層断面実測 (1/10)、 第 4ト レンチ掘削 。清掃 。写真撮影。

H月 15日  A区 第 3ト レンチ掘削、 B区第 2ト レンチ平面実測 (1/10)。

11月 19日  A区 第 3ト レンチ平面実測 (1/10)、 B区第 2ト レンチ埋め戻 し。

11月 21日  B区 第 3ト レンチ掘削・清掃 。写真撮影・ レベル計測。

平成14(2002)年 1月 23日  平成元年度の調査で 2時期の東西掘立柱建物跡が確認 されている畑をC区 とし、東西

掘立柱建物跡南側に第 1ト レンチを設定 。掘削開始。

1月 30日  宮崎県教育委員会伊東氏、宮崎産業経営大学柴田博子氏来訪。

1月 31日  東西掘立柱建物跡検出地点に第 4・ 5ト レンチ設定・掘削開始。

2月 25日  C区 第 1ト レンチ平板実測 。遺物取 り上げ 。清掃、第 3ト レンチ清掃・写真撮影。

2月 26日  C区 第 4ト レンチ清掃・写真撮影 。平板実狽J(1/50)。

3月 18日  C区 第 2ト レンチ写真撮影、第 4ト レンチ東側溝掘削、第 5ト レンチ清掃。

3月 19日  C区 第 5ト レンチ平板実測 (1/50)。

3月 25日  C区 第 1・ 3ト レンチ埋め戻 し、第 2・ 4・ 5ト レンチ清掃・写真撮影。

3月 29日  第 7次調査終了。

(第 8次調査)

平成14(2002)年 6月 3日  寺域南西端を検出する為、 B区設定・掘削開始。輩 日、A区設定・掘削開始。

7月 3日  A区 第 1ト レンチ北側断面ベル ト除去、第 4ト レンチ清掃・平板実測 (1/50)。

7月 10日  A区 第 1ト レンチ南側掘削 。清掃・写真撮影、第 5・ 6ト レンチ平板実測 (1/50)。

7月 12日  西都原古墳研究所長 日高正晴氏来訪。

7月 23日  A区 第 2ト レンチ清掃・写真撮影・埋め戻 し。

7月 30日  A区 第 1ト レンチ溝北西壁土層断面実測 (1/10)、 B区第 5ト レンチ掘削。

8月 1日  A区 第 1ト レンチ平板実測 (1/50)、 B区第 5。 6ト レンチ掘削。

8月 20日  A区 北側平板杭測量 (1/50)、 B区第 1～ 4ト レンチ周辺平板実測 (1/100)。

8月 27日  坂詰秀一氏 。日高正晴氏来訪。

9月 30日  B区 第 2・ 4・ 5ト レンチ写真撮影、第 2・ 7ト レンチ平板実測 (1/50)。

10月 1日  B区 第 1ト レンチ レベル計測、第 5ト レンチ平板実測 (1/50)、 第 7ト レンチ西半掘削。

10月 11日  B区 第 1～ 5ト レンチ土層断面実測 (1/20)、 第 7ト レンチ掘削。

10月 17日  B区 第 2・ 6ト レンチ掘削、第 4ト レンチ平板実測 (1/50)。

11月 27日  B区 第 2ト レンチ平面実測 (1/10)。 遺物取 り上げ・土層断面実測 (1/10)。

12月 17日  B区 第 2・ 6ト レンチ平板実測 (1/50)。 遺物取 り上げ。

12月 20日  B区 第 6ト レンチ土層断面実測 (1/10)・ 写真撮影、第 7ト レンチ平板実測 (1/50)。

12月 27日  B区 全体の20cmコ ンタ実測 (1/50)・ 平板杭計測。

平成15(2003)年 1月 10日  第 8次調査終了。
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(第 9次調査)

平成 15(2003)年 7月 22日  東西道路北側畑にA区・工智館駐車場にB区を設定、重機により掘削。

3月 20日  A区 北側拡張部掘削・平板実測 (1/50)。 遺物取 り上げ、 B区南側溝掘削。

8月 22日  B区 南西溝内掘削 。南西側平板実測 (1/50)。 遺物取 り上げ。

9月 30日  A区 西側南重機掘削・遺構検出、 B区 ピット等掘削。

10月 9日  A区 北側 トレンチ拡張部掘削、西側写真撮影、B区北側写真撮影・平板実測 (1/50)。

10月 10日  宮崎産業経営大学柴田博子氏来訪。

10月 23日  A区 西側掘削、 B区東側掘削・写真撮影。

10月 28日  A区 平板実測 (1/50),遺 物取 り上げ。

11月 4日  A区 写真撮影・ レベル計測、 B区東側掘削。

H月 11日  A区 西側溝掘削、 B区東側平板実測 (1/50)。

11月 14日  文化庁禰宜田調査官・県文化課石川・和田氏・新富町有馬氏来訪。

H月 18日  平成 9年度A区をC区 として設定。

12月 1日  A区 東側掘削・写真撮影、 C区北側拡張・掘削。

12月 3日  A区 北側掘削・平板実測 (1/50)。 遺物取 り上げ。

12月 5日  平成 9年度 B区第 3ト レンチ掘削・北西側水道掘方掘削、C区掘削。

12月 9日  B区 南溝東側上端検出 。調査区東側ベル ト除去 。平板実浪1(1/50)。

12月 18日  B区 南東側廃土積み上げ、 C区平板実測 (1/50)。

12月 22日  A区 北側攪乱掘削、 B区南北中央溝北側掘削。

12月 23日  福岡大学小田富士雄氏調査指導。

平成16(2004)年 1月 6日  A区 住居西側南北 トレンチ設定・掘削、 C区写真撮影・平板実測 (1/50)。

1月 9日  ラジヨンヘ リによる空中写真撮影。

1月 14日  A区 北側攪乱周辺写真撮影・掘削、北側攪乱内古瓦取 り上げ。

1月 19日  A区 南北 トレンチ写真撮影、 B区柱穴断面実測 (1/20)、 C区写真撮影。

1月 20日  A区 南北 トレンチ凹掘削・調査区北側隅遺物 と配石実測 (1/10)、 C区平板実測 (1/50)。

1月 21日  A区 南北 トレンチ北側隅遺物 と配石 レベル計測 。調査区北側平板実測 (1/50)。

1月 22日  県文化課和国氏来訪。

1月 26日  A区 調査区北西側平板実測 (1/50)、 C区埋め戻し。

1月 27日  C区 調査区拡張・平板実測 (1/50)・ 柱穴断面実測 (1/10)・ 拡張部埋め戻 し。

1月 28日  A区 北側平板実測 (1/50)、 C区埋め戻 し 。四脚門北側中央柱穴実測 (1/10)。

2月 5日  A区 北側及び南北 トレンチ拡張。

2月 6日  B・ C区平板杭測量。県文化課和四氏来訪。

2月 9日  A区 北側平板実測 (1/50)。

2月 16日  A区 ベル ト除去、 B区埋め戻 し(人力・重機 )。 平板実測 (1/50)。

2月 17日  A区 平板実測 (1/50)、 B区埋め戻 し(重機 )。

3月 2日  東九州 自動車道調査指導委員、禰宜田調査官、日高正晴氏来訪。

3月 15日  A区 北側写真撮影・埋め戻 し、 B区埋め戻 し。

3月 22日  第 9次調査終了。
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(第 10次調 査 )

平成16(2004)年 7月 12日  旧国分公民館跡にA区を設定、 8箇所の坪掘にて遺構検出面精査。

7月 13日  A区 掘削 (重機 )。 調査区壁切 り。

7月 15日  A区 写真撮影・第 6次 C区第 1ト レンチ埋土掘削。

7月 22日  A区 写真撮影・平板実測 (1/50)。

7月 29日  A区 写真撮影・北側土坑掘削・調査区南半サブ トレンチ掘削。

8月 2日  A区 写真撮影、北側隅丸方形土坑周辺写真撮影。

8月 3日  旧工智堂基壇北側にB区設定・掘削。

8月 10日  B区 写真撮影・第 1次 A区第 7・ 8・ 10ト レンチ埋土掘削。

8月 12日  昭和36年第 10ト レンチ埋土掘削・基壇東側段落掘削。

8月 16日  A区 柱穴掘削・土坑断面写真撮影、 B区基壇西側段落掘削。

8月 20日  A区 平板実測 (1/50)、 B区掘削。

8月 23日  本喰工智館西側墓地内通路に第 1ト レンチ設定 。掘削。

8月 24日  B区 写真撮影・北東側段落赤色土除去・黒色土除去、 C区第 1ト レンチ掘削。

8月 25日  A区 土坑土層断面実測 (1/10)・ 柱穴平板実測 (1/50)。 宮崎大学柳沢一男氏・学生来訪。

8月 26日  A区 土層断面実測 (1/20)、 C区第 1ト レンチ南側 に第 2・ 3ト レンチ設定・掘削。

9月 1日  A区 柱穴土層断面写真撮影、 B区第 4ト レンチ拡張。

9月 3日  A区 写真撮影・平板実測 (1/50)・ 柱穴等 レベル計測、 B区東側第 4ト レンチ掘削。

9月 8日  A区 レベル計浪J・ 土坑平面実測 (1/10)。

9月 10日  B区 平板実測 (1/50)、 C区第 2ト レンチ掘削・写真撮影。

9月 13日  B区 全体写真撮影 。第 4ト レンチ掘削・平板実測 (1/50)、 C区第 3ト レンチ掘削。

9月 14日  B区 レベル計測・平板実測 (1/50)、 C区第 3ト レンチ掘削。

9月 16日  B区 全体写真撮影・平板追加実測 (1/50)。 レベル計測、 C区写真撮影。

9月 17日  B区 埋め戻 し・平板杭測量、 C区写真撮影・掘削。

9月 27日  C区 第 1～ 3ト レンチ掘削・平板実測 (1/50)。

9月 28日  C区 写真撮影・掘削 。平板実測 (1/50)。 県文化課石川氏来訪。

10月 1日  C区 第 1ト レンチ土坑掘削、第 2ト レンチ凹・ ピット掘削。

10月 4日  C区 第 1ト レンチ北側溝半裁 。第 2ト レンチ東端柱穴掘削。

12月 8日 東西道路北側にD区設定・掘削 (重機 )、 遺構検出。

12月 10日  D区 遺構掘削・南側拡張。県文化課石川氏来訪。

12月 13日  D区 南側拡張部掘削・写真撮影、推定寺域北側の坪掘 (2箇所)。

12月 14日  D区 調査区内 lmグ リット設定 。平面実測 (1/10)・ 溝掘削。

12月 15日  D ttSE l平面実測 (1/10)。 南側東西溝切 り合い都掘削。

平成17(2005)年 1月 11日  E区 設定・掘削。

1月 17日  E区 平板実測 (1/500)、 第10ト レンチ設定 。掘削。

1月 18日  E区 掘削 。写真撮影。

1月 29日  E区 掘削・ レベル計測・写真撮影、・平板実測 (1/100)。

2月 1日  第 10調査終了。
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(第■次調 査 )

平成17(2005)年 5月 24日  木喰工智館周辺をA区 とし、掘削開始。

6月 3日  A区 第 3ト レンチ平面実測 (1/10)。

6月 6日  A区 第 4ト レンチ写真撮影・掘削。

6月 10日  A区 第 3ト レンチ写真撮影・遺物取 り上げ。

6月 20日  工智館南側に第 5ト レンチ設定・掘削。西都市文教厚生委員来訪。

8月 5日  A区 第 5ト レンチ南側溝掘削。文化庁玉田調査官来訪。

8月 17日  A区 第 2・ 3ト レンチ写真撮影、第 3ト レンチ掘削・遺物取 り上げ。

8月 19日  A区 第 1ト レンチ写真撮影、第 5ト レンチ掘削。

8月 23日  A区 第 3・ 5ト レンチ写真撮影。

9月 2日  A区 第 1ト レンチ土層断面実測 (1/10)、 第 4・ 5ト レンチ写真撮影。

9月 15日 鹿児島大学竹中正巳氏来訪。

9月 26日  A区 第 3ト レンチ南北溝内掘削、第 5ト レンチ北側拡張・掘削。

9月 28日  A区 第 2ト レンチ遺物 レベル計測・取 り上げ、工智館南に第 6ト レンチ設定・掘削。

10月 4日  A区 第 3ト レンチ遺物取 り上げ・平面実測 (1/10)、 第 6ト レンチ写真撮影・掘削。

10月 11日  A区 第 3ト レンチ写真撮影、 6ト レンチ写真撮影 。大型円形土坑埋土掘削。

10月 18日  A区 第 6ト レンチ 2号土坑掘削。

10月 21日  A区 第 3ト レンチ平面実測 (1/10)。 取 り上げ、南北溝掘削、第 6ト レンチ拡張部掘削。

10月 25日  A区 第 3ト レンチ写真撮影・遺物取 り上げ、第 6ト レンチ 1・ 2号土坑埋土掘削。

10月 27日  A区 第 3ト レンチ南東凹掘削、第 5ト レンチ北側掘削。

10月 28日  A区 第 5ト レンチ写真撮影・北側東西土坑半裁掘削。

11月 2日  A区 第 2ト レンチ溝内掘削・平面実測 (1/10)、 第 3・ 6ト レンチ写真撮影。

11月 8日  A区 第 2ト レンチ平面実測 (1/10)、 中門跡東側に第 7ト レンチ設定・掘削。

H月 21日  A区 第 3ト レンチ平面実測 (1/10)。

11月 22日  A区 第 1ト レンチグリット設定、第 3ト レンチレベル計測・遺物取 り上げ。

H月 28日  A区 第 1ト レンチ平面実測 (1/10)。

11月 29日  A区 第 1ト レンチ遺物 レベル計測・取 り上げ、第 5ト レンチ掘削。

12月 1日  A区 第 3ト レンチ土層断面実測 (1/10)、 第 7ト レンチ掘削。

12月 22日  東西道路北側倉庫跡をB区 とし、11箇所の坪掘を実施。

平成18(2006)年 1月 10日  A区 第 7ト レンチ埋土掘削、 B区表土掘削 (重機 )。

1月 24日  A区 第 7ト レンチ砂掘削、 B区遺構検出、伝塔心礎移動 (重機 )。

1月 27日  日向国分寺跡調査指導検討委員会。

2月 9日  ラジヨンヘ リによる空中写真撮影。

2月 14日  B区 平板実測 (1/50)。

2月 22日  A区 第 6・ 7ト レンチ写真撮影、 B区写真撮影。

3月 13日  A区 埋め戻 し、 B区南側攪乱掘削・平板実測 (1/50)①

3月 24日  A区 第 6ト レンチレベル計測・砂入れ、B区中央方形攪乱半裁掘削・重機埋め戻 し。

3月 31日  第11次調査終了。
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(第 12次調査)

平成18(2006)年 8月 7日  推定伽藍東門北車庫周辺をB区 とし、掘削開始。

8月 9日  B区 第 1ト レンチ平板実測 (1/50)・ 下層遺物取 り上げ・埋め戻 し。 日向国府跡管理策

定委員会の為、福岡大学小田富士雄氏・奈良文化財研究所山中敏史氏来訪。

8月 29日  B区 第 4ト レンチ平板実測 (1/50)。 レベル計測・埋め戻 し。

8月 31日  工智館西側墓地通路をA区 とし、掘削 。写真撮影。

9月 12日  A区 第 2ト レンチ平板実測 (1/50)、 第 3ト レンチ設定・掘削、伝塔心礎掘方掘削。

9月 13日  A区 第 2・ 3ト レンチ写真撮影、工智館西側に第 4ト レンチを設定・掘削。

9月 21日  A区 第 2・ 3ト レンチ平板実測 (1/50)。

9月 25日  南門推定箇所をD区 とし、設定・掘削開始。

9月 29日  A区 第 2・ 3ト レンチ 。C区第 1ト レンチ 。D区第 1ト レンチ写真撮影①

10月 2日  西塔想定箇所をC区とし、第 1ト レンチを設定・掘削。

10月 5日  D区 第 1ト レンチ南側に第 2ト レンチ設定掘削。県文化財課吉本氏来訪。

10月 10日  D区 第 2ト レンチ南側に第 3ト レンチ設定・掘削。

10月 13日  日向国分寺跡調査指導検討委員会。

10月 24日  A区 第 2・ 3ト レンチ平板実測 (1/50)・ 取 り上げ・南側サブ トレンチ掘削。

10月 25日  A区 第 2・ 3ト レンチ南側サブ トレンチ掘削、 C区第 1ト レンチ平板実測 (1/50)。

11月 8日  ラジコンヘ リによる空中写真撮影。

11月 10日  D区 第 1ト レンチ写真撮影、第 2ト レンチ平板実測 (1/50)、 第 2ト レンチ掘削。

11月 13日  D区 第 1ト レンチ昭和36年度第 1ト レンチ内埋土掘削、第 1・ 2ト レンチ聞掘削。

11月 29日  D区 第 3ト レンチ東側掘削、第 2・ 3ト レンチ平板実測 (1/50)・ 取 り上げ。

12月 1日  A区 第 2・ 3ト レンチ・D区第 2・ 3ト レンチ間写真撮影・平板実測 (1/50)。

12月 4日  D区 平板実測 (1/50)。 レベル計測・埋め戻 し。

12月 19日  A区 第 2・ 3ト レンチ平板実測 (1/50)。 平面実測 (1/20)。

12月 21日  A区 金堂基壇サブ トレンチ掘削。

12月 27日  D区 第 1ト レンチ平板実測 (1/50)、 第 2ト レンチ平板実測 (1/50)。

平成19(2007)年 1月 9日  A・ C区平板杭等座標計測、D区平板実測 (1/50)・ レベル計測・埋め戻 し。

1月 10日  D区 埋め戻 し、D区西側をE区 とし、第 1ト レンチ設定・掘削。

1月 16日  E区 第 1ト レンチ写真撮影・平板実測 (1/50)。 遺物 レベル計測・取 り上げ。

1月 24日  E区 第 1ト レンチ東側に第 2ト レンチ設定・掘削。

1月 26日  E区 第 1ト レンチ北西サブ トレンチ平板実測 (1/50)・ レベル計測。

1月 31日  E区 第 1ト レンチ西側に第 3ト レンチ設定 。掘削。

2月 1日  E区 第 1ト レンチ平板実測 (1/50)。 取 り上げ、第 3ト レンチ北側掘削。

2月 2日  E区 第 1ト レンチ東半裁柱穴掘削、第 3ト レンチ北側掘削、全体平板実測 (1/50)。

2月 5日  E区 第 1ト レンチ写真撮影、東半裁柱穴平板実測 (1/50)、 第 1・ 3ト レンチ埋め戻 し。

2月 6日  E区 第 1ト レンチ砂入れ・埋め戻 し・西側北壁土層断面実測 (1/20)。

3月 26日  A区 及び境内内の調査箇所整地 (重機 )。

3月 28日  A区 南側礎石移動、 E区第 2ト レンチ埋め戻 し。第12次調査終了。
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第Ⅱ章 地理及び歴史的環境

第 1節.沿革 と立地

西都市は宮崎県のほぼ中央に位置 し、農業を基幹産業 とした人口約33,000人 、総面積は438.5kだ

を有する町である。面積の約 7割が九州山脈から派生した山地であり、林野が約77.3%、 耕地が約

8.6%、 その他が約14.1%を 占める。

大正13(1924)年 、児湯郡下穂北村が下穂北町となり、同年妻町と改名 された。昭和30(1955)年、

妻町と上穂北村の合併により西都町が誕生した。その後、昭和33(1958)年 には西都町と二納村 。都

於郡村が合併、同年H月 には市制施行 され西都市 となり、昭和37(1962)年 に二財村 。東米良村 と合

併 し、現在の西都市が誕生 した。西都市は、北に椎葉村・美郷町 。木城町、東に高鍋町・新富町、

西に西米良村、南に宮崎市・国富町が隣接する。

市の北には熊本県境の西米良村から派生した県下第 3位の水量を誇る一ツ瀬川を始め、中央に三

納川、南に二財川が東流 し、 日向灘へ注ぐ。西都平野の右岸はほば―ツ瀬川の浸食により形成 され

た沖積平野であり、沖積平野の西には洪積世台地が南に向かつて舌状に延びる。この洪積世台地上

の標高50～ 80mに は国指定特別史跡西都原古墳群が所在 し、台地東側には南北帯状に標高約20～ 30

mの中間台地が延び、さらに下ると標高12m程の沖積平野である市街地へと至る。

日向国分寺跡はこの中間台地のほば中央、西都市大字三宅宇国分に所在する。

国分寺の周囲は、東は市街地へ と続く急斜面、西は西都原古墳群が所在する西都原台地、南は西

都原台地からの湧水により形成 された谷、北は現在は市道西都原公園通線が市街地から西都原古墳

群に延びるが、以前までは小高い山、北東側には池が所在 していた。 このように、 日向国分寺は尾

根状に南北に延びた段丘上の市街地を一望できる良所に建立された。

現在の国分寺跡は、江戸時代中期に全国を行脚 した木喰五行上人作像の県指定木喰五智如来坐像

5外を安置する木喰五智館が平成 8年度に建設 され、国分寺当時の面影を偲ばせるものは境内内に

数個点在する礎石や表採できる布 目瓦程度である。

第 2節。歴 史的環境

日向国分寺は、『和妙類衆抄』に記載 されているように児湯郡三宅郷に所在 した。この三宅郷に

は国指定史跡西都原古墳群を始め、『延喜式』に記載 される日向囲四座の一つとして木花開耶姫 (コ

ノハナサクヤヒメ)を奉った妻神社や壌 I‐2杵尊 (ニ ニギノミコ ト)を奉つた日向国総社に推定 され

ている三宅神社が所在 している。また、国分寺跡の約0.6k皿南には日向国児湯郡の印鎗神社や布 目

瓦が表採 される旧国府推定地、また、国分寺跡から北に約0,7kmの 現宮崎県立妻高等学校敷地内に

は日向国分尼寺が比定されている①また、北に1.4kmに は平成12年 3月 に国史跡に指定された 日向

国府跡が所在する。この日向国府跡は 9世紀中頃の国府跡 として主要建物等が検出されたが、創建

期の国府跡ではないことが明らかになつてお り、印鈴神社周辺に推定 されてきた旧国府推定地に創

建期の国府跡が遺存 している可能性が高い。

これ ら史跡を始め、日向国分寺跡周辺には多くの遺跡や史跡が所在することから、これ らににつ

いて、以下、時代順に概観することとする。
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1.旧石器時代

西都市で旧石器時代の遺跡はほとんど明らかにされていない。 しかし、近年、東九州自動車道建

設により西都市内でも宮ノ東遺跡でナイフ型石器を中心 とした後期旧石器の遺構や遺物が検出され

るなど、今後、西都原台地上や中間台地から旧石器時代の遺跡が確認 される可能性は高い。

2.縄文時代

縄文時代の遺跡は西都原台地上を始め、多くの遺跡が確認 されている。西都原台地上には台地北

西端から早期の集石遺構や貝殻条痕文を施文する土器片、その東側に所在する新立遺跡からは弥生

終末期から古墳時代初頭にかけての集落群が検出され、アカホヤ火山灰層下層から29基の集石遺構

が纏まつて検出された。また、台地南に所在する原 口遺跡からも集石遺構を始め、貝殻条痕文土器

や石器が出土してお り、台地縁辺に縄文時代の遺跡が点在する。

しかし、これに続 く前～中期の遺跡は検出されていない。その後、後期の遺跡 としては、西都原

台地の北側に所在する宝財原台地上の宝財原遺跡で早期の集石遺構及び後期の上器片・土錘が多量

に検出された。また、西都原地区遺跡では後期の住居跡が数軒検出されているが、早期の遺跡 と比

較すると希薄である。国分寺寺域内からも集石遺構や有肩打製石斧が出土している。

3.弥生時代

弥生時代になると前期の遺跡は検出されておらず、中期後半から住居跡が出現する。

平成 5～ 7年度実施 された県営農村基盤整備パイロッ ト事業に伴 う発掘調査では、中期後半の住

居跡 1軒、土坑 1基が確認 された。この上坑は長軸1.64m・ 短軸1.47mの 隅丸方形プランを呈 し、

土坑内からは約500点 に上る高イや鉢型土器片が纏まって出土した。

西都原古墳群第 2支群一帯に広がる西都原遺跡ではこれまでに後期の住居跡が10軒程検出されて

お り、平成15年度の西都原古墳群及び周辺整備事業に伴 う駐車場建設地の調査では住居跡 5軒、掘

立柱建物跡 1棟、土墳墓 1基などが検出された。 これ ら住居跡内からは緑色買岩及び黒色頁岩製の

石鏃の完成品や未製品が纏まつて出土している。また、台地北東端には弥生時代終末から古墳時代

初頭の竪穴住居跡20軒 などが纏まつて検出された新立遺跡が所在する。また、台地西側の寺原集落

一帯を包括する寺原遺跡では石器や土製紡錘車などの遺物も表採 されてお り、終末期の集落が所在

することも明らかになつている。

日向国分寺跡が所在する台地から約1,lkm南 西に所在する清水台地上の松本原遺跡では平成 5年

度に後期に比定される環濠集落である松本遺跡が確認 され、幅1,9～ 3.4m・ 深 さ0。 9～ 1.7m程の 2

重のV字溝が検出されるなど、弥生時代後期の大集落が展開したことが明らかになつている。また、

近年の妻北地区 (日 向国府跡周辺)の発掘調査により後期の住居跡や土坑なども確認 され、中間台

地まで集落の拡が りが予想 される。

4.古墳時代

古墳時代になると国指定特別史跡である西都原古墳群を中心に西都原台地及び中間台地は墓域 と

して古墳の築造が開始 される。西都原古墳群は陵墓参考地である男狭穂塚・女狭穂塚を始め、前方

後円墳30基・方墳 1基 。円墳278基の大小古墳で構成される。西都原古墳群は中間台地に沿つて南北
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にも築造され、日向国府跡が所在する寺崎地区から創建期の国府推定地や印鈴神社の所在する尾筋

地区、その南側の鳥子地区にまで点在する。これ ら古墳は前期に比定される古墳が多く、中期には

男狭穂塚・女狭穂塚などが築造され、中期末には南九州的墓制 とされる地下式横穴墓が姿を現す。

中でも西都原 4号地下式横穴墓は玄室長約5,4mを測 り、甲冑 。刀剣などの豊富な副葬品を有 して

いた。その後、古墳の築造はやや衰え、一ツ瀬)「 1対岸の新田原古墳群祇園原支群などに造営が移る

が 6世紀後半から再び前方後円墳が築造 され、船塚 (265号墳 )、 姫塚 (202号墳)な どが築かれる。 7
世紀初頭には西都原台地上の中央に鬼の窟古墳 (206号墳)が 築かれ、古墳築造はほぼ終了する。 し

かし、地下式横穴墓や横穴墓の築造及び追葬は続き、地下式横穴墓は4号地下式横穴墓を含む と現

在までに12基 、斜面に墓道が斜めに穿たれ、それに玄室が取 り付く横穴墓 と地下式横穴墓の折哀型

とされる酒元ノ上横穴墓群も確認 されている。

西都原台地北東側の中間台地には、平成 12～ 13年度にかけての調査で地下式墓寄生型消失円墳や

消失円墳を始め、多くの地下式横穴墓が点在 していることが明らかになつた堂ヶ嶋第 2遺跡も所在

する。本遺跡の発見により中間台地一帯が古墳時代終末期の墓域であることも明確になつた。

古墳時代の集落は平成 5～ 7年度実施 された県営農村基盤整備パイロット事業に伴 う発掘調査で

台地南側の27号支線道路から初頭～前期後半にかけての住居跡が21軒確認 されている。台地上のそ

れ以降の集落については明らかにできていないが、寺原集落一帯には古墳時代を通 じた集落跡の所

在も予想 される。中期の集落跡 として明らかになつている遺跡は日向国府跡南側の舌状台地で調査

が実施 された酒元遺跡がある。酒元遺跡からは中期前半から中葉にかけての竪穴住居跡 6軒 。上坑

7基・溝状遺構 2条などが検出された。住居跡はいずれも隅丸方形プランを呈し、最大規模を測る

住居跡は短軸 5。 35m・ 長軸 5。 67mの規模を有す。出土遺物は広 口壺 。鉢・甕・高坪などであるが、

中でも高杯の出上が多く祭祀遺構的な特色を示す。また、 日向国府周辺からは住居隅に寵を備えた

7世紀代の住居跡 も検出されるなど、中間台地は古墳時代を通 じ集落として利用されていたようで

ある。

5.古代

古代になると中間台地には国分総寺を始め、国分尼寺、国府などの大規模遺跡が建立される。国

分尼寺跡は宮崎県立妻高等学校敷地内に比定され、昭和63年度及び平成 7年度宮崎県教育委員会に

より確認調査が実施 された。グランド内は戦時中にかなりの攪乱を受けてお り、国分尼寺跡を特定

できる遺構は検出されていない。 しかし、これまでに多くの瓦片が表採 されていることや学校の東

側には現在も「尼寺坂」 と呼ばれる古道も残 り、以前は 「法華」と言 う地名で呼ばれていたことな

どから、現校舎下に遺構が所在する可能性は高い。

日向国府跡は昭和63～平成 12年度、宮崎県教育委員会の調査により正殿・東脇殿・西側築地塀な

どの遺構が確認 された。「国厨」 と墨書を施 した土師器婉や円面硯 。石帯 。土馬などの遺物も出土

し、平成 12年 3月 、国史跡 として指定を受けた。現在、史跡整備に伴 う用地買収が進められている。

また、日向国分寺跡から南に約0.7kmに は創建期の国府跡や現在も印鈴神社が残 り、中間台地南

側まで遺跡の拡が りが予想 される。国分寺跡北側の国分第 1遺跡では多量の上師器片が出上し、こ

の一帯から石帯などが出上した経緯もあり、中間台地上は古代の大遺跡群であると予想 される。
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6.中世

中世の西都市はそれまで国司 として当地を治めていた 日下部氏か ら土持氏がその職 を譲 り受け、

宇佐人幡の権威 を背景に 日向一円の支配 を進 めていた。建久元 (1190)年、伊豆の工藤祐経 が源頼朝

か ら日向国730町 の地頭職 に任 じられ、その子祐時か ら5代貞時の間は一族庶子を代官 として 日向

に住まわせた。貞時の子、祐持 は足利尊氏に属 し、戦功 として 日向都於郡300町 を宛がわれ、建武

2(1335)年 、工藤姓か ら伊東姓へ と改め 日向へ下向 した。 2代氏祐は暦応 2・ 延元 4(1339)年築城

を開始 し、貞和 2・ 正平元 (1346)年に完成 した。その後、伊東氏は島津氏 との勢力争いを繰 り広げ、

天文 10(1541)年か ら永禄 11(1568)年 までの28年 をかけ、鉄肥城 を落城 させた。 この頃、伊東氏は 日

向48城 を従 え、最大の勢力を誇った。元亀 3(1572)年 、木崎原の合戦で大敗 し、内部の不統制 と国

力の衰退、また、相次 ぐ家臣の謀反な どによ り、天正 5(1577)年 、義祐は豊後の大友宗麟 を頼 り佐

土原城 を脱出、義賢も都於郡城 を脱出し幕 を閉 じた。

伊東氏に関連す る遺跡や史跡は都於郡地区か ら二財地区にかけ残 されているが、国分寺 が所在す

る三宅地区にはその痕跡が残 らない。国分寺周辺 には 日下部氏の氏寺であつた安養寺跡 (堂 ヶ嶋第

1遺跡)や天宝林寺跡が所在す る程度である。妻北地区一帯の調査では中世に遡 る陶磁器片の出土

は見 られるが、確 かな遺構 として確認 され る遺跡 は数少 ない。

以上、国分寺周辺に所在す る各時代の遺跡や史跡 について述べてきたが、国分寺周辺 は古墳時代

の西都原古墳群 を始め、古代の官衛・官寺が所在 し、古代においては 日向国内でも最重要地域 とし

て繁栄 していたことであろ う。

(註及び参考文献)

(1)江戸時代中期、全国を行脚する木喰勧海上人が日向を訪れた際、国分寺跡に立ち寄つた。輩年、火災により荒

廃していた伽藍や安置されていた本尊は全て消失してしまつた。そこで木喰勧海上人は国分寺再興の祈願を

立て、5然の彫像に取りかかつた。そうして完成した仏像 5然が木喰仏、つまり、本喰五智如来坐像である。

(2)宮崎県埋蔵文化財センター「宮ノ東遺跡」『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書』第173集  2008

(3)西都市教育委員会「宝財原遺跡」『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第20集  1994

(4)宮崎県・西都市教育委員会「西都原地区遺跡」『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第22集  1996

(5)西都市教育委員会 「新立遺跡」『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第18集  1992

(6)    〃

(7)   〃

『西都原古墳研究所 。年報』第10号 1994

「堂ヶ嶋第 2遺跡」『西都市埋蔵文化財調査報告書』第33集 2003

堂ヶ鳴第 2遺跡では、玄室数で21基の地下式横穴墓を確認 した。それ らには単独で構築 されるタイプ と地下式

墓寄生型円墳 として、円墳下に寄生的に構築されるタイプなどがある。単独で構築される地下式横穴墓は竪坑

降 口都傾斜角が徐々に倒れていく傾向にあ り、竪坑の意味が 「被葬者を玄室内へ入れるために上か ら下に降ろ

す坑」から「追葬を行 うにあた り墓前祭祀・追善供養などを行 う道」へ と変化 していく過程が推定 された。

(8)宮崎県教育委員会 「寺崎遺跡」『国衛跡保存整備基礎調査報告書』 2001

日向国府跡については約2.Ohaの 国指定を目指 しているが、平成17年度にその内の約1.Ohaを 国史跡 として指定

した。今後、残 りの1,Ohaに 関しては随時、指定拡大を進めて行 く予定である。

(9)西都市教育委員会 「国分第 3遺跡J『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第38集  2004
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第Ⅲ章 先学の調査・研究

第 1節.戦前の考古学的研究

日向国分寺跡の遺跡探査については、伊東常足氏の『大宰管内志』所収、「日向志児湯郡国分寺

項」の記載からとされる。『大字管内志』は昭和15(1941)年 に完本しているが、大正元 (1910)年 に

日本歴史地理学会発行のものに「日向志児湯郡国分寺領」の記載があることから、この頃にはまだ、

この地が国分寺の比定地 と断定はされていなかつたようである。承平 5(935)年 成立の『和名類衆

抄』に日向国府が児湯郡にあつたことが認められることから、同じ郡内に国分寺の所在を考慮 し、

この地に比定されたようである。

日向国分寺の児湯郡三宅所在説は昭和 5(1930)年、喜田貞吉氏の『 日向国史』まで踏襲されている。

また、1924年刊行の『宮崎県史蹟調査報告』第4輯には当時の境内の状況が若干述べられた後、採

集された古瓦の写真が掲載 されている。また、『宮崎県史蹟調査報告』第 5輯には国分寺跡 と木版

1枚の記載がなされており、伝塔心礎 と旧五智堂、旧五智堂北西に所在した基壇 (以下、北西土壇

と呼ぶ)、 尼寺跡等について紹介されている。

国分寺に関する遺跡的な基礎的研究は、角田文衛編『国分寺の研究』上・下巻に収録されたのが

始まりである。本書は全国の国分寺跡を収録 したもので、日向国分寺跡については久保平一郎氏が

担当し、旧五智童・北西土壇・伝塔心礎等について記されている。

当時の日向国分寺跡の状況から旧伽藍堂塔の配置について最初に論究されたのは、堀井三友氏で

ある。堀井氏は昭和10年代に全国の国分寺跡を踏査し、その成果を纏められたが、太平洋戦争の混

乱のため、刊行されるには至らなかつた。その成果は、その後、堀井三友氏遺著刊行委員会『国分

寺址之研究』として昭和31(1956)年に刊行された。これには旧五智堂、北西土壇、伝塔心礎と周辺

の礎石、伝塔心礎から北側の道路を挟んで点在していた礎石及び南北20間 。東西17間の上壇状高ま

りについて記載されている。

戦前の研究は当時の国分寺跡を表面から観察したものであり、これ以上の新知見を期待すること

は厳しい状況であつた。このように表面観察から日向国分寺跡を論究することには限界があり、現

状を打破するためには発掘調査以外にはない状況となつていた。

第 2節.戦後の考古学的研究

戦前の研究を踏まえ、戦後まもなく日向国分寺跡の発掘調査が実施された。 日向国分寺跡の発掘

調査は昭和23(1948)年の日向考古調査団の調査に端を発 し、その後、昭和36(1961)年 には九州大学

及び宮崎県教育委員会、昭和47(1972)年・平成元 (1989)年には宮崎県教育委員会の確認調査と大き

く4度の確認調査が行われてきた。以下、各調査を概観することとする。

まず、昭和23年の日向考古調査団の確認調査は、東京大学の駒井和愛博士を団長とし、早稲田大

学美術研究室と東京大学考古学研究室により編成され、同年 4月 1日 から20日 まで実施された。こ

の調査の目的は、日向国分寺跡と西都原古墳群及びその周辺の考古学的研究により、日向上代文化

の解明を行 うことであつた。調査の結果、度重なる地形改変により、決定的結論は導かれなかつた

ようであるが、旧五智堂北西側の上壇の調査、寺域の推定、軒先瓦等の遺物について報告されている。
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次に、昭和36年 12月 18～ 25日 にかけて、 (1)文献研究による国分寺沿革調査、 (2)遺跡の発掘調査

による寺地、ならびに建築物の構造 と配置の復元、 (3)古瓦類の整理編年研究、を目的に確認調査

が九州大学及び宮崎県教育委員会により実施 された。調査期間が限られていたことから、将来に備

え、全般的な伽藍配置を復元する資料を得る目的で、南門 。中門推定箇所周辺を南地区、金堂跡推

定箇所周辺を中央地域 とし、幾つかの トレンチを設定し、調査が行われた。

まず、南地区は計 5本の南北 トレンチを設定し、調査が実施 された。調査の結果、南限を示す明

確な遺構は確認できなかつたようであるが、寺域南限は第 2ト レンチを設定 した最南端の段丘まで

は延びず、その北側の第 3・ 5ト レンチを設定した附近を通る可能性が示唆 された。

次に、中央地区は計 8本の トレンチを設定 し、調査が実施 された。調査の結果、第 6南・北 トレ

ンチからそれぞれ東西方向の溝状遺構が 1条ずつ検出され、第 6南 トレンチ西側に設定した第 13ト

レンチからは、黄色細粒土層のコーナー らしき高まりが検出されたが、性格は明らかにできなかつ

たようである。また、第 6南 トレンチの東側に設定した第 7・ 8ト レンチからは、凹穴が数基検出

され、穴内から少量の瓦片が出上している。

また、昭和23年の調査の際、塔基壇 と推定された旧五智堂北西側の上壇の南側に第12ト レンチが

設定された。調査の結果、基壇は上位から淡黒色・黒褐色・黒色上で構成 されてお り、黒色土内か

ら江戸期 と予想 される伸展葬位の人骨 3体が検出された。このことから、土壇は創建以後に構築さ

れたものであることが判明した。

以上のように昭和36年度の確認調査では遺構から寺域端、及び建物跡等を断定することはできな

かつたようである。また、この調査では確認調査の他に地割の復元や出土古瓦の分類など、多岐の

報告がなされているが、これらについては第Ⅵ章で詳 しく取 り扱 うこととする。

次に昭和47年、推定寺域東側に民間業者による住宅地建設に伴 う土地造成が計画された。本地域

は寺域内に該当する可能性が高く、工事には文化庁の指示に従 うこととされていたが、開発業者が

工事を開始 したことから、石川恒太郎氏、日高正晴氏、茂山護氏が数 日間、緊急調査を実施 された。

造成予定地に幅2.Omの トレンチを24本設定し、調査を行つた結果、直径0.8～ 2.Omの礎石抜き

取 り跡、直径6.Om程の凹内に直径約4.Om、 深 さ1.8m程の井戸状の凹や溝状遺構などが検出され

た。この調査でこの一帯にも国分寺関連施設が所在することが明らかになつた。

昭和63(1988)年には宮崎県教育委員会が日向国内の国衛 。郡衛跡の所在の特定と早急な保護を目

的に 「国衛・郡衛・古寺跡等遺跡詳細分布調査」を 3ヶ 年計画で国庫補助を受け開始 した。それま

で宮崎県下の古代史跡は日向国分寺跡が一部確認調査を実施 されているのみで、日向国府跡の所在

も全く不明であつた。また、県内には奈良・平安時代の布 目瓦が13箇所で表採 されていたが、どの

地域も都市化が進行 してお り、今後、遺跡の滅失が懸念 された。これらのことから、宮崎県教育委

員会は早急にそれら遺跡の所在地及び範囲を明らかにし、遺跡保護のための資料を作成する必要が

あると判断した。

初年度は国分尼寺跡 と推定されている諏訪遺跡 (宮崎県立妻高等学校)の確認調査が開始された。

翌、平成元 (1989)年には日向国分寺跡の確認調査及び西都市内大宇右松から大字三宅、また、えび

の市法光寺跡の国府推定地の分布調査が実施 された。

日向国分寺跡の確認調査は、昭和23・ 36・ 47年度の調査で東西道路南側に所在 した旧五智堂周辺
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及び東側が調査されていたことから、市道北側を調査対象地として、道路北側の東 。中央・西側の

3箇所の畑に合計 11本の トレンチを設定 し進められた。調査地中央には民家が集中してお り、小規

模な トレンチ (1・ 2ト レンチ)しか設定できなかつたようであるが、寺域北東側 (3～ 8ト レン

チ)と 寺域北西側の畑 (9～ Hト レンチ)にある程度面積が確保 された。

調査の結果、 1。 2ト レンチは小規模であつたことから多くの成果は得 られなかつたようである

が、 3～ 8ト レンチの内、 5～ 7ト レンチでは東西掘建柱建物が検出された。この建物の柱掘方は

長軸0.9～ 1.2m× 短軸0.6～ 0.8mの 隅丸方形であつた。また、この柱掘方の北側に約半問ずれて、

直径0.5～ 0.8mの 円形柱掘方が検出された。東側妻部の柱列も検出されたが、西側については検出

されておらず、西に延びる可能性が推定された。検出された掘立柱建物跡は梁行 2間、桁行 5間以

上に推定され、柱間は隅丸方形の柱掘方の掘立柱建物跡が桁行 1間 2.5m。 梁行 1間 2.8m間隔で、

円形柱掘方の掘立柱建物跡が桁行2.2m。 梁行1.8m間 隔である。いずれも、東西 5間以上、南北 3

間である。また、 7ト レンチの東端では幅約2.2mの 南北溝も検出され、その西側約5.5mの位置に

は南北柱穴列が検出されている。この柱穴列について調査担当者は、掘立柱塀の柱穴か南北棟の掘

立柱建物跡の可能性を示唆されている。また、「比較的規模の大きな柱穴のほとんどには、柱の抜

き取 り後黄褐色の上を意識的に充填 している状況が観察された。」 とされている。

また、寺域北西側の聞き取 り調査及び採集遺物の確認により瓦溜 と予想 される多量の瓦を出土し

た畑 と隣接 した畑に 9～ 11ト レンチを設定し、調査が実施された。土師器は出上したものの、設定

した トレンチ内からは瓦溜らしき遺構は検出されなかつた。この地点で検出された遺構は 3～ 8ト

レンチで検出された柱掘方よりも小振 りなものであり、数度の建て替えを伴つた小規模な掘立柱建

物の所在が推定されている。 しかし、中にはやや大きめの柱穴も含まれており、これらから東西掘

立柱建物が所在 していた可能性も推定されている。この東西掘立柱建物跡の柱間は 3～ 8ト レンチ

で確認 された円形柱掘方の東西掘立柱建物跡 と同規模で桁行 1間 2.2m、 梁行 1間 1.8mで ある。

また、この調査では古瓦の分類も行われており、3点の軒丸瓦が紹介され、九 。平瓦については、

叩き文様から平瓦を 9類、九瓦を 3類に分類 されている。

以上のように、戦後、日向国分寺跡の考古学的調査 。研究は昭和23年から平成元年度の 4次に亘

り実施 されてきたが、調査期間や調査地の十分な確保ができず伽藍地内の主要建物跡の特定や寺域

地の特定など十分な成果を収めることはできなかつた。
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第 3節。 日向国分寺関連史料

国分寺の建立は聖武天皇により天平13(741)年下された「国分寺建立詔」により始まるとされる。

日向国分寺が文献上、最初に記載されるのは天平勝宝 8(756)年の『続 日本紀』巻十九である。こ

こには26ヶ 国の名が記載され、各国に灌頂幡 。道場幡・緋綱等が分け与えられた。

次に記されたのは弘仁11(820)年 の『弘仁式』「主税」の項であり、日向国分寺料束 3万束の内、

2万束を大隅国分寺へ割収している。また、延長 5(927)年の『延喜式』「主税」の項では、日向

国分寺料束は 1万東、大隅国分寺料束は 2万束となり自国で運営されていたようである。

鎌倉時代には建久 8(1197)年の『建久図田帳』に国分寺田20町、尼寺田10町 と記 される。天平13

年 (741)の 国分寺建立詔の際は僧寺・尼寺各10町、天平19(747)年 には僧寺100町・尼寺50町 とあり、

天平勝宝元 (749)年に僧寺1,000町・尼寺400町 とされた頃に比べれば、著しく衰退している。

『続日本紀』巻第十九

天平勝賓人年十二月己亥、越後、丹波、丹後、但馬、因幡、伯者、出雲、岩見、美作、備前、備

中、備後、安藝、周防、長門、紀伊、阿波、讃岐、伊豫、土左、筑後、肥前、肥後、豊前、豊後、

日向等二十六国、国別頒―下灌頂幡一具、道場幡四十九首、緋綱二条、以宛周忌御斎荘餅、用了収

―置金光明寺、永為寺物、随事出用之、

『弘仁式』「主税」

日向国、正税公痺各十五萬束、国分寺料三高束、当国一萬束、大隅国二萬束、

『延喜式』「主税」

日向国正税、公癖各十五萬東、国分寺料一萬束、文殊會料一千束、修理池溝料二萬束、救急料四

萬一千束、得囚料一千一百一束、

『建久図田帳』 (史籍集覧27冊 )

国分寺田二十町

右児湯郡内 (地頭上持太郎宣綱)

尼 寺四十町

右同郡内  地頭同人

『和妙類衆抄』「西海道郡第六十七」

日向国 管五

本一汁七萬三千百十一正公各十五萬束、雑七高三千百
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第Ⅳ章 調査 目的と概要

第 1節.調査 の 目的

前述 してきたように西都市教育委員会による日向国分寺跡の確認調査は、平成 7年度より開始 し

た。調査初年度の目的は、木喰五行上人により寛政年間に作像 された木喰五智如来坐像 (県指定)

を安置 していた旧五智堂の老朽化が著 しく、雨漏 り等による木喰五智如来坐像への影響が懸念 され

たことから、新堂の建設が望まれるようになつた。これを受け、西都市は「木喰上人やすらぎの園」

建設事業 として新堂建設を計画することとした。新堂は旧五智堂基壇上に建設することが望ましい

とされたが、旧五智堂基壇を含んだ境内西側は、昭和 9年 4月 に日向国分寺跡 として県史跡地に指

定されていたこと、また、旧五智堂基壇上では新堂建設には敷地が狭 く、基壇の形状を変更しなけ

ればならないなどの理由から基壇及び基壇下層の確認調査を実施 し、調査の結果をもつて本基壇上

に新堂を建設するか判断することとした。また、仮に旧五智堂基壇上に建設が困難であると判断し

た場合、県指定地を外 した境内東側に新堂を建設することとした。 しか し、境内東側地中下にも国

分寺跡関連遺構の所在が予想 され、過去に確認調査は実施 されていなかつたことから、新堂建設に

より地下遺構へ与える影響を考慮 し、極力遺構に与える影響が少ない箇所を選定するため、事前に

確認調査を実施することとした。また、これと併せてこれまでに詳細が不明であつた日向国分寺跡

の伽藍及び寺域の内容を確認するため、平成 8年度からは国分寺跡の伽藍地及び寺域地の調査へと

移行 した。

第 2節 .調査 の概要

日向国分寺跡の調査は、上記 したように旧五智堂の老朽化に伴い新堂を建設する必要が生じたこ

とから、まず、旧五智童の基壇周辺 (A区)か ら調査を実施することとした。また、本基壇は国分

寺関連遺構である可能性もあり、新堂建設に伴い基壇形状の改変は不適 と判断されることも予想 さ

れたことから、境内東側の南北 2箇所を建設候補地とし、第 1次調査を実施すすることした。

調査の結果、基壇下からは車L元大費が十数枚内包された壷が出上し、基壇の築造年代が10世紀中

頃以降であることが判明した。 したがつて、本基壇が国分寺関連遺構である可能性が拭い去れなか

つたこと、また、基壇下層から円形柱掘方及び溝状遺構等が検出され、溝状遺構内から多量の古瓦

片が出土するなど、本地点下に国分寺関連遺構が所在することが明らかになつたことから、基壇上

に新堂を建設することは断念 した。

また、基壇以外の境内北東地点 (B区)及び境内南東地点 (C区)か らも柱穴や溝状遺構が検出

された。中でもC区からは回廊 と予想 される東西方向の円形柱掘方が南北に並行 して検出されるな

ど、国分寺関連遺構の遺存が明らかになつたことから、候補地の中で最 も地下遺構に影響が少ない

B区に新堂 (現 、木喰五智館)が建設 されることとなつた。また、A区北東側に設定した第12ト レ

ンチからは金堂掘込地業跡 と推定される方形状の凹みも検出された。境内内からはこれら国分寺関

連遺構が検出されたことから、翌年度以降、伽藍地及び寺域地の内容を探るべく毎年度確認調査を

実施 していくこととした。

翌年度の第 2次調査からは国分寺関連遺構の遺存状況を確認するための調査へと主たる目的を変
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更 し、第 1次 C区で検出した円形柱掘方 とこれに並行 して廻ると予想 される溝状遺構の関係、また、

溝状遺構の境内北側への延びの確認、C区南側の平成 6年度に寄贈を受けた畑内 (I地点E区)の

遺構残存状況確認等の調査を実施 した。

調査の結果、第 1次 C区から検出した並行する円形柱掘方は回廊のものであることが明らかにな

り、本地点が伽藍地を廻る回廊南東隅に該当することが判明した。また、回廊は最低 2時期所在 し

たことも判明した。また、第 1次 B区から東西道路を隔てたⅡ地点からは東西方向の溝状遺構 1条

が検出され、第 1次 C区から第 1次 B区 を通つて北側に延びる溝状遺構は、本地点で西側に折れる

と判断された。

第 3次調査は東西道路北側を調査対象 とし、東西方向に西からA・ B・ D・ E区の 4地区、また、

第 1次 A区南西側に位置する畑内にC区 を設定 し調査を実施 した。

調査の結果、東西道路北側のA区から溝状遺構 2条及び円形柱掘方 5つ を検出した。円形柱掘方

で構成 される建物は西向き 1× 2間の四脚門と判断された。また、溝状遺構は東西方向 (SE l)、 南

北方向 (SE 2)が それぞれ 1条検出され、SE 2は四脚門西側前面で途切れていた。また、SE lは 四脚

門を構成する円形柱掘方問を横断し、東側に延びてお り、溝内から近世の陶磁器片が出土した。SE

lは境内に所在する墓地から東西道路を挟んだ北側や現国分公民館下でも検出されたことから、第

2次 Ⅱ地点で検出した東西溝状遺構はSE lと 同溝状遺構 と判断し、近世以降の溝であることが判明

した。 D区は第 1次 B区の調査で検出した南北溝状遺構が延びると予想 される東西道路北側の民有

地に設定し、調査の結果、柱穴等が幾つか検出された程度であった。また、E区では調査区の西側

に南北溝状遺構 1条を検出したが、第 7次 C区の調査で近世以降の溝であることが判明した。

第 4次調査は第 1・ 2次調査で検出した伽藍南東回廊跡の建て替え回数等をさらに検証するた

め、回廊南東側に東西20.Om、 南北6.0～ 9.Omの A区、伽藍南西回廊が推定される周辺にBoC区

を設定 し、調査を実施 した。

調査の結果、回廊は最低 3時期確認でき、全時期を通 して掘立柱建物であつたことが判明した。

また、伽藍南西側のC区では第 3次A区で検出した伽藍西門西側の南北溝状遺構 と同一遺構を検出

したことから、伽藍南面東西溝状遺構幅が約81mと 判明し、回廊に並行 して廻る溝状遺構は、地割

り時の区画溝であることが明らかになつた。

第 5次調査は以前から国分寺の中軸線 と推定されてきた南北小路と南東回廊が交差する附近にA

区、境内南側の杉竹林内にB区、現国分公民館西側南北進入路にC区を設定し、調査を実施 した。

A区は第 1次 A区第 1・ 2ト レンチを設定 した場所である。

調査の結果、A区からは直径約 1.0～ 1.6mの円形柱掘方や第 4次A区で検出した伽藍南東回廊の

柱穴と判断できる掘方などを検出し、これ ら遺構から本地点は中門跡であると判断 した。中門跡は

回廊跡 と同様、最低 3時期確認でき、第 1・ 2期 目が掘立柱建物、第 3期 目が礎石建物へ と変化 し

ていることが判明した。また、B区は伽藍外の南東に塔跡を推定し調査を実施 したが、塔跡と推定

される遺構等は検出できなかつた。 しかし、第 1・ 3ト レンチからは多くの古瓦片が出土した他、

東西区画溝 と推定される溝状遺構 1条が検出された。また、C区は現道の舗装を剥ぎ取 り、調査を

実施 した結果、第 1次 BoC区 から北側に延びる伽藍東側南北区画溝を検出した。伽藍西門跡を検

出した箇所を推定中軸線で折 り返 した箇所に南北区画溝の途切れている箇所が該当することから、

伽藍東門が所在 していた可能性が高まつた。
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第 6次調査は塔関連遺構の有無確認 としてA区、第 5次 C区で検出した伽藍南北区画溝が途切れ

た箇所の西側にB区、第 1次 A区第12ト レンチで検出した推定金堂掘込地業跡を特定するため、ま

た、旧国分公民館の移転により、昭和36年度の調査で 「北西土壇」と呼ばれた箇所が調査可能にな

りこの場所にC区、推定南北中軸線南端に位置する推定南門地点にD区を設定 し調査を実施 した。

調査の結果、A区からは東西溝状遺構 1条 と数個の柱穴を検出したが、塔等の建物が所在 した可

能性は見出すことができなかつた。また、B区は戦時中の防空壕や後世の削平により遺構面は既に

攪乱を受けてお り、伽藍東門に伴 う柱掘方等は検出できなかつた。 C区の推定金堂掘込地業跡につ

いては、調査区を拡大し調査を実施 したが、方形掘 り込みはアカホヤ火山灰層から掘 り込まれてい

る可能性が高 く、金堂掘込地業と断定するには至 らなかつた。また、D区第 1ト レンチからは東西

方向で黄白色粘質上の水平堆積が認められ、築地塀等の痕跡である可能性が高まつた。第 2・ 3ト

レンチからは鉄滓や斬の羽口等が出土し、簡易な鍛冶等が行われた可能性も推定された。

第 7次調査は第 6次調査まで伽藍地の調査を中心に実施 してきたが、推定伽藍地内には建物等が

多く、調査可能な場所が限られてきた。文化庁 と協議の結果、今後、国分寺跡の国史跡指定を目指

すには寺域の確定が不可欠 と判断され、寺域端の検出を目的に調査を進めることとなつた。第 7次

調査では寺域東西及び北端の検出を目的に、推定寺域北端の畑をA区、推定寺域西端よりやや西側

の畑をB区 とし、平成元年度宮崎県教育委員会の調査により2時期の東西掘立柱建物跡が検出され

た現国分公民館北側畑をC区 とし調査を実施 した。

調査の結果、A区第 3ト レンチから南北溝状遺構 1条を検出した。溝状遺構内からは纏まつた古

瓦片が出上したが、近世の遺物も包含 されていた。このことから、溝状遺構は竹などが畑に侵食す

るのを避けるため人為的に掘削された溝であり、この溝内に畑耕作により出土した瓦片等を廃棄し

たものだと判断した。他の トレンチからも寺域端を示すような遺構等は検出できなかつたが、第 3

トレンチで検出した南北溝状遺構から出上した遺物等を検討すると、近隣まで国分寺関連の建物が

所在 していたことは間違いないであろう。寺域西端は国分寺の寺域を方 2町程度に復元 した場合、

東西道路から西都原公園通線に抜ける南北道路附近に推定されたが、現在、家屋や水田が所在 し調

査が実施できなかつたことから、推定寺域よりやや西に離れた畑をB区 とし調査を実施 した。畑内

は後世にかなりの攪乱を受けていたが、中央から南東にかけては攪乱から免れてお り、土師器片が

かなり出上した。柱穴と予想 されるピットも幾つか検出できたが、建物跡 と特定できる遺構は検出

できなかつた。瓦片の出土は少なく、食器類の出土が多かったことから、寺院関連ではなく集落等

が所在 していた可能性が高い。 C区は平成元年度の宮崎県教育委員会の調査で東西方向の掘立柱建

物跡が 2時期検出され、寺域東端の可能性を残す南北柱穴列が検出された箇所である。調査区の北

西側から2時期の掘立柱建物跡が検出でき、平成元年度の所見どおり方形 と楕円形の柱掘方で構成

された建物であることが確定した。また、第 4・ 5ト レンチからは南北溝状遺構を数条検出し、こ

れ らが後世の溝であることも特定できた。調査区北東側に所在 している南北柱穴列 とその東側に所

在する南北溝状遺構周辺を再度調査 し寺域東端の検出に努めたが、寺域を特定できる遺構は検出で

きなかつた。

第 8次調査は寺域南西端を検出する目的で寺域を方 2町程度に復元 した場合の南東隅にあたる畑

をA区、また、推定伽藍南西側に地溝帯が所在 していることから、寺域が方形を呈さず、地溝帯の

内側に沿つて延びると推定し、地溝帯の東に面する畑をB区 とし調査を実施 した。また、地溝帯の
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堆積状況を確認する目的で地溝帯に第 6。 7ト レンチを設定 した。

調査の結果、A区第 1ト レンチから国分寺の地割 りと方位を等 しくする逆くの字状の溝状遺構を

1条検出した。調査地の制限上、溝状遺構の全体プランや性格を明らかにすることはできなかつた

が、溝内の遺物は古代の遺物に限定されることから、国分寺と同時期の遺構であると判断した。他

の トレンチからは多くの小型ピッ トを検出できたが、ほとんどが後世の攪乱であり、寺域端を示す

ような遺構等は検出できなかつた。また、B区からも寺域端を示すような遺構等は検出できなかつ

たが、第 2ト レンチから簡易な窯跡 と推定される遺構を検出した。それ以外の トレンチからは遺構

は検出できなかつたが、地溝帯内に設定 した第 7ト レンチから多量の瓦片などが出上した。

第 9次調査は平成元年度の宮崎県教育委員会及び第 7次調査で検出した東西掘立柱建物跡が所在

する畑、また、木喰五智館東側の空き地などに宅地開発の危機が迫 り、伽藍地内の早急な保存が迫

られたことから、再び伽藍地内の建物の特定を進めるため調査を実施することとした。調査は東西

道路北側に面する推定中軸線上に講堂跡が所在する可能性が高く、本地点に所在する畑をA区、木

喰五智館東側の空き地をB区、第 3次A区の調査で検出した伽藍西門跡をC区 とし調査を実施 した。

調査の結果、A区から方形柱掘方 と円形柱掘方で構成される2時期の掘立柱建物跡を検出した。

調査区東側には民家が位置 し、建物の全容は明らかにできなかつたが、推定中軸線で東側に折 り返

す と2時期 とも桁行 7間程の建物になると推定された。これ ら掘立柱建物跡は、 1期 目が方形柱掘

方で桁行 7間・梁行 4間、 2期 目は精円形柱掘方で梁行 7間・桁行 2～ 3間 の建物 と推定 し、本建

物跡は講堂跡であるとした。 B区からは梁行 3間・桁行 2間以上の方形柱掘方の南北掘立柱建物跡

を検出した。調査区南側は後世の攪乱により破壊 されてお り、全容は不明である。 C区はA区で推

定講堂跡が検出されたことから、伽藍西門と講堂の接続関係を検証する目的で調査を実施 したが、

四脚門北側柱穴列中央柱の北側に 2つの円形柱掘方を検出した程度である。

第 10次調査は金堂跡の検出を主たる目的とし調査を実施することとした。また、推定講堂跡北西

に所在する農業用倉庫の老朽化により新たに倉庫を新設することを地権者より聞き、この地点の調

査の承諾を得た。これとは別に、推定寺域北側では宅地造成の申請がなされたことから、寺域北端

の内容確認 と保存を考慮し、開発業者 と協議の上、調査を実施することとした。調査は昭和36年度

の調査で 「北西上壇」と呼ばれ、第 6次 C区第 1ト レンチとして一部調査を実施 した箇所に金堂か

ら延びる回廊跡が検出される可能性が残つていたことから本地点をA区、旧五智堂基壇北側をB区、

金堂推定箇所に所在する墓地内の小路をC区、推定講堂北西側の倉庫跡をD区、推定寺域北側の宅

地造成地をE区 とし実施することとした。

調査の結果、A区は昭和40年頃に旧国分公民館建設のため土壇は既に削平 されてお り、下層のア

カホヤ火山灰層で遺構検出を試みたが 3つの柱穴を 1セ ットとする南北柱穴列が 2列検出できた程

度で回廊跡 と判断される遺構等は検出できなかつた。 B区は旧五智堂基壇北側一部を除去 し、基壇

下層の調査を試みる予定であつたが、基壇上に旧五智堂以前の円形柱掘方を数個検出したことから

基壇除去は取 り止め、昭和36年度 と第 1次調査の トレンチを再度掘 り上げ、基壇下層の確認へ と変

更 した。基壇下層からは数個の柱穴を検出したことから、基壇築造以前に何 らかの遺構が所在 した

ことは再確認できたが、それが金堂に伴 うような遺構であるか否かについては判断できなかつた。

C区は金堂掘込地業の痕跡を探るために設定したが、小路内に民家へ延びる水道管が 2本、これと

は別に 2本の水道管が調査区中央に敷設 されてお り、当時の工事により大半が攪乱を受けていた。
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辛 うじて遺存 した箇所で柱穴や窪みを数箇所検出したが、金堂関連遺構 と判断できる遺構は検出で

きなかつた。 D区は調査区西TRlよ り南北溝状遺構 1条、調査区南側に南北溝状遺構に切 られる状態

で東西溝状遺構 1条を検出した。南北溝状遺構内からは陶磁器等が出土したことから近世以降の溝

であると判明したが、東西溝状遺構内からは土師器筑や瓦片等が多く出土し、東西方向の区画溝で

あると判断した。 E区は後世にかなりの攪舌しを受けてお り、遺構 としては第 1～ 3ト レンチの北側

に溝状遺構 2条を検出したが、地割 りとも一致 しなかつたことから、後世の溝であると判断した。

第11次調査はこれまでの調査で国土座標が設置 されていなかつた遺構の座標計測及び伝塔心礎下

部構造を検討する目的で境内内をA区、推定講堂跡西側に所在する前年度解体 した南側の農業用倉

庫解体に合わせ、講堂跡及び伽藍西門跡の接続関係を検証する目的でB区 を設定し調査を実施 した。

調査の結果、伝塔心礎を吊り上げ礎石下の構造を検討 した結果、伝塔心礎下には根石が検出され

ないなど、礎石を据えるため工法が施された痕跡が確認できなかつたことから、本礎石は元位置を

保っていないと判断した。 B区では東西回廊に伴 う柱穴列は検出できず、講堂と伽藍西門が接続 し

ていないことが明らかになつた。 しかし、調査区東側で方形ないし精円形の柱掘方で構成 される南

北柱穴列が検出されたことから、目隠し的な柵列か南北掘立柱建物が所在 していたと推定 された。

第12次調査は調査最終年度 として、金堂跡所在地を特定するため推定中軸線上の東西道路南側墓

地周辺をA区、伽藍東側区画溝の北東端を検出する目的で推定東門跡北側に所在する車庫周辺をB

区、また、伽藍内西塔配置をとつた場合の北西土壇南側の民地をC区、寺域を方1.5町 四方 と推定

した場合の南門推定箇所をD区、また、D区の西側に南門に取 り付 くと予想 される施設の検出を目

的にE区 を設定し調査を実施 した。

調査の結果、A区から黒色硬化層とそれを取 り巻 くように置かれた砂岩切石を検出し、これが金

堂基壇南東隅である可能性が高まつた。また、この基壇状遺構の南東からは川原石を 3段 ほど積み

上げた円形石組遺構 1基を検出した。 B区では、区画溝 と判断できる溝状遺構は検出できなかつた

が、第 1ト レンチ南側に古瓦の集中箇所が検出されるなど、当時、東西方向の区画溝が所在 した可

能性が高い。 しかし、伽藍北東側では南東側のように区画溝はコーナーには廻らず、途切れていた

ことが明らかになつた。 C区では トレンチ東端から昭和36年度北西土壇の調査の際に検出 したと判

断される近世墓 2基を検出した。それら以外に幾つかの窪みを検出したが、塔関連遺構 と判断でき

るような掘込地業跡などの痕跡は検出できなかつた。D区は推定中軸線に沿い昭和36年度第 1ト レ

ンチを包括 しながら、南北に長い調査区を設定 し、瓦片等の集中箇所を幾つか検出したが、南門と

判断される遺構等は検出できなかつた。 E区からは調査区の北側に大型の掘込を検出し、一部を掘

削し調査 した結果、多くの遺物が内包されいることが明らかになつた。出土した遺物はこれまでの

国分寺跡調査で出土した遺物よりやや新 しく10世紀代に下る食器等が多く、また、古瓦を簡易な竃

として転用していることも確認できたことから、連厨的な施設が建設されていた可能性が高い。

以上、平成 7年度から開始 した日向国分寺跡確認調査の概要を述べてきた、上記のように第 1次

調査は木喰五智館建設に伴 う場所選定及びそれに付随する調査が主であつたが、第 2次調査以降は

第 1次調査の成果をもとに、日向国分寺跡の伽藍及び寺域の調査へと移行することとなつた。次章

では、これまでの調査成果について述べ、以下、第Ⅵ章では各主要建物の構造、伽藍の復元、出土

瓦の分類などを行い、日向国分寺の構造や推移について検討 していくこととする。
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調査N0 調査次抒 調 査 年 度 調 査 面積 調 査 期 間 調査 目的 主な遺構・遺物 既要報告書

| KBJl 第 1次 平成 7年度 19950726-1995101〔
旧五智堂老朽化による木喰五娼

館建設地の選定及び遺跡内容確
認調査

推定金堂掘込地業跡、南東回廊
跡、瓦溜 2基、溝状遺構 1条、古
瓦、土師器須恵器、陶磁器、古
銭、主要伽藍配置の一部を確認。

(1)

2 KBJ2 第 2次 平成 8年度 19961128～ 1997022〔
第 1次調査で境内内から検出し
た溝状遺構北側端の確認

南東回廊跡、土坑 1基、溝状遺構
8条、古瓦、土師器、須忘器、陶
磁器

8 KB」 3 第 3次 平成 9年度 1997061‐ -1998030( llB藍地西側及び見内周辺の確誘
調査

南東回廊跡、推定伽藍西門、溝状
遺構 5条、古瓦、土師器、須恵

器、陶磁器

(3)

4 KBJ4 第 4次 平成10年度 19981111-19990305 境内南東側回廊跡及び伽藍地を
廻ると予想される区画溝検出

南東回廊跡、溝状遺構 5条、古
瓦、土師器片等

5 KBJ5 第 5次 平成■年度 19990601-20000228
境内南西側に所在する可能性が

高い中門跡及び境内南側塔想定
箇所の確認調査

中門跡、溝状遺構 5条、瓦沼 1

基、古瓦、土師器片等

6 KBJ6 第 6次 平成 12年 度 20( 20000603-20001018 金堂 。伽藍東門・南門跡の所右

確認調査
鍛冶跡、清状遺構、古瓦、土師
器、陶磁器、鉄津

7 KBJ7 第 7次 平成13年度 2001091‐-20020329 推定寺域東西及び北側の調査
掘立柱建物跡、溝状遺構 3条、士
坑、集石遺構 1基

(7)

8 KBJ8 第 8次 平成14年度 20020603-2003011 推定寺域南西側の調査
溝状遺構 1条、窯跡、古瓦、上師
器、須恵器、陶磁器、弥生土器

9 KBJ9 第 9次 平成15年度 20030722-ヤ 20040331
溝堂想定箇所及び伽藍西門跡¢

准認調査

推定講堂跡、掘立柱建物跡、伽藍
西門跡、近世墓 2基、古瓦、土師
器、須忘器、陶磁器

KB J10 第 10次 平成 16年 度 20040426-Ψ 20050201 推定金堂跡・伽藍北西側区画洋
及び寺域北側の調査

区画溝 1条、溝状遺構 3条、掘立

柱建物跡、近世墓 1基、古瓦、土

師器、須恵器、陶磁器

11 KBJロ 第H次 平成17年度 20050524-20060331 推定講堂西側意向確認及び境広
内過去調査箇所の国土座標設置

区画溝 1条、方形・ 円形柱掘 りか

た、古瓦、土師器、須恵器、陶磁

器

(11)

KB」 12 第12次 平成18年度 137〔 20060803-2007032〔
推定金堂跡、塔想定箇所、南門
想定箇所、伽藍北東区画溝の確
認調査

推定金堂基壇跡、円形石組遺構、
区画溝、瓦溜、不整形土坑、近世
墓 2基、古瓦、上師器、須忘器。
金堂基壇 と推定される碩化層及び

石組遺構を検出。

(12)

Tab.1 日向国分寺跡年度別調査一覧

(参考文献)

(1)西都市教育委員会 「遺跡所在確認調査に伴 う市内遺跡発掘調査概要報告書」

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(3)

(9)

(10)

(11)

(12)

「市内遺跡発据調査報告書Ⅱ」

「市内遺跡発掘調査報告書Ⅲ」

「市内遺跡発掘調査報告書Ⅳ」

「市内遺跡発掘調査報告書 V」

「市内遺跡発掘調査報告書Ⅵ」

「市内遺跡発掘調査報告書Ⅶ」

「市内遺跡発掘調査報告書Ⅷ」

「市内遺跡発掘調査報告書Ⅸ」

「市内遺跡発掘調査報告書 X」

「市内遺跡発掘調査報告書�」

「市内遺跡発掘調査報告書�」

『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第23集 1996

『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第25集 1997

『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第27集  1998

『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第28集 1999

『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第29集 2000

『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第30集 2001

『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第31集 2002

『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第36集 2003

『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第40集 2004

『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第41集 2005

『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第46集 2006

『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第49集 2007
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第V章 調査の成果

第 1節 .伽藍地 の調査

西都市教育委員会では平成 7年度から平成 18年度まで 日向国分寺跡の確認調査を実施 し、伽藍地

及び寺域内の主要建物跡等を検出した。建物跡についてはその性格を特定できたものと、推測の域

を脱せないものとあるが、とこではこれまでの調査で検出した遺構からそれぞれの建物を推定し、

以下、述べることとする。また、調査開始時、各建物の所在については皆無であつたことから、当

初、各建物が所在すると推定されていた場所が、調査の結果、他の建物 と判明した例もあり、調査

目的と調査結果に触解が生じてしまつている例もあることをご承諾頂きたい。

各遺構ついては、同一遺構を数次に亘 り調査したことや、調査 目的の違いなどから、まず、伽藍

地の調査、寺域地の調査、その他の調査の 3節に分け内容を記すこととする。

また、各地点で出上した遺物については、出土状況や出土量についてのみ簡略に記 し、軒先瓦と

土器類のみ図を掲載する。遺物の詳細については本章最後に掲載 した遺物観察表を参照されたい。

1.中円跡 (Fig 9～ 21)

O位置 (H-13グ リッド)

中門跡は旧五智堂基壇南側にある銀杏の巨木の北西側、旧五智堂が所在 していた基壇南側に位置

する。旧五智堂及び銀杏の木の西には、以前から伽藍中軸線 と推定されてきた南北小路が所在 して

お り、これを跨ぐように南面人脚門の中門が建立されていたと推定される。

O調査年次

調査は第 1次A区第 1～ 3・ Hト レンチ (平成 7年度 )、 第 5次A区 (平成11年度 )、 第HttA
区第 5ト レンチ (平成17年度)の計 3次に亘 り実施 した。

1)第 1次 A区第 1～ 3日 11ト レンチ

O調査原因と調査法

平成 7年度の調査開始時、境内及びその周辺の国分寺に関連すると予想される遺構等は、境内西

側の旧五智堂基壇及び境内北西側の北西土壇、境内及び周辺に点在する数個の礎石のみであつた。

旧五智堂基壇は以前から金堂跡である可能性が指摘されてお り、本確認調査でも金堂跡の特定を第

1の 目的とし、旧五智堂基壇の性格及び築造年代について検討することから調査を開始した。

旧五智堂以前に基壇上に所在 した旧堂宇は明治20年代に建立されたとされるが、風雨により老朽

化が進み、昭和22年 4月 に旧五智堂が再建 された。 しかし、同年の枕崎台風により旧五智堂の一部

が倒壊 したことから、昭和23年 4月 に再建 された。その後、平成 4年の台風14号 によリー部損壊を

受けるなど度重なる台風等の被害を被つたことから、西都市教育委員会では県指定木喰五智如来坐

像の保存を考慮し、旧五智堂に替わる新五智堂 (現、木喰五智館)建設計画を立て、旧五智堂を解

体・撤去することとした。このことにより、旧五智堂基壇下の調査が可能となつたことから、本地

点をA区 とし調査を実施することとした。
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調査は旧五智堂基壇上に計H本 (第 1～ Hト レンチ)、 基壇外北東側に 1本 (第 12ト レンチ)の

計 12本の トレンチを設定した。旧五智堂基壇上には旧五智堂の礎石が所在 していたことから、礎石

は現位置に保つた状態で礎石間を掘削することとした。

まず、旧五智堂基壇南側に東西2.Om・ 南北8.Omの第 1ト レンチ、その西側に第 1ト レンチと重

なるように東西7.Om。 南北3.Omの第 2ト レンチ、第 2ト レンチの東側延長の基壇南東側斜面に東

西4.0～ 5.Om。 南北3.Omの第 3ト レンチを設定した。また、基壇南西端に東西1.3m。 南北4.Om

の第 11ト レンチを設定した。

第 1～ 3ト レンチを掘削すると第 1・ 2ト レンチ上層から土器片や瓦片が纏まつて出上したこと

から、下層に遺構が検出される可能性が高いと判断し、アカホヤ火山灰層上面で遺構検出を実施す

ることとした。また、第 3ト レンチは表土を僅かに掘 り下げると近代の瓦片や陶磁器片が纏まつて

出土したことから、表土から60cm程掘削した地点で調査を終了し、第11ト レンチはアカホヤ火山灰

層まで掘削したが、少量の瓦片を出土したのみで遺構は検出できなかつた。また、第 4～ 10。 12ト

レンチについては、次項の 「2.推定金堂跡」で後述することとする。

O調査の結果

(遺 構 )

第 1・ 2ト レンチともに表土か ら1.1～ 1,65m程掘削した地点でアカホヤ火山灰層を検出した。

第 1ト レンチでは トレンチ南側 より東西への延びが予想 される南北幅1.45～ 1.73m、 深 さ0.42m

の東西溝状遺構 1条 (SE l)、 トレンチ中央の西壁側に直径 1,Om程 の円形柱掘方 1つ 、 トレンチ

北側の西壁側に一辺1.Om程の方形柱掘方 1つ、東壁側に直径70cm程 の柱穴 1つを検出した。

次に第 2ト レンチからは直径約1,1～ 1,3m・ 深 さ約50cmの 円形柱掘方 2つ、直径0.25～ 0.7mの

柱穴 5つ を検出した。確認調査であつたことから検出した遺構は、遺構検出で掘削を終了したもの

も多く、深 さについては不明なものが多い。

柱穴や円形柱掘方の一部は第 5次A区の調査により第 1ト レンチが中門跡に接続する回廊跡、第

2ト レンチが中門跡の柱掘方であると判明したが、当時の調査では調査面積が狭小であつたことか

ら遺構の性格は特定できなかつた。

(遺 物 )

第 1ト レンチをアカホヤ火山灰層まで掘 り下げる過程で約100点の遺物が出上した。上層からは

陶磁器片も数点出上したが、大半は古瓦片で土師器片も少量出上した。SE l内 からは軒丸・軒平瓦

片各 2点、縦縄瓦片42点、横縄瓦片30点、叩き後ナデや削りにより表面の叩き痕を消した瓦 (以下、

無文瓦と呼ぶ)片 71点 を始め、格子 目瓦片13点、土師器片26点などが出上した。

第 2ト レンチではアカホヤ火山灰層まで掘 り下げる過程で約470点の遺物が出土した。上層から

は陶磁器片も数点出上したが、大半は古瓦片で土師器 。須恵器片も少量出土した。 トレンチ西側の

円形柱掘方内からは縦縄瓦片 5点、横縄瓦片 12点、無文瓦片 7点、格子 目瓦片 1点 が出土した。 P

14。 15の上面からも多くの遺物が出上し、 P14に伴 う遺物は縦縄瓦片 1点、無文瓦片11点、須恵器

片 1点、 P15に伴 う遺物は縦縄瓦片 2点、無文瓦片 2点、格子目瓦片 1点である。また、第Hト レ

ンチからは軒丸瓦片 2点が出土した。
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2)第 5次 A区

O調査原因と調査法

第 1次 A区の調査の際、第 1ト レンチ南側 より多量の瓦片を包含 したSE lや 円形・方形柱掘方、

また、第 2ト レンチでは数個の円形柱掘方や柱穴を検出した。その後、第 4次 A区の調査で境内南

側に 3期の東西掘立柱回廊が所在 したことが明らかになり、推定中軸線 と東西回廊が重なる附近に

中門跡が所在する可能性が高まつた。これ らのことから、調査対象地区は、銀杏の木根や電柱の支

柱などが所在 していたことから、旧五智堂基壇南側に東西8.0～ 10,5m、 南北H,Omの逆 L宇形の

調査区を設定 し、中門跡の検出に努めた。

O調査の結果

(遺 構 )

調査区中央から西側にかけて直径約1,0～ 1.6mの中門に伴 う円形柱掘方、調査区中央東側に直径

約0.6～ 1.Omの 中門に取 り付く東西回廊柱掘方、その他、直径0,4～ 0,7mの 柱穴、調査区南東側に

第 1次調査A区第 1ト レンチで検出したSE lの 東西側などを検出した。検出した円形柱掘方の切 り

合い関係を検討 した結果、最低 3時期の中門が所在 したことが明らかになつた。

中門の規模は、第 1期が桁行2.lm(7尺 )・ 梁行1.5m(5尺 )の 2間で3.Om(10尺)を測 り、

回廊の梁行 と一致する。つまり、第 1期 中門は回廊の一部を門としたような形状であつたと推定さ

れる。 しかし、第 2期 になると中門規模は南北に拡大 し、桁行2.lm(7尺 )・ 梁行2.4m(8尺 )

の 2間で4.8m(16尺 )と なる。 さらに、第 3期 になると東西方向にも拡大 し桁行3.Om(10尺 )に

なり、第 3期のみ南面束西柱穴列で 2間分が明らかになつたことから、桁行 3間・梁行 2間の人脚

門と推定 した場合、第 3期 中門は東西9.9m。 南北4.8mの人脚門になると判断した。

第 1・ 2期の中門の桁行は東側の柱掘方で2.lm(7尺 )を測 り、門の中間間口は第 1・ 2期 を

通 じて第 3期柱掘方 と同一柱掘方を用いていたと考えると、門の中間間口は3.9m(13尺 )で あつ

たと予想 される。このことから、第 1・ 2期 中門は桁行8.lm(7尺 +13尺 +7尺)の 中央のみが

やや広い構造になつていたと予想 される。また、第 1'2期 円形柱掘方内の柱痕跡には黄白色粘質

上が充填 されてお り、回廊同様掘立柱建物であることが予想 されたが、 3期 目の柱掘方内には柱痕

跡を確認できず、柱掘方上部には川原石が円形に配された状態で遺存 しているものもあつた。柱掘

方を半裁 したところ、柱掘方埋土内にも川原石や瓦片が混入 されていたことから、第 3期 中門は礎

石建物であつたと判断した。

現在、日向国分寺跡周辺には、伝塔心礎や礎石 とされる凝灰岩切石が点在 してお り、また、平成

7年度まで建立していた旧五智堂の礎石の大半も国分寺跡の礎石が転用されたと推定 される。中門

は建て替えられる度、規模が拡大していることなどから、中門屋根の重量を支えるためには礎石建

物への変更が不可欠だつたのであろうと思われる。

また、第 3期柱掘方は調査区南東で検出したSE lの先端を切る状態で検出され、SE lが 完全に埋

まった後に掘削されていることから、第 3期 中門が建立された際には、既に溝 として機能 していな

かつたと判断できる。

調査区東側からはこれら中門に伴 う遺構 とは別に、調査区東側に直径約 0。 7～ 1.Omの 円形柱掘方

も 6つ検出され、東側から延びる回廊の柱掘方であることも判明した。回廊は第 1期のみ中門との
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柱筋を揃え、第 2・ 3期中門では中門の梁間間に接続 していたようである。

A区南東側から検出したSE lは 、第 1次調査時でも確認 したとお り多量の瓦片等を包含 していた。

この溝状遺構の上層断面を観察すると、遺物は溝底附近でも検出できたが、溝底から約20cm程上の

第 5。 9層上に纏まつて堆積 してお り、構が 1度埋まつた状態で再度中位まで掘削し、その後、瓦

等が屋根から転落、または、人為的に投棄されたと考えられる。また、溝の先端附近には纏まつて

土師器坑が出土し、このような出土状況は第 3次 A区で調査 した伽藍西門西側の南北区画構先端で

も確認できたことから、門の入 り口附近で何 らかの祭祀行為が行われていた可能性が高い。SE lは

西側でやや膨 らんだ後、中門の東側南北柱穴列前附近で途切れてお り、伽藍西門同様に伽藍内への

通路を確保する目的で掘 り残 されたのであろうと推定される。

(遺 物 )

第 5次 A区から出上した遺物は約1,100点 に上る。これら遺物の内719点 はSE lか らの出上であ り、

第 1次 A区第 1ト レンチの調査で出上した186点 を加えると2次に亘るSE lの 調査で出上した遺物

の総数は900点 を超す。

本調査でSE lか ら出上 した遺物は、軒丸瓦片 1点、軒平瓦片 2点、縦縄瓦片132点 、横縄瓦片82

点、縦横不明の縄 目瓦片 11点 、無文瓦片367点 、格子 目瓦片45点、土師器片78点、須恵器片 2点 な

どである。溝内の瓦は屋根に多種の瓦が葺かれていたと予想 され、屋根から滑 り落ちたり、投棄 さ

れた瓦である。円形柱掘方から出土した遺物は、第 1期中門P2か らは横縄瓦片 9点、無文瓦片 9

点、格子目瓦片 2点、土師器片 3点、P4か らは縦縄瓦片 9点、横縄瓦片 2点、無文瓦片 6点、 P

5か らは縦縄瓦片 1点、横縄瓦片 2点、無文瓦片 6点、 P12か らは縦横不明瓦片 1点、無文瓦片 2

点、須恵器片 1点、P9からは縦縄瓦片12点、縦横不明瓦片 1点、無文瓦片 5点、格子目瓦片 2点

である。第 2期中門P10か らは縦縄瓦片 5点、縦横不明瓦片 1点、無文瓦片 9点、格子 目瓦片 1点、

P7か らは縦縄瓦片 6点、無文瓦片10点、格子 目瓦片 1点である。第 3期中門Plか らは縦縄瓦片

4点、横縄瓦片14点 、無文瓦片11点、格子目瓦片 2点、土師器片 1点、 P3か らは縦縄瓦片10点、

横縄瓦片16点、縦横不明瓦片 1点、無文瓦片33点、平行条線文瓦片 1点 、P6か らは横縄瓦片 1点、

無文瓦片 4点、土師器片 1点、 P14か らは縦縄瓦片 3点、横縄瓦片 7点、無文瓦片 9点、土師器片

1点、 P llか らは縦縄瓦片 1点、無文瓦片 4点、格子 目瓦片 1点、土師器片 1点、須恵器片 1点、

P8からは縦縄瓦片 4点、横縄瓦片 9点、縦横不明瓦片 3点、無文瓦片 7点、土師器片 3点である。
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3)第 11次 A区第 7ト レンチ

O調査の原因と調査法

中門跡や推定中軸線の復元などの為、第 5次A区 とし調査を実施 した箇所を再度掘削し、中門の

柱掘方及び柱痕跡、区画溝等の座標計測を実施 した。第 5次 A区の調査では束西8,0～ 10.5m。 南

北H.Omの調査区を設定 したが、今回の調査では調査区の南北幅は同規模 とし、東西幅は調査区東

端から6.Omま でを掘削した。

O調査の結果

(遺構・遺物 )

本調査は座標計測の為に実施 したことから、新たに調査を実施 した遺構や出上した遺物はない。

4)ま とめ

中門跡の調査は、上記のように旧五智堂の老朽化による新堂建設に伴 う旧五智堂基壇改変の是非

を考慮 し、それまで金堂基壇の可能性が示唆されてきた旧五智堂基壇の性格の特定から始まつた。

第 1次調査では基壇下から多量の上器片や瓦片を包含 したSE lや直径0.25～ 1.3m程の円形柱掘

方が数個検出されるなど基壇下に国分寺関連遺構が所在することが明らかになつた。第 4次A区の

調査により本地点の東側に伽藍南東回廊が所在することが明らかになり、本地点西側に所在する南

北小路が以前から国分寺推定中軸線 と推定されてきたことから、本地点が中門跡である可能性が高

まつた。このことから第 5次調査でこの一帯を調査 した結果、 3時期の円形柱掘方を検出した。ま

た、第 1次 A区第 1ト レンチの調査で トレンチ南側に検出していたSE lは 円形柱掘方の手前で途切

れてお り、これは第 3次 A区の調査で検出した伽藍西門の状況 と同様であつたことからこれら円形

柱掘方は中門の柱掘方であると断定 した。中門東側には南東回廊から延びる柱穴列が取 り付き、調

査区東側が中門と南東回廊の接続箇所であることも明らかになつた。また、 3時期の円形柱掘方は

1・ 2期 目は掘立柱建物、第 3期 のみは礎石建物であることが判明した。

中門には基壇痕跡は確認できず掘込地業も行われていないことから、地山面に直接柱を建てた構

造であったと推定される。中門は桁行 3間、梁行 2間 と推定され、第 3期中門は東西 9。 9m・ 南北4.

8mの規模を誇ることが判明した。

各遺構から出上した遺物を検討すると、第 1期柱掘方に伴 う遺物は縦縄瓦片が横縄瓦片対し多く、

第 2期柱掘方では縦縄瓦片と横縄瓦片が同比率となり、第 3期柱掘方では横縄瓦片の方が多くなつ

ている。無文瓦片・格子 目瓦片が全時期の柱掘方から出土することを考慮すると、第 1期 中門建立

の際には既に何らかの瓦を葺いた建物が所在 し、第 1期 中門から横縄瓦片を用いた建物が建立され

た可能性が高い。また、SE lか ら出上した遺物を見ると、横縄瓦片が367点 と圧倒的に多く、第 3

期回廊柱掘方がSE lが埋没 した後に穿たれていることと併せて考えても、第 2期回廊の屋根には横

縄瓦が多量に用いられていた可能性が高い。

-46-



(:|】∋i
軒平 1

鰯
酵

0                                       20cm

昨     
―

日g.19 中門跡出土軒先瓦(1/4)

-47-



KB」 lA区第 1ト レンチ

と__Jど正三下γ7
11

KB」 lA区第 2ト レンチ

lA区第 3ト レンチ KB」 lA区第10ト レンチ

＼
>≡≡導

＼

KB」 lA区第11ト レンチ

＼
                                      2

KB」 5A区

日g.20 中門跡出土土器 1(1/3)

-48-



KB」 5A区

中門跡出土土器 2(1/3)

-49-

採

ｃｍ

表

１５

門中

Fig.21



2.推定金堂跡 (Fig 22～ 34)

O位置 (H-12・ 13グ リンド)

推定金堂跡は現国分寺境内北西側、旧五智堂基壇から東西道路南側に所在する市営墓地周辺に推

定される。

O調査年次

調査は第 1次 A区第 4～ 10。 12ト レンチ (平成 7年度 )、 第 6次 C区第 2ト レンチ (平成12年度 )、

第10次 B区、C区第 1～ 3ト レンチ (平成 16年度 )、 第12次 A区第 1～ 4ト レンチ (平成18年度 )

の計 4次に亘 り実施 した。

1)第 1次 A区第 4～ 10・ 12ト レンチ

O調査原因と調査法

推定金堂跡は昭和23年度の日向考古調査団の調査当時、金堂跡に比定される基壇等の痕跡が旧五

智堂基壇程度 しか遺存 しておらず、本基壇が推定中軸線上に位置 していたことから、金堂跡 と推定

されてきた。その後、九州大学及び宮崎県教育委員会による昭和36年度の調査でも本基壇は金堂基

壇跡 として基壇上及び周辺に数本の トレンチを設定 し調査が実施 されたが、金堂跡 と特定できる遺

構等は検出されなかつた。

平成 7年度の旧五智堂の解体に伴い本基壇の性格及び築造年代を明らかにする目的で、前項「1.

中門跡」で述べたように旧五智堂基壇上及びその周辺に計12本の トレンチを設定した。その後の調

査で第 1～ 3・ 11ト レンチー帯は上記 したように中門跡であることが判明したことから、ここでは

第 4～ 10・ 12ト レンチについて述べることとする。

第 1～ 3ト レンチを設定後、基壇ほぼ中央の旧五智堂礎石間に東西9.0～ 14.5m。 南北1.Omの 3

本の トレンチ (第 4～ 6ト レンチ)を南から順に設定 した。また、旧五智堂基壇北東隅に幅0.8m

で L字状に第 7ト レンチ、北西側に幅0,8～ 1.Om。 長 さ3.7mの第 8ト レンチ、幅0.8～ 1.15m。 長

さ2.Omの 第 9ト レンチ、基壇中央の第 4～ 6ト レンチ中央に南北方向で幅1.Om。 長 さ14.8mの 第

10ト レンチを設定 した。また、基壇外北東側の平坦面に幅1.8～ 2.lm、 長辺8.4m・ 短辺4.7mの L

宇状の第12ト レンチを設定した。

O調査の結果

(遺 構 )

第 4～ 6ト レンチを表土から5 cm程掘 り下げると第 4・ 5ト レンチ上層から直径約 1.2～ 1.8mの

円形柱掘方を 5つ検出した。この円形柱掘方は第 2ト レンチで 4つ、第 3ト レンチでも 1つ検出さ

れ、旧五智堂の建物配置 と近似すること、また、検出位置がかなり浅く、基壇版築層上に位置する

ことから、旧五智堂以前の旧堂宇礎石に伴 う礎石掘方であろうと判断した。その後、第 4～ 6ト レ

ンチをアカホヤ火山灰層上面まで掘削し、遺構検出を行つた。

第 4ト レンチを掘削すると、基壇版築層 とアカホヤ火山灰層の間に位置する黒色粘質土内の トレ

ンチ西壁より車L元大賓が10数枚内包 された土師器壺 1点が出土した。軋元大費は天徳 2(958)年 に

鋳造 され、987年通用が禁止 されたことから、この頃に埋納 されたものであろうと思われる。 この
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第
4ト

レ
ン
チ

南
壁

(1
/4
0)

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
あ
り

表
と

。
粘

性
ザ

ラ
ザ

ラ
 

礫
含

む
。

お
性

ザ
ラ
ザ

ラ
 

礫
含

む
。

附
性

ザ
ラ
ザ

ラ
 

明
黄

褐
色

に
ぷ

い
責

色
れ

子
含

む
。
礫

灰
白
色

粘
質

土
含

む
。

粘
性

サ
ラ
サ

ラ
 

礫
含

む
。

粘
性

ザ
ラ
ザ

ラ
 

礫
含

む
。

粘
性

サ
ラ
サ

ラ
 

礫
含

む
。

粘
性

サ
ラ
サ

ラ
礫

含
む

。
粘

性
サ

ラ
ザ

ラ
 

明
黄

褐
色

に
ぷ

い
資

色
粒

子
含

む
。
礫

灰
白
色

粘
質

土
含

む
。

粘
性

サ
ラ
サ

ラ
 

明
黄

褐
色

に
ぶ

い
黄

色
粒

子
含

む
。
礫

灰
白
色

粘
質

■
含

む
。

粘
性

ザ
ラ
ザ

ラ
12
 1
0Y
R4
/9
  
  
 

し
よ
り
あ
り
  
  
  
  
 

礫
含
む
。

19
 ,
OY
R7
/,
  
  
 

し
よ
り
な
し
  

粘
性
  
  

灰
白
色
粘
質
土
。

14
 ,
OY
R4
/2
  
  
 

し
ま
り
あ
り
  
  
  
  
 

礫
コヽ
礫
含
む
。

15
 ,
OV
R5
/4
  
  
 

硬
〈
し
ま
り
あ
り
 
粘
性
ザ
ラ
ザ
ラ
 
礫

Jヽ
礫
多
量
に
合
む
。

16
 ,
OY
R4
/3
  
  
 

硬
<し

ま
り
あ
り 

粘
性
ザ
ラ
ザ
ラ
 
明
黄
褐
色

Jこ
ぶ
い
黄
橙
色

灰
自
色
鶏
子
含
む
。

1,
 1
0Y
R6
/6
6/
3 
  

硬
く
し
ま
り
あ
り
 
粘
性
ザ
ラ
ザ
ラ
 
明
黄
褐
色
■
こ
ぶ
い
黄
橙
色
粒
子
含
む
。
小
礫

灰
白
色
粘
質
■
フ
ロ ッ
ク 含

む
。

18
 '
OY
R,
/1
  
  
 

し
ま
り
あ
り
  
  
  
  
 

明
黄
褐
色
■

1こ
ぷ
い
黄
色
主

灰
白
色
■
小
フ
ロ ッ
ク多

量
含
む
。

「 ０ ゃ 、 　 本 田 生 ュ ＞ 図 ７ て Ｙ 】 卜 爾 野 団 口 貝 く ヽ ？ く ０ ９

１ 釦 ω ｌ

し
ま
り
な
し

し
よ
り
な
し

し
ま
り
な
し

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
あ
り

表
■

。

お
性

サ
ラ
サ

ラ
 

盛
土

。
猫

性
サ

ラ
サ

ラ
 

盛
土

。
粘

性
サ

ラ
サ

ラ
 

盛
土

。
粘

性
ザ

ラ
ザ

ラ
 

礎
石

下
ビ
ッ
ト
。
明

黄
褐

色
±

1こ
ぷ

い
黄

褐
色

土
灰

白
色

土
メ
ロ
ッ
ク
含

む
。
礫

含
む

。
全

体
が

ピ
ン
ク
味

を
帯

び
て
い

る
。

粘
性

ザ
ラ
サ

ラ
 

礎
石

下
ビ
ッ
ト
。
明

黄
褐

色
±

1こ
ぶ

い
黄

掲
色

土
灰

白
色

土
フ
ロ
ッ
ク
含

む
。
礫

含
む

。
粘

性
ザ

ラ
ザ

ラ
粘

性
ザ

ラ
ザ

ラ
 

礫
含

む
。

に
ぷ

い
資

褐
色

土
灰

自
色

■
メ
ロ
ッ
ク
含

む
。
少

登
礫

含
む

。

小
礫

含
む

。
礫

羽ヽ
礫

含
む

。
灰

白
色

粒
子

含
む

。

し
ま

り
な
し
  

粘
性

ザ
ラ
ザ

ラ
 

機
乱

。
明

黄
褐

色
■

1こ
ぷ

い
黄

橙
色

粒
子

含
む

。
硬

く
し
ま

り
あ

り
 

粘
性

ザ
ラ
ザ

ラ
 

礫
刺ヽ

礫
多
量

に
含

む
。

硬
く
し
よ

り
あ

り
 

粘
性

ザ
ラ
ザ

ラ
 

明
黄

褐
色
・
に
ぶ

い
黄

橙
色

灰
自
色

粒
子

含
む

。
し
ま
り
あ
り

硬
く
し
ま
り
あ
り
 
粘
性
ザ
ラ
ザ
ラ
 
明
黄
掲
色
・

1こ
ぶ

い
黄
積
色
粒
子
含
む

。
小
礫
・
灰

白
色
粘
質
土
フ
ロ
ック

含
む

.

し
ま
り
あ
り
  
  
  
  
 

明
黄
掲
色
土
・
に
ぶ

い
黄
橙
色

上
・
灰

白
色

土
小
ブ
ロ ッ

ク
含
む

。

し
よ
り
あ
り

i0
 1
0Y
R3
/3

し
ま
り
あ
り

1,
 1
0Y
R6
/6
・

2 
5Y
R6
/4
 
し
ま
り
あ
り
  

粘
性
ザ
ラ
ザ
ラ
 
小
礫

少
量

含
む

。
12
 ,
tl
YR
3/
3 
  
  
  

し
ま
り
あ
り

10
 1
0Y
R6
/6
 2
5Y
R6
/4
 
し
ま
り
あ
り
  
  
  
  
 

小
礫

少
量
含

む
。

14
 ,
OY
R3
/3
  
  
  

し
ま
り
あ
り

15
 7
5Y
R2
/2
  
  
  

し
ま
り
あ
り

,6
 ,
OY
R2
/2
  
  
  

し
ま
り
あ
り

17
 7
5Y
R1
7/
1 
  
  
 
し
ま
り
あ
り

20
 1
0V
R6

/6
 2
5Y
R6
/4
 
し
ま
り
あ
り
  

お
性
ザ
ラ
ザ
ラ
 
小
礫
少
量
含
む
。

21
 7
 5
YR
2/
2 
  
  
 
し
ま
り
あ
り

梧
脇

 
灘

紹
簿

七
霊

瓢
島

磯
」
ζ

急
,多

既
粒

子
含

転
  

島
一

―

召

20
 1
0V
R4
/3
  
 
硬

く
し
ま

り
あ

り
 

路
性

ザ
ラ
ザ

ラ
 

明
責

褐
色

に
ぷ

い
黄

橙
色

灰
白
色

粒
子

含
む

。
21
 1
0Y
R6
/6
6/
3 

硬
く
し
よ

り
あ

り
 

粘
性

サ
ラ
ザ

ラ
 

明
資

褐
色

に
ぶ

い
黄

権
色

粒
子

含
む

。
小

礫
灰

白
色

粘
質

と
フ
ロ
ッ
ク
合

む
。

22
 1
oY
R6
/6
6/
4 

し
ま
り
あ
り

23
 1
0Y
R6
/6
6/
5 

し
ま
り
あ
り

24
 1
0Y
R6
/6
6/
6 

し
よ
り
あ
り
  

粘
性
  
  

灰
白
色
粘
質
■
。

25
 1
0Y
R6
/6
6/
7 

し
ま
り
あ
り

26
 '
OY
R6
/6
0/
8 

し
ま
り
あ
り
  

少
し
粘
性
  
 

灰
白
色
粘
質
土
含
む

。
2,
 1
0Y
RO
/6
0/
9 

し
ま
り
あ
り
  

少
し
粘
性
  
 

灰
白
色
粘
質
■
含
む

。
28
 1
0Y
R6
/6
6/
10
 
し
ま
り
な
し
  

粘
性
サ
ラ
サ
ラ

29
 1
0Y
R6
ノ

66
/1
1 

し
よ
り
あ
り
  

少
し
粘
性
  
 

灰
白
色
粘
質
土
含
む
。

30
 1
0Y
R6
/6
6/
1つ

 
し
ま
り
あ
り
  

少
し
路
性
  
 

灰
白
色
粘
質
土
含
む
。
礫
含
む
。

31
 1
0Y
R6
ノ

66
/1
3 

し
よ
り
あ
り
  

お
性
ザ
ラ
ザ
ラ
 
小
礫
含
む
。

32
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

盛
土

。
硬

く
し
よ

り
あ

り
 

粘
性

ザ
ラ
ザ

ラ
 

礫
Jヽ

礫
多
畳

に
含

む
。

第
7ト

レ
ン

チ
南
・
西

壁
(1
/4
0)

10
YR
3/
2

10
YR
3/
1

10
YR
4/
4

,O
YR
5/
4

10
YR
4/
3

7 
5Y
R2
/2

10
YR
6/
6・

6/
3

し
ま
り
あ
り

し
ま
り
な
し

し
ま
り
な
し

表
土

。
撓

乱
。
明

黄
褐

色
土

含
む

。
攪

乱
。

ぷ
C 
tt
γ
 

∂

第
5ト

レ
ン

チ
南

壁
(1
/6
0)

ア
カ
ホ
ヤ
火

山
灰

層
(自

然
層

)。



第
8ト

レ
ン
チ

東
壁

(1
/4
0)

iO
YR
3/
8 
  
  

し
凄
サ
窓
し
  

粘
性
ザ
ラ
ザ
ラ

義
圭

:に
ぶ
い
資
績
色

明
黄
褐
色
粘
子

多
量
含
む
。

2 
5Y
RS
/3
  
  
 
し
ま
り
な
し
  

粘
性
ザ
ラ
ザ
ラ
 
明
黄
褐
色

主
フ
ロ
ック

含
む
。

10
YR
7/
4 
  
  

し
ま
り
あ
り
 
 

粘
性
ザ
ラ
ザ
ラ
 J
ヽ

礫
多
量
含
む

。

協学
離
充
  
 
頴
陸
サぁ
り
難権
事号
手号

騒皇
亀笹
鞣

r蜜
懇琶

i赤
彗者
機

恙
。灰
白 色
路
資土
メロ
ック
含む
。

協滸
弔 狩
V3
脇

ヲ
鑢桂
芋班

彗昌
宿桂

f茫
障
婆琶
笠 織

錦
隅

解
Ⅲ
鶴

,O
YR
3/
3 
  
  
 
しま
りあ
り

,O
YR
O/
0 
25
YR
6/
4 

し
ま
り
あ
り
  

粘
性
ザ
ラ
ザ
ラ
 
月ヽ
礫

少
量
含
む
。

iO
YR
3/
3 
  
  
 
し
よ
り
あ
り

,5
YR
2/
2 
  
  
 
し
よ
り
あ
り
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１ い ト ー

第
9ト

レ
ン

チ
南

壁
(1
/4
0)

第
10
ト

レ
ン
チ

東
壁

(1
/6
0)

IO
YR
4/
4 
  
  

し
ま
り
な
し
  
  
  
  
 

礫
少
量
含
む
。

し
ま
り
あ
り
  
  
  
  
 

表
土
。

ll
lY
R6
/9
  
  
 
し
ま
り
あ
り
  
  
  
  
 

浅
黄
橙
色

土
フ
ロ
ック

含
む
。

10
YR
4/
3 
  
  

し
ま
り
あ
り
  
  
  
  
 

明
黄
褐
色

と
|=
ぷ

い
黄
色

土
フ
ロ ッ
ク
含
む
。

10
VR
7/
1 
  
  

し
ま
り
あ
り
  

粘
性
  
  

灰
白
色
粘

質
と
。

10
VR
4/
3 
  
  

硬
く
し
ま
り
あ
り
 
粘
性
ザ
ラ
ザ
ラ
 
明
責
褐

色
・
に
ぶ
い
黄
橙
色
・
灰

白
色
粒
子
含
む
。

10
YR
4/
3 
  
  

し
よ
り
あ
り
  
  
  
  
 

明
黄
褐

色
土

「
こ
ぶ

い
黄
色
土
フ
ロ ッ
ク
含
む
。

10
YR
C/
06
/3
  
 
硬
く
し
ま
り
あ
り
 
粘
性
ザ
ラ
ザ
ラ
 
明
き
褐

色
に
ぷ
い
黄
橙
色
粒

子
含

む
。
小
礫

灰
白
色
粘
質
土
フ
ロ
ッ ク

合
む
。

10
YR
7/
1 
  
  

し
ま
り
あ
り
  
  
  
  
 

明
黄
褐

色
土

Jこ
ぷ
い
黄
橙
色
土

灰
白
色
土

小
ゲ
ψ

ク
多
量
含
む
。

iO
 1
0Y
R6
/0
 2
5Y
R6
/4
 

し
よ
り
あ
り
  

粘
性
ザ
ラ
ザ
ラ
 
小
礫
少
量
含
む
。

Xt
■
子
あ
ら
い
。

11
 7
 5
YR
2/
2 
  
  
 
し
ま
り
あ
り

12
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

攪
乱

。
新
瓦
含
む
。

19
 1
0Y
R2
/1
  
  
 

し
よ
り
な
し
  
  
  
  
 

攪
乱
土

。
明
黄
褐
色
■

に
ぷ
い
黄
色
主
小
フ
ロ ッ

ク 含
む

。
14
 i
OY
R5
ノ
3 
  
  

し
ま
り
あ
り
  
  
  
  
 7
k遭

管
理
設
土

。

第
10
ト

レ
ン
チ

東
壁

(1
/6
0)

あ あ あ あ あ あ ま

味 味 は 味 」 」 慮

装
土

。

粘
性

ザ
ラ
ザ

ラ
 

礎
石

掘
り
込

み
、
大

礫
・

Il
ヽ
礫

多
二

含
む

。

粘
性

ザ
ラ
ザ

ラ
 

礎
石

掘
り
込

み
、
大

蝶
Jヽ

礫
多

二
含

む
。

粘
性

ザ
ラ
ザ

ラ
 

礎
石

掘
り
込

み
、
大

蝶
Jヽ

礫
多

量
含

む
。

礫
・

rl
、
礫

含
む

。

粘
性

ザ
ラ
ザ

ラ
 

礫
1ヽ

礫
多

量
含

む
。

礫
州ヽ

礫
含

む
。

|1
器
彫
:6
/3
  

段
篠
協
サ
雑桂
芋号
手 号

隅露
帽雹

:に
黛i

t葵
蓬色
建幸
暮窓

:系
農f

艇
憩
議
土フ
ロ ッ
ク 含
む
。

12
 1
11
YR
7/
1 
  
  

し
ま
り
あ
り
  
  
  
  
 

明
資
褐
色
・
に
ぶ
い
黄
色
■
。
灰
白
色
主
。
小
フ

I1
7ク
多
量
含
む
。

13
 1
0Y
R6
/6
 2
5Y
RO
/4
 
し
ま
り
あ
り
  

お
性
ザ
ラ
ザ
ラ
 
小
礫
少
量
含
む
。

14
 1
0Y
R6
/6
 2
5Y
R6
/も

 
し
ま
り
あ
り
  
  
  
  
 

瓦
礫
含
む
。

16
 1
0Y
R6
/6
 2
5Y
R6
/7
  
  
  
  

粘
性
サ
ラ
サ
ラ
 
黒
褐
色
土
ゲ
ゥ
ク台

む
。
蝶
合
む
。

18
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
7カ

ホ
ヤ
火
山
灰
層

(自
然
層

)。

Q
ヽ

/＼

66
60
。
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第
1ト

レ
ン
チ

東
壁

第
12
ト

レ
ン
チ

北
壁

し
ま
り
な
し

し
ま
り
な
し

,O
YR
2/
2 

し
ま
り
な
し
 
粘
性
サ
ラ
サ
ラ

,O
YR
2/
2 

し
ま
り
あ
り

25
YR
5/
3 

し
ま
り
あ
り

10
YR
3/
1 

し
ま
り
あ
り

,O
YR
2/
1 
 
し
ま
り
あ
り

10
YR
1 
7/
1 

し
ま
り
な
し

表
土

。
概

乱
。
新

瓦
・
古

瓦
多

量
含

む
。
礫

含
む

。

SE
内

埋
土

。

ア
カ
ホ
ヤ
火

山
灰

層
(自

然
層

)。

ス 田 Ｌ ＞ 図 ７ て Ｙ 部 卜 嗣 噺 団 国 大 く ３ ）
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第
12
ト

レ
ン
チ
西
壁

IO
YR
4/
2 
  
 
し
よ
り
な
し

2 
1Y
R6
/3
  
  

し
ま
り
な
し

'O
YR
2/
2 
  
 
し
ま
り
あ
り

10
VR
2/
2 
  
 
し
ま
り
あ
り

10
YR
2/
2 
  
 
し
ま
り
あ
り
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ことから、基壇はこの頃より後に建立されたと推定された。 しかし、この壷が旧五智堂基壇を建立

する際に地鎮具として埋納されたものなのか、それとも、検出地点が推定伽藍中軸線上に該当する

ことから、基壇 とは関係なく参道に伴つて埋納された胞衣壺などなのかについては不明である。ま

た、第 5ト レンチからは直径30cmの 柱穴 1つ、第 6ト レンチからは直径40～ 50cIIlの 柱穴 3つ及び不

整形土坑 2基を検出した。第 7ト レンチでは表土から約70clll掘 削した地点で以前の基壇を検出し、

以前の基壇が現在の基壇よリー回 り小さかつたことが判明した。第 8ト レンチからは上層より直径

1。 9m程の旧五智堂以前の円形柱掘方 1つ、第10ト レンチからは トレンチ中央附近で短軸25cIIl・ 長

軸35clllの精円形ピット1つ、 トレンチ北端で直径55cmの柱穴 1つ、 トレンチ中央やや北よりから不

整形土坑 1基 を検出した。第 9ト レンチからは遺構等検出できなかつた。第12ト レンチからは表土

から50～ 60cm程掘 り下げたアカホヤ火山灰層上層で東西から南北にカーブする掘込遺構の掘方を検

出した。この掘 り込み内には黒色粘質上が堆積 してお り、検出面から約25cm掘 り下げた地点でアカ

ホヤ火山灰層下層の黒褐色ローム層を検出した。調査当時はこの掘込遺構を金堂建立に伴 う掘込地

業跡 と推定したが、その後、第 6次 C区第 2ト レンチの調査で再度調査を実施 したことから、詳細

については後述することとする。

第 1次 A区の調査により旧五智堂基壇は10世紀中頃以降の基壇である可能性が高く、金堂はこれ

より北側の市営墓地周辺に所在する可能性が高まった。 しかし、旧五智堂基壇下にも柱穴や不整形

土坑などが検出されてお り、基壇北側下には金堂関連遺構が所在する可能性も残つた。

(遺 物 )

出土遺物は第 4～ 6。 10ト レンチから出土した。ほとんどの遺物は旧五智堂基壇築造の際に盛ら

れた版築層下層の灰白色粘質土内及びその下層の黒色粘質土上面から出上している。

第 4ト レンチからは軋元大賓が10数枚内包 された土師器壺 1点出上したのみである。第 5ト レン

チから縦縄瓦片 8点、横縄瓦片 4点、無文瓦片27点 、格子 目瓦片 2点、土師器片 5点、縄文土器片

1点、有肩打製石斧 1点 が出上した。第 6ト レンチからは縦縄瓦片25点、横縄瓦片20点、無文瓦片

49点、格子 目瓦片 5点、土師器片 7点、第10ト レンチからは縦縄瓦片29点、横縄瓦片16点、無文瓦

片67点 、格子 目瓦片 6点、平行条線文瓦片 1点、土師器片20点、須恵器片 3点が出上した。

2)第 6次 C区第 2ト レンチ

O調査原因と調査法

本地区は第 1次 A区第12ト レンチの調査で金堂掘込地業跡南東隅と推定される掘込遺構を検出し

たが、当時の調査では調査面積が狭小であつたことから金堂掘込地業跡 と断定するには至らなかつ

た。このことから、第 1次 A区第 12ト レンチを包括するように、東西9.5～ 10.5m。 南北4.5mの ト

レンチを再度設定し、調査を実施 した。

O調査の結果

(遺 構 )

トレンチ中央から短軸約0.8m。 長軸約 1.4mで纏まつた瓦片を含む楕円形土坑 (SC l)1基、調

査区全体からは直径約0.1～ 1.Omの ピントや土坑を検出した。 しかし、 トレンチ北側には江戸期か
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ら営まれている墓地が所在 してお り、 トレンチ内北側は後世にかなりの攪乱を受けていた。古代の

所産と判断される柱穴等も幾つか検出したが、金堂関連遺構 と判断できる遺構は検出できなかつた。

トレンチ南西側に位置する推定金堂掘込地業跡に関しては、第 1次調査でアカホヤ火山灰層上面

で遺構検出した際、掘込地業跡内に黒色粘質土が堆積 していることを確認 していた。今回の調査で

据込内の黒色粘質上の西側一部を50cIIl幅 で掘削した結果、黒色粘質上には締まりがなく、約20clll掘

り下げるとアカホヤ火山灰層下層の黒褐色ロームを検出した。この層を掘込地業床面として利用す

ることに問題はないが、掘送地業 として用いたのであれば深 さが浅く、仮に上面が削られたと推定

しても、掘込内に版築層が遺存している筈であり、黒色粘質土が堆積 していることは疑問である。

また、第 4・ 5次調査の回廊 。中門跡の調査でアカホヤ火山灰層上層の黒色粘質上で遺構検出が

可能であることが明らかになつたことから、この面で掘込地業東側の南北掘方ライン検出に努めた

が検出できなかつた。このことから、掘方東側ラインの北側延長に東西1.Om・ 南北0.5mの サブ ト

レンチを設定 し調査を実施 したが、掘方は黒色粘質土から掘削されておらずアカホヤ火山灰層から

掘削されていると判断するに至つた。これらのことから掘込地業跡である可能性は薄くなつた。

(遺 物)

本調査区で出土した遺物は縦縄瓦片31点、横縄瓦片21点 、無文瓦片129点 、格子 目瓦片 8点、土

師器片26点 、須恵器片 1点、磁器片 1点が出土した。中でもSC lに伴 うと推定される遺物は縦縄瓦

片 8点、横縄瓦片 7点、無文瓦片29点、格子 目瓦片 2点、土師器片 1点である。この上坑から2.0

m西側の南北に並ぶ40～ 50cIIIの柱穴 2つ (Pl・ 2)か らは縦縄瓦片 4点、横縄瓦片 2点、無文瓦

片15点 、格子 目瓦片 3点、土師器片 2点、土坑から4.2m東 の長軸1.Om・ 短軸0.6m程 のSC 2か ら

は縦縄瓦片 1点、横縄瓦片 1点、無文瓦片 8点、格子目瓦片 1点、土師器片 2点が出土した。

3)第 10次 BHC区

O調査原因と調査法

第 9次 A区の調査で東西道路北側に 2時期の掘立柱建物跡を検出し、この建物が講堂跡である可

能性が高くなつたことから、東西道路南側の墓地周辺に金堂跡が所在 した可能性が一層高くなつた。

このことから旧五智堂基壇北側下層に金堂跡の痕跡を検出する目的でB区を設定した。調査は旧五

智堂基壇を一部除去 し、その下層の調査を行 うこととし、東西H.Om。 南北2.Omの トレンチを設

定した。表土を15cm程掘 り下げると基壇上面に達 し、この面で昭和36年第 10ト レンチと第 1次 A区

第 7・ 8。 10ト レンチの掘方を検出した。また、 トレンチ中央北側から直径 1.3～ 1.8mの 旧五智堂

以前の旧堂宇の礎石掘方 2つ を検出した。現在、基壇の上には平成 7年度に解体された旧五智堂の

礎石が所在 しているが、今回検出した礎石掘方はかなり大きく、これら礎石に伴 うものではないと

判断したことから、旧五智堂の以前にかなり大きな建物が基壇上に所在 していたようである。この

建物は東向きで推定中軸線のすぐ東側に所在 したと考えられることから、国分寺伽藍に伴 う建物と

は考えられない。 しかし、平成 7年度の調査時に旧五智堂基壇下層から皇朝十二銭の 「軋元大費」

が土師器壷に入つた状態で10枚程出上していることから、これが基壇の地鎮に用いられたものとす

ると、この基壇の祖形も平安期まで遡る。 したがつて、基壇の除去は止め、昭和36年度及び平成 7

年度調査を実施 した際の トレンチを再度掘 り下げ、基壇下層の内容のみの確認に留めた。
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また、第 6次 C区第 2ト レンチの調査で第 1次 A区第12ト レンチで検出した金堂掘込地業跡 と推

定される掘込遺構は掘込地業の可能性は薄くなつたが、西側の状況も確認する目的で旧五智堂基壇

南側の墓地に調査区を設定することとした。墓地はかなり密集 して所在 してお り、調査可能な場所

は墓地間に所在する小路程度であったが、何 らかの金堂痕跡を検出する目的で墓地内の小路をC区

とし、北側に所在する東西道路側から第 1～ 3ト レンチを南側に延長 しながら掘削を進めた。最終

的には第 1～ 3ト レンチを繋いで幅 1.Om、 総延長19.Omの調査区とした。上記 したように、墓地

は江戸時代には既に利用されていたようであり、小路下層には境内西及び南側に所在する民家への

水道管が埋設 されているとの話などから、遺構が遺存 している可能性は薄いと予想 された。

O調査の結果

(遺 構 )

B区は昭和36年第10ト レンチ北側を表土から約1.4m掘 り下げた箇所にアカホヤ火山灰層を検出

し、 トレンチ北端に直径約40～50cmの柱穴 1つを検出した。当時の報告書にはこの トレンチの内容

については記 されていなかつたことから、当時の調査で検出できていたのかは不明である。また、

第 1次 A区第10ト レンチ北端からも表土から約1.4m掘 り下げた箇所でアカホヤ火山灰層を検出し、

直径約40～ 50cmの柱穴 1つを検出した。これら柱穴はアカホヤ火山灰層まで掘 り下げられた後、精

査時に検出されたことから、アカホヤ火山灰層上面の黒色粘質土から掘削されたのかについては不

明である。これら柱穴の間隔は約5,7m(19尺)を狽1る が、調査面積も狭かつたことなどから、柱

穴の性格は不明である。また、調査区東側では現基壇の東側斜面より西側に以前の基壇の東側斜面

を検出し、 トレンチ上面で検出した円形柱掘方に伴 う建物の基壇は現基壇よりやや小振 りであつた

と推定された。

C区は第 1ト レンチのほぼ中央及び第 2ト レンチにそれぞれ 2本の水道管が埋設 されていた。こ

れら水道管は住宅等への枝管であるため、外径も2011ullと 細かつたが、水道管を敷設する際の掘方は

約50clll幅 で掘削してあり、調査区全体はかなり攪乱を受けていた。水道管敷設時の掘方床面は既に

アカホヤ火山灰層が露呈してしまつている箇所やアカホヤ火山灰層までもが掘削され、下層の黒褐

色ローム層が露呈している箇所もあつた。辛 うじて攪乱から免れた箇所ではアカホヤ火山灰層上層

の黒色粘質上が遺存しており、この面から掘削されたと判断できる柱穴や窪みなどを教個検出した。

また、 トレンチ北端からは人為的に突き固められたと思われる黒色硬化層面とその南側にこの硬化

層を囲むように配された川原石 3個を検出した。調査面積が狭くこの硬化層及び川原石の性格につ

いては不明である。また、金堂掘込地業跡については本地点でも検出できなかつた。

(遺 物 )

B区は調査区の大半を基壇上層までの調査 とし、第 1次A区第 7・ 8。 10ト レンチの一部のみを

再度掘 り下げて遺構の確認を実施 したのみであつたことから、遺物は出土しなかつた。

C区から出上した遺物は、第 1ト レンチ北側窪みから縦縄瓦片 2点、無文瓦片 3点、第 2ト レン

チからは縦縄瓦片 1点、外面に布 目痕が遺存する瓦片 1点、土師器郵片 1点、また、第 2ト レンチ

東側土坑 (SC l)か らは縦縄瓦片 4点、無文瓦片16点、土師器鉢片 4点が出上した。第 3ト レンチ

からは縦縄瓦片 3点、横縄瓦片 1点、無文瓦片 4点、土師器杯片 6点、須恵器蓋片 1点が出上した。
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4)第 12次 A区第 1～ 4ト レンチ及び伝塔心礎

O調査原因と調査法

日向国分寺跡確認調査の最終年度 として、再度、推定金堂跡周辺の調査を実施 した。本調査の目

的は第10次 C区第 1ト レンチ北端で検出した川原石 3個に囲まれた黒色硬化層東側の検証、第 6次

C区第 2ト レンチで検出した推定金堂掘込地業跡の再確認、また、本調査区南側に所在 している伝

塔心礎 とされる礎石周辺の遺構検出とした。調査は第10次 C区第 1ト レンチの西側に第 1～ 4ト レ

ンチを設定した。 トレンチは調査予定箇所に墓地の目隠しとしてヒトツバの木が植栽されていたこ

とから、これらを仮 り植えする場所に、東西6.Om。 南北1.Omの第 1ト レンチを設定した。次に伝

塔心礎北側に東西2.Om・ 南北3.5mの 第 2ト レンチ、第 2ト レンチ東側にT字形になるように東西

2.Om・ 南北1.5mの第 3ト レンチを設定 した。また、第 2・ 3ト レンチの調査に併行し、東側墓地

と東西道路間に東西2.Om・ 南北4.Omの第 4ト レンチを設定 した。 しかし、第 4ト レンチ周辺は、

近年の墓地改葬により既に攪乱されていることが明確になつたことから、掘削は途中で中断し埋め

戻 した。

また、本地点の調査と併せて伝塔心礎下の調査を実施 した。伝塔心礎の調査は第■次調査 (平成

17年度)で礎石を現位置から吊り上げ移動 し、礎石下層の調査及び現位置への据え直しは第12次調

査 (平成18年度)で実施 した。

O調査の結果

(遺 構 )

第 1ト レンチは現表土から約30cm掘削した地点で トレンチ北側にアカホヤ火山灰層上層の黒色粘

質土 (国分寺跡遺構検出面)を一部検出したが、南側は墓地改葬により既に攪乱を受けていた。第

2ト レンチは トレンチ上層から多量の川原石を検出した。これら川原石は、現在、国分寺への通路

となつている道は以前は低く、それを嵩上げするため戦後人為的に埋められたものと判明した。川

原石を取 り除くとトレンチ中央部から北側にかけて、第10次 C区第 1ト レンチ北端で検出した黒色

硬化層の続きと予想 される硬化層を検出した。この硬化層は東西道路下へと延びており、北側への

拡がりは確認できなかつた。 しかし、南東隅の南から東側にかけて横長の川原石を 2段積んだり、

砂岩の切石が 2個張り石状に配されてるなど人為的に石が敷設 されたことが判明した。第 2ト レン

チ中央部西側から東側に延び北上する黒色硬化層は、これまで他の調査地点では検出したことがな

く川原石及び砂岩の切石が硬化層の南 。東側に配されていること、また、第 9次A区の調査で検出

した推定講堂西端を推定中軸線で東側に折 り返し講堂を復元 した場合、本地点で確認 した硬化層南

東隅と復元講堂東面柱穴列がほば一致することが判明したことなどから、本遺構は金堂基壇の南東

隅の可能性が高い。第 3ト レンチは トレンチ南側に明褐色粘質土を検出し、何 らかの基壇の可能性

も推定されたが、聞き取 り調査の結果、後世に東西道路側の窪地を埋めた客上であることが判明し

た。また、その下層から黄色砂層を検出したがこれも客上であると判断し、除去した。調査終盤に

なリトレンチ南東隅から人頭大の川原石を円形に 3段程積み上げた石組遺構 1基を検出した。この

石組みの遺構の性格は不明であるが、遺物の出土状況等から古代の所産である可能性が高い。

次に伝塔心礎は推定金堂跡に所在 し、金堂礎石としては規模が大きいと判断されてきたことから、

これまで元位置を保つていない可能性が高いとされてきた。現状では平坦面を上にし、平坦面中央
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寄 りに馬蹄形の窪み 1つが穿たれている。礎石の規模は長辺1.5m・ 短辺1.3m・ 高さ0。 95mの方形

である。馬蹄形の窪みは長辺22.5cm、 短辺 17.5cm、 深 さ6.Ocmで ある。この窪みに関 しては柱を固

定するためのほぞ穴ではないかとも推定されてきたが、形状からみると後世の加工と思われる。当

初、礎石は上面が平坦であつたことから下面も平坦であろうと予想 していたが、約70cmが 地中に埋

設 されてお り、下部の形状は山形に突出していた。 したがつて、礎石が天地逆になつている可能性

は薄く、両面 とも柱座がないことが判明した。置かれていた現状の向きで南と東の側面のみが面取

りされてお り、金堂南東隅の礎石の可能性も推定 されたが、礎石下の窪み内には根石などの礎石を

据えるための施設はなく、近世の瓦なども出土したことから、元位置は保つていない と断定した。

(遺 物 )

第 1ト レンチから遺物の出土はなく、第 2～ 3ト レンチでは中層から縦縄瓦片 5点、無文瓦片20

点、格子 目瓦片 4点、土師器郭片 1点、陶磁器片 1点、鉄片 1点、貨幣 (種別判読不明)6点が出

土した。また、下層からは横縄瓦片 1点 と須恵器片 1点が出上した。

5)ま とめ

推定金堂跡については上記 したように、以前から旧五智堂基壇が金堂跡の基壇痕跡である可能性

が推定され、第 1次調査からこの基壇について調査を行つてきた。

旧五智堂基壇南側からは中門跡に比定される円形柱掘方や柱穴、東西区画溝などを検出した。ま

た、基壇中央西端下層からは車L元大費を内包 した壷が出土し、旧五智堂基壇は10世紀半ば以降に築

造 された可能性が高い。この基壇下からは柱穴を幾つか検出したが、金堂跡 と判断できるような遺

構は検出できなかつた。

金堂の痕跡 として推定される遺構 としては、第 1次A区第 12ト レンチで検出した掘込遺構が上げ

られるが、第 6次 C区第 2ト レンチ及び第10次 C区第 1～ 3ト レンチの調査でこの掘込遺構は金堂

に伴 う遺構でない可能性が高くなつた。これ以外の遺構 としては第10次 C区第 1ト レンチ及び第12

次A区第 2ト レンチで検出した黒色硬化層及び川原石から構成される基壇状遺構、また、第12次 A

区第 3ト レンチで検出した円形石組遺構程度である。第12次 A区は第 6次 C区第 2ト レンチ北側に

位置するが、本地点でも掘込地業と判断できる痕跡は検出できなかつた。また、基壇状遺構や円形

石組遺構についても、金童痕跡と断定するには、やや粗末な感が否めない。 したがつて、金堂跡に

ついては本地点に所在 したと断定することはできないが、中門跡や第 9次A区で本地点から東西道

路を挟んだ北側の畑より講堂跡 と推定される掘立柱建物跡を検出したことから、墓地から東西道路

にかけて金堂が所在 した可能性は高い。金堂が伽藍内の東西に所在する川原寺式伽藍配置も推定さ

れるが、これまでの調査でこのような伽藍配置をとる可能性は薄いこと、また、本地点の東側に位

置する木喰五智館所在地 (第 1次 B区)や西側の旧国分公民館跡地 (第 10次 A区)な どの調査で中

門から延び金堂に取 り付 く回廊の痕跡が明らかにできないことなどから、金堂は東西道路下に中心

を置き、この道路が金堂に取 り付く北面東西回廊の猜残である可能性もある。

伝塔心礎から西へ14.Omと 18.Om附近には礎石 と予想 される巨石が一つずつ所在する。東側の礎

石は長辺90cm・ 短辺 70clll・ 高さ60cmの 隅丸方形状、西側の礎石は長辺95側 。短辺60cIIl・ 高さ40cmの

卵倒形状を呈している。これら2石は全体が表土より突出してお り、元位置は保つていない。
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3.伽藍南東回廊跡 (Fig 35～ 43)

O位置 (I・ J-13グ リッド)

伽藍南東回廊跡は木喰五智館下から境内南東隅をとお り、境内南西の銀杏の木北側に所在する。

O調査年次

調査は第 1次 C区第 1～ 5ト レンチ (平成 7年度)、 第 2次 I地点C区第 3-2・ 6ト レンチ (平

成 8年度 )、 第 4次 A区 (平成10年度 )、 第HttA区第 4・ 5ト レンチ (平成 17年度)の計 4次 に

亘 り実施 した。

1)第 可次 C区第 可～ 5ト レンチ

O調査原因と調査法

銀杏の木北側に設定したA区第 1ト レンチから東西溝状遺構 1条、また、現木喰五智館東側に設

定 したB区第 5ト レンチより南北溝状遺構 1条を検出した。これら溝状遺構は同一溝である可能性

が高く、現木喰五智館南側の境内南東隅にこれら溝状遺構の南東隅が検出される可能性が高まり、

この一帯にC区第 1～ 5ト レンチを設定 した。境内南東側西より東西1.1～ 2.lm。 南北11.5mの第

1ト レンチ、東西3.5～4.Om・ 南北11,3～ 14.8mの第 2ト レンチ、東西2.5m。 南北3,Omの 第 3ト

レンチ、東西13.Om・ 南北1.Omの 第 4ト レンチ、東西1.Om。 南北3.Omの第 5ト レンチである。

O調査の結果

(遺 構 )

第 1ト レンチ中央に幅1.92m、 遺構検出面からの深 さ1.44mの東西溝状遺構 1条、 トレンチ南端

に幅約 1.2～ 1.6m東西溝状遺構 1条、 トレンチ中央から北側にかけて直径45～80cmの柱穴 7個 を検

出した。第 2ト レンチからは トレンチ東側南端より幅1.2m、 遺構検出面からの深 さ1.22mの東西

溝状遺構 1条及び直径 15～ 80cm程 の柱穴や円形柱掘方を32個 、 トレンチ北端から南に延びる南北溝

状遺構 1条を検出した。この南北溝状遺構は第 1次 B区から南へ延びる溝状遺構 と同一溝 と推定さ

れ後世の溝である。また、検出した円形柱掘方内には直径 15～ 25cmの柱痕跡を含むものを 5つ検出

した。また、第 2ト レンチ内で検出した円形柱掘方や柱穴は南北3.Om(10尺 )間隔で並行 して穿

たれ、第 1次A区南側で検出した円形柱掘方や第 1次 B区東側で検出した円形柱掘方などと柱問や

掘方の規模、埋上の状況などが近似 していることから、掘立柱回廊跡である可能性が高まつた。第

3ト レンチでは幅0.45～ 1.15mの溝状遺構のコーナーを検出し、このコーナーで溝が埋没 した後に

掘削された直径1.15mの 円形柱掘方 1つ を検出した。第 4ト レンチからは幅0,95～ 1,05mの南北溝

状遺構 1条を検出した。第 1'2ト レンチで東西溝状遺構、第 3ト レンチで溝状遺構コーナー、第

4ト レンチで南北溝状遺構を検出したことから、これら溝状遺構は旧五智堂基壇南側で検出した東

西溝状遺構 と同一溝であり、また、現、木喰五智館東側で検出した南北溝状遺構 とも同一溝になる

と判明した。また、この溝状遺構内からは瓦片が纏まつて出土し、深 さ1.Omを越える箇所もある

ことから、創建期に掘削された伽藍区画溝 (以 下、区画溝 と呼ぶ。)で あると判断した。また、C

区第 3ト レンチでは検出した区画溝が埋没 した後、円形柱掘方が掘削されたことも明らかになり、

円形柱掘方には区画溝埋没後に穿たれたものも含まれていることが判明した。
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(遺 物 )

第 1ト レンチ北側からは縄 目瓦片 1点 。無文瓦片 1点、土師器片 1点 が出土した。また、南側か

ら検出した東西区画溝内からは縦縄瓦片13点 、横縄瓦片 2点、無文瓦片11点、格子 目瓦片 1点が出

上した。次に第 2ト レンチ南東端で検出した東西区画溝内からは縦縄瓦片 4点、横縄瓦片 7点、無

文瓦片 2点、格子 目瓦片 1点が出土した。第 2ト レンチ内で検出した柱穴内からは、P6か ら横縄

瓦片 1点、 P13か ら縦縄瓦片 2点・横縄瓦片 2点・土師器片 2点、 P14か ら無文瓦片 1点・格子目

瓦片 2点、P15か ら無文瓦片 1点、P19か ら無文瓦片 1点、P20か ら縦縄瓦片 1点 。無文瓦片 1点、

P23か ら土師器片 1点、 P28か ら縦縄瓦片 2点・横縄瓦片 1点・無文瓦片 3点、P29か ら格子 目瓦

片 1点、 P30'31か ら縦縄瓦片 1点・横縄瓦片 1点 。無文瓦片 3点 。格子目瓦片 1点が出土した。

次に第 3ト レンチからの出土遺物は、全て区画溝内からで縦縄瓦片 4点、横縄瓦片 7点、無文瓦片

2点、格子 目瓦片 1点である。また、区画溝南東 コーナーの区画溝埋没後に掘削された円形柱掘方

に伴 う遺物は縦縄瓦片 1点・横縄瓦片 6点・無文瓦片 1点・格子目瓦片 1点である。次に第 4ト レ

ンチからの出土遺物は横縄瓦片 6点、縄 目不明瓦片 2点、無文瓦片16点、格子 目瓦片 2点、軒丸瓦

片 1点、土師器片 1点である。横縄瓦片 1点、無文瓦 2点、格子目瓦 2点のみは遺構検出面のアカ

ホヤ火山灰直上の遺物であるが、他の遺物は トレンチ西側で検出した南北区画溝内から出土した。

2)第 2次 I地点 C区第 3-2・ 6ト レンチ

O調査原因と調査法

第 1次 C区第 3ト レンチの調査で区画溝南東コーナーを検出したが、調査面積が東西2.5m、 南

北3.Omと 狭小であつた。このことから区画溝南東コーナー及びその内側に南東回廊跡の所在が予

想 されたことから、第 2次調査では新たに I地点 C区第 3-2ト レンチとし、東西6.Om。 南北7.0

mに拡張し、区画溝南束コーナー及び回廊跡の調査を実施 した。また、この北側に南北区画溝及び

回廊柱掘方を検出する目的で、東西6.5m。 南北1.5mの 第 6ト レンチを設定 した。

O調査の結果

(遺 構 )

I地点 C区第 3-2ト レンチの調査では第 1次 C区第 3ト レンチの北及び北西側に直径0,7～ 1.0

mの 円形柱掘方 7つ、北及び西からは第 1次 C区第 3ト レンチで検出した区画溝 1条を検出した。

検出した円形柱掘方は、区画溝に並行するものと区画溝が埋没 した後に掘削されたものの 2種類が

あり、 2時期の回廊が所在 したことが明らかになつた。検出した円形柱掘方は直径約0.65～ 1.Om

で桁行2.9～ 3.2m、 梁行2.9～ 3.25mを 測った。また、円形柱掘方の中には直径25～ 30cmの柱痕跡

を伴 うものも検出した。第 6ト レンチからは直径 0。 7～ 1.lmの 円形柱掘方 3つ、直径約40cmの 柱穴

3つ、 トレンチ東側から幅1.55mの南北区画溝 1条を検出した。

(遺 物 )

第 3-2ト レンチ上層からは縦縄瓦片54点 、横縄瓦片30点 、縄 目不明 5点、無文瓦片81点 、格子

目瓦片 14点 、土師器片78点 、須恵器片 3点、磁器片 1点、石錘 1点 などが出上した。次に トレンチ

西側の南北溝状遺構からは縦縄瓦片29点 、横縄瓦片 16点 、無文瓦片33点 、格子 目瓦片 5点、土師器
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片87点 で内 1点は内黒土器、須恵器片 1点、陶器片 1点 、石錘 1点が出土した。東側区画溝上面で

は縦縄瓦片 5点、横縄瓦片 1点、無文瓦片 8点、土師器片17点、区画溝内からは縦縄瓦片 4点、横

縄瓦片 3点、無文瓦片 5点、格子目瓦片 3点、外面布 目後ケズジ・板状ナデの瓦片 1点が出土した。

第 6ト レンチの出土遺物は トレンチ東側の南北区画溝から縦縄瓦片 2点、 トレンチ西側から検出

した直径80clll程 の回廊柱掘方から無文瓦片 2点、 トレンチ西側の南北溝状遺構内からは縦縄瓦片 5

点、無文瓦片 5点が出上した。

3)第 4次 A区

O調査原因と調査法

第 1次 C区及び第 2次 I地点C区の調査で伽藍南東回廊跡及び回廊外側を廻る区画溝が検出され

たことから、本地点を拡張し回廊規模及び建て替え回数などについて再度検討する目的で、第 1次

C区第 2・ 3ト レンチ、第 2次 I地点C区第 3-2ト レンチを包括するように調査区を設定した。

調査区は当初東西15.Om、 南北6.Omと したが、最終的には東西約20.Om、 南北6.0～ 9,Omに拡

張した。また、第 1・ 2次調査ではアカホヤ火山灰層を遺構検出面をとし調査を実施 していたが、

第 4次調査では調査面積も広 く確保でき、アカホヤ火山灰層上層の黒色粘質土で遺構検出が可能で

あることが明らかになつたことから、黒色粘質土上で遺構検出を実施 した。

O調査の結果

(遺 構 )

調査区内からは約 100個 を数える円形柱掘方や柱穴を始め、調査区南西側から東西区画溝 1条、

調査区中央やや東側に南北溝状遺構 2条、調査区東端に北から南東にかけてカーブした溝状遺構に

切 られた南北区画溝 1条などを検出した。

検出した円形柱掘方は直径約0.4～ 1,lmを測 り、約40個 を数えた。これら円形柱掘方は第 2次調

査で検出した 2時期の回廊跡に伴 う柱掘方と判断したが、区画溝埋没後に掘削された柱掘方とは別

に桁行間が異なつた 2時期の回廊跡を検出した。また、検出した円形柱掘方には 3つの掘方が切 り

合っているものも認められ、柱間寸法や埋上の質などから3時期の回廊が判明した。このことから

回廊は最低 3時期所在 し、全て掘立柱建物跡であると判明した。

まず、第 1期回廊は桁行2,4m(8尺 )、 梁行3.Om(10尺 )で、柱掘方の直径は0.4～ 1。 lmを測

り、掘方内には瓦片等を含む。第 2期回廊は第 1期回廊 と同一柱筋を用いて建立され、桁行・梁行

ともに3.Om(10尺 )でく柱据方の直径は0.6～ 1.Omを 測 り、掘方内の遺物は少ない。回廊南東コ

ーナー附近では第 1・ 2期回廊の柱掘方をそれぞれ検出できなかつたことから、第 2期回廊南東部

では第 1期回廊柱掘方を転用 したと推定される。第 3期回廊は第 1・ 2期回廊より3° 程時計回り

に振れ、桁行・梁行共に3.Om(10尺 )で、柱掘方の直径は0.6～ 1.Omを 測 り、掘方内にはほとん

ど遺物を含まない。上記 したように、第 1期柱掘方内の埋土に瓦片等が混入 しているものもあるこ

とから、回廊は創建期には所在 しておらず、金堂などの主要建物よりやや遅れて建立されたと予想

される。また、 3時期の回廊の内、第 1期回廊の桁行のみが2.4m(8尺 )を沢Jる が、回廊の南東

ヨーナーとその西側及び北側の 1間分は桁行3.Om(10尺 )と なり、第 2・ 3期回廊 と同一規格で

ある。 したがつて、回廊の桁行は当初、2.4m(8尺)で建立されたが、その後、第 2期以降は梁
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行 と併せて、一間3,Om(10尺)に統一 されたと推定される。また、回廊に伴 う柱掘方周辺には直

径 10～ 40cIIl程 の柱穴が点在するが、規則的に穿たれているものではないことから足場穴などの柱穴

ではない。

第 1・ 2期回廊の南側柱穴列より1,5m程南からは、回廊に並行 した南北幅約1.2m・ 深 さ1.0～ 1.

5mの東西区画溝を検出した。調査区東側の第 3期回廊の柱掘方は区画溝が埋没 した後に掘削され

ていることが判明したことから、第 3期回廊建立時には区画溝は既に埋没 していたのか、伽藍を拡

大ないしは時計回りに回転するため、意図的に埋められたと予想 される。

本調査区で検出した柱穴群は直径約0.3～ 1.lmを 測 り、ほとんどが円形を呈する。円形柱掘方の

埋土は黒色～灰黒色を呈し、中には黄 白色粘質土を埋土とする直径30cm程の柱痕跡が遺存 している

ものも認められる。これ らは回廊を建て替える際、柱を抜いたか、建つたままの状態で根本から伐

採 した結果、抜き取 りや腐朽に伴い基壇化粧や回廊漆喰などが柱穴に流れ込んだものと予想 される。

(遺 物)

第 4次 A区からの出土遺物は調査区全域で縦縄瓦片33点 、横縄瓦片 7点、無文瓦片48点 、格子目

瓦片 5点、土師器片11点 、陶器片 1点の105点 が出土した。内17点 は調査区南側で検出した東西区

画溝に伴 う遺物で、縦縄瓦片 3点、横縄瓦片 2点、無文瓦片 8点、格子 目瓦片 1点、不明瓦片 3点

である。区画溝から出上した遺物の内、無文瓦は約50%を 占め、他の瓦片は 5%以下である。

次に回廊の柱掘方に伴 う遺物は、検出した柱掘方のほとんどは保存のため掘方内を若干掘 り下げ

たのみであることから、遺構検出面で出上した遺物のみの所見であるが、第 1期柱掘方内から出土

した遺物が最も多く、縦縄瓦片15点 、無文瓦片15点、格子目瓦片 1点、土師器邦片 3点、陶器片 1

点である。第 1期柱掘方からは横縄瓦片は認められない。第 2期柱掘方内からは、縦縄瓦片 3点、

横縄瓦片 3点、無文瓦片 4点、格子 目瓦片 1点、土師器片 1点である。第 3期柱掘方内からは横縄

瓦片 1点、土師器杯片 2点である。

4)第 11次 A区第 4・ 5ト レンチ

O調査原因と調査法

本調査は第 4次A区の調査で検出した回廊柱痕跡や柱抜き取 り穴、また、区画溝中心の座標など

を計測するため、第 4・ 5ト レンチを設定し、第 4次調査の遺構検出面まで掘削した。

第 4ト レンチは第 4次 A区 とし調査を実施 した東側に該当する。本地点は伽藍回廊南東隅に位置

し、区画溝 と回廊柱掘方の関係が最も良好に確認できる箇所である。第 4次調査では柱筋を同じく

し桁行間を異にした 2時期の回廊 とこれ らとは柱筋を異にし区画溝埋没後に穿たれた回廊柱掘方が

検出されたこと、また、柱掘方の切 り合い関係などから、 3時期の回廊が所在 したことが明らかに

なつた。調査区は第 4次調査の調査区形状を残すため、東西6,Om。 南北9,Omで設定した。

第 5ト レンチは第 4ト レンチ同様、第 4次調査でA区 とし調査を実施 した西側に該当する。この

調査区も回廊柱掘方や柱抜き取 り穴及び区画溝中心の座標計測を目的とした。以前の調査区の形状

を保存するため、東西4.Om。 南北7.5mで設定した。また、調査区北側に第 1次 B区第 2ト レンチ

の調査で大型円形土坑 2基を検出していたことから、同様の上坑の有無を確認する目的で北側を新

たに4.5m程延長 し、最終的には南北12.Omと した。
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O調査の結果

(遺 構 )

第 4ト レンチは回廊柱掘方の柱抜き取 り穴及び区画溝の中心の座標計測を目的としたことから、

新たに調査を実施 した箇所はない。

第 5ト レンチ北側からは川原石や瓦片、土師器片が纏まつて出上した。出土した川原石は規則的

に配されてはおらず、後世に投棄 されたと予想 されるが詳細は不明である。また、これ ら川原石の

下からは トレンチ東西に長軸約2,2～ 2.3m、 深 さ10～ 40cmを 測る土坑 2基を検出した。

(遺 物 )

第 4ト レンチは以前の調査区の形状を保存するため当時の調査区より東側にやや広めの調査区を

設定した。拡幅 した東側の調査区は遺構検出面まで掘 り下げを実施せず、表土から10cm程掘 り下げ

た遺物包含層中から遺物が出上したことから、この面までの調査 とした。この包含層上か らは顎～

平瓦部にかけて格子 目3類の叩きを施 し、 9世紀中葉に比定される軒平瓦 1点 (軒平 12)、 縦縄瓦

片 4点、無文瓦片 13点、格子目瓦片 2点が出上した。

第 5ト レンチ北側で検出した上坑 2基からは、東側土坑周辺及び内には縦縄瓦片 13点 、無文瓦片

23点、格子 目瓦片 4点、平行条線文瓦片 1点、土師器杯片 1点が出土した。また、西側土坑周辺及

び内からは単弁11葉蓮華文軒丸瓦片 1点 (軒丸 5)、 顎に縦縄・格子 目叩きを施 した創建期の軒平

瓦片 2点 (軒平 8・ 11)、 縦縄瓦片 4点、無文瓦片 8点、格子 目瓦片 1点 が出上した。

5)ま とめ

第 1次 B区第 1～ 4ト レンチの調査で境内南側に並行するピット列を検出し、この地点に伽藍南

東据立柱回廊跡が所在することが推定された。第 2次調査では推定回廊南東隅を拡幅 し調査を実施

した結果、回廊は最低 2時期所在 したことが明らかになつた。また、これに続 く第 4次調査では、

回廊は 3時期所在 し、第 1・ 2期は同一柱筋上に桁行間 8尺から10尺で建てられてお り、第 3期は

柱筋をやや南にず らし、柱間10尺 で建てられていたことが判明した。 3時期の回廊は全て梁行3.0

m(10尺 )であり、第 3期回廊は第 1・ 2期回廊外側に並行 して廻つていた区画溝埋没後に掘削さ

れていることが明らかになつた。また、 3時期の回廊は全て掘立柱建物 と判断でき、ほとんどの柱

掘方内には直径20～ 40cIIl程 の柱痕跡が遺存 し、黄白色を呈した粘質上が堆積 していたことから、回

廊に伴 う漆喰や基壇化粧などが、腐朽または抜き取 られた柱穴内に流れ込んだものと推定 される。

第 11次第 5ト レンチ北側には南北に長い不整形土坑 2基を検出し、これら土坑内及び周辺からは

横縄瓦が出土しないことから、第 1期回廊 と同時期の遺構である可能性が高いと予想 されるが、土

坑の性格は不明である。但し、第 1次第 2ト レンチの調査で本地点の北側に大型円形土坑 2基を検

出していることから、この大型円形土坑に何 らかの建物を建てるための痕跡である可能性 も残る。

第 1期回廊に伴 う柱掘方内からは多くの瓦片が出土したことから、回廊建設時には既に金堂など

の主要な建物は建立されていた可能性が高い。また、第 1期回廊に伴 う柱掘方内からは横縄瓦が出

上しないことから、横縄瓦は縦縄瓦 。格子 目瓦・無文瓦よりやや遅れて使用された可能性が高い。

しかし、第 2期柱掘方内からは横縄瓦が出土していることから、第 1期 回廊建立の際には屋根に横

縄瓦が用いられたと推定される。
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4.推定講堂跡 (Fig 44～ 52)

O位置 (H-10・ 11グ リッド)

推定講堂跡は木喰五智館西側墓地から東西道路を隔てた北側の畑内に所在する。

O調査年次

調査は第 3次 B区第 1～ 3ト レンチ (平成 9年度)、 第 9次 A区 (平成 15年度)の計 2次 に亘 り

実施 した。        '

可)第 3次 B区第 可～ 3ト レンチ

O調査原因と調査法

本調査は推定れH藍 中軸線上に位置すると推定される企堂や講堂跡などの主要建物及び第 2次 Ⅱ地

点第 1・ 3ト レンチの調査で検出した東西溝状遺構の検出を目的とし、東西2.Om・ 南北3.Omの ト

レンチを東西道路北側畑の東西に 2本 (第 1・ 2ト レンチ)設定し実施 した。第 1・ 2ト レンチと

も少量の瓦片が検出された程度で、遺構は両 トレンチ南側から東西溝状遺構遺構 1条を検出したの

みであつた。このことから、第 1ト レンチを東西2.Om・ 南北10,Om、 第 2ト レンチを東西2.Om・

南北6.Omと 北側へ拡張し、調査を実施することとした。また、第 1・ 2ト レンチは調査区の東西

道路側に設定 したことから、第 1ト レンチの北東隅から北側に東西1.Om。 南北16.Omの 第 3ト レ

ンチを設定し、調査区北側の遺構検出に努めた。

O調査の結果

(遺 構 )

第 1ト レンチ北側で幅60～ 70cmの東西溝に切 られた直径約 1,3m、 深 さ約60cmの柱穴 1つを検出

した。第 3ト レンチでは トレンチ南側から南北に並んだ直径約30～ 40cm、 柱間2.lm(7尺)を沢1

る柱穴 3つ、その北側からは長軸1.5m・ 短軸1.lmと 長軸1.Om。 短軸0.6mの 長方形土坑 2基を検

出した。南北に並んだ柱穴に関しては掘削を実施 しなかつたことから性格は不明であるが、 2基の

上坑は埋上の状況等から後世の攪乱であると判断した。また、第 3ト レンチで検出した北側の上坑

より北側には南北約4.7m幅 の浅い窪みを検出したが、これも後世の攪乱と判断し、調査区北側は

攪乱が広範囲に及んでいることが明らかになつた。

第 1・ 2ト レンチ南側で検出した東西溝状遺構は形状や方向から第 2次 Ⅱ地点第 1・ 3ト レンチ

で検出した東西溝状遺構 と同一溝 と判断した。この溝状遺構内からは古瓦片や土師器片の他に近世

の磁器片などが出上し、調査区西側の伽藍西門跡南側の東西溝状遺構 とも同一溝 と判断した。

(遺 物 )

第 1～ 3ト レンチの調査では、第 1・ 2ト レンチ南側東西溝状遺構及び第 1ト レンチ中央で検出

した東西溝状遺構内から遺物が出土したが、第 3ト レンチからは全 く遺物が出土しなかつた。

第 1ト レンチからは縦縄瓦片 3点、横縄瓦片 4点、無文瓦片 1点、格子目瓦片 1点、土師器片 2

点、青磁片 1点が出土した。また、第 2ト レンチからは縦縄瓦片 7点、横縄瓦片 4点、無文瓦片12

点、格子目瓦片 1点、土師器片 2点、須恵器片 2点が出土した。
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2)第 9次 A区

O調査原因と調査法

これまで調査で中門跡・回廊跡・区画溝などを検出し、これら遺構から推定した伽藍中軸線上に

中門跡が位置することが明らかになつたことから、本地区に金堂跡ないし講堂跡等の主要建物跡が

検出される可能性が一層高まり、再度、調査を実施することとした。

調査地は、民家の庭及び畑になつてお り、当初東西道路側に東西16.5m・ 南北9.5mの調査区を

設定し調査を進めたが、遺橋等が北側にも拡がると予想 され、調査面積も十分に確保できたことか

ら、最終的には東西7.5～ 17.5m。 南北9。 3～ 24.8mの L宇型約240だ を調査区とした。

O調査の結果

(遺 構 )

南側の調査区を重機にて掘削した結果、調査医北東側に所在する家屋周辺にのみ一部アカホヤ火

山灰層が遺存しているのみで、本地点の大半は既にアカホヤ火山灰層までが削平されていることが

明らかになつた。このことから、アカホヤ火山灰層下層の黒色土及び黒褐色ローム層で遺構検出を

行つた結果、調査区の南側から北側にかけ東西方向の溝状遺構 3条 (SE l～ 3)、 調査区北側から

方形及び円形柱掘方東西列、調査区南側から長軸約 1.5～ 2.Omの 不整形土坑 6基、直径約30～ 60cm

のピット等を検出した。遺構は北側にも拡がると予想 されたことから調査区を北側に拡張した。

拡張した調査区の北側は第 3次調査で予想 されたとお り後世にかなりの攪乱を受けていたが、調

査区東側から南側調査区で検出した方形及び円形柱掘方東西列と同様の柱掘方列を検出した。また、

調査区西側には南側の調査区で検出したSE 2の延長である南北溝状遺構 1条、第 3次 B区第 3ト レ

ンチで検出した直径30～ 40cIIlの 3つの柱穴からなる南北柱穴列を始め、多くのピット等を検出した。

調査区北側には、昭和40年頃まで農業用乾燥小屋が所在 しており、また、調査区西側に所在する市

道から調査区北東側に所在する民家に向けて東西方向の水道管が敷設 されているなど、後世の攪乱

が著しかつた。

調査区中央東側で検出した方形柱掘方は、一辺約 1.0～ 1.5mで ほぼ正方形プランを呈し、全ての

柱掘方内には直径30～ 60cmの柱痕跡が認められた。柱痕跡には中門跡や回廊跡同様に黄白色粘質土

や黒褐色粘質土が堆積 しているものや瓦片が意図的に埋設 されているものなどがあつた。東西方向

の方形柱掘方は、柱痕跡中心で計測すると2.4m(8尺)間隔で穿たれていることが明らかになり、

東西 5間分を検出した。また、西端の方形柱掘方から北側にも南北に延びる同様の柱掘方を検出し

たが、柱間にばらつきがあり、南面から2.4m(8尺 )、 2.4m(8尺 )、 3.15m(10尺 5寸 )、 3.0

m(10尺 )を測つた。南北方形柱掘方列最北端の柱掘方の東西には約2.55m(8尺 5寸)の位置か

らそれぞれ方形柱掘方 1つずつを検出した。方形柱掘方の深 さは、半裁 し深さを確認 したものやピ

ンポールステンキにより深さを確認 したものなどあるが、P2が 67cm、 P4が 67cm、 P5が 80cm、

P6が 77cm、 P7が 53clll、  P10が 67clll、 P14が 50cm、  P15が 60cm塔と沢Jる。

一方、円形柱掘方は直径約1.0～ 1.4mの 円形～楕円形プランを呈す。ほとん どの方形柱掘方には

柱痕跡が遺存 していたが、円形柱掘方内には柱痕跡が確認できるものは少なかつた。東西方向の円

形柱掘方は、据方中央で計測す ると2.7m(9尺 )間隔で穿たれていることが明 らかにな り、方形

柱掘方同様、東西 5間分を検出 した。東西円形柱掘方の西端の掘方か ら北に4.2m(14尺)離れて
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サプトレンチ

匠三コ第1期桂掘方

匠三コ第2期柱掘方

中央②

Fig 45 KB」 9A区平面図(1/100)
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しよりなし     粘性あまりなし
しよりなし     粘性あよりなし
しまりなし    お性少々あり
しよりなし    粘性少々あり
しよりなし    お性あまりなし
しまりなし    粘性ややあり
しまりあまりなじ  粘性ややあり
しまりややあり  粘性ややあり
しまり■層よりなし 粘性あり
しまりなし    粘性ややあり
しまりあまりなし  粘性ややあり
しまりなし    粘性あまりなし

木根多し。
木根多し。
木根少登。
木根多し。小石等を含む。
木根ややあり。
木根ややあり。
木根多し。
木根ややあり。削るとザラつく。瓦片等を合む。
木根少霊。削るとザラつく。瓦片学を含む。
木根少量。2～ 3cn程のアカ|ヤフロックを含む。
木根少量。
木根少量。

14 10YR2/1         しまりなし

16 10YR,フⅢ10YR2/1  しまりややあり
17 10YR3/Ⅲ 10YRν Iの間 しまりややあり
19 10YR3/Ⅲ 10YR2/1の 間 しまりあまりなし
19 10VR2/2        しまりなじ
20 10YR2/1       しまりややあり
2' 10YR1 7/1よ り黒い   しよりややあり
22 10YR2/1       しまりややあり

攪乱 10YR2/1よ り明るい   しまりなし

7 5YR2/1         しまりややあり 粘性ややあり 木根少量。2cm程のアカ■ヤフロックを少量含む。
iOYR2/2          しよりあまりなし 粘性あり   ややざらつきあり。
iOYR,/7          しまりあまりなし 粘性ややあり ,カ ホヤカЧこじむ。
7 5YR1/7         しまりややあり 粘性あり
10YR,7/i         しまりややあり 粘性ややあり 木根少量肖Iるとサラつく。小粒の瓦片学を多く台む。
10YR2/2+iOYR2/1(ベ ース) しまりややあり 粘性あり   流入土。
10YRl,/1+10YR2/2(ベース)しまりあまりなし 粘性ややあり Jヽ 社の瓦片等を多く合む。
10YR1 7/1+10YR2/2(ベ ース)しまりややあり 粘性ややあり 肖Iるとザラつく。炭化物を合む。
10YR24/2         しまりややあり 活性ややあり 木根少量。10YRIフ 1のブロックを含む。
10YR,7/1         しまりややあり お性あり

7 10YR1 7/1+10YR2/2(ベ ース)しまりややあり 粘性ややあり 肖Iるとザラつく。炭化物を合む。
9 10YR24/2         しまりややあり 活性ややあり 木根少量。10YRIフ 1のブロックを含む。
9 10YR,7/1         しまりややあり お性あり
,0 'OYR〃 2          しまりあまりなし 務性ややあり
11 10YR'7/1         じよりあまりなし 粘性あり
12 10YR2/2         しまりややあり 粘性ややあり
10 10YR2/2         しまりややあり 粘性ややあり 羽ヽ粒の瓦片等を多く含む。
14 10YR,7/● 10YR之 /2(ベース)しよりややあり 粘性あり   ,カ ホヤフロックを含む。
15 10YR2/1         しよりなし   粘性あり
16 iOYR2/1          しよりややあり 粘性ややあリ アカホヤを合む。

SEl

調査区南 中央②西壁SE3
1 'OYR3/3       しまりなし   粘性あまりなし 木根多く含む。
2 ,OYR2/2       しよりややあり 粘性ややあり 木根少量含む。
3 ,OYR2/2(2層 より1音い)しまりややあり 粘性ややあり 木根少量含む。

調査区南 撹乱
1 10YR2/2より少し濁る しよりなし お性ややあり 木根多く含む。

調査区南 西側西壁SE 3
1 10YR2/2         しまりなし    粘性あまりなし 木根を少二含む。細かな土器片を少量含む。
2 ,OYR2/2(1層 よりやや暗い)しまりあまりなし 務性ややあり 木根を少二含む。3cm未満程度のカシワ′ゞンアロックを少二含む。

調査区南 中央②西壁SEl
l 10YR2/2       しまりあまりなし 粘性ややあり 木根を少量含む。
2 10YR2/2(1層 より暗い)しまりあまりなし 粘性あり   木根を少量合む。

調査区南 西側西壁SE2
1 10YR2/2 しまりややあり    粘性ややあり 木根を少量含む。
2 ,OY貶/1 しまり1層 よりややあり 粘性あり   本根を少二含む。

調査区南 中央②西壁SE2
1 10YR2/2 しまりややあり 粘性ややあり 木根少量含む。
2 10YR4/4                      7カ ホやフロック。
3 10YR2/1 しまりあり   粘性ややあり 木根少量含む。

調査区南 西側西壁SEl
l 10YR2/2        しまりなし      粘性ややあり 木根少量含む。 細かな■器片を含む。
2 10YR2/2(1層 よりやや晴い)しよりややあり    粘性ややあり 木根少量含む。 細かな■器片と,cm未商のカシワハ

・ンデロックを少量含む。

e iOYR2/2(2層 よりやや暗い)しより2層 よりややあり 絡性あり

…
―

引

Fig 47 KB」 9A区土層断面図(1/60)

中央①西壁
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短軸1.Om。 長軸1.7mの精円形柱掘方 1つを検出したが、その北側には同様の柱掘方は検出できな

かった。また、東西円形柱掘方の西端から2つ 目の円形柱掘方 (P20)は、東西方形柱掘方と切 り

合つてお り、この北側に南北方形柱掘方 と柱筋を同じくした円形柱掘方列を検出した。円形柱掘方

は南面か ら4.2m(14尺 )、 3.6m(12尺)を測った。また、円形柱掘方の深 さは掘削 して深さを確

認 し ,ヒ 結 舅整、 P16が 66cm、  P17が 86cIIl、  P18が 60cm、  P19が 84c皿 、 P20が 8 1cIIl、  P21が 38cm、  P23

が79cm、  P24が 40cm、  P26が 67cmで ある。

方形柱掘方 と円形柱掘方は数箇所で切 り合つてお り、方形柱掘方を円形柱掘方が切る状態で検出

されたことから、円形柱掘方の掘立柱建物が新 しいと判断し、時期を異にした方形柱掘方の掘立柱

建物 と円形柱掘方の掘立柱建物が所在 していたことが明らかになつた。

調査区南側で検出した 3条の溝状遺構は、SE lが 第 3次 B区第 1・ 2ト レンチで検出した東西溝

状遺構であり、本地点でも溝内から近世の遺物が出上したことから近世以降の溝状遺構 と判断した。

SE 2は 幅約 1.0～ 2.Om・ 深さ約40cmを 沢1り 、溝内から瓦片や土師器片がかなり出上した。この溝は

調査区西端でカーブし、北に延びていたことから、当初、掘立柱建物跡を囲む溝の可能性も推定さ

れたが、建物の柱筋と溝の角度が異なることから後世の溝 と判断した。SE 3は 幅50～ 90cm・ 深 さ約

50cIIlを 測 り、円形柱掘方を切るように検出された。溝内から近代のゴミ等が出土したことから、調

査区南端より検出した東西溝状遺構 と同様に排水溝 として穿たれた溝であると判断 した。

また、調査区南側の 3条の溝状遺構間からは不整形土坑 6基が検出された。 これ らについては埋

土にやや新しい傾向があり、周辺の間き取 り調査の際、以前、この一帯に大きな杉木が植栽されて

いたとの話を得たことから、この杉木の根や抜根時の攪乱であると判断した。

(遺 物 )

本調査区からの出土遺物はナンバ リングし取 り上げたものだけでも1,000点程に上 り、内731点 は

調査区南半で検出した 3条の溝状遺構内から出上した。

方形柱掘方出上の遺物は、P2埋土内からは横縄瓦片 1点・須恵器片 1点、P3上層から縦縄瓦

片 1点 。無文瓦片 3点、埋土から土師器片 2点、P4上層から横縄瓦片 2点・無文瓦片 1点 。縦横

不明瓦片 1点、P5上層から縦縄瓦片 1点・無文瓦片 3点、柱痕跡埋土から縦縄瓦片 3点・縦横不

明瓦 1点 。無文瓦片 8点、P6埋土内から横縄瓦片 1点・弥生土器片 1点、P7埋土内から有肩打

製石斧 1点 。石錘 1点、P8埋土内から横縄瓦片 2点 。無文瓦片 1点・格子 目瓦片 1点が出上した。

円形柱掘方出上の遺物は、 P16上層から縦縄瓦片 1点 。無文瓦片 1点、 P17埋土内からは無文瓦

片 1点・土師器片 1点、 P20埋土内からは無文瓦片 2点・土師器片 4点・陶磁器片 1点、 P23上層

からは土師器片 1点、埋土内からは無文瓦片 1点 。土師器片 1点・鉄片 1点出上した。

調査区南半中央から検出した直径約30cmの P27上層からは無文瓦片 1点・格子 目瓦片 2点、調査

区南半中央南から検出した P28上層からは土師器片 1点が出土した。

調査区南半から検出した溝状遺構 3条から出上した遺物は、東西道路北側に並行するSE lか らは

縦縄瓦片31点 、横縄瓦片37点 、無文瓦片90点 、格子 目瓦片 8点、土師器片 6点、須恵器片 2点、陶

磁器片 6点、鉄滓 1点、縄文土器 2点の183点 、調査区中央を東西に延び、西側で北上するSE 2か

らは軒丸瓦片 3点、縦縄瓦片45点 、横縄瓦片81点、無文瓦片198点、格子 目瓦片13点、土師器片は

内黒土器 1点 を含む26点、須恵器片 14点 、陶磁器片35点 の415点 、調査区北側の円形柱掘方を横断
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l iOYR2/2 しまりなし   粘性なし
2 iOYR2/2 しよりあまりなし 粘性あまりなし 5mm～Ocm程の自色粘主フロックを多く含む。
3 iOYR2/2 しまりなし   粘性ややあり 木根少二。濁つた白色粘上を多く含む。
4 iOYR2/1 しまりあまりなし 粘性ややあり 小林軽石を多く含む。
5 'OYR2/1 しまりなし   粘性あり   2cm程 のカンワ′ゞングψクと白色粘上釉を含む。
6 10YR2/1 しまりあよりなし 粘性あり   炭化物を少量含む。白色粘上の混入はない。
7 10YR2/1 しまりあよりなし 粘性あり   'cm程 のカンワ′ゞ

"ウ
クを多く含む。

8 10YR2/2 しまりあまりなし 粘性あり   黄褐色粘土メr17ク で構成(黄福色粘主フロックはiOYR5/6)。

9 10YR3/3 しまりややあり 粘性あり   地山(ルワドン)フ fI・7クで構成。
10 10YR2/2 しまりややあり 粘性あり   2～ 5cm程のカンワ′ヽンフロックで構成。木根少量。
11 10YR2/3 しまりややあり 粘性ややあり 地山(ルワドン)フ ロックで構成。
12 75YR2/3 しまりなし   粘性あり   地山(カンワハ

"勒
ク)の風化にの埋上。

13 iOYR2/2 しまりあり   粘性あまりなし 黒褐色上の版築層と予想される(柱掘り方の埋■)。

ヨヽ

P10東壁
1 10YR3/2 しまりあまりなし 粘性ややあり
2 10YR2/2 しよりややあり 粘性ややあり
3 75YR2/1 しまりややあり 粘性ややあり
4 75YR2/1 しよりややあり 粘性あり
5 10YR2ノ I しまりあよりなし 粘性あり
0 10YR2/1 しまりややあり 粘性あり
, 10VR1 7/1 しまりややあり 粘性あまりなし

木根多し。lcm程の白色粘土ブ印クを多く含む。
木根多し。lcm程の白色粘土プロックを1層より多く合む。
木根少二。白色粘土フ

・ロックを含むが之層より少ない。
木根多し。3層 と同じ程度の自色粘土フ中クを含む。
ごくわずか白色粘■フflyク を含む。
木根多し。地山(カシワ′ゞンフロック)を含む。
細かな土器片を含むが自色粘土は混ざらない。

∞
Ｎ
・
膵

住

7 5YR2/1 しまりややあり 粘性ややあり 白色粘土。■器粒を少二含む。
7 5YR2/1 しまりややあり 粘性ややあり 白色粘■。■器粒を少量含む。2～ 5cmのカンワ′ヽンデ「17ク を含む。
7 5YR2/1 しまりややあり 粘性あり  2cm程の白色お土フロックを含む。
7 5YR2/1 しまりあまりなし 粘性あり   2cn程の白色粘土フm・7ク を含む。
7 5YR2/1 しまりなし   粘性あり   4層より明るい。
7 5YR2/2 しまりややあり 粘性あり   地山(カシワ′ヽンアロック)の授乱層。

P17Jと壁

' 7 5YR2/2         
しまりややあり 粘性ややあり 木根少二含む。

2 75VR2/2(1層 よりややに言る)しまりややあり 粘性あり   瓦片粒を少量含む。
3 7 5YR3/2          しまりややあり 粘性あり   全体力勒シワハ

イ
ンプロック(地山)で構成される。

4 7 5YR2/2          しよりあまりなし 粘性あり   lcm程 のアカホヤフロックと細かな■器片含む。
5 7 5YR3/2          しよりあまりなし 粘性あり   地山(カシワハ・ンフ・「I・7ク)の 攪乱層。

日g.49 KB」 9A区柱掘方平面及び断面図2(1/40)
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日g.50 KB」 9A区北側東西柱掘方平面及び断面図(1/50)

- 85-



するSE 3か らは軒平瓦片 1点 、縦

縄瓦片 7点、横縄瓦片26点 、無文

瓦片60点、格子 目瓦片 5点、土師

器片13点 、須恵器片 4点 、陶磁器

片 9点 、砥石 1点 など133点 が出

土 した。SE 2か らの遺物が最 も多

く、この溝状遺構が西側で北にカ

ーブ し、長 さが長いことや他の 2

条の溝状遺構 より溝幅が広いこと

からであろう。また、SE 3か らは

鉄片やガラス瓶などが出土し、こ

れ ら3条の溝状遺構の中では最も

新 しい。 日g51 推定講堂跡出上軒平瓦(1/4)

3)ま とめ

第 9次調査では調査区中央で方形柱掘方列 と円形柱掘方列を検出し、これ ら柱掘方には切 り合い

関係が認められ、円形柱掘方が後出することが判明した。方形及び円形柱掘方列を推定中軸線で東

に折 り返した結果、南面東西 7～ 9間の 2時期の掘立柱講堂跡であると推定 した。

方形柱掘方で構成された第 1期講堂は桁行 8尺、円形柱掘方で構成された第 2期講堂は桁行 9尺

を測るが、梁行については第 1期講堂は北側に行 くほど広がる傾向にあり、第 2期講堂は柱間が広

すぎるなど、柱間にばらつきが認められた。一般的に梁行の柱間は桁行同様に全て揃 うか、梁行 4

間とした場合には内側 2間分のみが広 くなることなどから、どのような形状の建物になるかについ

ては検討を要す。但し、柱掘方の数を考慮すると推定推定講堂は桁行 7間、梁行 2～ 4間程の切妻

建物か三面ないしは四面庇建物が推定 され、建物規模は桁行18,9m、 梁行8.8mな いし12.Om程度

と復元できる。 どちらの掘立柱建物跡に関しても調査地の制限や後世の攪乱などにより、現段階で

は明確な規模や構造を断定するまでには至つていない。

また、円形柱掘方西端の P21と その4.2m北側で検出した P24は 、円形柱掘方で構成 される推定

講堂の南面に柱筋を合わせ取 り付 く回廊跡の可能性も予想 されたことから、これら柱据方の西側を

拡張し調査を実施 したが、同様の柱掘方は検出できなかつた。また、方形柱掘方内の柱痕跡には黄

白色壮質土や黒褐色粘質土が堆積 してお り、このような例は、中門跡や回廊跡、伽藍西門跡などで

も認められた。これは建物の建て替えの際に柱を抜き取らず床面で伐採 した結果、遺存 した柱が朽

ちた後、柱痕跡内に基壇化粧や漆喰などが流入 した結果 と予想 される。また、円形柱掘方で柱痕跡

が確認 されている掘方には方形柱掘方同様、黄白色粘質上の堆積が認められるが、方形柱掘方の柱

痕跡が円形であつたのに対し、円形柱掘方の柱痕跡は長軸50～ 60cm・ 短軸30cm程の楕円形を呈する

ものが多い。これについては、第 2期講堂を解体する際には、柱を前後に振つて抜き取つた結果、

このような楕円形の柱痕跡が形成 されたのではないかと推定される。

推定講堂の建物形状の復元については、再度、第Ⅵ章第 1節で検討することとする。
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5.伽監西門跡 (Fig 53～ 66)

O位置 (F-11グ リッド)

伽藍西門跡は旧国分公民館から東西道路を隔てた北西側、民家の南側畑内に所在する。

O調査年次

調査は第 3次 A区第 1

実施 した。

2ト レンチ (平成 9年度 )、 第 9次 C区 (平成15年度)の計 2次に亘 り

1)第 3次 A区第 1・ 2ト レンチ

O調査原因と調査法

平成 8年度、推定伽藍地を横断する東西道路側溝敷設工事が計画され、この工事立ち会いの際、

道路北側の側溝敷設箇所北壁断面に幅1.lm、 深 さ約50cmの 断面U字状の溝跡 1条が検出された。

この溝の形状は第 1・ 2次調査で現境内から検出した南東回廊跡外側を廻る区画溝 と類似 していた

ことから、伽藍西側の南北区画溝である可能性が予想 された。溝を検出した北側には畑地が所在 し

ていたことから、平成 9年度、地権者に協力を求め、本地区の確認調査を実施することとした。

調査はまず東西5.Om、 南北9.Omの逆 L字形の第 1ト レンチを設定 し、遺構検出状況に併せ、調

査区を拡大 しながら、第 1ト レンチの南東側に東西2.Om・ 南北1.Omの第 2ト レンチを設定した。

O調査の結果

(遺 構 )

人力で調査区を掘削した結果、調査区は既にアカホヤ火山灰層が削平 されてお り、アカホヤ火山

灰層下層の黒褐色ローム層で遺構検出を実施 した。

調査区南側の東西 トレンチからは幅1.4～ 1.6m、 深さ46cmの東西溝状遺構 1条 (SE l)を検出し

た。溝内には近世の陶磁器片などが包含 されていたことから、近世以降に東西道路に並行 し掘削さ

れた溝 と判断した。南北 トレンチ西側からは黒色粘質上を埋土とする南北溝状遺構 1条 (SE 2)、

また、南北 トレンチ東側で円形の柱掘方 1つ (Pl)を検出した。これ ら遺構が検出されたことか

ら調査区を東西及び南側に拡張した結果、SE 2は東西幅1.0～ 1.2mを 測 り、調査区北端から南へ約

6,9mの箇所の地点で途切れていた。SE 2の南端から南へ約3.4mの 地点には平成 8年度の側溝敷設

工事の際に検出した南北溝状遺構 (SE 3)の 北端を検出した。また、SE 2南端の南東で検出したP

lの東側には円形柱掘方 2つ (P2・ 3)を検出し、Plの南側にも円形柱掘方 (P4)を検出し

た。また、 P2・ 3の南側にも円形柱掘方の所在が予想 されたことから、P3の南側に第 2ト レン

チを設定 した結果、円形柱掘方 1つ (P5)を検出した。 P2の南側にも円形柱掘方の所在が推定

されたが、推定箇所に柿木が植栽 されていたことから、確認することはできなかつた。また、Pl
の北側には同様の柱掘方は検出できなかつた。

SE 2の 遺構検出面からの深 さは南端で0。 96m、 調査区北端で1.56mを 測 り、南端では浅く、北側

に行 くに連れて深 くなつていた。溝内からは多量の古瓦片や溝の南端附近から土師器坑 。杯片等が

纏まって出土した。このように溝の端部から土器片が出土する例は第 5次 A区の中門跡で検出した

SE lで も同様であり、門の入 口附近で何 らかの祭祀行為が行われていたと予想 される。
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検出したPlと P4、 P3と P5は南北3.Om(10尺 )の 1間 、Pl～ 3は東西1.5m(5尺 )ずつ

の 2間 を測 り、これら円形柱掘方西側で南北区画溝が途切れていたことから、これ ら柱掘方は南北

1間 、東西 2間の一辺 3mの 四脚門跡であると判断した。四脚門は伽藍地を廻る区画溝の内側で検

出され、東西道路北側に位置 していることから伽藍に取 り付 く「伽藍西門」と呼ぶこととした。

Pl～ 5は直径0.8～ 1,3m、 深 さ20～ 32clllを測 り、内柱掘方 3つ には、掘方ほぼ中央に直径30～

40cIIlの 黄白色粘質土を埋土とする円形の柱痕跡を確認 した。 P2の北西側を4分の 1程度掘削した

結果、底に川原石が配され、これら川原石は柱の根石として利用されたようである。

(遺 物 )

第 1ト レンチからの出土遺物はSE 2か ら405点 、調査区南側で検出した東西溝状遺構 (SE l)内

から6点、SE 2南側から3点、調査区東側の南北溝状遺構 (SE 4)か ら11点が出土した。

SE 2か らは軒丸瓦片 5点、軒平瓦片 1点、縦縄瓦片144点、横縄瓦片46点、斜縄瓦片 1点、無文

瓦片164点 、格子目瓦片44点、平行条線文瓦片 8点、土師器片H8点 、須恵器片 6点が出上した。瓦

は縦縄瓦及び無文瓦が多く、横縄瓦や格子目瓦は少ない傾向にある。横縄瓦はSE 2上層に多く、下

層は縦縄瓦や無文瓦が多いことから横縄瓦は新 しい傾向にあることが理解できる。また、第 2ト レ

ンチからは少量の遺物が出土した。

2)第 9次 C区

O調査原因と調査法

第 9次A区 (平成15年度)の調査で本地点東側に所在する農業用倉庫を隔てた東側畑より、方形

柱掘方 と円形柱掘方で構成される桁行 7～ 9間・梁行 2～ 4間 と推定される2時期の東西掘立柱建

物跡を検出し、この建物跡が講堂跡である可能性が高いと判断した。このことから、第 3次 A区の

調査で検出した伽蓋西門が推定講堂に取 り付く回廊の北西隅である可能性が生 じた。 しかし、推定

講堂南側円形柱掘方列の柱筋を西に延長すると第 3次 A区で検出した伽藍西門北側柱穴列より北に

1.75m程のずれが生じたことから、新たに伽藍西門の北側に回廊などの施設が所在 した可能性が予

想 された。第 3次調査は伽藍西門柱掘方及びSE 2の調査が主であり、伽藍西門跡の東側及び北側の

調査が十分に実施できなかつたことから、本調査では推定講堂跡 と伽藍西門跡 との接続の是非、ま

た、伽藍西門の東及び北側の構造を検討する目的で調査区を設定した。

調査は第 3次 A区の調査で未調査であつた畑東側及び北側を調査するために、以前の トレンチ東

半分程度に重なるように調査区を設定し、伽藍西門跡東及び北側の柱穴を探ることとした。最終的

には東西3.5～ 9,8m。 南北3.8～ 10,4mの凸型状の約74ピ を調査区とした。

O調査の結果

(遺 構 )

伽藍西門北側柱穴列中央柱掘方 (P2)の北側延長上1.2m(4尺 )に直径約80cmの 円形柱掘方

1つ (P6)、 同一ライン上でP2か ら2.lm(7尺 )離れて直径約0,9～ 1.Omの 円形掘方 1つ (P

7)、 また、北側のP7と 伽藍西門北側柱穴列東端の円形柱掘方 (P3)を切る溝状遺構 1条 (SE

4)を検出した。 P6は遺構検出面から3.5～7,Ocm掘削した地点で底が検出され、柱痕跡は遺存し
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粘になし     木根多し。はとんど砂。
おにあり     木嶺多し。

粘性あり(ベース)屁ぎりは火山灰と思われる。木積なし。

おになし(潟八)

おになし     砂を多二に含む。アカホヤが多■に混きる。
粘性あり     上器片を散布じ五片を下層に含む。
お性ややあり   木狼少二。魔化切片少二。砂を含む。
描性あり     木猥少二。にm程 のカホヤ,II・7,を全体的に合む。
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第 2ト レンチ
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Fig.54 KBJ3AttSE2北 壁土層断面図(1/40)
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55 KB」3A区平面図(1/100)
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Fig.56 KB」 3A区柱掘方平面及び断面図(1/40)
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10YR2/0 しまりなし   船性あまりなし
,5YR2/1 しまりなし   器性ややあり

'OYR2/1 
しまりややあり 粘性ややあり

,OYR2/, しまりあり   粘性ややあり
5YR2/1  しまりあまりなし 粘性あり
,SYR2々  しまりややあり 路性あり
10YR2/e しまりややあり 粘性あり
2 1YR3/2 しまり大変あり 粘性あり

木根多し。2mm種の砂れを多く含む(現表■)。

木根多し。■師器の小破斤を少■含む。
瓦片を少登 (1点含む)。 木根ややあり。
木根少登含む。
木根少■含む。
本根少■含む。
木根少■含む。

日g57 KB」 3A区南側東西トレンチ西壁土層断面図(1/40)

Fig.58 KB」 3AttSE2平面図(1/60)
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中央ベル ト
0

Fig.59 KB」 9C区平面 図 (1/100)

1 10YR2/2 しまりあまりなし 路性 木根多し。

日g.62 KB」 9CttSEl中 央ベルト東壁土層断面図(1/40)尉 g.61 KBJ9C区 柱掘方[P2]平 面図(1/40)
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群
日g60 KB」 9C区柱掘方[P2-P7]断面図(1/40)
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ていなかつた。 P7に はほぼ中央に直径約40cIIlの 黄白色粘質上が堆積 した柱痕跡を検出した。 P7
は、遺構の保存上、半裁などの掘削を実施 しなかつたことからピンポールステッキの調査によるが、

遺構検出面からの柱掘方の深 さは約20cm、 柱痕跡は深さ約30clllを測つた。SE 4は幅60～ 70cIIl、 深さ

10clll程で遺物は全く出上しなかつたが、埋土の状況等から後世の溝 と判断した。

また、これら調査に併せて、第 3次調査ではPl～ 3の柱痕跡の形状を精査 していなかつたこと

から、再度調査を実施 した。 Pl・ 3については柱痕跡は検出できなかつたが、Plの底の形状か

ら円柱状の柱を据えていたと予想 された。また。 P2は第 3次調査で根石 として利用されたと推定

される川原石が出上していたが、今回、柱掘方の北側を半裁 して調査 した結果、15～ 20clll程 の川原

石 7個を検出したことから、四脚門の主柱のみ根石を施 していたことが明らかになつた。

今回の調査では伽藍西門の北側に 2つの円形柱掘方を検出したが、東側からは柱穴などの遺構は

検出できなかつた。本地点は上記 したように既にアカホヤ火山灰層が削平されていたことから、後

世に削平を受けた可能性もあるが、伽藍西門東側に何らかの施設が接続 していた可能性は薄い。

(遺 物)

調査区南側SE lか らは縦縄瓦片 9点、横縄瓦片14点、無文瓦片41点、格子目瓦片 3点、土師器片

5点、須恵器片 3点、陶磁器片 2点が出土した。調査区東側のSE 4か らは縦縄瓦片 7点、横縄瓦片

12点、無文瓦片12点、格子目瓦片 1点、土師器片 5点が出土した。伽藍西門に伴 う柱掘方及び柱穴

からは、Plか ら無文瓦片 3点、P2か ら無文瓦片 4点が出土した。また、今回新たに検出したP

3東側の直径約30clllの柱穴からは縦縄瓦片 2点、無文瓦片 1点、格子 目瓦片 1点、土師器片 1点、

P6か らは縦縄瓦片 1点、横縄瓦片 5点、無文瓦片 2点、P7か らは須恵器片・陶磁器片 1点が出

上した。 P7の西側で検出した直径約60clllの柱穴からは無文瓦片 1点、その北東側の直径約30cIIlの

柱穴からも無文瓦片 1点が出上した。

軒丸 6

_露許T
軒丸 7

醸 ぬ

守専軒和6

日g63 伽藍西門跡出土軒先瓦(1/4)

Ⅷ ψ
｀

軒丸 9
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3)ま とめ

第 3次A区の調査では調査区南側から東西に延びるSE lと 南北に延びるSE 2・ 3(区画溝)を検

出し、SE 2・ 3は途中で3.4m途切れ、途切れた箇所の東側に 5つの円形柱掘方を検出した。SE 2

・ 3は、伽藍南東側の調査で南東回廊を廻る区画溝 と同一溝 と判断し、SE 2・ 3が途切れた東側に

東西円形柱掘方列が位置することから、 5つ の円形柱掘方は伽藍に付随する四脚門 (伽藍西門)で

あると判断した。

SE 2は東西幅1.0～ 1.2m、 深さ0。 96～ 1.56mを 測 り、溝内からはこれまでの調査で最も纏まつた

遺物が出上した。 トレンチ北壁でSE 2の 上層断面を観察 した結果、溝の中位あた りで土層の堆積状

況が大きく異なる。上層から出土する瓦片が小振 りなのに対 し、下層から出土する瓦は完形に近い

ものも多く含まれることから、溝の中位まで人為的に埋めた後、屋根から滑 り落ちた瓦が溝内に転

落 したか、溝内に人為的に瓦片が投棄 されたと予想 される。また、第 7層下のラインで、再度、溝

が掘削された可能性も推定されることから、当初区画溝 として掘削されたSE 2は 、その後、雨落ち

溝へ転用 された可能性が高い。

伽藍西門北側には回廊、築地塀、掘立柱塀などが所在 したと予想 され、第 9次調査で北側の調査

も実施 したが、円形柱掘方 2つ (P6・ 7)が検出された程度で建物や柵列等の痕跡は検出できな

かつた。また、四脚門東側からは何ら遺構も検出できなかつた。

南側の東西 トレンチから検出したSE lは 、第 3次 B区 (推定講堂跡南側)及び同E区 (現国分公

民館下)でも検出した。 B区 とE区の間には第 2次調査Ⅱ地点が位置し、この調査の際、第 1・ 3

トレンチで東西溝状遺構 1条を検出し、この溝状遺構が伽藍南東回廊から延びる回廊に並行した区

画溝であると予想 され、区画溝は第 2次調査 Ⅱ地点で西側へ曲がると予想 されていたが、第 3次調

査の結果、この溝状遺構は東西道路に並行 した後世の溝 (SE l)で あることが明らかになつた。

伽藍西門北側で北側に1.2mと 2.lm離れた円形柱掘方は第 9次 A区で検出した第 2期講堂跡 と推

定される掘立柱建物跡の南側東西円形柱掘方列 とほぼ同一線上に並び、このラインで講堂から伽藍

西門まで何 らかの囲い施設が廻る可能性も予想 されたが、A区 とC区間は道路及び倉庫などが所在

してお り調査できなかつた。また、四脚門北側柱穴列中央のP2と その北側から検出した円形柱掘

方 P6・ 7の延長上には、第 3次調査同様、回廊跡や築地 。掘立柱塀などの痕跡は確認できなかつ

た。 したがつて、後世に遺構等は削平されてしまつている可能性が高い。
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F嗜.66 伽藍西門跡出土土器3(1/3)

KB」 9 Ctt P7
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6.推定塔跡 (Fig 67～ 74)

O位置 (I-12グ リッド)

推定塔跡は木喰五智館南西側、現在、石製仁王像の昨形が所在する北側に位置する。

O調査年次

調査は第 1次 B区第 1～ 4ト レンチ (平成 7年度)、 第■次A区第 6ト レンチ (平成17年度)の

計 2次に亘 り実施 した。  '

1)第 1次 B区第 1～ 4ト レンチ

O調査原因と調査法

新五智堂 (現、木喰五智館)を建設する場所選定のため境内北東側にB区を設定 し、調査を実施

した。 B区は当初、境内北東隅から旧五智堂に延びる参道の両脇に所在 していた石製仁王像の昨形

の北側に東西14.Om・ 南北8.Omの調査区を設置 し、その中を第 1～ 4ト レンチの 4グ リッドに分

割 し、調査を実施 した。

O調査の結果

(遺 構 )

第 1ト レンチでは直径約20～ 90clllの ピット群や不整形土坑 1基、第 2ト レンチからは長軸2.1～ 2.

6mの大型円形土坑 2基及び直径30～ 70cIIlの ピット3個、また、第 1ト レンチ南西隅でも検出した

不整形土坑 1基、第 3ト レンチからは幅1.2m程 の幅約1.lmの 南北溝状遺構 1条及び不整形窪み、

第 4ト レンチからは第 3ト レンチから延びる南北溝状遺構 1条及び直径30～ 60cIIlの ピット7個、短

軸0,4～ 0.6m・ 長軸約1.6mの 不整形土坑 1基などを検出した。中でも第 2ト レンチで検出した大

型円形土坑 2基は南北に並び、北側の 1号土坑 (SC l)は長軸2.6m・ 短軸2.2m。 深さ1.4m、 2号

土坑 (SC 2)は長軸2.lm・ 短軸1.65m・ 深さ1.4mを測る。この上坑については憧竿支柱を建てた

柱掘方 との指摘もあるが、位置及び方向などを考慮すると安易には考え難い。土坑内には顎部に格

子 目叩きを施 した軒平瓦 (軒 平20)を初め、多量の丸・平瓦片や杯や高台付娩などの上師器片も出

上したことから、調査時には瓦溜 として扱われた。    _
これら土坑は本調査で内包されていた古瓦片や土器片を取 り上げながら掘 り下げ、最終的に完掘

した。調査当時の平面図や断面図から瓦片等の集中箇所は土坑上層 と下層では中央に密集 して検出

され、中層では全体から検出されてお り、紡錘形状の遺物分布を示す。

埋土の堆積状況は両土坑とも黒褐色及び褐色ブロックで大半が構成されるが、 2号土坑からは柱

を掘 り抜いた際の掘方 と推定されるラインを確認でき、このライン内側の埋上の方が外側の埋土と

比べやや黒く、ブロックも小振 りである。柱が掘 り抜かれていることから柱の径は不明である。ま

た、 1号土坑の壁面は北側が階段状に掘 られているのに対し、 2号土坑は全面ほぼ垂直に掘削され

ている。このことから、 1号土坑は柱を抜き取る際に北側を大きく掘削し、柱を北側に倒 したと考

えられる。これ程の規模を有する土坑は他の調査でも検出されておらず、検出位置から推定すると

塔の心柱を建てた柱掘方の可能性が高い。

これら2個の柱掘方については第Ⅵ章第 2節で、再度、検討する。
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第 1ト レンチ
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第 2ト レンチ

Fig.68 KB」 lB区第1～ 4トレンチ平面図(1/100)

第 4ト レンチ

第 4ト レンチ北壁

第 1ト レンチ東壁 第 2ト レンチ東壁
2m

日g.69 KB」 lB区 トレンチ土層断面図1(1/60)
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10YR2/2 しまりあり 褐色土フ・II・7'少量・礫含む。
10YR2/2 しまりあり 褐色土フ・H・7ク・礫含む。
10YR2/3 しまりあり 褐色ゲ「・7ク・礫多量に含む。
iOYR2/2 しまりあり 褐色フ・ロック・礫多量に合む。

0                            2m

日g.71 KB」 lB区第2トレンチSC2平面及び断面図(1/40)
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日g.72 KBJl B区 第2ト レンチSC2[中～下層]平面図(1/40)

(遺 物 )

第 1～ 4ト レンチを掘削する段階で第 2ト レンチを除く第 1・ 3・ 4ト レンチ上層から、200点

を超える遺物が出上した。第 1ト レンチからは縦縄瓦片16点、横縄瓦片 4点、無文瓦片14点、格子

目瓦片 1点、土師器片 8点、第 3ト レンチからは軒平瓦片 1点、縦縄瓦片16点、横縄瓦片13点、無

文瓦片39点、格子 目瓦片 4点、土師器片 7点 (内火舎 2点 )、 陶磁器片 3点、第 4ト レンチからは

縦縄瓦片 5点、横縄瓦片 2点、無文瓦片16点、土師器片13点、須恵器片 2点、陶磁器片 1点、石匙

1点が出上した。

その後、アカホヤ火山灰層で遺構検出を行つた結果、第 1ト レンチで検出したPlか らは無文瓦

片 1点、土師器片 1点、P2か らは縦縄瓦片 2点、土師器片 1点、P3か らは無文瓦片 1点、土師

器片 (白 磁 ?)1点 、P4か らは無文瓦片 1点、陶磁器片 1点、P5か らは縦縄瓦片 2点、無文瓦

片 1点が出土した。また、調査区南東隅から無文瓦片 1点が出土した。

第 2ト レンチをアカホヤ火山灰層まで下げる過程で トレンチ東側から纏まつた瓦溜まりが 2箇所

検出された。これらは上記 したように大型円形土坑 2基に伴 うものと判断された。

第 1号土坑 (SC l)か らは軒平瓦片 1点、縦縄瓦片20点、横縄瓦片53点、無文瓦片66点 、格子目

瓦片 7点、平行条線文瓦片 1点、土師器片37点 、須恵器片 1点などが出上した。第 2号土坑 (SC 2)

からは軒丸瓦片 1点、軒平瓦片 3点、縦縄瓦片65点 、横縄瓦片137点 、無文瓦片141点 、格子目瓦片

22点 、平行条線文瓦片 5点、土師器片45点である。また、 トレンチ中央北端のP6か らは横縄・無

文・格子 目瓦片がそれぞれ 1点、 トレンチ北西隅の方形土坑内から瓦片 3点、調査区南西隅から横

縄瓦片 1点が出土した。

第 3ト レンチからは トレンチ西側半分程度の不整形窪み内から縦縄瓦片 4点、横縄瓦片 1点、無

文瓦片 4点、土師器片 1点、須恵器片 1点が出上した。また、調査区東側の南北溝状遺構北側内か

ら縦縄瓦片 2点が出上した。

第 4ト レンチからはP7か ら無文瓦片 1点、格子目瓦片 1点、SC 3か ら土師器片 1点、調査区東

側中央辺 りから無文瓦片 1点が出上した。
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2)第 11次 A区第 6ト レンチ

O調査原因と調査法

第11次調査は境内内の南東回廊跡及び中門跡、大型円形土坑等について、遺構等の詳細な国土座

標を設置する目的で境内をA区 とし、第 1～ 7ト レンチを設定した。

第 6ト レンチは第 1次 B区第 2ト レンチの調査の際、長軸2.Omを超える大型円形土坑 2基 (SC

l・ 2)が南北に並んで検出された箇所であり、周辺に同規模の上坑が検出される可能性があつた

ことから、これら土坑を囲うように東西3.0～ 5,Om。 南北3.0～ 6.Omで設定した。

O調査の結果

(遺 構 )

調査の結果、大型円形土坑は東側の第 1次 B区第 4ト レンチからは検出できず、このような土坑

は 2基のみである。第 1次 B区調査の際に大型円形土坑周辺も広範囲に調査を実施 しているが、同

規模の柱掘方などは検出しておらず、これら土坑の意味については現時点では不明である。但 し、

寺域及び伽藍の地割 りなどを考慮すると、本地点は塔の推定箇所に該当することから塔関連土坑で

ある可能性が高い。また、同規模の土坑の例 として憧竿支柱の柱掘方の可能性も指摘されている。

これ ら2基の大型円形土坑については、土坑内から古瓦片や土器片が多量に出土したことから瓦

溜とする説や同規模の上坑が他国の国分寺跡や寺院跡でも検出され、これらが憧竿支柱を建てた掘

方であることから憧竿支柱掘方とする説などが推定されてきたが、明確な遺構の性格については明

らかにできない。

(遺 物 )

本調査では新たに遺構等の掘削を実施 していないことから、 2基の大型円形土坑を第 1次調査の

際に埋め戻した埋土や トレンチ埋土から古瓦片や土器片が少量出土した程度である。

3)ま とめ

本地点で検出した大型円形土坑の性格については明らかにできないが、それぞれの上坑内からは

多量の古瓦片や土器片が出土したことから、当時の遺構であることを疑 う余地はない。これ程の規

模の上坑は、これまで12次 に亘る調査でも他に検出しておらず、検出した位置が伽藍南東側の中央

に該当することから、両土坑は塔関連遺構の可能性が高い。仮に塔関連遺構 とした場合、それぞれ

の上坑には時期にややずれが生じ、塔心である柱を据えた柱掘方である可能性もある。つまり、塔

は掘立柱の塔心で、塔心を据えた後、基壇がこれを取り巻くように築かれ、基壇上に四天柱が建て

られた可能性もある。

塔跡が掘立柱建物 として築かれた例 としては、壱岐嶋分寺の例などもあり、一概に憧竿支柱の柱

掘方 と判断するには、今後も検討を要す。 しかし、各土坑内から出土じた古瓦は横縄瓦片と無文瓦

片が最も多く、縦縄瓦片がこれらの 2分の 1程度 しか出土しておらず、第 3期中門や回廊跡の柱掘

方、また、伽藍区画溝内から出上した遺物と同様の遺物構成をしていることから、国分寺創建期の

建物ではない可能性が高いと推定される。
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7.木喰五智館下の調査 (Fig,75～ 79)

O位置 (I・ 」-12グ リッド)

本地点は現境内北東側に所在する木喰五智館下に位置する。

O調査年次

調査は第 1次 B区第 5～ 8。 10ト レンチ (平成 7年度)と して実施 した。

1)第 1次 B区第 5～ 8・ 10ト レンチ

O調査原因と調査法

旧五智堂の老朽化に伴い堂宇内に保管 されていた木喰五智如来坐像の新たな展示・保管施設 とし

て木喰五智館建設箇所を選定することとなり、境内北東地区の調査を実施 した。

調査は当初、第 1～ 4ト レンチを現木喰五智館南西側に設定し調査を実施 したが、第 2ト レンチ

で大型円形土坑 2基が検出されたことから、その北東側に第 5～ 10ト レンチを設定 した。また、現

木喰五智館北側には東西の長 さ約30m。 高さ約80cmの 西側で南に曲がる土堤が所在 し、この上堤が

当時の伽監に伴 う遺構である可能性もあつたことから、この土堤の中央に南北方向で第 6ト レンチ

を設定した。また、現木喰五智館東側の第 5ト レンチで南北溝状遺構 1条を検出したことから、第

5ト レンチ南側に東西5.0～ 7.3m。 南北2.3～ 3.Omの第 7ト レンチ、西側に東西4.8m。 南北1.6m

の第 8ト レンチを設定した。また、第 7・ 8ト レンチの遺構残存状況が良好ではないと判断し、第

7・ 8ト レンチの間及び西側に第10ト レンチを設定した。 したがつて、最終的には第 7・ 8。 10ト

レンチを一つの調査区とし、東西17.0～ 18.Om、 南北H.Omの調査区とした。

O調査の結果

(遺 構 )

第 7ト レンチからは直径 1.lmの 円形柱掘方 1つ、直径50cm程 の柱穴 2つ、短軸30cm。 長軸60cm

程の楕円形柱掘方 1つなどを検出した。 トレンチの中央から南側にかけては後世に攪乱を受けてい

た。また、 トレンチ東端からは、南北溝状遺構 1条 (SE l)と この溝状遺構埋没後に掘削されたと

推定される直径約70cmの 円形柱掘方 1つを検出した。

第 8ト レンチからは直径30～ 70cm程 の柱穴 4つ を検出した。第 8ト レンチ東側 3分の 2程は東西

2.3～ 2.5m幅の溝状遺構 1条 (SE 2)が延びてお り、この溝状遺構を検出した トレンチ南側に幅65

cm程のサブ トレンチを設定し掘削した結果、溝内から古瓦片や土師器片が18点 出上 した。また、こ

の溝が埋没 した後、上から掘削された直径 1.lmの 円形土坑 1基を検出した。

第 10ト レンチからは トレンチ北西隅から南側中央にかけて、東西幅2.0～ 4,Omの溝状遺構 1条 (S

E3)を検出した。この溝状遺構の北及び南側に幅60cmの サブ トレンチを設定 し掘削 した結果、溝

の深 さは20～ 30cmを沢1つ た。また、この溝状遺構検出面からは溝状遺構に伴 うと予想 される遺物が

約50点 出上した。 トレンチ中央には直径40～ 70cmの柱穴が20個程検出され、数個ずつが纏まつて掘

削 されていた。また、 トレンチ東側は第 8ト レンチから南に延びる広範囲に亘つて攪乱を受けてい

た。 しかし、攪乱の西端には直径40～ 70cIIlの 柱穴が南北に纏まつて検出され、これ ら柱穴内には直

径20～ 30cm程 の柱痕跡 と予想 される痕跡も検出できた。
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第 7ト レンチ北壁
しまりあり  表と。

10YR2/1 しまりあり  ■器小片含む。にふい黄機色土フ「I・7ク 含む。
101 YR2/1 しまりあり  ■器小片含む。
iOYRe/1 しまりあり   にぷい黄構色フロック少な含む。
10YR2/1 しまりあり  にぶい黄橙色粒子含む。
10YR,/1 しよりあり  にふい資橙色粒子多二含む。
10YR2/1 しまりあり
,OYR3/1 少ししまりあり

アカホヤ火山灰層 (以下自然層)。

黒色■。
黒褐色土。

しよりあり 損乱。瓦 土器片礫含む。
しまりあり 攪乱。

10YR2/2 しまりあり 上需片・瓦片等含む。
iOYR2/1 しまりあり
illYR2/1      1需小片少二含む。
iOYR2/2      7カ ホヤ火山灰層下の黒褐色■ (自 然層)。

第10ト レンチSE3・ 4南壁

第10ト レンチSE3・ 4南サブトレンチ南壁
1 10YR2/2 しまりなし 粘性サラサラ 礫含む。
2 10YR2/3 しまりなし 粘性サラサラ
3 10YR2/2 しまりなし 絡性サラサラ

尉g77 KB」 ¬B区トレンチ土層断面図2(1/40)

8ト レンチ南壁
しまりあり 表土。

1 7 5YR2/1 しまりなし 粘性サラサラ 粒子細かい。
2 10YR2/1  しまりなし 粘性サラサラ 土器片含む。細かい粘土粒子含む。
3 75YR17/1 しまりなし 粘性サラサラ 土器片含む。粒子細かい。
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(遺 物 )

第 7ト レンチの出土遺物は トレンチ中央北側円形柱掘方 (Pl)内 から横縄瓦片 1点、その西側

の直径約40clllの 柱穴から無文瓦片 1点、 トレンチ東側溝状窪み (SE l)か ら縦縄瓦片 2点、横縄瓦

片 1点、無文瓦片 2点が出上 した。第 8ト レンチ東側溝状遺構 (SE 2)内からは縦縄瓦片 1点、横

縄瓦片 4点、無文瓦片 5点、格子 目瓦片 3点、土師器片 4点、須恵器片 2点が出上した。溝が埋没

した後、掘削された円形柱掘方 (P2)内 からは無文瓦片 1点、その西側の直径60～ 70cIIlの 柱穴 (P

3)内 からは無文瓦片 1点が出上 した。第10ト レンチからは調査区東側で検出した溝状遺構 (SE 2)

内から横縄瓦片 2点、無文瓦片 5点が出土した。また、調査区南側中央から北西に延びる切 り合っ

た 2条の溝状遺構の内、SE 3か ら縦縄瓦片 4点、横縄瓦片 2点、無文瓦片 3点、土師器片19点、SE

4か ら縦縄瓦片 1点、横縄瓦片 3点、無文瓦片11点、土師器片13点 が出土した。

鞠
ミ擦鐵韓籐

軒平21

羽

o                                          20cm

日g73 木喰五智館下出土軒先瓦(1/4)

＼＼
                          7 269准三正三垂三 亙互も考コ

毬輔鵡邪
甲上i守

i

o                          15m

鵬

「

T引  
―

一

日g79 木喰五智館下出土土器 (1/3)
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2)ま とめ

第 1次 B区第 6～ 8・ 10ト レンチの調査で第 6ト レンチでは境内北側に廻る土堤の調査を実施

し、近世に築かれた土堤であることが判明した。また第 7・ 8・ 10ト レンチの調査により、第 7・

8ト レンチと第10ト レンチ東側は南北溝状に窪んでおり、後世にかなり削平を受けているが、南北

に並ぶ円形柱掘方や調査区西側に南北柱穴列を検出したことから、伽藍東側南北回廊跡である可能

性が高い。また、第10ト レンチの中央辺 りからは数個ずつ纏まつた柱穴を検出したが、これらの性

格については不明である。さらに トレンチ南側中央から北西隅に延びる切 り合つた溝状遺構 2条 (S

E3・ 4)か らは古瓦片や土師器片が纏まつて出上したが、溝の方向が地割に合わないこと、また、

第 4次 A区の調査で回廊跡の柱掘方や東西区画溝を縦断していることが判明したことなどから、後

世の溝であると判断した。

これ ら調査結果を受け、木喰五智館は境内北東側のB区に建設することが最も適当であると判断

し、地下遺構に影響を及ばさないように、盛上を施 した後に建設 されることとなつた。木喰五智館

は将来、国分寺跡を国史跡 として指定 した際の史跡整備を考慮 し、移設可能な構造で建設 した。
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8.講堂西側南北柱穴列 (Fig 80～ 83)

O位置 (G-10。 11グ リッド)

本地点は旧国分公民館から東西道路を隔てた北側、第 9次 D区 として調査を実施 した箇所の南側

に平成17年度まで所在 していた農業倉庫下に位置する。

O調査年次

調査は第Htt B区 (平成 17年度)と して実施 した。

1)第 11次 B区

O調査原因と調査法

本地点は推定講堂跡 と伽藍西門跡間に位置 し、講堂に回廊が取 り付 く伽藍構造をとる場合、この

箇所に東西方向の回廊柱穴列が検出される可能性が高く、伽藍配置を検討するためには大変重要な

地点であつた。平成17年度ここに所在 していた農業用倉庫が前年度調査を実施 した北側の農業用倉

庫に続いて、老朽化により解体されることとなり、地権者の協力を得て、調査を実施した。

調査区は農業用倉庫の基礎に合わせ、東西6.5m。 南北22.Omと し、小型バックフォーにより掘

削を行った。現地表面から30cIIl程掘 り下げると、アカホヤ火山灰層下層の黒褐色ローム層を検出し、

アカホヤ火山灰層までが既に削平を受けていたことから、黒褐色ローム層を遺構検出面とした。

O調査の結果

(遺 構 )

調査区南端から北に8.5m程 までは、農業用倉庫以前に所在 していたたばこ乾燥小屋建設時にか

なりの攪乱を受けていたが、それより北側については上面がやや削平されていた程度であり遺構は

遺存 していた。

検出した遺構は調査区南東側から北東側にかけて方形柱掘方 6つ (Pl～ 6)、 楕円形柱掘方 3

つ (P7・ 8・ 10)、 円形柱掘方 1つ (P9)、 調査区全体から直径20～ 50cIIlの ピット18個 、また、

調査区北西隅からは南北に延びる東西幅1.Om程 の溝状遺構 1条などである。

調査区東側で検出した方形柱掘方は一辺0.6～ 1.Om、 円形柱掘方は直径0.95～ 1.lm、 楕円形柱

掘方は短軸0.4～ 0.7m・ 長軸0.7～ 1.Omを測る。ほとんどの柱掘方には直径20～ 25clll程 の柱痕跡が

遺存 してお り、中には他の建物跡でも検出されたように黄 白色粘質上が堆積 していた。 P8・ P9

を一部掘削した結果、P8は深 さ32cm、 P9は深 さ20cmを 測つた。また、P9に は瓦片の混入が認

められた。

Pl～ P9の柱間は南から8尺 。(6尺 )。 10尺・ 8尺・ 7尺 5寸・ 8尺 5寸・ 7尺・ 8尺 にな

る。また、P9か ら西に 9尺 (2.7m)離 れ、 P10を検出 した。また、調査区北西側に検出した南

北溝状遺構は規模や方向から第10次 D区で検出した近世の南北溝状遺構 と同一溝 と判断した。

(遺 物 )

本地点からは約20点の遺物が出土した。 P4北西側の直径45cIIlの柱穴から縦縄瓦片 1点、無文瓦

片 2点、P5の西に接するピットから無文瓦片 3点、P6の西側遺構検出面で無文瓦片 3点、 P7
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の西側攪乱から縦縄瓦片 1点、無文瓦片 lJ点 、P9か らは横縄瓦片 2点を含む 6点の瓦片、調査区

西端中央で検出した円形土坑 (SC l)か ら縦縄瓦片 1点が出上した。

2)ま とめ

本調査区から検出した柱掘方を検討すると、Pl～ 9の柱筋を同一柱筋とした場合、P3の みや

や西側にずれる。 Pl～ 5ま での間隔は9。 6m程あることからP3のやや北東側に柱掘方が所在 し

ていたとすれば柱間 8尺で 4間分の柱間は揃 う。また、 P5～ 9ま での柱間は 7尺 5寸・ 8尺 5寸

・ 7尺・ 8尺 とばらつきがあるが、柱筋は揃ってお り、仮にP5～ 9ま での柱間を 8尺 としても柱

掘方内には該当する。また、P9～ 10は 9尺 とやや広いが Pl～ 9の柱穴列とほぼ直角方向に延び

る。 したがつてこれ ら柱掘方は南北掘立柱建物跡の可能性も残るが、調査区内に対応する同様の柱

掘方が検出できないことから、柵列などと推定するほかない。 しかし、これまでに検出した主要建

物や区画溝から復元 された地割 りと比較するとやや軸を東に振ってお り、平成元年度に宮崎県教育

委員会が検出した東西掘立柱建物跡 と同様の向きを採ることから、国分寺でもやや新 しい時期の遺

構である可能性が高い。

また、地権者の話では本地点には昭和25年頃までは高 さ1.Om程の上堤が所在 していたようであ

り、東西道路を挟んだ南側には昭和36年度の調査で北西土壇 と呼ばれた土堤状の高まりが位置する

ことなどから、何 らかの基壇状遺構が所在 していた可能性も残る。

本調査では講堂跡から伽藍西門跡にかけて延びる東西回廊跡の検出を目的に調査を実施 したが、

南北柱穴列を検出したのみで、東西方向の回廊柱穴列は検出できなかつた。このことから、回廊は

講堂に取 り付 く構造ではないと判断し、回廊は東西道路下で金堂に取 り付き、伽藍西門から北側に

は柵列等が所在 したのか、区画溝が廻るのみで他に何 ら施設も所在 しなかつたと推定される。
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9.旧国分公民館下の調査 (Fig.84～ 88)

O位置 (G-12グ リッ ド)

本地点は推定伽藍西側、木喰五智館西側に所在する市営墓地の西、東西道路南側に所在 した旧国

分公民館跡周辺に位置する。

O調査年次

調査は第 1次 D区第 1・ 2ト レンチ (平成 7年度 )、 第 6次 C区第 1ト レンチ (平成12年度 )、

第 10次 A区 (平成 16年度)と して計 3次に亘 り実施 した。

可)第 1次 D区第 ¬・ 2ト レンチ

O調査原因と調査法

境内北西側の東西道路南側に所在 した旧国分公民館一帯には、昭和 23・ 36年度の調査当時、「北

西土壇」 と呼ばれる東西約 13.Om。 南北約20.Om。 高さ約1.Omの上壇状高まりが遺存 してお り、

調査が実施された。しかし、この上壇は昭和40年頃、集落の防火水槽及び旧国分公民館建設に伴い、

大半を削平され、今は北西側の一部が僅かに遺存 しているのみである。

この土壇状高まりは、以前、方形状を呈してお り、また、昭和23年度の調査により上壇内から根

じめ石を伴つた礎石状の巨石が検出されたことなどから、以前より塔基壇跡の可能性が指摘されて

きた。これに伴い昭和36年度に再度調査が実施されたが、土壇南側から近世墓に伴 う人骨 3体が検

出されるなど後世の盛上である可能性が高くなつた。 しかし、何 らかの建物に伴 う基壇の可能性は

少なからず残つたことから、改めて調査を実施することとした。

本調査では東西道路南側に所在 していた旧国分公民館南TRllに 空き地が所在 していたことから、こ

こをD区 とし、東西6.Om・ 南北1.Omの 第 1ト レンチ、東西1.Om・ 南北9,Omの第 2ト レンチをT

字状に設定し、調査を実施 した。

O調査の結果

(遺 構 )

表土から約80～ 90clll掘 削した地点でアカホヤ火山灰層を検出し、遺構検出面とした。検出した遺

構は第 1ト レンチ中央から直径約 50～ 60cmの柱穴 1つのみである。

(遺 物 )

第 1・ 2ト レンチは トレンチ上層から古瓦片や土器片が少量出土したが、遺構検出面から遺物は

出土していない。

2)第 6次 C区第 1ト レンチ

O調査原因と調査法

平成 9年度、本地点に所在 していた旧国分公民館が老朽化により解体 され、他の場所へ新たに現

国分公民館 として新設 されることとなつたことから、旧国分公民館が所在 していた敷地をC区 とし、

東西3.Om・ 南北6.Omの 第 1ト レンチを設定 し、調査を実施 した。
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O調査の結果

(遺 構 )

本地点では表土から約40～ 60cm掘削した地点でアカホヤ火山灰層を検出し、遺構検出面とした。

検出した遺構は直径約20～ 50cIIlの柱穴 4つのみであつた。

(遺 物 )

本調査でも上層からの古瓦片等の出土は認められたが、遺構検出面での遺物は出上していない。

3)第 10次 A区

O調査原因と調査法

第 9次A区 (推定講堂跡)及びC区 (伽藍西門跡)の調査の結果、両遺構を結ぶ と推定された伽

藍北側を廻る東西回廊跡が検出できなかつたことから、回廊が金堂に取 り付 く伽藍配置である可能

性が高まつた。このことから金堂跡を東西道路以南に推定した場合、本地区に伽藍北西側東西回廊

跡が検出される可能性が高いと判断し、東西5,Om。 南北18.Omを A区 とし、調査を実施 した。

調査は、業初アカホヤ火山灰層上層の黒色粘質土上面で遺構検出を実施 したが、調査区北東側に

隅丸方形プランの近世の上噴墓 1基を検出したのみであつたことから、他の箇所についてはアカホ

ヤ火山灰層上面で再度遺構検出を実施 した。

O調査の結果

(遺 構 )

調査区は平成 9年度まで旧国分公民館が所在 していたことからトイレ跡などによリー部攪乱を受

けていたが、アカホヤ火山灰層は良好に遺存 していた。

調査区からは直径約50～ 60cmの柱穴11個、直径約20～ 30cmの ピット17個 を検出した。柱穴は 3つ

を一組 として南北方向に 2条並らんでお り、北側の南北柱穴列は 8尺、南側の南北柱穴列は 9尺の

柱間で穿たれいる。また、北側の南北柱穴列から西へ約2.lmの箇所に柱穴 3つ を検出したことか

ら、東西掘立柱建物跡になる可能性も残る。この南北柱穴列南端の柱穴 (P5)内からは土師不片

5点が出上してお り、いずれも9世紀代の所産であることから、これら柱穴は国分寺と同時期の施

設に伴 う可能性が高い。 したがつて、これら柱穴を利用した掘立柱建物跡か柵列等が所在 していた

と推定される。また、調査区中央南側にも同様に柱穴 3つが並ぶが、この柱穴には東西に対応する

柱穴が検出されないことから柵列であろうと推定される。

また、調査開始時に調査区北東側の黒色粘質土上で検出した上峻墓 1基は、短軸1.0～ 1.25m・

長軸1.7m・ 深 さ65cIIlを 測 り、埋土内から寛永通宝 1点が出上したことから、近世墓であると判断

した。

(遺 物)

本調査の出土遺物は、上記以外に調査区の北西側に一部遺存する北西土壇の痕跡からの表採や調

査区掘削中に包含層から出上した古瓦片や土師器・須恵器・陶磁器片があるのみである。但し、北

西土壇からの表採は旧国分公民館建設当時、周辺から搬入された遺物 と判断される。
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, 10YRlツI しまりあよりなし 粘性ややあり 3～ 5cm程のアカホヤフ・II・7ク を含む。木根多し。
2 10YRl,/1 しまりあまりなし 粘性ややあり ,カホヤフ・ロックetoは ほとんど含まない。木根少量。
0 10YRlツ 1 しまりあまりなし 粘性あり   5cm程 のアカホヤ下層フ・I17ク でほとんど構成される。木根極少。
4 10YRIツ I しまりあまりなし 粘性あり   木根極少。
S 10YR2/つ  しまりややあり 粘性あり   黒色土から黒褐色土(地山)へ の漸移層。

(Pl)
1 10YR2/1 しまりややあり 粘性ややあり Scm程のアカホヤメロックを含む。
2 10YR2/1 しまりなし   粘性ややあり Scm程のアカホヤフ・ロックを含む。

KB」 10A区北東側近世墓東壁土層断面図(1/40)

(P2)
1 10YR'7/1 しまりあまりなし  消性あり 2～ acm程のアカホヤメロックを含む。
2 10YR2/1 しまり上層よりなし 船性あリ アカホヤは含まない。

Fig。 87

(P3)
1 10YR2/1 しまりあまりなし 粘性ややあり 2～ acm程のアカホヤフ・ルクを多く含む。
2 10YR17/1 しまりあまりなし 賠性あり   ,カホヤはほとんど含まない。

(P5)
1 10YR,7/1 しまりなし   粘性あり ,OYRO/4の 粘上を多く含む。
2 10YR17/1 しまりあまりなし 粘性あり 粘土は含まない。

(P9)
1 ,OYRl,/1 しまりややあり  粘性あり
2 ,OYR?/2 しまり上層よりあり 粘性と層よりなし 2～ 3cm程のアカホヤフ

・
I17ク を多く含む。

5YR5/8の 粘■を多く含む。

10YR3/3の 洵 ホヤ下層フ・ロックで構成。

P7・ P3)
iOYR2/1 しまりややあり 路性ややあり
,OYR1 7/1 しまりあまりなし 粘性あり
,OYR3/3 しまりあよりなし 粘性あり
10YR1 7/1 しまりあまりなし 路性かなりあり

(P10)
1 ,OVR1 7/1 しまりあまりなし 粘性ややあり lcm程の5YR/8絡 土塊を少量含む。 1 10YR1 7/1 しまりあまりなし 粘性あり 3～ 5cm程のアカホヤフ・ロックを多く含む。

1 10YR1 7/1 しまりなし
2 10YR17/1 しまりあまりなし
3 'OYR2/1 しまりややあり
4 iOYR17/1 しまりなし
5 ,OYR2/2  しまりあり

0

P12)
iOYR1 7/1 しまりあまりなし 粘性ややあり 赤変した粘■塊を少二含む。
10YR2/3 しまりなし   粘性ややあり 赤変した粘■塊を多く含む。
10YR1 7/1 しまりあまりなし 粘性あり   lom程 のアカホヤメロックを少量含む。
10YR2/1 しまりあまりなし 粘性あり   2～Ocm程のカンワ′ゞンフロックを多く含む。

,OYR1 7/1 しまりややあり
iOYR1 7/1 しまりややあり
10YR2/2 しまりなし、下ロホ'口崩れ
,OYR24/2 しまりややあり
iOYR,7/1 しまりなし

お性ややあり ,cm程のアカホヤフ・レクを多く含む。
Th性ややあり 2cm程 のカンワ′ヽ・ンフ・II・7ク を含む。
お性ややあり 2cm程のカンフ′ゞンフ・「17ク ではとんどを構成。
路性あり   2cm程のアカホヤフ

・
IH7ク を多く含む。

粘性あり   3～ 5cm程のアカホヤフロックを少量含む。

粘性あり
粘性あり   lcm程のアカホヤフ・ロックを少量含む。
粘性あり   2～ 3cm程のアカホヤ下層フ・ロックで構成。
粘性あり
粘性ややあり (カシリハ・ン)地 山。

Fig.88 KB」 10A区柱穴土層断面図(1/40)

(Pll)

(P14)
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4)ま とめ

本地区には昭和23年度の日向考古調査団による調査時、東西約13.Om・ 南北約20.Omの 長方形状

の上壇が遺存 し、塔跡 と推定された。調査当時、土壇西側は民家建設のため既に削平を受けてお り、

垂直な断面を呈していた。この断面近 くの地表から高さ約1.Om地点で根 じめ石を伴 う幅0.82m・

長 さ1.07mの礎石 1個 が検出された。また、昭和36年度の調査では土壇南側に南北の第12ト レンチ

を設定 し調査が実施された結果、土壇上面より50～60cmが淡黒色上、その下層の40～ 70clllが黒褐色

上、さらにその下層は黒色上であり、この黒色土中から江戸期の埋葬 と予想 される伸展葬位の人骨

3体が検出され、この土壇は江戸期以降に築かれた可能性が高いと判断された。

この土壇は昭和40年頃に旧国分公民館及び防火水槽建設に伴い大きく削平された。 したがつて、

現時点では昭和36年当時の面影はなく、基壇西側の一部のみが土壇状に残つているのみである。こ

の旧国分公民館は平成 9年度まで所在 していたが、老朽化のため再築されることとなり、伽藍内の

保存を考慮 し、木喰五智館から東西道路を隔てた北東側へ移転することとした。

調査によつて明らかになつた遺構は第 10次 A区の調査で柱穴 3つを 1組 とした南北柱穴列 2条を

検出した程度である。調査区中央の柱穴列は西側にも柱穴 3つが検出されたことから東西掘立柱建

物が所在 していた可能性も残るが、調査区の制限により不明である。また、調査区北東側から近世

墓 1基を検出したことから、本土壇は昭和36年度の調査でも指摘されたように近世以降の産物であ

る可能性が高い。 しかし、本地点から東西道路を隔てた北側の第10次 D区及び第 11次 B区 として調

査を実施 した農業用倉庫が所在 した箇所には、高さ1.Om程の南北に長い土壇が所在 していたとの

証言もあり、全ての上壇が近世以降の産物であったのかについては、今後も検討が必要である。
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10.伽強東門推定箇所周辺 (Fig.89～ 98)

O位置 (」 -9～ 11グ リッド)

伽藍東門推定箇所は木喰五智館から東西道路を隔てた北側の畑内に位置する。第 5次 C区の調査

で、この畑東側に所在する民家への進入路下かられH藍東側南北区画溝を検出した。この溝が第 3次

A区で検出した伽藍西門跡西側で検出した南北区画溝同様に途切れていたこと、また、伽藍西門跡

を推定中軸線で東に折 り返 した場合、本地点に比定されたことから、ここに伽藍東門跡を推定 した。

O調査午次

調査は第 2次 Ⅱ地点第 1～ 3ト レンチ (平成 8年度)、 第 3次 D区第 1ト レンチ (平成 9年度 )、

第 5次 C区 (平成H年度 )、 第 6次 B区第 1～ 3ト レンチ (平成12年度 )、 第 12次 B区第 1～ 4ト

レンチ (平成18年度)の計 5次に亘 り実施した。

1)第 2次 Ⅱ地点第 ¬～ 3ト レンチ

O調査原因と調査法

第 1次調査 B区第 5・ 7・ 9ト レンチの調査で伽藍東側南北区画溝が東西道路北側へ延びる可能

性が高くなつたことから、東西道路北側畑内にⅡ地点第 1～ 3ト レンチを設定し、調査を実施 した。

第 1ト レンチは畑南西側に東西1.0～ 2.Om・ 南北6.5～ 9.5m、 第 2ト レンチは畑中央東側に東西

0.5m・ 南北9,Om、 第 3ト レンチは畑南東側に東西1.5～ 2.8m。 南北2.8～ 7.Omで設定した。

O調査の結果

(遺 構 )

第 1・ 3ト レンチ南側より南北幅 0。 95～ 1.65m、 検出面からの深 さ0。 1～ 0.43mの 東西溝状遺構

1条 (SE l)を 検出した。東西溝状遺構が検出されたことから、伽藍南東側から南北に延びる区画

溝は、この地点で西側に折れると判断した。また、第 1・ 3ト レンチ北側については第 2次世界大

戦中の防空壕建設により攪乱を受けてお り、遺構等については不明である。また、第 2ト レンチか

らは何 ら遺構等も検出できなかつた。第 1・ 3ト レンチで検出した東西溝状遺構により区画溝に囲

まれた伽藍東辺の南北距離は53.4mで あると推定 したが、第 3次以降の調査により、この東西溝状

遺構は東西道路に並行 した後世の溝であることが判明し、第 5次 C区の調査により伽藍東側南北区

画溝は、本地点よりもまだ北側に延びていることが明らかになつた。

(遺 物 )

遺物は第 3ト レンチで検出した東西溝状遺構 (SE l)内からのみ出上し、軒丸瓦片 1点、縦縄瓦

片15点、横縄瓦片20点、無文瓦片19点、格子 目瓦片 7点、土師器片 4点、磁器片 2点である。

2)第 3次 D区第 1ト レンチ

O調査原因と調査法

本調査は平成元年度宮崎県教育委員会の調査により2時期の東西掘立柱建物跡が検出された箇所

の西側に現境内南東隅で検出された南北区画溝の北東隅を検出すること、また、東西掘立柱建物跡
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の西側を検出する目的で、民家南側の空き地に東西1.0～ 8.Om。 南北30.Omの変則形状の トレンチ

を設定した。

O調査の結果

(遺 構 )

表土から20～ 30clll掘 削するとアカホヤ火山灰層下層の黒褐色ローム層を検出した。この面を遺構

検出面とし精査した結果、 トレンチ中央から北側にかけて直径 50cIIl程 のピット14個、 トレンチ中央

から南側にかけてはかなり削平を受けていたが、 トレンチ中央辺 りに南北幅約6.Omで深 さ0。 lm程

の浅い溝状遺構 1条 (SE 2)を 検出した。 トレンチ北側で検出したピットは 7尺 (2.lm)間 隔で

3個北東から南西に向かつて並んで検出されたが、国分寺の地割 りとは一致せず性格は不明である。

(遺 物)

トレンチ中央の浅い溝状遺構 (SE 2)か ら近世の陶磁器片が出上したのみである。

3)第 5次 C区

O調査原因と調査法

第 2次Ⅱ地点第 1・ 3ト レンチで検出した東西溝状遺構 (SE l)は 、調査当時、伽藍北側を囲う

東西区画溝であると推定されたが、その後、第 3次 A・ B・ E区でも同様の東西溝状遺構が検出さ

れ、規模や方向からこれらと同一溝であると判断した。これら溝状遺構からは近世の陶磁器片など

が出上したことから、第 2次 Ⅱ地点第 1・ 3ト レンチで検出した東西溝状遺構は東西道路に並行す

る後世の溝であると判断した。伽藍東側南北区画溝は、伽藍西門跡の北西側で検出した伽藍南北区

画溝が北へ延びることが明らかになつていたことから、まだ北へ延びる可能性が高くなつた。伽藍

東側南北区画溝は境内の東から南東側で検出した南北区画溝の方向から東西道路北側に所在する民

家への進入路下に位置すると推定された。このことから、地権者の協力を得て、南北進入路下の東

西3.0～ 5.Om。 南北49.5mを調査区とし、舗装の剥ぎ取 りを実施 した。進入路下のアカホヤ火山灰

層は調査区の北側半分程度で僅かに遺存 していたものの、調査区南半ではほとんどが既に削平され

ていたことからアカホヤ火山灰層下層の黒褐色ローム層で遺構検出を実施した。

O調査の結果

(遺 構 )

本調査区からは調査区南半では南端に東西溝状遺構 1条 (SE l)、 進入路の中央に所在する車庫

の南側から調査区西側に植栽 されていたお茶の木の下を通 り調査区南端まで延びる南北溝状遺構 1

条 (SE 3)、 また、調査区北端から6.Om南 に南北幅2.3～ 3.2m・ 深 さ約20～65cmの 東西溝状遺構

1条 (SE 2)、 調査区北端から南に17.Om間 に直径30～ 80cmの柱穴 6つ を検出した。

調査区西側のお茶の木下から検出した南北溝状遺構 (SE 3)は東西幅0。 9～ 1.6mを測 り、溝の一

部掘削した結果、深 さは10～ 30cmを測った。本溝状遺構は境内南東から北に延びる伽藍東側南北区

画溝の延長に位置 し、伽藍西門北西側で検出した南北区画溝を推定中軸線で東側に折 り返した場所

に一致 した。また、第 3次 A区で検出した伽藍西門跡では門への通路を確保するために門の西側で
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南北区画溝が途切れていたことから、その地点を推定中軸線で折 り返した箇所を精査 した結果、伽

藍東側の南北溝状遺構も同様に途切れていることが明らかになつた。これらのことから、本溝状遺

構は伽藍東側区画溝であると判断した。この南北区画溝中央で途切れている箇所は南北3.7mを測

り、伽藍西門北西側の南北区画溝の途切れが3.4mで あつたのに対 し約30clll程広いが、途切れた溝

の西側に伽藍東門が所在 した可能性が高い。 この南北区画溝は上記 したように10～ 30cmと 浅 く、周

辺ではアカホヤ火山灰層も既に削平されていたことから、伽藍西門北西側で検出した南北区画溝 と

比較すると、後世にかなり削平されていると判断した。また、本溝状遺構は東西道路から北に約24

mの地点で途切れてお り、これより北側では検出できず、南北溝状遺構はここで途切れるか、一度

途切れ西側に由がると推定された。この南北溝状遺構が途切れた北端は掘削せずピンポールステッ

キによる調査を実施 した結果、1.Omの ピンポールでも溝底に到達せず、溝幅も広がつていたこと

から、溝内に溜まつた水を抜 く水抜き穴として利用 された可能性もある。

次に調査区南端で検出した東西溝状遺構 (SE l)か らは多くの瓦片や川原石が埋設 されていた。

しかし、本構状遺構は第 2次 Ⅱ地点第 1・ 3ト レンチで検出した後世の東西溝状遺構の東側に位置

し、形状からも同溝 と判断できたことから後世の溝 と判断した。 したがつて、出土した遺物は本溝

状遺構の廃棄時に周辺の瓦片やサ|1原石が投げ込まれたものであると判断した。

また、調査区北側で検出した東西溝状遺構 (SE 2)内 からは瓦片や上器片が20点程出上 したが形

状や向きから後世の溝であると推定した。また、その南側から検出した柱穴 6つの性格については、

不明である。

(遺 物 )

本地区からは調査区西側で検出した南北区画溝内及び調査区南端の東西溝状遺構から遺物が出土

した。調査区南端のSE lか らは軒丸瓦片 4点、軒平瓦片 2点、縦縄瓦片66点 、横縄瓦片83点 、無文

瓦片122点、格子 目瓦片19点 、土師器片 3点、須恵器片 3点、陶磁器片 3点が出上した。また、南

北区画溝 (SE 3)力斉らは軒平瓦片 1点、縦縄瓦片 11点、横縄瓦片13点 、無文瓦片24点 、土師器片41

点、須恵器片 3点、陶磁器片 2点、鉄釘 1点などが出上 した。

4)第 6次 B区第 1～ 3ト レンチ

O調査原因と調査法

第 5次 C区の調査で調査区南半の西端から南北溝状遺構 1条 (SE 3)を検出し、この溝状遺構溝

は伽藍西門西側で検出した南北区画溝を推定中軸線で東に折 り返した地点に一致したことか ら伽藍

東側を廻る南北区画溝 と判断した。また、伽藍東側南北区画溝は中央附近で3。 7m程途切れてお り、

この状況は伽藍西門西側の南北区画溝 と同様であつたことから、伽藍東側南北区画溝の途切れてい

る箇所の西側に伽藍東門が所在 した可能性が高まつた。 これらのことから南北区画溝西側に所在す

る畑をB区 とし、伽藍東門跡検出を目的に調査を実施 した。

本畑は第 2次 Ⅱ地点 として調査区南側に 2本 (第 1・ 3ト レンチ)、 調査区中央東側に 1本 (第

2ト レンチ)を設定 し調査を実施 していたが、再度、畑中央に東西5.Om。 南北6.Omの第 1ト レン

チ、北側に東西5.Om。 南北4.Omの第 2ト レンチ、南側に東西4.Om。 南北4.5mの 第 3ト レンチを

設定 し、最終的には各 トレンチを繋ぎ、東西4.5～ 5.Om、 南北14.5mの調査区とした。

表土から40cm程掘 り下げた地点からアカホヤ火山灰層下層の黒褐色ローム層を検出し、第 5次 C
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区と同様に既にアカホヤ火山灰層は削平されていた。このことから、アカホヤ火山灰層下層の黒褐

色ローム層で遺構検出を実施 した。

O調査の結果

(遺 構 )

第 1ト レンチからは トレンチ東端より直径約70cIIlの柱穴 1つ、 トレンチ北西隅から直径20～ 40clll

・深 さ25～ 35側 の柱穴 2つ、第 2ト レンチからは トレンチ東端より南北約5.lm、 東西幅1.0～ 1.4

mの戦時中の防空壕 1基、 トレンチ中央～西側にかけては東側の防空壕に伴 うと予想 される直径30

～45cmの ピット8つ、第 3ト レンチからは トレンチ東端中央から直径40cIIl・ 深 さ約 16cmの 柱穴 1つ 、

トレンチ西側から第 2次調査で検出した南北4.Om強、東西幅1.3～ 2.3m強の戦時中の防空壕 1基、

これに伴 う直径20～ 45cmの 柱穴 7つなどを検出した。

第 1ト レンチから検出した柱穴周辺からは瓦片・土師器片・陶磁器片などが20点程出上したこと

から後世の柱穴である可能性が高い。

本地点で遺構検出面とした黒褐色ローム層は相対する伽藍西門跡を検出した地点の黒褐色ローム

層検出面より約30cm低 く、また、第 5次 C区の調査で検出した伽藍東側南北区画溝は辛 うじて深さ

約 10～ 30clllが 遺存 していたのに対 し、伽藍西門跡西側で検出した区画溝は深 さ0.96～ 1.56mを 測 り

大変深い。これらのことから、伽藍東門跡周辺は後世の攪乱により既に上層をかなり削平されてし

まつている可能性が高く、伽藍東門に伴 う柱掘方は既に消失 してしまつている可能性が高い。

(遺 物 )

遺物は第 1ト レンチから縦縄瓦片 2点、横縄瓦片 5点、無文瓦片 10点 、格子 目瓦片 2点、土師器

片 3点が出上した。大半の遺物は第 1ト レンチ東側で検出した柱穴に伴 うと予想 される。第 2ト レ

ンチからは全 く遺物が出土せず、第 3ト レンチも第 2次調査で調査区南側の東西溝状遺構から古瓦

片等が出上したのみで、本調査では出土しなかつた。

5)第 12次 B区第 ¬～ 4ト レンチ

O調査原因と調査法

第 5次 C区の調査で調査区南半の西端から検出した南北区画溝は東西道路から北に約24mの地点

で北端を検出した。この区画溝の続きは、その北側から検出できなかつたことから、南北区画溝は

ここで途切れるか、一度途切れ西側に曲がるかと推定した。その後、第 10次 D区の調査で伽藍西門

を検出した箇所の北東側に所在 した農業用倉庫が老朽化のため解体 されることとなり、この倉庫下

を調査 した結果、伽藍北西側東西区画溝を検出した。この区画溝は推定講堂を含んだ北側で内側に

折れ東に延びることが判明した。農業用倉庫下から検出した伽藍北西側東西区画溝を推定中軸線で

東側に折 り返した結果、第 6次 B区北側に所在する車庫周辺に復元できたことから、車庫の周辺及

び車庫内をB区 とし調査を実施 した。

調査は車庫西側に東西1.Om・ 南北5.Omの 第 1ト レンチ、車庫内に東西2.Om・ 南北4.Omの 第 2

トレンチ及び東西2.5m・ 南北1,Omの 第 3ト レンチをT字状に設定 した。また、第 5次 C区の調査

の際に伽藍東側南北区画溝北端を検出した箇所周辺に一辺2.Om四方の第 4ト レンチを設定した。
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O調査の結果

(遺 構 )

第 1ト レンチ南側で南北幅1.Om程の範囲で古瓦の集中箇所を検出したが、区画溝 と判断される

溝状遺構は検出できなかつた。また、 トレンチ全体からは直径40～50cm程 の柱穴と予想 されるピッ

トを10個程検出したが、調査地の制限上、狭小な トレンチしか設定できなかつたことから、これら

の性格については不明である。古瓦が集中していた箇所は第10次 D区の調査の際、伽藍西門北東側

の農業用倉庫下で検出した伽藍北西側東西区画溝の延長に位置することから、本来所在 していた区

画溝の上部が後世に削平を受け、辛 うじて溝底に堆積 していた古瓦のみが遺存 した可能性もある。

第 1ト レンチで区画溝を特定できなかつたことから、車庫内に第 2・ 3ト レンチを設定し、再度、

区画溝の検出に努めた。表土から20～ 40clll程 掘削するとアカホヤ火山灰層は既に削平されてお り、

その下層の黒褐色ローム層から後世の遺構 と推定される不整形の窪みや直径20～ 50clll程 の柱穴と予

想されるピットを20個程検出したのみで、東西溝状遺構の痕跡は明らかにできなかつた。

また、第 5次 C区の調査で検出した伽藍東側南北区画溝北端に第 4ト レンチを設定し、区画溝の

検出に努めたが、区画溝は以前検出していた地点でやはり途切れてお り、北側や西側への延びは確

認できなかつた。これらのことから、本地区に区画溝が所在 していたと推定した場合、後世の土地

改変により区画溝全てが削平されてしまつた可能性が高い。 しかし、伽藍東側区画溝北端を検出し

ていることから、伽藍南東隅で一度途切れ、西側に屈曲した後、西側へ延びていた可能性も残る。

米ィ99796                           ~

日g.95 KB」 12B区第 1～ 4トレンチ平面図(1/100)

(遺 物 )

第 1ト レンチか らは トレンチ南側か ら縦縄瓦片 1点、横縄瓦片 9点、無文瓦片 3点が出上 した。

第 2ト レンチ
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第 2ト レンチからは無文瓦片 1点、第 3ト レンチからは縦縄瓦片 1点、無文瓦片 2点、第 4ト レン

チの区画溝は遺構検出に留め溝内を掘削していないが、区画溝北端からは須恵器片 1点が出上した。

6)ま とめ

本地点の調査は、第 1次 B・ C区の調査により境内南東から北に延びる伽藍東側南北区画溝が本

畑内で検出される可能性が高いと予想 されたことから第 2次 Ⅱ地点として調査を開始 した。第 2次

Ⅱ地点第 1・ 3ト レンチで言北0。 95～ 1.60m・ 深 さ0。 1～ 0.43mの 東西溝状遺構 1条を検出し、当

時、伽藍外側を廻る区画溝は伽藍南東隅同様に本地点で西側に折れると予想された。 しかし、翌年

度実施 した第 3次 A・ B・ E区の調査で本溝状遺構は東西道路に並行 した後世の溝であることが明

らかになつた。その後、第 5次 C区の調査によりこの畑東側に所在する南北の進入路下の調査を実

施 した結果、伽藍東側南北区画溝を調査区南側半分の西端で検出した。この南北区画溝は東西幅0。

6～ 1,lm・ 深 さ10～ 30cmを測 り、調査区南端から7.5mの 箇所から北に3.7m途切れ、そこから13m

程北に延びた後途切れていた。第 3次 A区で検出した伽藍西門跡及び伽藍西側南北区画溝を推定中

軸線で折り返 した結果、伽藍東側南北区画溝が途中で途切れている西側に所在する畑に伽藍東門が

所在 した可能性が高くなつた。伽藍東側南北区画溝途中の途切れは3.7mを測 り、伽藍西門跡西側

で途切れた南北区画溝では3.4mを測ったことから、途切れた箇所に伽藍西門と同規模の門が所在

した可能性が高まつた。調査区の北及び南側は戦時中の防空壕により著 しく攪乱を受けていたが、

調査区中央はそれ らの影響を受けておらず、黒褐色ローム層は良好に遺存 していたが、後世の開墾

等により上層は削平されてしまつたと予想 され、伽藍東門跡に伴 う柱掘方等は検出できなかつた。

また、第10次 D区の調査で伽藍北西側東西区画溝を検出し、本地点で検出した南北区画溝の北端

から西側に東西区画溝が検出される可能性が高いと予想 し、第12次 B区 として伽藍東門推定箇所の

北側に所在する車庫周辺及び車庫内の調査を実施 した。 しかし、第 1ト レンチ南端で瓦の集中箇所

を検出したのみで、東西区画溝 と判断できる構状遺構は検出できなかつた。この他、第 5次 C区北

側には東西溝状遺構やピットを検出した。この東側には平成元年度宮崎県教育委員会の調査で方形

と精円形柱掘方で構成される 2時期の東西掘立柱建物跡が検出されていたが、進入路下にそれらに

伴 う遺構は検出されず、これ ら建物は進入路下までは延びていないことも明らかになつた。

軒丸14

お

灯

ｕ

軒
・ . ●ざS■・
衰巽
苺

Fig 96 伽藍東門推定箇所周辺出上軒丸瓦(1/4)

軒丸17
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Fig 97 伽藍東門推定箇所周辺出上軒平瓦(1/4)

0                                          15cm

― 「
T    引

同g98 伽藍東門推定箇所周辺出土土器(1/3)
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11.伽藍北西側東西区画溝 (Fig,99～ 102)

O位置 (G-10グ リンド)

伽藍北西側東西区画溝は第 3次 A区の調査で伽藍西門跡を検出した箇所の北東側、第 9次 A区の

調査で 2時期の推定講堂跡を検出した箇所の北西側に所在 し、平成 16年度老朽化により解体された

農業用倉庫下に位置する。

O調査年次

調査は第10次 D区 (平成16年度)と して実施 した。

1)第 10次 D区

O調査原因と調査法

本地′点には古くから農業用倉庫が所在 していたが、この倉庫の老朽化に伴い、平成16年 11月 に地

権者から農業用倉庫新築に伴 う建築確認申請がなされた。本地点南東側に第 9次 A区の調査で推定

講堂跡を検出し、また、本地点を推定中軸線で東に折 り返した第 5次 C区の調査で伽藍東側南北区

画溝の北端が検出されていたことから、本地点より伽藍北西側東西区画溝が検出される可能性が高

まつた。このことから地権者に協力を得て、確認調査を実施することとした。

調査は表土から約20～ 40cmを小型バックフォーにより掘削した結果、アカホヤ火山灰層は既に削

平されていたことから、黒褐色ローム層で遺構検出を行った。

O調査の結果

(遺 構 )

調査区から検出した遺構は、調査区西側より東西幅50～ 70cxllの 南北溝状遺構 1条 (SE l)、 SE l

に切 られる状態で調査区中央西側から南北幅45～ 60clllの 東西溝状遺構 1条 (SE 2)、 調査区南側か

ら南北幅 1.0～ 1.3mの 東西溝状遺構 1条 (SE 3)、 また、調査区南東隅からは直径40～ 50clllの柱穴

2つ、調査区中央から直径35cmの柱穴 1つを検出した。調査区北東側には、以前、民家が所在 して

いたようであり、家屋の基礎跡を検出した。また、調査区中央東側には乾燥窯の基礎が遺存し、本

地点にも以前、乾燥小屋が所在 していたことが明らかになつた。調査区西側を南北に延びるSE lは 、

昭和25年頃まで本調査区上には東西道路から南北に延びる高さ1.Om程の上堤が所在 していたとの

話を聞き、当初、国分寺に伴 う溝の可能性も予想 したが、溝内から近世の陶磁器片が出土したこと

から後世の溝であると判断した。また、この溝内には拳大の川原石が固まつて出土した直径約50cm

程の回まりを約4,Om間隔で 3箇所検出したが、これらは農業用倉庫の基礎であつた。

調査区中央西側で検出したSE 3か らは陶磁器片が 1点出上し、SE lと 直交し溝幅もほぼ同一であ

ることから、SE lと 同様に後世の溝 と予想 される。

調査区南側から検出したはSE lに切られるSE 2は南北幅1.0～ 1.3mを測り、先端が丸まる形状を

していた。SE lに切られるSE 2の一部を掘削した結果、埋土内から土師器片・瓦片等が多く出上し

た。また、SE 2の深さは約80cmを測り、中門南東で検出した東西区画溝や伽藍西門北西側で検出し

た南北区画溝と規模や形状が類似していたことから、伽藍を廻る区画溝であると判断した。SE 2内

には多量の遺物が包含されていると予想されたが、遺構保存の為に一部分の掘削に留めた。
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(遺 物 )

調査区はかなり削平を受けてお り、出土遺物はSE l～ SE 3か ら纏まつて出上し、調査区南東隅の

柱穴から僅かに出土したのみである。

SE lか らは縦縄瓦片33点 、横縄瓦片62点、無文瓦片108点、格子 目瓦片10点 、土師器片25点、須

恵器片 2点、陶磁器片25点、鉄片 4点などが出上した。SE 2に 伴 う遺物は遺構検出面で出上したも

のとSE lと 切 り合った箇所の一部のみを掘 り下げて出土したものを取 り上げ、縦縄瓦片 5点、無文

瓦片 2点、格子 目瓦片 3点、土師器片18点、鉄滓 1点などが出土した。SE 2か らは横縄瓦片が 1点

も出上しておらず、土師器イ 。皿・坑などの容器が纏まつて出土した。このように溝の端部から容

器等が纏まつて出土する例は中門跡や伽藍西門跡の区画溝 とも同様である。SE 3か らは陶磁器片 1

点が出上したのみである。

0           10cm

0                            15cm

帯
―

尉g.102 伽藍北西側東西区画溝出上軒先瓦(1/4)・ 土器(1/3)

2)ま とめ

本地点より検出した遺構はSE l、 SE lに切 られたSE 2・ 3のみであつた。SE l・ 3は出土遺物か

ら後世の溝状遺構であることが判明し、SE 2は伽藍地北側を東西に延びる区画溝であると判断した。

SE 2の 西側延長には伽藍西門北側に所在する民家下に位置することから、本区画溝は伽藍西門西側

を南北に延びた後、この民家下で90° 折れることが判明した。SE 2の 東側延長上は第 5次 C区で検

出した伽藍東側南北区画溝の北端附近に当たることから、伽藍地を廻る区画溝はこのライン上に延

び、伽藍地北側を仕切つていたと判断した。 しかし、SE 2は本調査区内で途切れていることから、

この南東側に所在する講堂の背後には廻 らない可能性もある。つま り、伽驚地北側の東西区画溝は

講堂の背後で途切れてお り、講堂の北側に所在するであろう僧坊跡等の建物への通路を確保 してい

た可能性が高い。
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12.伽強南西側区画溝 (Fig,103・ 104)

O位置 (F-13・ 14、 G-14グ リンド)

伽藍南西側区画溝は旧五智堂西側の民家及び農業用倉庫周辺に位置する。

O調査年次

調査は第 4次 B区第 3ト レンチ、C区第 1・ 2ト レンチ (平成10年度)と して実施 した。

1)第 4次 B区第 3ト レンチ、C区第 1日 2ト レンチ

O調査原因と調査法

第 1・ 2・ 4次の調査で境内南側より伽藍南東側の回廊跡及び区画溝を検出したことから、推定

中軸線である旧五智堂西側の南北小路西側に同様の遺構が検出される可能性が高まつた。このこと

から、伽藍南西側区画溝の検出を目的に、区画溝が推定される箇所の調査を実施することとした。

伽藍南東側の区画溝コーナーを推定中軸線で西側に折 り返 した結果、南西側のコーナーは農業用

倉庫下に推定され、農業用倉庫内の調査は不可能であつたことから、中門跡西側に所在する民家と

農業用倉庫間に東西1.Om。 南北3.3mの B区第 3ト レンチ、また、農業用倉庫北側をC区 とし、東

西4.4～ 4.6m。 南北1.0～ 1.3mの第 1ト レンチ、東西1.0～ 3.3m。 南北1.0～ 1,9mの第 2ト レンチ

を設定 した。

O調査の結果

(遺 構 )

B区第 3ト レンチは表土から30cIIl程掘削す るとアカホヤ火山灰層下層の黒褐色 ローム層を検出

し、 トレンチ南端に東西溝状遺構 1条、 トレンチ北側に後世の攪乱と予想 される土坑 2基を検出し

た。溝状遺構は調査地が大変狭く溝の南北幅は不明であるが、深さは63clllを 測る。中門跡及び南東

回廊跡南側で検出した東西区画溝延長にあたることから中門西側の東西区画溝であると判断した。

C区第 1ト レンチでは表土から50cIIl程掘削 した地点でアカホヤ火山灰層を検出し、 トレンチ西端

か ら東に2.5m程の箇所に東西幅1,4～ 1.5m・ 深 さ70～ 80clllを 測る南北溝状遺構 1条 (SE l)、 ま

た、 トレンチ東半からは直径0.8～ 1.lm程の円形柱掘方 5つ、直径20～ 50cIIlの ピント4つなどを検

出した。円形柱掘方には直径25～ 30clllの 柱痕跡 と推定される柱穴が伴つているものもあり、回廊に

伴 う柱掘方であると判断した。第 1ト レンチの西側に設定 した第 2ト レンチからは直径20～ 30clllの

ピッ トを 3つ及び トレンチ東側から不整形土坑を数基検出したが、後世の攪乱であると判断した。

(遺 物 )

本調査で遺物が出土した地点は、B区第 3ト レンチで検出した東西区画溝内、C区第 1ト レンチ

南北区画溝 (SE l)内 のみである。

B区第 3ト レンチで検出した東西区画溝内からは縦縄瓦片 2点、横縄瓦片 1点、無文瓦片 2点が

出上した。また、C区第 1ト レンチで検出した南北区画溝 (SE l)内 からは縦縄瓦片 1点、横縄瓦

片 1点、無文瓦片 2点、格子 目瓦片 1点が出土した。
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第2ト レンチ

Fi芭。104 KB」 4C区第¬・2トレンチ平面図(1/100)

2)ま とめ

B区第 3ト レンチ及びC区第 1'2ト レンチの調査により伽藍南東側と同様に伽藍南西側にも伽

藍に並行すると予想される区画溝が廻ることが明らかになつた。また、C区第 1・ 2ト レンチでは

伽驚南西側の南北回廊に伴 うと推定される円形柱掘方や柱穴を検出したことから、伽藍南西回廊及

び回廊外側を廻る区画溝は農業用倉庫下で北に折れていることが判明した。

これら調査は民地内|で あつたことから調査区が狭小であり、回廊の建て替え回数等については明

らかにできなかつた。

- 138-



13.その他の区画溝 (Fig.105～ 113)

O位置 (J-12・ 13グ リンド)

区画溝の調査についてはそれぞれ比定される遺構の項で述べてきたが、これら以外に木喰五智館

東及び南東側からも検出していることから、以下、述べることとする。

O調査年次

調査は第 1次 B区第 5。 7・ 9ト レンチ (平成 7年度 )、 第11次 A区第 1～ 3ト レンチ (平成 17

年度)の計 2次に亘り実施 した。

1)第 1次 B区第 5・ 7日 9ト レンチ

O調査原因と調査法

本調査は木喰五智館建設箇所選定の為、境内北東TRlを B区 とし地下遺構の遺存状況を把握するた

めに実施 した。調査は当初、第 1～ 4ト レンチを現木喰五智館南西側に設定し調査を実施 したが、

第 2ト レンチで大型円形土坑 2基が検出されたことから、現境内の北東隅に所在する境内への参道

西側に東西4.3～ 4.5m。 南北1.Omの第 5ト レンチ、第 5ト レンチの南側に東西5,0～ 7.3m・ 南北2.

3～ 3.Omの第7ト レンチを設定 した。また、本地点の西側の調査に併行 して、第 5ト レンチ北側に

所在する東西土堤の北側に東西1.7～ 1,9m・ 南北0,8mの 第 9ト レンチを設定した。

O調査の結果

(遺 構 )

第 5ト レンチ西側から東西約1.6～ 1.7m・ 深 さ約0.7mの 南北溝状遺構 1条 (SE l)を 検出した。

第 7ト レンチからは トレンチ東端から南北溝状遺構 1条 (SE l)と 溝状遺構埋没後に掘削された

と推定される直径約70cmの 円形柱掘方 1つを検出したが、溝状遺構の東端は参道下に延びてお り検

出できなかつたことから掘削はせず遺構検出に留めた。

第 9ト レンチは北側が既に東西道路建設により削平を受けていたが、東西幅60cm程 の浅い南北溝

状遺構 1条 (SE l)を検出した。

(遺 物 )

本調査では第 5ト レンチ西側で検出した南北溝状遺構 (SE l)内 から縦縄瓦片 3点、横縄瓦片 4

点、無文瓦片 3点、鬼瓦片 1点、土師器片 3点、須恵器片 3点が出土した。第 7ト レンチからは ト

レンチ西側から縦縄瓦片 2点、横縄瓦片 2点、無文瓦片 3点が出土したのみである。第 9ト レンチ

からは包含層中から少量の古瓦片や土器片が出土したのみで、遺構に伴 う遺物は出上しなかつた。

2)第 11次 A区第 1～ 3ト レンチ

O調査原因と調査法

本地区は、現国分寺跡境内東側に所在 し、第 1～ 8次まで確認調査を実施した結果、境内内には

回廊跡 。中門跡・回廊外側を廻る区画溝・大型円形土墳 2基などを検出した。本地区の遺構残存状

況は良好であり、中心伽藍の形状を復元するには最も適 している地区である。このことから、各遺
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Fig.105 その他の区画溝トレンチ配置図(1/500)
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尉g.106 その他の区画溝トレンチ平面図(1/200)

匠三コ区画溝
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構の詳細な座標値を計測する必要が生じ、過去の調査で国土座標が設置 されていなかつた遺構に再

度、座標値をもたせること、また、過去の調査で検出した遺構の再検討を目的とし、計 7本の トレ

ンチを設定した。区画溝に伴 う調査は第 1～ 3ト レンチであることから、これらについて述べる。

第 1ト レンチは第 1次 B区第 5ト レンチとして調査 した現木喰五智館東側に位置する。 トレンチ

は以前の調査時の トレンチ形状を保存するため、東西5,15m・ 南北2.Omで設定 した。第 1次調査

時に本 トレンチからは主要伽藍東側の回廊外側を廻る南北区画溝を検出していたが、この溝の南北

方向の座標が計測されていなかつたことから、溝の南北中心の国土座標を計測することとした。

第 2ト レンチは第 1次 B区第 7ト レンチとして調査を実施 し、 トレンチ東端から伽藍東側南北区

画溝の有無を確認するため、南北幅2.3mの トレンチを東西方向に設定 し、アカホヤ火山灰層上面

で溝の西側肩のみを検出していた。今回は参道ぎりぎりまでを台形状に東西約 1.5～ 2.5m。 南北約

3.Omに拡大し、アカホヤ火山灰層上層の黒色粘質土上面までを掘削した。

第 3ト レンチは第 1次 B区第 7ト レンチで検出した南北溝状遺構 と第 4次A区 として調査を実施

した回廊南東隅間の区画溝の有無 と方向を確認する目的で調査を実施 した。 トレンチの規模は東西

4.Om、 南北3.Omである。

O調査の結果

(遺 構 )

第 1ト レンチは第 1次 B区第 5ト レンチの調査で南北溝状遺構の規模は幅約 1.6～ 1.7m。 深 さ約

0,7mで あることが判明しており、上記 したように瓦片や土器片が出上している。当時の調査では

南北溝状遺構の北壁土層断面を実預1し ていたことから、今回は座標設置に併せ、南北区画溝南壁土

層断面の実沢1及び土層堆積状況の観察を実施 した。

南北溝状遺構の上層断面を観察 した結果、20層 に分層が可能であった。溝内埋上のほば中位に水

平に堆積する層は下層に瓦片や土器片を含み、この層のみが人為的な埋上である可能性が高い。そ

れ以外は自然堆積土と判断され、ある時期に人為的に溝底が形成されたようである。この所見は他

の区画溝の上層観察からも確認できる。遺構検出面である黒色粘質土上面で溝の肩を検討すると、

東西幅は2.36m・ 深さ約0,95mを 測った。

第 2ト レンチは現国分寺跡の参道が東側に面していることから構の東側肩は参道下に位置 し確認

できない。 トレンチ東端で検出した溝状遺構を溝底まで掘削し、溝の深 さの計測と溝内の遺物の図

化及び取 り上げを実施 した。また、溝底の中央を検出したことから溝の南北中央に国土座標設置を

実施 した。本 トレンチの西側にはアカホヤ火山灰層上層の黒色粘質上が検出でき、かなりしまりが

認められた。第 1次 B区 とし木喰五智館基壇下層を調査 した結果、基壇東側から回廊の柱穴跡を検

出しており、この層の上部に回廊基壇が所在 していた可能性が高い。また、南北溝状遺構は西側の

みに段がつく2段掘 りで掘削され、これは第 1ト レンチで検出した南北溝状遺構 とも同様である。

第 3ト レンチは現地表面から約40cm掘 り下げるとアカホヤ火山灰層上層の黒色粘質土を検出し、

この層の上面で遺構検出を実施 した。精査の結果、調査区の東寄 りに東西幅2.14mの 南北溝状遺構

1条 (SE l)を検出した。深 さは黒色粘質土上面から1,15mを測 り、溝底の標高は約23.5mを測る。

検出した溝状遺構の深さは第 2ト レンチで検出した南北溝状遺構 と同じ深さであり、第 1ト レンチ

で検出した溝状遺構の底より約40cm低 い。
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Fig.107 KB」 1lA区 第 1トレンチ平面図(1/40)

10YR2/2 しよりややあり 粘性ややあり 瓦片や白色粘土塊を含む。
7 5YR1 7/i しよりあまりなし 粘性ややあり 瓦 土器小破片を多く含む。
10YR2/1  しまりなし   粘性ややあり 植物痕を多く含む。瓦・■器の小破片を少量含む。
10YR1 7/1 しよりあまりなし 粘性あり   植物根を少二含む。
10YR1 7/1 しまりあまりなし 粘性あり   下層にカホヤメロックの混き上げが見られる。植物痕少量。
5YR,7/1 しまりあまりなし 粘性あり   植物痕を少五含む。
7 5YR2/1 しまりややあり 粘性あまりなし アカホヤ粒を含むため削るとザラつく。3層 との層界に■器片を含む。植物痕を少量含む。
7 5YRIフ i しまりあまりなし 粘性ややあり 上器小較片を含む。

8 10YR2/1  しまりあまりなし 路性ややあり 上器の小破片を少量。アカホヤ散を全体に含む。
9 10YR2/1  しまりあまりなし お性あり   ,1層の上が混じる。
10 10YR2/1  しまりあまりなし 粘性あり   肖Iるとややざらつく。
11 7 5YR2/2 しまりあまりなし 粘性ややあり ■器や瓦片を下層側に合む。植物痕ややあり。
12 10YRP/1  しまりあまりなし 粘性あり   細かな土器片を含む。
13 75YRlフ 1 しまりあまりなし 粘性あり   と下層にカンワハラフ・II・7ク を含む。瓦片や上器片を含む。
14 75YR17/1 しよりなし   粘性あり   瓦片を含む。植物痕を少二含む。
15 75YR17/1 しよりなし   粘性あリ   カシワ′ヽンフコックを含む。瓦片を14層 との境に含む。
10 10YRIツ1 しよりあまりなし 粘性あり   角Jるとややさらつく。
1, 7 5YR1 7/1 しまりなし   活性かなりあり 削るとややさらつく。
18 ,OYRIツ1 しよりなし   粘性あり   Hlるとザラつく。
19 'OYR,/1  しまりあまりなし 船性あり    Hlる とザラつく。

Rg.108 KB」 1lA区第¬トレンチ区画溝南壁土層断面図(1/40)

日g.109 KB」 1lA区第2トレンチ平面図(1/40)
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南北溝状遺構の北壁土層堆積状況を観察した結果、埋土上層は人為的な埋上が多く中位に水平面

があり、この位置で一度、溝を整形していると予想 された。溝底は幅約60clllの平坦で溝の断面形は

逆台形を呈している。

(遺 物 )

第 1ト レンチは第 1次 B区第 5ト レンチの形状を保存するため、当時の トレンチよりやや広めの

調査区を設定した。遺物は本調査で以前の トレンチより拡幅 した地点から縦縄瓦片 1点、無文瓦片

4点が出上したのみである。

第 2ト レンチは第 1次 B区第 7ト レンチの調査の際に南北溝状遺構を検出した北東側の幅1.Om

の トレンチのみ掘 り下げ、本調査で拡幅 した北側については遺構検出面までの調査で留めたことか

ら、 トレンチ北側の遺構検出面と南側の南北溝状遺構内から遺物を出土した。 トレンチ北側の遺構

検出面からは縦縄瓦片 8点、横縄瓦片 2点、無文瓦片 7点、格子目瓦片 1点、土師器片 1点が出土

した。また、南側で検出した南北溝状遺構内からは縦縄瓦片17点、横縄瓦片 8点、無文瓦片20点 、

格子 目瓦片 6点、土師器片 8点 を出土した。

第 3ト レンチは トレンチ上層の南東側を除く一帯から約120点の遺物が出上した。大半は瓦片で

軒丸瓦片 2点、縦縄瓦片27点 、横縄瓦片 13点、無文瓦片67点、格子目瓦片 7点、土師器片 3点、須

恵器片 1点、近世の鉄屑 1点などである。これら遺物は後世に攪乱や投棄されたものと予想 された。

これら遺物を取 り除くとトレンチ南東側に古瓦が密集 した南北溝状遺構 1条 (SE l)を検出した。

この溝状遺構は トレンチの南北を縦断してお り、伽藍東側区画溝 と判断できたことから、この溝内

の遺物を取 り上げることとし上・中・下層の 3段階で取 り上げた。

まず上層の遺物は縦縄瓦片13点、横縄瓦片 6点、無文瓦片30点 、格子 目瓦片 8点、土師器片 3点

である。次に中層の遺物は軒丸瓦片 1点、縦縄瓦片 4点、横縄瓦片 1点、無文瓦片 7点、土師器片

2点である。最後に下層の遺物は縦縄瓦片 5点、横縄瓦片 4点、無文瓦片13点、格子目瓦片 1点、

土師器片 1点である。全体的に無文瓦片が多い傾向にあるが、他の区画溝同様に縦縄瓦片や横縄瓦

片が同程度出土していることから、第 3期回廊建設以前に埋設 されたと推定される。また、 トレン

チ西側で検出した直径1.2m程の円形柱掘方については埋土上層の約 15clllのみ掘 り下げ、全掘は実

施 しなかつたが、この柱掘方内から無文瓦片 2点、また、区画溝 と円形柱掘方間は南側に向けて傾

斜 しており、この一帯から縦縄瓦片 1点、横縄瓦片 1点、無文瓦片 3点が出土した。

3)ま とめ

第 1次 B区第 5。 7・ 9ト レンチ、第11次 A区第 1～ 3ト レンチの調査結果、東西道路南脇の第

1次 B区第 9ト レンチから第11次 A区第 3ト レンチ間を回廊南東から北に延びる南北溝状遺構は伽

藍東側を廻る南北区画溝であり、この間を途切れず北上することが明らかになつた。第 1次 B区第

5ト レンチで検出した南北区画溝の底面は標高約23.9m、 第■次A区第 2ト レンチ南端で検出した

区画溝の底面は標高約23.55m、 第11次 A区第 3ト レンチで検出した区画溝の底面は標高約23.55m

である。また、第 2次 I地点C区 3-2ト レンチで検出した南東回廊コーナーの標高は約24.00m

である。 したがつて、南東回廊コーナーと東西道路南側で標高約23.90～ 24.00mを測つた区画溝底

は第11次 A区第 2・ 3ト レンチ附近で約40cmほ ど下がつていたことが判明した。
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Fig.110 KB」 1lA区 第3トレンチ平面図(1/40)

＼
迫 霊 。。

＼

一
一　

　

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，ｓ

Fig l ll KB」 1lA区 第3ト

軒丸20

軒平29

20cm

日gl12 その他の区画溝出土軒先瓦(1/4) 日gl13 その他の区画溝出土土器(1/3)
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第 2節 .寺域 地 の調査

1.推定南門西側の調査 (Fig l14～ 126)

O位置 (F～ H-15、 G・ H-16グ リンド)

境内西側には東西道路から墓地を通 り南に延びる小路が所在 し、以前からこの道は国分寺中軸線

の名残であるとされてきた。この道は旧五智堂西側を通 り傾斜 しながら南側地溝帯へと続き、地溝

帯の手前でやや広い踊 り場状の平地となり東及び南西へ分岐している。これら分岐した道は、現在

はほとんど利用されていないが、以前は旧五智堂に参拝するために利用されていたとされる。

本地点一帯は現在、杉や相の本が植栽 されているが、この地ザ点から南側は地溝帯へと急激に傾斜

する。このことから、寺域南限を地形に合わせ最大規模で推定した場合、この踊 り場状の平地が限

界であり、旧五智堂基壇南側で検出した中門跡から踊 り場間に南門が所在 していたと推定される。

O調査年次

調査は第 3次 C区第 1ト レンチ (平成 9年度)、 第 6次 D区第 1～ 3ト レンチ (平成12年度 )

第12次 D区・ E区第 1～ 3ト レンチ (平成 18年度)の計 3次に亘 り実施 した。

1)第 3次 C区第 1ト レンチ

O調査原因と調査法

南門跡については、昭和23年度の 日向考古調査団による調査の際、「南大門と思しき踊 り場を発

見した」と報告され、これは、上記 したように旧五智堂基壇西側の南北小路を南に60m程下つた平

場であろうと予想 される。本地点を含む推定寺域南側一帯は、昭和36年度の九州大学及び宮崎県教

育委員会の調査で 「南地区」と呼ばれ、 5本の トレンチが設定された。この調査では南北小路に沿

って道の西側に第 1ト レンチ、平場東側に第 2ト レンチ、平場北東側の現在民家が所在する地点に

第 3～ 5ト レンチを設定 し、調査が実施 されている。第 2ト レンチでは、「地表にうすく腐植土を

かぶ り、直ちに黄褐色の岩盤に入つて、岩盤の凹凸も激 しく、建物の存在を考えさせるような徴証

はなかつた。」と報告され、寺域南限はこの平場よりもう一段上の畑に推定されている。

これらのことから南門跡は旧五智堂基壇南側で検出した中門跡から南側平場北側畑間に所在する

と推定 し、寺域南端の特定と伽藍地外南西側の寺域関連遺構の有無を目的に調査を実施 した。

調査は伽藍南西側に所在する畑のほとんどで野菜等が栽培 されていたが、旧五智堂基壇から南に

約25m下 つた西側の畑が休耕地となつていたことからここをC区 とし、東西28.Om。 南北2.Omの

トレンチを設定し、調査を実施 した。

O調査の結果

(遺 構 )

本地点を表土から30cIIl程掘削するとアカホヤ火山灰層下層の黒褐色ローム層を検出し、この一帯

は既にアカホヤ火山灰層は削平されていると判断し、黒褐色ローム層を遺構検出面とした。

トレンチ東端から東側に傾斜する南北溝状遺構 1条 (SE l)、  トレンチ東端から約3.5m西側に
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幅1.2m程の南北溝状遺構 1条 (SE 2)、 トレンチ西側より幅40～ 80clllで 浅い溝状遺構 1条 (SE 3)、

トレンチ東端から西に6.5mの地点から長軸2.Om・ 短軸0.6mの 上坑 1基 (SC l)、 トレンチ中央

から長軸80cm。 短軸50cmの精円形土坑 1基 (SC 2)、 トレンチ全体から直径約 10～ 60cmの ピット群

を検出した。 しかし、築地塀痕跡や柱穴列などの寺域関連遺構は検出できなかつた。

(遺 物 )

遺物はSE lか ら縦縄瓦片 5点、横縄瓦片 6点、無文瓦片14点、陶磁器片 1点、石錘 1点、SE 2か

ら縦縄瓦片 2点、横縄瓦片 1点、無文瓦片 6点、陶磁器片 6点、SE 3か ら横縄瓦片 1点、SC lか ら

縦縄瓦片 1点、SC 2か ら無文瓦片 1点、 トレンチ西側の直径 30clllを測るPlか ら無文瓦片 1点、縄

文土器片 1点、同じく直径30cIIIの P2か ら土師器片 1点、調査区中央攪乱から陶磁器片 1点、 トレ

ンチ西側遺構検出面から土師器片 1点、有肩打製石斧 1点が出上した。

2)第 6次 D区第 1～ 3ト レンチ

O調査原因と調査法

昭和36年度の調査で平場から北側に一段上がつた畑周辺に南門が推定されたことから、この一帯

をD区 とし、南門跡を検出する目的で調査を実施 した。

調査は平場よリー段上の畑の南側に東西6.5m・ 南北3.0～ 6.Omの第 1ト レンチ、また、その南

西側の平場に東西3.0～ 5.Om。 南北3.0～6.Omの 第 2ト レンチ、その西側に東西1.8m。 南北3.Om

の第 3ト レンチを設定した。

O調査の結果

(遺 構 )

第 1ト レンチを表土から約 1.3～ 1.5m掘 り下げると厚 さ 5 clll程 のにぶい橙色を呈した粘質土層の

水平面を検出した。この層の下層には黒褐色ローム層が15clll程堆積 した後、鬼界カルデラ噴出火山

灰層 (以下、シラス火山灰層 と呼ぶ)に至る。にぶい橙色粘質土層はかなりの粘性を帯びてお り、

推定寺域内の基本層には認められない。唯一柱痕跡内から検出される黄白色粘質上が類似 している

ことから人工的に敷設 されたものであろうと判断した。この層は トレンチの東西全域及び中央から

北側にかけての4.Om強 に亘 り敷設 されているが、 トレンチ南側の平坦面からは表土から15clll程掘

り下げるとシラス火山灰層が検出されることから高さ約20clllの基壇状になる。本調査区は南北小路

の東側に民家が所在 しており、推定中軸線よりやや西側に設定したことから、この粘土層は南門西

側に取 り付く東西築地塀の基壇痕跡である可能性が高い。本 トレンチの東側からは昭和36年度第 1

トレンチが検出され、当時の調査でシラス火山灰層まで掘削されており、南門関連の遺構などは検

出されていない。

調査区西側に設定した第 2ト レンチでは表土から約20cIIl掘 り下げた地点でシラス火山灰層を検出

し、この層で遺構検出を実施 した結果、 トレンチ南東隅から小規模の鍛冶跡 とみられる不整形の掘

り込みを検出した。このことから、この不整形の掘 り込みの範囲を確認するため第 2ト レンチ西側

に第 3ト レンチを設定した。この不整形の掘 り込みは南側を検出していないことから、正確な形状

は不明であるが、 トレンチ内で確認 した形状は北側が尖る不整形の三角形プランを呈す。
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日g.115 KB」 3C区第 1トレンチ平面図(1/200)

tOYR2/2  しまりあり
,5YR2/  しまりややあり
,6YR2/2 しまりあり
,5Y貶/2 しまりあり
iOYR2/2  しまりあり
,OYR1 7/1 しまりなし
,SYR2/1 しまりなし
,5YR,7/1 しまりあまりなし
,5YR3/1 しまりあり
,5YR2/1 しまりややあり

粘性あり   埋■。白色粘■の小粒を含む。
粘性あり   埋土。上層との層界漸移。
お性あり   埋■。
粘性あり   埋■。砂粒を多少含む。lcm程 の上器片を含む。アカホヤ,中ク小粒を含む。
粘性あり   埋■。少量の機物根を含む。

Fig.116 KB」 3C区第1トレンチ南東側土層断面図(1/40)

第 1ト レンチ
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第 3ト レンチ 第 2ト レンチ

日gl17 KB」 6D区第1～ 3ト レンチ平面図(1/200)

］］】］］］］

しまりなし   粘性なじ   表土。ホ根多し。ビニール等お`入つている為、後世攪乱層である。
しまりなし   粘性なし   埋土。Sa6年 度調査時の第1トレンテである。
しまりなし   船性なし   少量火山粒を含む。
しまりややあり 粘性ややあり 下層に火山れをかなり含む。
しよりあり   粘性なし   文明ポラと思われる火山灰層。
しまりあり   粘性ややあり 文明ボラと思われる火山灰層下層。
しまりあり   やや粘性あり 粘■。国分寺期の整地層か?

日g.118 KB」 6D区第 1トレンチ北壁土層断面図(1/60)
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匡三コ 鉄宰出土範囲

日g.119 KBJ6D区 第 2・ 3トレンチ平面図(1/40)

t iOYRe/3 し女りなし   粘性あり   表と。木根多し。
2 7.SYR4/4                焼と。鉄さいを多く含む。粘上を含む。
, iOYR3/2                2層 の鉄分を凝み込んている。
4 iOYR5/6 しまりあまりなし 粘性あまりなし 粘土を多く含む。5層 の砂層をブロック状に含む。
5 ,SYR6/8 しまりややあり         粘上の多くを含むの塩 粘性は強い。自色の粘■(きれいな)を含む。

日g.120 KBJ6D区 第2ト レンチ西壁土層断面図(1/40)
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日g.121 KBJ12E区 第1～ 3トレンチ平面図(1/200)
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(遺 物 )

第 1ト レンチからは掘削途中に古瓦片や土師器・須恵器片が少量出土した程度である。

第 2ト レンチからは トレンチ中央で検出した三角形プランの掘 り込み内から仏具の未製品と予想

される鉄製品や鉄洋 (総重量 6 kg)、 焼土 (総重量12kg)及び斬の羽 口 1点、無文瓦片 1点、土師

器片10点 が出土した。 しかし、年代を比定できるような遺物は出上しておらず、遺構の年代は不明

である。出土遺物から寺で用いられた仏具などの簡易な補修を行つた鍛冶遺構の可能性が高い。

3)第 12次 DttE E区第 ¬～ 3ト レンチ

O調査原因と調査法

昭和23年度の日向考古調査団による調査で地勢などから日向国分寺跡の寺域は方 2町程度 と推定

されてきた。 この調査の際、 日向国分寺跡が所在する中間台地東端に西都原古墳群第222・ 223号墳

(円 墳)が所在 し、これら古墳を含まない範囲に寺域東端が推定されている。現在、これ ら古墳の

間には市道が南北に延びてお り、昭和36年度の調査の際にも、この市道 と東西道路が接する箇所周

辺に東門の礎石 と推定される礎石 2個が東西道路南狽1沿 いに東西に並んで所在 していた。その後、

昭和47年 にこの一帯は民間業者による宅地造成が行われ、この礎石の行方はわからなくなつて しま

つている。これら礎石が所在 した箇所は推定中軸線から東に約90mの地点に位置していたことなど

から方 2町四方の寺域が推定された。

その後、平成元年度に現在、国分公民館が所在する北側の畑を宮崎県教育委員会が調査 した際、

この畑の東端に南北柱穴列 1条 とその東側から南北溝状遺構 1条が検出された。この柱穴列及び南

北溝状遺構を寺域東端の遺構であると仮定した場合、推定中軸線からの距離は約75mを測 り、寺域

の東西幅は約 150mと 復元できた。国分寺の寺域を仮に正方形 と仮定 し、伽藍西門の中央を寺域南

北の中軸線 とした場合、中門跡から南に約1lmの箇所に寺域南辺が復元された。また、復元 された

地点東側に所在する杉林内を第 5次 B区 とし調査を実施 した際、第 1・ 3ト レンチから東西区画溝

1条 を検出していたことから、本地点より南門跡ないしは区画溝が検出される可能性が推定された。

このことから、中門跡から南側畑間をD区 とし、北からトレンチ 3本 (第 1～ 3ト レンチ)を設

定 した。第 1ト レンチは東西2.5m・ 南北4.5m、 第 2・ 3ト レンチは東西3.Om。 南北5.Omで ある。

これ らトレンチは、最終的には第 1～ 3ト レンチを繋ぎ、東西3.Om・ 南北19,Omの調査区とした。

その後、第 3次 C区第 1ト レンチを設定した箇所の北側をE区 とし、D区から西へ約18m離れた

箇所に東西3.Om。 南北6.Omの第 1ト レンチ、また、第 1ト レンチの東側に東西1.Om・ 南北3.Om

の第 2ト レンチ、西側に東西1.Om・ 南北6.Omの 第 3ト レンチを設定 し、調査を実施 した。

O調査の結果

(遺 構 )

D区第 1ト レンチは表土から20～ 30cm程掘削した地点でアカホヤ火山灰層下層の黒褐色ローム層

を検出したことから本地点は既にかなりの削平を受けていることが判明し、この黒褐色ローム層を

遺構検出面とした。第 1ト レンチ南側からは不整形土坑 1基 (SC l)と トレンチ東側に南北帯状に

明褐色粘質土が検出され、この不整形土坑内には古瓦や川原石のみが包含 されていたことから、国

分寺の遺構は黒褐色ローム層で検出されることが明らかになつた。この不整形土坑を検出した東側
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延長線上には第 5次 B区第 1・ 3ト レンチの調査により東西区画溝 と推定される東西溝状遺構 1条

を検出していたことから、当初、このラインで何 らかの区画がなされていたと予想 していたが、第

1ト レンチから東西区画溝は検出できなかつた。一方、 トレンチ東側で検出した南北帯状の明褐色

壮質上を掘削 した結果、昭和36年調査第 1ト レンチであることが判明した。当時の トレンチは本地

点をほぼ北端にし、南側へ35.5m掘削されており、この トレンチ南端は第 6次 B区第 1ト レンチ東

側で検出した。この トレンチ内の埋土を全て掘 り上げた結果、 トレンチの底はシラス火山灰層まで

達 していることが判明した。昭和36年度の調査報告書には、寺域には黄色砂粒土が人為的に敷設 さ

れているとの記載があるが、その後の調査で人為的に敷設 された黄色砂粒土層 と判断できる層が検

出できなかつたことから、黄色砂粒土層 とはアカホヤ火山灰層ではないかと疑問を抱いていた。昭

和36年調査第 1ト レンチを完掘 した結果、シラス火山灰層上面で掘削が終了していた。また、当時

の第 2ト レンチからも表土下に黄色砂粒土層が検出されていることから、当時の調査ではアカホヤ

火山灰層を黄色砂粒土層 と判断し、本地点でもアカホヤ火山灰層を検出する目的で掘削した結果、

シラス火山灰層を同一の黄色砂粒土と誤解 し、シラス火山灰層まで掘削 したと思われる。

次に第 2ト レンチからは第 1ト レンチ南側で検出した南北に長い不整形土坑 (SC l)の 続きが検

出され、南側に延びていることが判明した。また、第 3ト レンチ北側では南北幅約3.2～ 3.4m・ 深

さ約 10～ 20cmの溝状の窪み (SE l)を 検出したが、畑耕作に伴 う後世の攪乱であろうと予想 される。

これ らのことから、D区では南門に関連する柱穴や寺域南端を示す遺構などは検出できず、第 6

次D区第 1ト レンチで検出したにぶい橙色を呈する壮質上が南門西側の築地塀痕跡である可能性が

一層高まり、この東側に南門が所在 したと推定される結果 となつた。

次にE区第 1ト レンチからは トレンチ南側から黒褐色ローム層を検出したが、 トレンチの中央や

や南から北端まで瓦片や土器片が包含される黒色上を埋土とする掘方を検出した。当初、調査箇所

は近年まで畑 として利用されていたことから、この黒色土も土地改良などによる攪乱と予想 したが、

トレンチ南側で検出した黒褐色 ローム層検出面から約1.Om掘 り下げた地点で漸 く掘方の底を検出

したことから、かなり深 くまで人為的に掘削されていることが判明した。この掘方上層を少し掘 り

下げた結果、掘方内からは多量の遺物が出土すると予想 されたことから、 トレンチを東西半分に分

け、西側のみ掘 り下げることとした。地山まで掘削する途中で平瓦を数枚を立てて、()状 に向か

い合わせ竃としたものや遺存状態の良い丸瓦や土師器坑などが出土したことから、この掘方内をあ

る程度埋設 した後に大規模な調理施設等が建設 された可能性がある。この掘方の広がりを確認する

ため第 1ト レンチの東側に第 2ト レンチ、西側に第 3ト レンチを設定 し調査を実施 した結果、両 ト

レンチ北側から同一掘方を検出し、本地点から北側にかけてかなり大規模な掘削が行われているこ

とが判明した。この掘方内からは10世紀代の上師器等が出土し、10世紀代に寺域南東側の大規模な

改変が実施されたようである。この掘方の北側への広がりの確認を実施 したかつたが、北側の畑で

は野菜等の栽培が行われていたことから、調査できなかつた。

(遺 物 )

D区から出上した遺物は第 1ト レンチ南側の不整形土坑内に集中しており縦縄瓦片23点 、横縄瓦

片21点、無文瓦片69点 、格子 目瓦片 7点、須恵器片 1点 が出土した。第 2ト レンチでは第 1ト レン

チから続く不整形土坑内から縦縄瓦片 6点、無文瓦片 5点、陶磁器片 1点が出上した。第 2ト レン
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チと第 3ト レンチ間及び第 3ト レンチ北側には溝状の窪みが所在 し、この中から軒平瓦片 1点、縦

縄瓦片23点 、横縄瓦片H点、無文瓦片96点、格子 目瓦片 3点、須恵器片 2点、陶磁器片14点、寛永

通宝 1点が出土した。また、この溝状窪み南側の精円形窪みからは横縄瓦片 1点、無文瓦片 4点、

幅0.5m。 長 さ1.6mの 長方形土坑からは縦縄瓦片 1点、無文瓦片 3点が出土した。また、第 3ト レ

ンチ南西隅の南北に長い窪みからは縦縄瓦片 1点、南東側の平坦面からは横縄瓦片 1点が出土した。

次にE区では第 1ト レンチを表土から10～ 30cIIl程 掘 り下げるとトレンチ南端より北に約2.2mの

地点から北にかけて多量の遺物が出土した。出土遺物は縦縄瓦片 8点、横縄瓦片11点、無文瓦片89

点、格子目瓦片 7点、平行条線文瓦片 1点、土師器片72点、陶磁器片 1点、鉄片 1点である。

その後、掘方内に包含 されている遺物量が膨大であると予想 されたことから、 トレンチを東西に

分け、西側のみを掘 り下げた結果、軒丸瓦片 1点、縦縄瓦片 2点、横縄瓦片 7点、無文瓦片36点、

格子目瓦片10点 、土師器片37点、須恵器片 3点が出上した。 さらに下げると、平瓦の凹面を向かい

合わせて立てた竃状の施設が検出され、その南側に円形窪みを検出した。この円形窪み内からは格

子 目瓦片 1点、土師器片 1点が出土した。その他、周辺からは横縄瓦片 1点、無文瓦片 2点、土師

器片 3点が出土した。本 レベルで竃状の施設を検出したが、この下層からも遺物が出土すると判断

したことからトレンチ西半の北側に一辺 1.Omの 方形サブ トレンチ、南側に東西1.Om。 南北0.3m

の長方形サブ トレンチを設定し、床面の検出に努めた。方形サブ トレンチ上層からは縦縄瓦片 4点、

横縄瓦片 1点、無文瓦片 13点 、格子 目瓦片 4点、土師器片 4点、第 2層 目からは無文瓦片16点 、格

子 目瓦片11点 、第 3層 目からは無文瓦片 6点、第 4層 目からは横縄瓦片 1点、無文瓦片11点、格子

目瓦片 2点、最下層からは縦縄瓦片 1点、横縄瓦片 1点、無文瓦片 9点、格子 目瓦片 5点が出上し

た。また、南サブ トレンチからは無文瓦片 4点、格子 目瓦片 3点、土師器片 1点が出上した。

また、これ と併せて トレンチ東側中央で検出した直径約60～ 80clllの柱穴 3つが切 り合っていると

予想 される遺構からは縦縄瓦片 1点、無文瓦片 8点、格子 目瓦片 6点、平行条線文瓦片 2点が出土

し、この周辺からは無文瓦片 4点、平行条線文瓦片 1点、土師器片 4点が出上した。

4)ま とめ

第 3次 C区第 1ト レンチの調査は南門跡検出という目的よりは伽藍外西側にも想定された塔跡や

寺域南限の囲施設などを検出する目的で実施 したが、これ ら遺構は検出できなかつた。

次に第 6次 D区第 1～ 3ト レンチは以前から南門跡 とされてきた平場及び昭和36年度調査で推定

された平場よリー段上の畑の調査を実施 した。その結果、第 1ト レンチを表土から約1.3～ 1.5m掘

り下げた地点から厚 さ 5 cm程のにぶい橙色粘質土層を検出し、これが南門西側の築地塀痕跡である

可能性が高まつた。 しかし、当時の調査では南門西側の築地塀跡 と断定できず、平成元年度の調査

により国分公民館北側で検出された南北柱穴列が寺域東端の遺構である可能性も浮上 したことか

ら、寺域が方1.5町四方になる可能性も推定し、推定中軸線の西側に東西3.Om。 南北19.Omの調査

区を第12次調査D区 として設定 した。 しかし、南門に関連する遺構は検出できなかつたことから、

南側のにぶい黄橙色粘質上で構成 される基壇状遺構が寺域南限の築地塀であると判断した。

また、第12次 E区では東西18.Om以上、表土からの深 さ1,75mを 沢1る 掘方を検出し、この掘方内

から多量の古瓦片及び10世紀代の上師器片等が多く出上したこと、また、平瓦を転用 した竃状施設

を検出したことなどから、10世紀代には寺域南西側に連厨などが建立されたと推定される。
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2.東西掘立柱建物跡及び周辺 (Fig.127～ 131)

O位置 (K-10グ リンド)

東西掘立柱建物跡は東西道路北側に所在する国分公民館北側の畑に位置する。

O調査年次

調査は第 7次 C区第 1～ 5ト レンチとして実施 した。

1)第 7次 C区第 1～ 5ト レンチ

O調査原因と調査法

平成元年度に実施された宮崎県教育委員会よる確認調査の際、当時、本地点に設定 した第 6ト レ

ンチより方形柱掘方で構成される第 1期東西掘立柱建物跡 と円形柱掘方で構成 される第 2期東西掘

立柱建物跡がやや南北にずれた状態で検出された。この東西掘立柱建物跡は推定寺域北東側に所在

することや東西に長い建物跡であることから、僧坊ないし食堂跡 と推定された。 しかし、柱掘方に

は切 り合い関係が認められず前後関係は明らかにされていない。また、調査区東側に設定 された第

7ト レンチ東端からは東西幅約2.2mの南北溝状遺構 1条、その西側からは長軸 50cIIl・ 短軸 30cIIl程

の楕円形柱穴及び長軸80cm・ 短軸50～ 60cIIl程 の長方形柱穴で構成 される南北柱穴列 1条が検出され

た。これ ら南北溝状遺構及び南北柱穴列は寺域東辺を示す遺構である可能性も推定されていたこと

から、これ ら遺構 とその周辺に第 1～ 5ト レンチを設定 し、再度調査を実施することとした。調査

は東西掘立柱建物跡の柱間を考慮すると1.0～ 2.Om幅 の トレンチでは狭小であることから最低3.0

m幅 とし、第 1ト レンチは平成元年度調査で 2時期の掘立柱建物跡が検出された地点の南側に東西

7.Om。 南北10.Om、 第 2・ 3ト レンチは調査区東側で検出された南北柱穴列の南北端に東西 12.0

m。 南北4.Om、 第 4ト レンチは東西掘立柱建物跡北側に東西10.Om。 南北3.Om、 第 5ト レンチは

東西掘立柱建物跡の北側東西柱穴列推定箇所に東西14.Om。 南北4,Omで設定 した。

O調査の結果

(遺 構 )

第 1ト レンチは畑の耕作土を約20cm掘 り下げるとアカホヤ火山灰層上層の黒色粘質上を検出した

が、本層は表土から浅く、畑 としての攪乱が著 しかつたことから、それより約20cm掘 り下げたアカ

ホヤ火山灰層で遺構検出を実施 した。 トレンチ西側から東西幅0,8～ 1.2m・ 深 さ25～ 35clllの 南北溝

状遺構 1条 (SE l)を 検出した。この溝状遺構は本 トレンチ北側に位置する平成元年度第 6ト レン

チでも検出されてお り、東西掘立柱建物跡内を縦断し、やや西にカーブしながら南へ延びる。また、

トレンチ中央から南側にかけては直径約35～ 90cmの ピット群を検出し、これらピッ トは南北溝状遺

構が埋没 した後に掘削されていることから、後世の建物等に伴 う柱穴と予想 される。

第 2ト レンチは第 1ト レンチ同様に表土から20～ 40cm程掘 り下げるとアカホヤ火山灰層上層の黒

色粘質土を検出し遺構検出を実施 したが、平成元年度第 7ト レンチがアカホヤ火山灰層で遺構検出

を実施 していたことから、最終的にはアカホヤ火山灰層まで掘削した。 トレンチ東端から南北溝状

遺構 1条 (SE 2)、  トレンチ中央から一辺約3.Omを 測る不整形窪み、また、平成元年度南北 トレ

ンチ中央から長軸0.8m・ 短軸0.7mの 方形柱掘方 1つ と直径30～ 50clllの柱穴 4つ、 トレンチ全体か
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ら直径30～ 50cIIlの 柱穴やピット10～ 20個 などを検出した。

第 3ト レンチは表土から約30cm掘 り下げるとアカホヤ火山灰層を検出し、この層を遺構検出面と

した。 トレンチ東端から第 2ト レンチ同様に南北溝状遺構 1条 (SE 2)、 また、平成元年度南北 ト

レンチ東端から東西幅 1.2～ 2.4mの南北溝状遺構 1条 (SE 3)、 中央から長軸0.9m・ 短軸0.5m程

の方形柱掘方 3つ、直径 30～ 40cmの柱穴 2つなどを検出した。また、 トレンチ中央南北溝状遺構東

側及び トレンチ西側からは直径30～50cmの ピットを数個ずつ検出した。第 2・ 3ト レンチ東端で検

出した南北溝状遺構は両 トレンチよりも南北に延びていると予想できたが、両溝内からは近世の陶

磁器片も数点ずつ出土したことから、後世に掘削された排水溝である可能性が高いと判断した。

第 4ト レンチは表土から30～ 40cm掘 り下げるとアカホヤ火山灰層を検出し、この層を遺構検出面

とした。 トレンチ東側から南北溝状遺構 1条 (SE l)、 西側から深 さ約1.2mを測る南北溝状遺構

1条 (SE 4)を 検出した。東側の南北溝状遺構は第 1ト レンチで検出した南北溝状遺構 と同一溝で

ある。また、西側の南北溝状遺構は西肩が トレンチ内に収まらないことから規模は明らかにできな

いが、東西幅3.5m以上の大溝になると予想 される。

第 5ト レンチは表土から約20cm掘 り下げると平成元年度に検出した東西掘立柱建物跡の東側南北

柱掘方列をアカホヤ火山灰層上層の黒色粘質上で検出したことから、この層を遺構検出面とし調査

を実施 した。 トレンチ中央部に後世の攪乱 と予想 される直径約4.Om・ 深 さ20～ 30cIIl程の精円形窪

みが形成 されていたが、柱掘方は辛 うじて遺存 していた。 トレンチ内からは平成元年度の調査で推

定 された 2時期の掘立柱建物に伴 う柱掘方を検出したが、東西掘立柱建物跡南側柱掘方同様に切 り

合っておらず前後関係は明らかにできなかつた。検出した 2条の柱掘方列は南列が平成元年度調査

の方形柱掘方列と同時期の建物柱掘方 と推定 されるが楕円形に近い形状であつた。また、各柱掘方

の柱間は南側柱穴列が2.4～ 2.7m(8～ 9尺 )、 北側柱穴列が2,1～2.4m(7～ 8尺)で穿たれて

いる。 したがつて、柱間は南側柱掘方列 ともほぼ一致 し、 2時期の東西掘立柱建物跡であることは

間違いないと判断した。また、 トレンチ西側からは東西幅0,8～ 1,lmの南北溝状遺構 1条 (SE 4)

を検出し、この溝は第 4ト レンチ西端で検出した大溝 と同一溝状遺構 と予想 される。

(遺 物 )

第 1ト レンチ東側で検出した南北溝状遺構 (SE l)か らは軒丸瓦片 1点、縦縄瓦片 17点 、横縄瓦

片32点、無文瓦片41点、格子 目瓦片 8点、土師器片21点 、須恵器片 4点、陶磁器片 1点、直径40～

50clllの 柱穴 Plか らは縄 目瓦片 1点、東サブ トレンチ内からは縦縄瓦片 3点、無文瓦片 1点、縄文

土器片 1点が出土した。

第 2ト レンチからは東側南北溝状遺構 (SE 2)か ら縦縄瓦片 1点、無文瓦片 1点、土師器片 1点、

須恵器片 1点、陶磁器片 5点が出土した。また、 トレンチ中央には一辺3.Om程 の不整形窪みが検

出され、この窪みからは横縄瓦片 2点、無文瓦片 3点、土師器片 3点、陶磁器片 1点が出土した。

第 3ト レンチからは東側南北溝状遺構 (SE 2)か ら縦縄瓦片 1点、調査区西側から土師器片 2点

が出土 したのみである。

第 4ト レンチからは縦縄瓦片10点 、横縄瓦片H点、無文瓦片31点 、平行条線文瓦片 1点、土師器

片は製塩土器片 1点・内黒土器片 2点を含む36点、須恵器片 4点、陶磁器片 2点、有肩打製石斧 1

点が出土した。トレンチ東側で検出した南北溝状遺構 (SE l)か らは縦縄瓦片 6点、横縄瓦片10点 、
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第 1ト レンチ北側中央ベル ト北壁
, iOYR3/1黒 褐色 ややしまる      ■器くず入る。
2 iOYR2/2黒 褐色 ややしまる      土器くず入る。褐色フ

・ロックが多く混じる。
e iOVR1 7/1黒色  しよりなし 給性強い

2ト レンチ東側SE2南壁
IOYR3/2黒 褐色        ややしまる
IOYR2/1黒 色         しまりなし
lllYRa/3暗 褐色、10YR2/3黒 褐色 しまりあり
10YR2/1黒 色          しまりなし
10YR3/3晴 褐色、10YR2/3黒褐色

粘性ややあり i器《ず入る。木根が入る。
粘性あり   ■器片。礫石が入る。
粘性あリ   ロームのデロックによる層。地山風化層。
粘性強い  水分あり。滞最下層に流れ込む。

第 3ト レンチ東側SE2北壁
10YR3/2黒 掲色 しまりなし 粘性弱い 耕作土。            ~
10YR2/2黒 褐色 しよりなし 粘性   褐色フロック・傑 `木根が入る。
10YR3/1黒 褐色 しまりなし 粘性   瓦片 須恵器片 礫が多く入る、″層より晴い色調。
10YR2/3黒 褐色 しまりなし お性強い 礫が入る、3層 より明るい。
10YR3/8惜 褐色 しよりなし 粘性強い 縄色デウクが多く混じる、地山層。
10YR2/2黒 褐色 ややしまる 粘性   陶器片が入る、湾最下層埋土。

電

穆

第 5ト レンチP2東壁
1 ,OYRS/410YR1 7/1 しまりややあり 粘性あり (柱穴痕)

2 ,OYR1 7/1     しまりややあり 活性あり

Fは 129 KB」7C区トレンチ土層断面図(1/40)

日g130 東西掘立柱建物跡及び周辺出土軒丸瓦(1/4)

軒丸23
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KB」 7C区第 1ト レンチ
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KB」 7C区第 5ト レンチ

15cm

355

東西掘立柱建物跡及び周辺出土土器(1/3)Fig 1 31
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無文瓦片17点、格子目瓦片 4点、製塩土器片 1点を含む土師器片13点、須恵器片 4点、陶磁器片 1

点が出土した。

第 5ト レンチからは東側南北溝状遺構 (SE l)よ り軒丸瓦片 1点、縦縄瓦片 9点、横縄瓦片19点、

無文瓦片32点 、格子目瓦片 5点、土師器片21点、須恵器片 4点、陶磁器片 1点 、中央窪み及び周辺

からは縦縄瓦片 3点、横縄瓦片 8点、無文瓦片13点、土師器片 9点、須恵器片 2点、西側南北溝状

遺構 (SE 4)か らは縦縄瓦片 6点、横縄瓦片21点 、無文瓦片16点 、格子 目瓦片 5点、土師器片 8点、

須恵器片 2′点、縄文土器片 f′点が出土した。

2)ま とめ

平成元年度宮崎県教育委員会の確認調査により本地点に設定された第 5ト レンチより2時期の東

西掘立柱建物跡、第 7ト レンチから南北柱穴列及び南北溝状遺構がそれぞれ 1条ずつ検出されてい

た。 しかし、東西掘立柱建物跡は南側及び東側柱掘方列のみ検出されていたことから、本調査は東

西掘立柱建物跡北側柱掘方列の確認、また、第 7ト レンチで検出されていた南北柱穴列及び南北溝

状遺構の性格の特定を目的とし実施した。

調査の結果、本年度設定した第 5ト レンチから東西掘立柱建物跡北側東西柱掘方列 2条 を検出し、

南側同様に 2時期の柱掘方が所在することが明らかになり、柱間も揃 うことからこれら柱掘方は 2

時期の東西掘立柱建物跡であることが判明した。南側に所在する方形柱掘方で構成 される建物は梁

行5.4m、 北側に所在する円形柱掘方で構成される建物は梁行5.lmである。両建物の西には南北溝

状遺構 (SE 4～ 7)が所在することから建物の西端は明らかにできなかつた。 しかし、両建物 とも

5間以上になることは間違いなく、第 5次 C区 として調査を実施 した本地点の西側に所在する南北

進入路下からは同様の柱掘方を検出していないことから、この進入路までは延びていないと予想さ

れる。また、これら2時期の掘立柱建物跡は推定中軸線よりやや時計回りに振れていることから、

第 3期伽藍に伴 う建物である可能性が高い。

次に平成元年度第 7ト レンチで検出された南北柱穴列 と南北溝状遺構を第 7次 C区第 2・ 3ト レ

ンチとして再度検出し、調査を実施 した。南北柱穴列は第 3ト レンチ南端までは確実に検出できた

が、 トレンチ中央から北にかけて検出されるピントはこの柱穴列に伴 う柱穴と断定できなかつた。

調査区の都合上この北側の調査は実施できなかつたことから、この柱穴列がまだ北側に延びるのか

は不明である。一方、柱穴列南側は第 2ト レンチ南端でも柱穴列に伴 う柱穴を検出したことから、

第 2ト レンチ南側にも延びていることが判明した。また、両 トレンチ東端で検出した南北溝状遺構

(SE 2)か らは近世の陶磁器片が数点ずつ出上したことから、後世の排水溝 として掘削された可能

性が高い。 しかし、これら陶磁器片と併せて古瓦片が出土していることから、寺域東側の区画溝が

近世にかけても使用された可能性も残る。
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3.南北掘立柱建物跡 (Fig.132～ 136)

O位置 (K-12グ リッド)

南北掘立柱建物跡は木喰五智館東側、現在、来館者駐車場として整地されている箇所に所在する。

O調査年次

調査は第 9次 B区 として実施 した。

1)第 9次 B区

O調査原因と調査法

当該地は平成 15年度に土地売却の恐れが生 じたことから、西都市が約320だ を買収 し、日向国分

寺跡及び木喰五智館来館者用駐車場及び仮設 トイレを新設することとなり、事前調査を実施 した。

調査は東西14.1～ 15.3m。 南北14.6～ 16.2mの約230ピ を対象 とした。本地点は現表土から30～ 5

0clll程 を重機にて掘 り下げた結果、アカホヤ火山灰層は既に削平されていたことから、アカホヤ火

山灰層下層の黒褐色ローム層を遺構検出面とした。

O調査の結果

(遺 構 )

調査区北西側から方形柱掘方で構成される南北掘立柱建物跡、調査区南側から東西溝状遺構 1条、

また、調査区東側からは近代の貯蔵穴と予想 される円形土坑 3基を検出した。

検出した南北掘立柱建物跡に伴 う方形柱掘方は計 8つであり、一辺約0,7～ 1.4mを測る。西側南

北柱穴列の中央柱以外には方形柱掘方のほぼ中央に直径約40cmの柱痕跡が遺存 し、柱穴内は黄白色

粘質上が堆積 していた。柱掘方内に円形を呈した柱痕跡が遺存 していたことから、第 1期講堂跡や

回廊跡同様に柱は地表面で伐採されたか、抜き取られたと予想 される。

これ ら柱掘方から復元される建物の軸は創建期の伽藍配置に対応 し、この施設は国分寺が創建期

の伽藍配置で機能 している間に建立された可能性が高い。アカホヤ火山灰層は既に消失し、黒褐色

ローム層を検出したことから、後世の開発により上部をかなり削平されているものと推定される。

柱掘方に関しては、半裁などの掘削を実施 していないことからピンポールス>ッ キでの調査であ

るが、深 さは遺構検出面から15～ 50cIIl程 を測つた。 しかし、北面の東西柱掘方列の内側 2つの柱掘

方に伴 う柱痕跡は、深 さ約50cmと 深く、主柱 としての機能をもつていた可能性が高い。

建物の形状は、桁行 2間以上・梁行 3間 と推定され、南北に長い建物になると予想される。柱間

は梁行2.lm(7尺 )、 桁行は東側で3.Om(10尺)を測る。但 し、西側柱穴列については北西隅の

柱掘方から南に 2番 目 (P2)の 柱痕跡が検出できず、北端 と南端の柱掘方内柱穴で計測すると5。

8m(約 19尺 3寸)と 左右対称ではないようである。また、北面の柱掘方列北側には直径約40cmの

円形柱穴 3つを検出し、北側に庇を伴 う可能性も残る。これらから復元するとこれら方形柱掘方で

構成される建物は、南北二面庇の掘立柱建物である可能性が高い。

また、調査区の南側から検出した東西溝状遺構は南北幅約6.Om・ 深 さ約70cmを 測る。この溝内

からは古瓦片や陶磁片など約500点 が出土し、溝底に一辺 1.2～ 1.5mを 測る方形掘方の近世墓 2基

を検出した。これら2基の近世墓からは、寛永通宝が数点ずつ出土した。これ ら遺構や遺物から溝
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状遺構は近世の所産であることが明らかになつたことから、西側半分のみを掘削し、東側は遺構検

出面で溝幅の調査に留めた。この溝状遺構内からは北側の南北掘立柱建物に伴 う柱掘方が検出でき

ず、溝掘削時に削平されたと予想 される。 したがつて、南北掘立柱建物の桁行は不明である。

(遺 物 )

本調査は排土置き場の関係上、調査区の西側の調査を先に実施 し、その後、東側の調査を実施 し

た。まず、調査区南西側で検出した東西溝状遺構上層からは、縦縄瓦片16点、横縄瓦片42点、無文

瓦片138点、格子 目瓦片 7点、土師器片37点、須恵器片 6点、陶磁器片22点、鉄器片 4点が出上し

た。中層からは軒丸瓦片 1点、縦縄瓦片13点、横縄瓦片13点、無文瓦片48点、格子 目瓦片 4点、土

師器片 7点、須恵器片 5点、陶磁器片 6点が出上した。下層からは縦縄瓦片23点 、横縄瓦片19点、

無文瓦片65点 、格子目瓦片 4点、土師器片 6点、須恵器片 3点、陶磁器片 6点が出土した。

次に調査区南東側で検出した溝状遺構上層からは縦縄瓦片 1点、横縄瓦片 7点、無文瓦片25点 、

格子目瓦片 1点、土師器片 1点、須恵器片 1点、陶磁器片 1点が出上した。

調査区北西側で検出した方形柱掘方や柱穴については、遺構保存のため上層のみを僅かに掘 り下

げた程度であったこともあり、遺物は出上しなかつた。また、東側からは近世の貯蔵穴と予想 され

る円形土坑 3基や調査区東端に浅い窪みを検出したが、これ らに伴 う遺物も出土していない。

2)ま とめ

本調査では調査区北西側に一辺0,7～ 1.4mの方形柱掘方で構成された南北掘立柱建物跡を検出し

た。この建物跡は梁行 3間であるが、桁行については調査区南側に大規模な東西溝状遺構が所在 し、

この構状遺構掘削時に柱掘方が削平されてしまつており不明である。

上記のように主要伽藍外南東側に掘立柱建物跡が確認 された例としては、安芸国分寺跡で 「東方

建物群」として紹介 されている掘立柱建物跡などの例がある。この建物は平成 12年度の確認調査で、

数棟の建物跡 と予想 される遺構が検出され、墨書土器も数点出土しているが、建物の内容に関して

は明らかにされていない。本寺の場合も南側の近世の東西溝状遺構から瓦片等が多量に出上したの

みで、建物の性格を示すような遺物は検出できなかつた。

ζを7

0

||「  ~F i~~ ~ ~f

15cm

日g136 南北掘立柱建物跡出土軒丸瓦(1/4),土 器(1/3)

軒丸25
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4.推定寺域北側の調査 (Fig.137～ 142)

O位置 (F・ G-6グ リンド)

本地点は第 3次 A区の調査で検出したわH藍西門跡から北に約80mの地点に平成16年度まで所在 し

た農業用倉庫周辺に位置する。

O調査年次

調査は第 7次A区第 1～ 4'ト レンチ (平成13年度 )、 第10次 E区第 1～ 10ト レンチ (平成16年度 )

の計 3次に亘 り実施 した。

1)第 7次 A区第 ¬～ 4ト レンチ

O調査原因と調査法

第 5次 A区の調査で検出した中門跡から復元 した推定中軸線の西、東西道路から北に約100mの

地点に所在する農業用倉庫東側及び南側周辺に寺域北端を推定し、第 1～ 4ト レンチを設定した。

トレンチは北から東西2.Om・ 南北7.Omの 第 1ト レンチ、東西7.Om。 南北3.Omの 第 2ト レンチ、

東西6.Om。 南北3.Omの 第 3ト レンチ、東西8.Om・ 南北2.Omの 第 4ト レンチを設定した。

O調査の結果

(遺 構 )

第 1ト レンチは表土から約40cm掘 り下げたアカホヤ火山灰層で遺構検出を行つた結果、 トレンチ

南側より東西1.4m。 南北2.Omの楕円形土坑 1基 (SC l)、 トレンチ中央やや南側から縄文早期の

集石遺構 1基、やや北側から東西 0。 6m。 南北 0。 35mの楕円形土坑 1基 (SC 2)、 トレンチ北東側

では北東隅へ向けて 2段で傾斜する段落ちを検出した。

第 2ト レンチは表土から25～ 50cm掘 り下げた地点よリアカホヤ火山灰層下の黒褐色ローム層を検

出し、アカホヤ火山灰層は削平されていた。黒褐色ローム層で遺構検出を行つた結果、 トレンチ東

端から深 さ約20cIIlの 南北溝状遺構 1条 (SE l)、 トレンチ中央から幅35～ 60cm・ 深 さ10～ 20cmの南

北溝状遺構 2条 (東よりSE 2・ SE 3)、 トレンチ全体から直径35～ 45cmの柱穴 5つを検出した。

第 3ト レンチは表土から約50clll掘 り下げたアカホヤ火山灰層で遺構検出を行つた結果、 トレンチ

東端から深 さ約1.8mを測る南北溝状遺構 1条 (SE 4)、 その西側から直径約40clllの 柱穴 1つ、長

軸 0。 9m。 短軸0.6mの 上坑 1基 (SC 3)を検出した。

第 4ト レンチは表土から約25clll掘 り下げたアカホヤ火山灰層で遺構検出を行った結果、 トレンチ

中央の大半は攪乱によリアカホヤ火山灰層が既に削平されていた。また、 トレンチ南西隅では東西

1.lm。 南北0.9mの 方形土坑 1基検出したが、遺構の性格については明確にできなかつた。

(遺 物 )

第 1ト レンチ南側で検出した楕円形土坑 (SC l)か らは弥生土器片12点、 トレンチ北東側の段落

ち内からは格子目瓦片 2点、土師器片 1点を出上した。

第 2ト レンチ西側で検出したSE 3か らは土師器片 1点、須恵器片 2点が出土した。

第 3ト レンチ東側のSE 4か らは古瓦片、土師器片、須恵器片、陶磁器片など約 130点 が出土した。
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また、溝内下層からは古代の遺物が纏まって出土したことから、国分寺期の遺構であると判断した。

第 4ト レンチでは中央の攪乱内から古瓦片、土師器片、須恵器片、陶磁器片などの他、現代の瓦

片やガラス片などが出土したのみである。

2)第 10次 E区第 ¬～10ト レンチ

O調査原因と調査法

本地点は平成16年 12月 、農業用倉庫が所在する宅地及び畑地が売去,さ れることとなり、買主から

宅地分譲に伴 う土地造成の申請がなされた。この地点は推定寺域北端に位置すると推定していたこ

とから、協議の結果、平成17年 1月 11日 より確認調査を実施することとした。調査は調査対象面積

の約1,200だ に幅2.Om。 長 さ4.0～ 10.Omの トレンチ10本 を設定した。

本地点の東側は上記したとおり第 7次調査 とし、平成 13年度に確認調査を実施 していたことから、

今回は調査を行わず、以前、所在 していた農業用倉庫の敷地部分を中心に調査を実施 した。

O調査の結果

(遺 構 )

第 1～ 4ト レンチは倉庫建設当時の造成でかなり削平されてお り、既にアカホヤ火山灰層上面が

露出している箇所もあつた。調査対象地の西及び北 (第 5。 10ト レンチ)は杉及び竹林であったこ

とから既に樹根により、ほとんどが攪乱されていた。また、調査対象地の北側は推定寺域北東側に

所在する池に続く谷が形成されていたが、平成 7年度に実施 された宅地造成に伴い相当の上砂で埋

め立てられてお り、掘削は不可能であつた。また、第 6～ 9ト レンチを設定した倉庫南側も以前か

ら庭木が植えられており、これらにより既に攪乱を受けていた。

遺構 としては第 1・ 2ト レンチの北側に幅50～ 70cm・ 深 さ10～ 50cmの東西溝状遺構 2条、また、

第 3ト レンチ北側からは第 1・ 2ト レンチから延びる東西溝状遺構 と同溝 と予想 される幅約60clllの

東西溝状遺構 1条を検出した。この溝状遺構は当初、寺域北端の柵列や塀に伴 う溝の可能性も予想

したが、溝内からは全く遺物は出土せず、溝の方向も寺の地割 と一致しないと判断したことから、

後世に農地として利用された際に掘削された溝であると判断した。

(遺 物 )

遺物は第 6ト レンチ内の排水管掘方から無文瓦片 2点、土師器片 1点が出土したのみである。

3)ま とめ

第 7次 A区第 3ト レンチ東端で検出した南北溝状遺構内には多くの古瓦片や土器片が埋設 されて

いたが、現代のゴミ類も含まれていたことから国分寺跡に伴 う遺構である可能性は低い。但し、こ

の溝内に含まれていた瓦の中には瓦当面が無文であり、しつかりした段顎の軒平瓦片 (軒平31)な

ども含まれていたことから、本地点周辺の現在畑 として利用されている箇所に創建期の遺構が所在

している可能性が高くなつた。

第10次 E区の調査では後世にかなりの攪乱を受けてお り詳細は明らかにできなかつたが、本地点

から寺域北端を示す遺構は検出できず、寺域北端は本地点より南側に推定される。
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Fig.138 KB」7A区第1～ 4トレンチ平面図(1/200)

1 10YR2/3 しまりあまりなじ            稲催あまりなじ 木根多じ(耕作■ )。

2 111YR2/2 しまりややあり             粘性なし   木根多し。アカホヤ粒が混ざる。
3 7 5YR2/1 しまりなし               粘性あまりなし 木根多し。
4 7 5YR2/1 しまりややあり             粘性あまりなし 木根多し。
5 ,OYR2/2 しまりなし              粘性ややあり 木根多し(木根痕か?)。

6 7 5YR5/a しまりなし               粘性あまりなし 木根多し、炭化物を含む(焼■)。

7 10YR2/⊇  しまりなし              粘性あり   木根多し、但し上居と比べると根は細かい。
8 7 5YR4/9 しまり全体ではないがフ'p7ク としてはしまる 粘性ややあリ カンワ′ヽンのフ・ロック層である(埋めた■)。

0 10YR3/2 しまりややあり            粘性かなりあり 木根はほとんどなし。
10 10YR2/2 しまりなし              粘性あり   木根多じ(木根療か?)。

耐g.139 KB」 7A区第3トレンチ北壁土層断面図(1/40)

- 171-



第 10ト レンチ

Ｎ／

第 3ト レンチ

第 8ト レンチ

0                   5m

L_―

Fig.140 KBJ10E区第 1～ 10ト レンチ平面図(1/200)

0                          20cm

l    

―

―

―

|

推定寺域北側出土軒先瓦(1/4)   Fig 1 42

左 !颯
3Ы

ン    ｀

“

2

0                          10cm

一一 引

推定寺域北側出土土器(1/3)

排水管掘方

ｕ
　
　
万下知りも
　
　
（

_ //
癖

動
〃
ど

>

／

／

皆

γ第 2ト レンチ第 5ト レンチ 1ト レンチ

第 9ト レンチ

第 7ト レンチ

- 172 -



5.推定寺域西側の調査 (Fig.143～ 147)

O位置 (A-12・ 13、 B-13グ リンド)

木喰五智館東側参道入口から東西道路を西へ約220m進む と尾筋地区から北上 してきた市道 と合

流する。この箇所の南東側に所在する畑を調査 した。

O調査年次

調査は第 7次 B区第 1～ 6ト レンチ (平成 13年度)と し実施 した。

¬)第 7次 B区第 ¬～ 6ト レンチ

O調査原因と調査法

寺域を方 2町で復元 した場合、寺域西端は東西道路を木喰五智館東側参道入 口から西に約140m

の地点で市道西都原公園通線から南下する市道 との交差点に推定される。このことから、本交差点

周辺に寺域西端を推定したが周辺には調査可能な場所がなく、これより約60m西 に畑が所在 したこ

とから、寺域外の調査を実施することにより、国分寺周辺の環境を復元する目的で調査を実施 した。

調査は調査区の形状が東西に長かつたことから、東西方向の トレンチを6本設定した。 トレンチ

の規模は第 3ト レンチのみ東西7.Om。 南北2,Om、 他の トレンチは東西5.Om。 南北2.Omである。

O調査の結果

調査区北側には、以前、民家が所在 していたとのことであり、既にかなりの範囲が攪乱を受け、

遺構は検出できなかつた。但 し、調査区中央から南側にかけての第 2・ 3ト レンチ周辺は辛 うじて

攪乱から免れていた。

第 1ト レンチからは表上を30～ 60cm掘 り下げたアカホヤ火山灰層面で トレンチ南側に南に向けて

2段に掘 り込んだ掘 り込みを検出した。 2段 目の床面にはさらに東西に窪みが形成 されている。

第 2ト レンチからは表上を約25cm掘 り下げたアカホヤ火山灰層面で トレンチ南東側から直径約90

clllの 円形土坑 1基 (SC l)、 トレンチ南西側から直径約60cmの 柱穴 1つ (Pl)、 トレンチ北側か

ら直径約50cmの柱穴 2つ、 トレンチ北側から幅20cm程の東西溝状遺構 1条を検出した。SC lや Pl
内からは根石 として埋設 された川原石がそれぞれ出土した。

第 3ト レンチからは トレンチ西側を表土から約25cm掘 り下げたアカホヤ火山灰層面の高さで遺構

検出を行った結果、 トレンチ中央から東側にかけては黒色粘質土を検出し、アカホヤ火山灰層は西

側より約40cm下 がつていることが判明した。この黒色粘質土層からはコンテナ 3箱分の上器片が出

上した。この層の遺物を取 り上げながら掘 り下げた結果、 トレンチ東側から幅約2.Om・ 深 さ1 0cm

未満の不整形窪みを検出した。また、 トレンチ中央から西側にかけては直径30～ 65clllの柱穴 7つを

検出した。

第 4ト レンチからは表土から約 25cIIl掘 り下げたアカホヤ火山灰層で トレンチ東側から東西約2.3

mの方形掘 り込みを検出した。この掘 り込みは近代の井戸跡の可能性が高く、下層までの掘 り下げ

は実施 しなかつた。また、 トレンチ東側からは直径50～ 70cmの ピット2つ とトレンチ南東隅へ下が

る掘 り込みを 1箇所検出した。

第 5ト レンチからは トレンチ中央やや東寄 りに幅約60cm。 深さ約30cIIlの南北溝状遺構 1条、 トレ
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1韓紳OYRB/4酢動辮釘壕,鞠魏蹴整銘脇4

日3145 KttJ7日区第3トレンチ北壁土層断面図(1/50)

SCl南壁 (第 2ト レ|ンチ)

／〆

:髭許
0 7編VR2/1 しまりなし

P2西壁 (第 3ト レンチ)
1 10VR2/2し まりややあり 議後bjJ力榊飽薩香o(1鋭 ft6/6J.

PI東肇 (第 2ト レンチ)
J 10YRV2 略けあまり狂 お控おり ,所,粧を含む,

耐g-146 KBJ7B区第2H3トレンチ柱穴等土層断面図(1/40
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ンチ全体から直径約25～ 35cIIlの ピット3つ、 トレンチ北西隅から幅約50cIIlの長方形掘 り込み 1つ を

検出した。

第 6ト レンチからは トレンチ中央から幅60～ 80cm・ 深 さ約40cmの 南北溝状遺構 1条及びこの溝を

切 り東西に延びる幅20cIIlの 浅い東西溝状遺構 1条を検出した。この溝は第 5ト レンチで検出した南

北溝状遺構 と同一溝 と判断した。南北溝状遺構からは近世の陶磁器片が出土したことから、どちら

の溝状遺構も近世以降の所産である。

(遺 物 )

第 1ト レンチは後世にかなりの攪乱を受けてお り、 トレンチ南側に向けて下がる窪み内から軒平

瓦片 3点、縦縄瓦片 1点、無文瓦片16点、土師器片14点 、須恵器片 3点、陶磁器片13点、寛永通宝

1点などの他、近代の鉄製品や瓶などが出上した。

第 2ト レンチからはPlか ら土師器片 1点、近世の東西溝状遺構から土師器片 。須恵器片各 1点、

トレンチ南東側のSC lか らは横縄瓦片 2点、土師器片 1点、陶磁器片 1点、遺構検出面から横縄瓦

片 1点、無文瓦片 2点、土師器片 1点、須恵器片 1点が出上 した。

第 3ト レンチからは縦縄瓦片 3点、横縄瓦片 1点、無文瓦片16点 、製塩土器片 5点 。内黒土器片

1点を含む土師器片267点 、須恵器片23点、陶磁器片 1点、 トレンチ中央から北西に延びる深 さ10

～20cIIlの 窪みからは製塩土器片 2点 を含む土師器片15点 が出土した。これら土器に関しては、大半

が土師器であり、奈良期まで上がるようなものは含まれていないが、平安期の所産である。

第 4ト レンチ西側で検出した方形掘 り込み遺構からは、軒丸瓦片 1点、無文瓦片H点、土師器片

3点、陶磁器片13点 、煉瓦片 6点が出土した。

第 5ト レンチ中央やや東よりの南北溝状遺構内からは軒丸瓦片 1点、軒平瓦片 2点、無文瓦片 8

点、 トレンチ北西の方形土坑内からは陶磁器片 1点が出土した。

第 6ト レンチ中央やや西よりの南北溝状遺構内からは無文瓦片 2点、上師器片 2点、須恵器片 2

点、陶磁器片10点、陶器の括鉢片 6点が出土した。

2)ま とめ

本調査は寺域西端を検出する目的で調査を実施する予定であったが、推定中軸線から方 2町で推

定された寺域西端には調査可能な空き地等が所在 しなかつたことから、推定寺域外側の状況を確認

する目的で実施 した。

調査の結果、本地点は住宅建設や畑耕作により近世以降かなりの攪乱を受けていた。また、北西

側の西都原台地からの湧水が多く、各 トレンチとも再三水没するなど決 して良好な環境とは言えな

い。本地点から検出した古代の所産と推定される遺構は、第 2・ 3ト レンチ内で検出した遺構のみ

であり、これらトレンチでも柱穴等を数個検出した程度であり建物が復元できる遺構は検出できな

かつた。 しかし、各 トレンチからは陶磁器片などの他に古瓦片や土器片も多く出上してお り、特に

第 3ト レンチからは多くの土師器片が出上した。遺物の出土量や出土状況をみると、生活に用いた

であろう食器類を廃棄 した可能性が高く、元来、この周辺に国分寺 と同時期の集落遺跡などが所在

していた可能性が高い。
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6.推定寺域南西側の調査 (Fig.148～ 159)

O位置 (C-16・ 17、 E-14・ 15、 F-15グ リンド)

本地点は東西道路と尾筋地区から北上 してきた市道が合流 した交差点から90m程南下した地点の

東側に所在する畑、また、その畑 と推定,日藍南西隅間に所在する畑及び地溝帯に位置する。

O調査年次

調査は第 8次A区第 1～ 6ト レンチ・ B区第 1～ 7ト レンチ (平成 14年度)と し実施 した。

可)第 8次 A区第 1～ 6ト レンチ ロB区第 1～ フトレンチ

O調査原因と調査法

寺域を方 2町 とし推定中軸線から復元 した寺域南西端は、南門推定箇所の南から西側に所在する

地溝帯を西側に越えた台地上に復元できたことから、現在、畑となつている箇所をA区 とし計 6本

の トレンチを設定した。本来ならばアカホヤ火山灰層上層の黒色粘質土上面で遺構検出を行 うべき

であるが、当地は現在も畑 として利用されており、既に攪乱を受けていたことから、調査区全域で

アカホヤ火山灰層を遺構検出面とした。

次に、B区はA区 との間に北西から南東に標高18.7～ 28.2mの谷が所在 しており、この谷を越え

寺域が所在することは疑問視 されたことから、南門推定箇所から西に延びた寺域南側東西ラインが

この谷の手前で北西側に折れ曲がることを考慮 し、地溝帯を越えない推定伽藍南西隅の南西側に所

在する畑及びA区 とを分断する地溝帯内にかけて、計 7本の トレンチを設定した。それぞれの トレ

ンチの位置と規模は次のとお りである。

A区に設定した各 トレンチは、調査区北東端に東西13.Om・ 南北2.Omの第 1ト レンチ、その東

端から南に向け東西2.Om・ 南北16.5mの第 2ト レンチ、第 2ト レンチ南西隅から南に向け東西2.0

m。 南北8.Omの第 3ト レンチ、第 3ト レンチ北西側に一辺6.Omの 第 4ト レンチ、第 4ト レンチ東

辺の南側延長に東西2.Om・ 南北8.Omの 第 5ト レンチ、第 4ト レンチ及び第 5ト レンチ間の西側に

東西幅2.Om。 南北8.Omの第 6ト レンチを設定した。第 1ト レンチは調査の過程で トレンチ西端か

ら7.Om東間に遺構を検出したことから、 トレンチの南北にそれぞれ東西7.Om・ 南北2.Omの トレ

ンチ 1本ずつを設定し、最終的には東西7.Om・ 南北8,Omに 拡大 した。

B区は推定伽藍南側に所在する畑から1段下がつた畑に沿つて北から第 1～ 5ト レンチを設定し

た。また、第 3ト レンチの北西隅から地溝帯に向けて第 6ト レンチ、地溝帯の堆積状況を判断する

目的で地溝帯内に第 7ト レンチを設定した。

B区に設定した各 トレンチは調査区北側に東西9.5m・ 南北2.Omの 第 1ト レンチ、第 1ト レンチ

から約6.0～ 7.5m南に東西8.Om・ 南北2.Omの 第 2ト レンチ、第 2ト レンチから約6.Om南に東西9.

0～ 9.5m。 南北2.Omの 第 3ト レンチ、第 3ト レンチから約6.Om南に東西8.Om・ 南北2.Omの 第 4

トレンチ、第 4ト レンチから約6.5～ 7.Om南に東西2.8～ 5.2m・ 南北6.8～ 7.6mの 台形状の第 5ト

レンチ、調査区中央北よりに第 3ト レンチ北端に南端を合わせ、谷底へ向けて東西6.7m・ 南北2.0

mの第 6ト レンチ、調査区西側の地溝帯底に東西2.Om・ 南北6.Omの 第 7ト レンチを設定した。
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第 1

日g150 KB」 8A区第可トレンチ平面図(1/100)

トレンチ
0

第2ト レンチ

10VR3/2    しよりなし   粘性なし   木根 多し(耕 It■ )。

10YR2/2    しまりややあり 粘性ややあり と器の小粒を多く含む。
iOYR2/2    しまりややあり 粘性ややあり 3～ 5om程 のカシ,ハ ンデ勒クを含む。No 57を含む。
10YR2/i     しよりなし   粘性あり   上層より黒つばい。
10YR2/2(ベース)しよりややあり 粘佐あり   二次7カ及びカンワ下

"ロ
ックで構成される。

10YR2/2    しよりなし   粘性ややあり 流れ込みと思われる。ラミナー痕により層が構成される。
iOYR〃 1(ベース)しまりあよりなし 粘性あり   と器の小粒片を含む。
10YR2/1     しまりあまりなし 粘性あり   7層 より明るい。
iOYR1 7/1    しよりややあり 粘性あリ   アカホヤニ次アカカン,′ ンヽの小フロックを含む。

第 1ト レンチ西側南壁 (1/50)

第 4ト レンチ中央南北溝北壁 (1/40)
1 10YR3/2 しまりなし   猪性あまりなし
2 10Y魚 3/2 しまりあまりなし III世 ややあり
3 10YR2/2 しまりややあり 猶性あり   1～ 2mm程 の白色粘上れを少二含む .

4 iOYn2/2 しまりややあり お性あり   1～ 2mm程の白色粘上位をかなり多く含む。
5 10YR2/3 しまりあまりなし 粘性あり   2～ emm程のアカホヤれを多く含む。
6 ,OYR2/2 しまりややあり お性あり   1～ 2mm程の白色粘■社を少二含む。
7 iOYR2/2 しまりあまりなし 粘性あり   2cm程のアカホヤフねックを少二含む。
8 ,OYR2/2 しまりややあり お性ややあり 2cm程のアカホヤフウクを多<含む。
9 ,OYR3/8 しまりなし   粘性あり   ほとんどがアカホヤフロックで構成される。
10 75Yn3/4 しまりかなりあり 粘性あり   (ATIB?)

10YR2/2 しよりあまりなし 粘性ややあり 1″ 2cm程の白色iOYRン 9粘土フロックを含む。植物痕少二。
IOYR2カ  しまりあまりなし 粘性ややあり 1層のような白色粘■は含まれない1層 と同一層の可能性あり。

IOYR2/1 しまりややあり 粘性ややあり 1～ 3層と此べると黒い。lcm程のアカホヤフウクを少二含む。
IOYRノ 1 じよりあよりなし 粘性あり   2×

“

n程のカシ,ド
"ロ

ックを1つ含む。■師器の小破片を含む。
10YR2/2 しまりややあり 粘性ややあり lcm程の方シヮハ

"勲
クを1つ、5mm程 のアカホヤ粒 カシワハン社を含む。S層よりaJlる い。

IOYR2/1 しまりあまりなし 粘性あり   層▲とは地表面に近く植物痕多し。層右下6層との堺に白色粘■層が
'～

2むm覆う。
Smm～ lom程のアカホヤフロックを含む。

8 10YR2/, しまりあまりなし 粘世ややあり 部分的に1～ 3om程のアカホヤフロックを含む。
9 10YR,7/, しまりややあり 粘性ややあり lcm程のアカよヤフコックを含む。層は全体的に黒いが部分的に8カH2層 の明るい層が混じる。
10 25YR3/2 しよりあり   粘性ややあり 全体が二次アカ層は白色粘主屈である。アカホヤ及び白色粘主狂を含む。
I1 7 5YR2/, しまりなし   粘性あり   1～ 2cm濯のアカよヤフロックを少二。また直径2cm程の小林盤石層?メ ロックを含む。
12 ,OYRν 3 しまりややあり 粘性あり   指でこするとザラつく。3om程のカン,ハ ンフB・7クを含む。
19 10YR2/2 しまりなし   粘性ややあリ カン,ハ ン壮を含む。11,214層 と比べると黒い。
(4 iOYR4/3 しまりややあり 粘性あまりなし 2～ 4cm程の小林軽石 ?フ ロックを含む。
(5 10YR″ 2 しまりややあり お性あり   2～ 3cnriの カン,ハ カ ロックを含む。層左■,は地表近く植物痕多し。
fe 10YRν 3 しまりあり   粘性あり   うom程のカラ,ハ ンかカシ,ハ ン下層フロックを含む。

笛
力
‐
２
３
４

日g.1 51 KB」 8A区土層断面図(1/40・ 1/50)

I0 7 5YR〃 i    しよりややあり 粘性あり   上層 (9層 より明るい)。

11 10YR2/1     しよりあまりなし 粘性あり   地山を(5層 12層 )下にしており二次アトカシワハンデ中クを多く含む。
12 iOYR2/2(ペ ース)しまりややあり 粘性あり   以下5層 と同様。
13 10YR2/2    しまりややあり 粘にあリ   アカホヤ社を含むr12層より黒い)。

14 10YR6/8    しまりあまりなし 粘性なし   アカホヤメロックの流れ込み。
15 iOYR3/2    しまりややあり 粘性あリ   カン,ハ ンフロックを多く含む。地山直上でカンワ′ゞンの色わЧこじんでいる。

第 1ト レンチ溝北西壁 (1/40)
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日g.152 KBJ8B区第1～フトレンチ平面図(1/200)
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日g.153 KB」 8B区第2トレンチ平面図(1/60)

,OYR3/3     しまりなし   粘性なし   木根多し。
,OYR2/3     しまりややあり 粘性ややあり
,OYR2/2     しまりかなりあり 粘性ややあり
10YR2/1     しまりあまりなし 粘性あり
10YR2/2     しまりややあり 粘性あり    中央に10YR4/4フ ロックを含む。
10YR2/2     しまりあまりなし 粘性あり
iOYR3/2     しまりややあり 粘性あまりなし
iOYR2/2     しまりなし   粘性ややあり

しまりなし   粘性ややあり
しまりなし   粘性ややあり 表面を肖1るとザラつく。

11 10YR2/2(ベース) しまりなし   粘性ややあり 表面を削るとザラつく。
12 'OYRe/4     しまりかなりあり 粘性なし   地山が崩落したものと思われる。
13 10YRe/a     しまりややあり 粘性あまりなし 地山が崩落したものと思われる。
14 10YRI,/1(ベ ース)しまりなし   粘性かなりあり 二次7カの流れ込みが混じる。
15 iOY貶 /2(ベース) しまりなし   粘性あリ   アカホヤ下層の流れ込みが混じる。
16          しまりかなりあり 粘性ややあり 地山。

尉g.154 KB」 8B区第2ト レンチ北壁土層断面図(1/60)

Fig.156

Fig.155 KB」 8B区第2トレンチSC2平面及び断面図(1/40)

Ｎ＼

,OYR2/1 しまりなし  粘性かなりあり 木根多し。
,OYRIフ i しよりややあり お性あり   本根多し。
10YR2/1 しよりあり   お性あり   木根多し上層より少ない。瓦片粒を含む。
10YR2/1 しまりあり   粘性あり   木根多し3層 より少ない。
iOYR2/1 しよりややあり 粘性あり   木根なし。
,OYR2/1 しまりややあり 粘性かなりあり 5層と6層 の間に■片を含む。

KB」 8B区第7トレンチ南壁土層断面図(1/40)
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第 1ト レンチ北壁
10YR2/2 しまりなし
10YR3/2 しまりあまりなし
10YR2/2 しまりややあり
10YRツ 0 しまりなし

'OYR3/2 
しまりなし

iOYR2/2 しまりなし
iOYR2/2 しまりややあり
10YR9/4 しまりややあり
10YR2/1 しまりややあり

表■ (耕作■)。 木根多し。
木根少二。
3～ Scm程のカンワハ.ンデゆクを多く含む(10YR2/3)。

石や互片を多く含む。

二次アカの堆積層。

阻蝉］］］］］醐］

粘
粘
粘
粘
粘
お
粘
粘
粘

4ト レンチ北壁
l iOYRO/a    しまりなし   粘性なし   木根多し。
2 iOYRaノ3    しまりややあり 粘性あまりなし 木根少量。
3 10YR9/2    しまりかなりあり 粘性ややあり
4 10YR2/2    しまりややあり 粘性ややあり
5 10YR3/2    しまりややあり 粘性ややあり 上層よりねばる。
O iOYR2/2    しまりあまりなし 粘性あり
, 10YR3/2    しまりややあり 粘性あまりなし 4om程 のアカホヤ風化フロックを含む(10YR4/4)。
8 10YR3/2(ヘ ース)しまりややあり お性あり
9 10YR3/2    しまりあまりなし 務性あまりなし 本根多し(機乱層か?)。

10 10YR2/2    しまりなし   粘性なし   アカホヤ風化フ・II・7ク を多く含む(10YR5/6)。
11 10YR2/2     しまりあまりなし 粘性ややあり

第 3ト レンチ北壁
1 10YR3/2    しまりなし   粘性なし   木根多し。
2 ,OYR2/S    しまりややあり 粘性あよりなし 木根少量。
3 10YR3/2(ベ ース)しまりややあり 粘性なじ   アカホヤ風化すゅうで構成(0～ Scm),OYRC/6。
4 10YR2/3    しまりあり   粘性ややあり

第 5ト レンチ南壁
, 10YR2々     しまりなし   粘性ややあり 木根多し。
2 10YR2/2    しまりややあり 粘性あり   左半分は木根多し。
3 10YR2/1     しまりややあり 粘性あり   た半分は木根少二。
4 10YR3/3(ベ ース)しよりややあり 粘性あり   地山崩落■。

第 6ト レンチ南壁

10YR,7/1に砂

しまりなし
しまりややあり
しまりなし
しまりなし

粘性ややあり
粘性あり
粘性ややあり
粘性ややねばるが
砂層ラミナのためざらつく

tOYR,7/1        しまりややあり 粘性あり
,OYR,ツ ,に砂      しまりあよりなし 粘性かなりあり
,OYRIツ 11こ砂利     しまりなし   粘性なじ
iOYR1 7/1       しまりなし   粘性かなりあり

1 10VR3/2        しまりややあり 粘性かなりあり

' 10YR2/劇
こ自が少しに言る しまりややあり 粘性非常にあり

木根多し。カシワハンのような土。
砂で構成されるためザラつく。木根多し。
木根多し。砂利層。
木根搬二。瓦片を含む。
自色粘■の流入■。

10層 より暗い。
木根微二。瓦片を含む。
肖1るとザラつく。

SEll

Fig.157 KB」 8B区土層断面図(1/60)

IOYR'7/1       しまりあまりなし 粘性非常にあり

'OYR,7/1        
しまりなし   粘性あり

iOYR,フ 1より晴い    しまりややあり 粘性あり

- 184-



O調査の結果

(遺 構 )

A区第 1ト レンチ西側からは幅約2.5m・ 深 さ約62～ 77cmの 逆 L字状の掘 り込み遺構 1基 を検出

した。この遺構は西及び南側に延びると予想 されたが、西側には民家、南側にはビニールハウスが

所在 していたことから、調査は実施できなかつた。掘 り込み遺構の底面には直径20～50cmの 柱穴が

20個程穿たれていたが、規則性は認められなかつた。本遺構は出土遺物から国分寺の盛行期 と同時

期の遺構であることは明確であり、この遺構の向きは国分寺伽藍の地割 と一致するなど、国分寺と

の関係性が高いと予想 される。但 し、調査区の制限などにより遺構の性格は明確にできなかつた。

また、 トレンチ東側からは直径80clll程 の柱穴が北側に 1つ、南に傾斜する段落ちを南側から検出し

た。本柱穴の埋土には黄白色粘質土が含有されていることから、国分寺併行期の柱穴であると判断

したが、 1つのみの検出であつたことから性格は特定できなかつた。

第 2ト レンチ北側からは幅60～ 80cm・ 深 さ15cm弱 と幅 0。 9～ 1.2m・ 深さ20～ 40cmの 東西溝状遺構

2条 (SE l・ 2)を検出した。これら溝状遺構は拡幅 した第 1ト レンチ南側からも検出 し、出土遺

物から後世の溝 と判断した。また、 トレンチ中央部よりやや北TRllに 幅0.9～ 1.5m・ 深 さ15～ 30cmの

東西溝状遺構 1条 (SE 3)、 トレンチ南側から中央にかけて、南東から北西に延びる幅約2.Om。

深 さ10～ 30cmの溝状遺構 1条 (SE 4)を 検出した。これらは全て後世の溝 と予想 される。また、 ト

レンチ北から中央に所在する東西溝間の平坦面からは東西0.6m強 。南北0.9mの上坑 1基 (SC l)

及び直径20～30cmを測る柱穴10個 程を検出したが、これも溝 と同一時期の遺構である。

第 3ト レンチからは直径 10～ 60cmの ピットを多数検出したが、大半は後世のピッ トと判断した。

第 4ト レンチからは第 3ト レンチ同様のピントを多数検出し、 トレンチ中央からは南東から北西

に延びる幅0,3～ 0,9m・ 深さ20～ 40cIIlの 南北溝状遺構 1条 (SE 5)を検出した。 しかし、これ らピ

ットやSE 5も 大半は後世の遺構であると判断した。

第 5ト レンチで検出したアカホヤ火山灰層は トレンチ南 。北で約80～ 90cmの高低差があり、民家

が所在する南側の谷へと下つている。遺構は トレンチ北から中央にかけ直径20～50cmの 住穴約 10個 、

中央に東西に延びる幅70～ 80cIIl・ 深 さ約10cmの溝状遺構 1条 (SE 6)、 南側からは直径約20cmの柱

穴 1つを検出した。 トレンチ内からは陶磁器片が出上し、これら遺構も後世のものと判断 した。

第 6ト レンチからも第 3・ 4ト レンチ同様に後世のピットと判断できる多数のピッ トを検出し

た。調査区全体は近代の畑造成やそれ以前に所在 した鶏小屋などにより、かなり攪乱を受けていた。

次にB区第 1ト レンチは トレンチ東端から3.8～4,2m地点まで緩傾斜で延び、途中約 30cIIlの 段落

ちが一段入 り、その後、2.7～ 3.9mの 地点から約 28° の傾斜で下の谷へと延びる。 トレンチ東端か

らは直径20～30cmの ピット3つを検出したが、他に遺構は検出できなかつた。

第 2ト レンチは東から西にかけ 3段の段落ちで形成されていた。まず、直径約40～ 50cmの 円形の

窪みが 3つ並び、その下のテラスに至る。この 2段 目のテラスは最終的には赤みを帯びた窪み とな

つたが、詳細は不明である。 3段 目のテラスは トレンチ西端に至るため規模は不明であるが、 トレ

ンチ西端の南側よりに直径約1,9m・ 深 さ45cm程 の円形土坑 1基 (SC 2)を 検出した。 この上坑か

らは少量の上師器及び瓦片が出上したが、遺構の性格は明らかにできなかつた。本 トレンチで検出

したそれぞれの遺構は、東側から西側にかけて降 り口を設けた、簡易な窯跡の可能性がある。 しか

し、鉄滓や炭化物はほとんど出上しておらず、遺構の性格を特定するまでには至らなかつた。
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第 3ト レンチからは トレンチ南西側で北西から南東に延びる幅 1.0～ 1.3m。 深 さ約10cmと 幅25～

65cIIl・ 深さ10～ 20cmの溝状遺構 2条 (SE 7'8)、 直径約30cmの 柱穴 1つを検出した。

第 4ト レンチからは トレンチ東端から北西に延びる幅0.8～ 1.Om・ 深 さ約50cm溝状遺構 1条 (SE

9)を検出した。 トレンチ中央から西側にかけては直径20～45cnの 柱穴、また、これらを含む トレ

ンチ西側には東西幅2.0～ 2.2m・ 深 さ10～ 20cmの窪みを検出した。

第 5ト レンチからは トレンチ東端に幅0.7～ 1.lm・ 深 さ10～ 40cmの 南北溝状遺構 1条 (SE10)を

検出した。この溝状遺構は本 トレンチの東上に所在する畑の法尻に位置することから、本地点の畑

と東上の畑の地境の溝であろうと予想 される。本 トレンチは東端から約 1.5～ 2.Omま で平坦面が延

び、それから分々に傾斜を帯び谷へ と延びていた。

第 6ト レンチは トレンチ東端で約0.2m、 西端で約 1.3mは 近世の攪乱や流上で覆われてお り、国

分寺当時の段落ちよりかかなり谷が堆積 していることが明らかになつた。 トレンチ西側からは幅0.

9～ 1.lmの 南北溝状遺構 1条 (SEll)を 検出した。これも第 5ト レンチ同様に第 1～ 5ト レンチを

設定した畑から西側の地溝帯の地境の溝であると予想 される。

第 7ト レンチからは遺構は検出できなかつたが、表土から1.3～ 1.4m掘 り下げた地点から古瓦片

が出土し、1.5mの地点には多量の瓦片及び砂利の堆積が認められた。これ ら堆積はまだ下層にま

で及んでいると判断したが、確認に留め埋め戻 した。

(遺 物 )

A区では第 1ト レンチから縦縄瓦片10点 、無文瓦片37点、平行条線文瓦片 1点、道具瓦片 1点、

製塩土器片 1点を含む土師器片49ソ煮、須恵器片13点 、陶磁器片29点、石器 1点、第 2ト レンチSE l

内からは縦縄瓦片 1点、土師器片 1点、須恵器片 1点、陶磁器片 1′点、SE 2内からは縦縄瓦片 2点、

無文瓦片 3点、SE 4か らは陶磁器片 2点、第 3ト レンチ北側の直径約30cmの柱穴からは土師器片 1

点、第 4ト レンチからは中央南北溝状遺構内、 トレンチ南西及び北東の攪乱からそれぞれ陶磁器片

1点が出土した。第 5ト レンチ南側南傾斜面からは土師器片 1点、陶磁器片 1点、鉄片 1点、第 6

トレンチ南側攪乱からは須恵器片 1点が出土した。

次にB区では第 1ト レンチ中央から西側にかけての西側斜面から軒丸瓦片 2点、縦縄瓦片28点、

横縄瓦片20点、無文瓦片H3点 、格子目瓦片10点、土師器片 6点、須恵器片 4点、陶磁器片 6点、鉄

滓 1点が出上した。第 2ト レンチからは軒丸瓦片 3点、軒平瓦片 1点、縦縄瓦片98点 、横縄瓦片63

点、無文瓦片316点、格子 目瓦片45点、平行条線文瓦片 8点、製塩土器片 2点 を含む土師器片72点、

須恵器片15点 、鉄片・鉄洋各 1点、SC 2か らは縦縄瓦片 9点、横縄瓦片 8点、無文瓦片38点、格子

目瓦片 1点、土師器片17点、須恵器片 2点、第 3ト レンチからは縦縄瓦片 3点、横縄瓦片 3点、無

文瓦片13点、第 4ト レンチからは軒平瓦片 1点、縦縄瓦片24点、横縄瓦片24点、無文瓦片116点 、格

子 目瓦片17点、土師器片は製塩土器片 1点 を含む102点 、須恵器片 3点、陶磁器片 3点、第 5ト レン

チからは縦縄瓦片17点 、横縄瓦片 8点、格子目瓦片 2点、土師器片10点 、須恵器片 3点、陶磁器片

5点、鉄片 1点、第 6ト レンチからは縦縄瓦片 7点、横縄瓦片 8点、無文瓦片16点、格子目瓦片 3

点、平行条線文瓦片 1点、土師器片 1点 、須恵器片 1点、第 7ト レンチからは軒丸瓦片 3点、縦縄

瓦片72点 、横縄瓦片58点、無文瓦片124点 、格子目瓦片H点、平行条線文瓦片 1点、土師器片73点、

須恵器片 9点、陶磁器片 3点が出上した。
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2)ま とめ

第 8次調査では推定伽藍中軸線から寺域を方 2町四方に復元した場合、寺域南西隅に該当する畑

をA区、また、この畑 と推定伽藍南西隅間に所在する地溝帯の北東側畑をB区 とし調査を実施 した。

A区からは第 1ト レンチより国分寺の地割 りと同一地割 りで掘削されたと推定される逆 L字状の

掘 り込み遺構を検出し、この地点まで方格地割 りが影響を及ぼしていることが判明した。 しかし、

第 1～ 7ト レンチの調査結果、寺域南西隅を示す遺構は検出できず、寺域は本地点東側に所在する

地溝帯を越えない箇所に所だする可能性が高くなつた。

次にB区ではA区の調査成果を踏まえ、第 6次 B区第 1ト レンチの調査で推定南門西側築地塀基

壇痕跡を検出した畑の北西側に寺域南西側が検出される可能性を考慮 し、第 1～ 5ト レンチを設定

した。また、本地点の西側に所在する地溝帯の堆積状況や第 1～ 5ト レンチを設定した畑 と地溝帯

の関係を確認するために第 6。 7ト レンチを設定 した。

第 2ト レンチから3段ほどのテラス状遺構を検出し、トレンチ西端には円形土坑 1基を検出した。

これら遺構は簡易な窯跡になる可能性もあり、今後、検討を要す。また、第 2・ 4ト レンチからは

300点 を超える量の遺物が出土し、また、地溝帯内に設定した第 7ト レンチからも400点程の遺物が

出土することからも本地点周辺には何らかの遺構が所在 した可能性を示唆している。

B区でアカホヤ火山灰層上層の黒色粘質土層は既に耕作土として開墾 されていたり、既に削平を

受けていることから寺域端を示す遺構が築地塀や簡易な柵列などであつた場合、これら遺構は削平

されてしまつている可能性が高い。

これ らのことから、寺域南西は地溝帯を越えたA区までは延びず、B区に簡易な施設が設けられ

ていた可能性が高いと判断し、寺域は地形にかなり左右 された可能性が高いと思われる。 しかし、

A区でも古瓦片や土器片が多量に出土し、地割 りを等しくした掘 り込み遺構などが検出されたこと

から、寺域周辺にも国分寺を基軸とした古代生活空間が広がつていたことが推定される。

に鹸_込‰

日g158 推定寺域南西側出土軒先瓦(1/4)
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第 3節。その他の調査

これまで、第 1節 .伽藍地の調査、第 2節 .寺域地の調査と題 し、調査成果を述べてきた。

では上記以外に調査を実施し、遺構等を検出した箇所について記すこととする。

1.塔想定箇所の調査 (Fig.160～ 169)

O位置 (G・ I-13・ 14、 J-14グ リンド)

塔の想定箇所は大官大寺式ないしは国分寺式伽藍配置を採用したと推定すると、伽藍内の金堂南

側の東西、または、伽藍地外南側の東西のいずれかに推定できる。 日向国分寺跡の塔跡所在地につ

いては、これまで全く不明であり、境内南側の杉林内及び伽藍西側東西道路南側に昭和40年頃まで

所在 していた北西土壇が有力視 されてきた。現在、塔に関連するであろうとされるものとしては、

木喰五智館西側の墓地内に伝塔心礎 とされる疑灰岩製の礎石 1つが所在するのみである。現段階で

塔跡は伽藍内南東側の大型円形土坑を推定しているが、ここでは他の候補地の調査について述べる。

O調査年次

調査は第 2次 I地点 E区第 1～ 3ト レンチ (平成 8年度)、 第 4次 B区第 1・ 2ト レンチ (平成

10年度)、 第 5次 B区第 1～ 4ト レンチ (平成 11年度 )、 第 6次A区第 1ト レンチ (平成 12年度)、

第12次 C区第 1ト レンチ (平成18年度)の 5次に亘 り実施 した。

1)第 2次 I地点 E区第 1～ 3ト レンチ

O調査原因と調査法

平成 6年度境内南東側に所在する畑を地元地権者から国分寺跡の整備に利用 して頂きたいとの申

し出があり、西都市が寄贈を受けることとなつた。この土地は形状が方形を呈し、この箇所に塔跡

が所在する可能性も予想 されたことから、東西1.5～ 2.Om・ 南北約13.Omの南北 トレンチを 3本の

設定し、調査を実施 した。

O調査の結果

(遺 構 )

第 1ト レンチ北端から短軸0.5～ 0.6m。 長軸0.9～ 1.2mの 楕円形土坑 2基 (SC l・ 2)、 その南

西側から短軸0.7m。 長軸 1.2m、 深さ約1.3mを測る楕円形柱掘方 1つ、トレンチ中央西側で南北 1.

55mの楕円形土坑 1基 (SC l)、 トレンチ中央やや北よりに南北幅0.9～ 1.Omの 溝状遺構 1条 (SE

l)、 この他、直径30～ 40clllの ピッ ト4個などを検出した。楕円形柱掘方は検出面から深 さ約 1.3

mを沢1り 、高い建物が建てられていた可能性も示唆されたが、性格は不明である。また、SC 3は規

模は不明であるが、土坑内には偏平な河原石が全体に配 され、瓦片や土師器不片などが出上した。

第 2ト レンチからは幅0.6～ 1.2m・ 深 さ0。 23～ 0,3mの溝状遺構が全体を縦横無尽に走つていた。

この溝には遺物が伴わなく年代は不明であるが、企画性がないことから後世の溝であると判断した。

第 3ト レンチ中央からは幅約1.Omの 第 1・ 2ト レンチから続 く溝状遺構 1条 とその北側から直

径30～ 40clllの ピット9個、不整形土坑 2基を検出した。いずれも後世による攪乱の可能性が高い。

- 189-



尉営.160 塔想定箇所トレンチ配置図(1/5001
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｀と‐卜~  N

第 1ト レンチ西壁
iOYR3/4 しまりなし 表主。
10YRe/4 しまりなし 礫含む。■坑内壇土。
10YR3/3 しよりあり 礫含む。■坑内埋土。
10YR3/4 しまりあり
10YR3/8 しまりあリ アカホヤフ・ロック少量含む。礫含む。
iOYR3/3 しまりあり
10YR3/3 しまりあり
IOYR3/4     礫含む。
iOYR3/0 しまりあり 瓦含む。アカホヤフロック多豊含む。
10YR4/4 しまりあり 洵ホヤ粒子含む。

“

 IOYR3/9 しまりあり 7カホヤ粒子含む。
12 iOYR4/0 しまりあり
19 10YR4/4 しよりあり

“

 10YR4/9 しまりあリ アカホヤ粒子含む。
15 10YR3/4 しまりあり
16 10YR3/3 しよりあり
17 111YR3/4 しまりあリ アカホヤフ的,少 二含む。
19 10YR4/4 しまりあり

20           ,カホヤ火山灰層(自 然層)。

導
  N

第 3ト レンチ西壁
12 10YR3/3 しまりあり SE内埋土。アカホヤ粒子含む。
13 10YR2/8 しまりあり SE内埋■。

“

 'OYR3/2 しまりあり SE内埋土。アカホヤフ・ロック含む。
15 iOYR4/4 しまりあり SE内埋上。
16 iOYR3/a しまりあり SE内埋土。
17 ,OYR3/3 しまりあり SE肉埋土。
13 10YR3/a しまりあり
19 iOYR3/4 しまりあり
20 10YR3/4 しまりあり
21 10VR3/9 しまりあり
之2 10YR4/4 しま りあ リ アカホヤフ

・
II・7ク 少 量 含 む 。

10YR4/4 しまりなし 表土。
iOYR4/4 しまりなし
10YR3/4 しよりあリ ピット内埋土。
10YR3/3 しまりあリ ピット内埋主。
10YR3/9 じまりあリ ピット内埋■。
10YR3/3 しまりあリ ピット内埋土。
10YR3/4 しまりあリ ピット内埋土。
10YR3/3 しまりあリ ピット内埋■。

9 iOYRO/4 しまりあリ ピット内埋主。
10 10YR3/a しまりあり SE肉埋■。
1l iOYR3/3 しまりあり SE内埋■。

日g。 161 KB」 21E区 平面及び断面図(1/100)

日g,162 KB」 21E区第 1トレンチSC3平面及び断面図(1/40)
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(遺 物 )

第 1ト レンチからは トレンチ中央西側で検出した楕円形土坑 (SC 3)か ら縄 目瓦片 5点、無文瓦

片 4点、格子 目瓦片 1点、 トレンチ南側から検出した不整形土坑から無文瓦片 1点、 トレンチ北側

から検出した精円形土坑 (SC l)か ら無文瓦片 1点が出土した。第 2ト レンチからはアカホヤ火山

灰層上層の黒色粘質土上で軒平瓦片 1点、縦縄瓦片13点、横縄瓦片 7点、無文瓦片 5点、格子目瓦

片 4点、土師器片 2点、磁器片 1点を出上した。その後、アカホヤ火山灰層まで掘削 し、 トレンチ

北側土坑から格子 目瓦片 2点、調査区全体にかけて検出した溝状遺構内から無文瓦片 4点、平行条

線文瓦片 1点が出上した。第 3ト レンチから遺物は出土しなかつた。

2)第 4次 B区第 1日 2ト レンチ

〇調査原因と調査法

本地区は推定伽藍外側南西地区の畑内で、境内南側の杉林から推定中軸線を挟んだ西側にあたる。

この調査は、当初、南東回廊外側に並行 して検出した東西区画溝の西への延び と回廊外の南西地区

に塔関連遺構を検出する目的で、B区第 1・ 2ト レンチを設定した。 トレンチの規模は、第 1ト レ

ンチが東西6.2m。 南北4.7m、 第 2ト レンチが一辺5.Omの 方形である (Fig。 103参照 )。

O調査の結果

(遺 構 )

第 1・ 2ト レンチは表土から20clll程掘削するとアカホヤ火山灰層下層の黒褐色ローム層を検出し

たが、既に上部がかなり削平されていることが判明し、遺構は全く検出できなかつた。

(遺 物 )

遺物は第 1ト レンチからは出土せず、第 2ト レンチ東側から軒平瓦片 1ザ煮、縦縄瓦片 8点、無文

瓦片 2点、格子目瓦片 1点が出土した程度である。

3)第 5次 B区第 1～ 4ト レンチ

O調査原因と調査法

本調査は、以前より塔跡が想定されてきた境内南側杉竹林内に所在する一辺15m程の方形の基壇

状高まり周辺をB区 とし、ここに第 1～ 4ト レンチを設定した。

トレンチの規模は、第 1ト レンチが東西12.5m・ 南北1.0～4.Om、 第 2ト レンチが東西4.5m・

南北1.5m、 第 3ト レンチが東西1.0～ 3.5m。 南北 1.5～ 10.Om、 第 4ト レンチが東西1.2m・ 南北3.

Omである。

O調査の結果

(遺 構 )

第 1ト レンチから東西溝状遺構 と思われる南側への段落ち検出した。この溝状遺構は トレンチ南

側に杉が植林 されていたことから幅1.Omの トレンチしか設定できず、溝の北壁が検出できたのみ

で、南側は検出できなかつた。 したがつて、溝幅は不明である。この溝状遺構内からは多くの瓦片
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等が出上し、また、北側の地形が高いことからトレンチ北側に何 らかの建物が所在 した可能性 もあ

る。また、この トレンチ内の南斜面及び北側平坦面からは小降 りであるが多くのピットを検出 した

ことから、北側に建物が所在 した場合、検出したピット群は建物建立時の足場穴になる可能性 もあ

つた。また、第 1ト レンチの東側に逆 L宇状に設定 した第 3ト レンチからは、 トレンチの中程から

東西溝状遺構 1条 (SE l)を検出した。溝の深 さは表土か ら約2.Omを測 り、溝内からは瓦片や土

師器皿・坑などが出上したことから、中門・回廊 。伽藍西門跡などで検出した区画溝 と同様に、創

建時の地割 として掘削された区画溝であると判断した。 この区画溝は西側の第 1ト レンチで検出し

た溝状遺構の延長に位置 し、第 1ト レンチの溝状遺構も同一の東西区画溝である可能性が高い。

また、第 2・ 4ト レンチからはそれぞれ南北 。東西の溝状遺構 1条ずつを検出した。第 4ト レン

チから検出した南北溝状遺構は幅0.8～ 1.2m・ 深 さ0.3mを 測る。これ ら溝状遺構は方形基壇状の

地形に沿つて掘削されてお り、この土地を整形する際に掘削された溝の可能性が高い。また、両 ト

レンチから遺物は全 く出土しなかつたが、地元への聞き取 り調査の結果、この基壇状高ま りの上に

は近年まで住宅が所在 していたことが明らかになり、調査成果 とも合わせて、この基壇状高ま りは

後世に整形されたものであると判断した。

(遺 物 )

第 1ト レンチ上層～下層からは軒丸瓦片 1点、縦縄瓦片63点、横縄瓦片27点 、無文瓦片79点 、格

子 目瓦片20点 、土師器片71点 、須恵器片H点、陶磁器片 1点が出土した。最下層からは横縄瓦片 3

点、無文瓦片 2点、土師器片 1点である。第 3ト レンチからは トレンチ中央附近で検出した東西溝

状遺構 (SE l)内 から縦縄瓦片 3点、横縄瓦片 1点、無文瓦片 4点、土師器片38点 が出土 した。ま

た、溝状遺構南側で軒平瓦片 1点、 トレンチ北端からは軒丸瓦片 1点、縄 目瓦片13点、無文瓦片 14

点、格子 目瓦片 8点、土師器片 4点、須恵器片 1点が出上した。

4)第 6次 A区第 1ト レンチ

O調査原因と調査法

第 5次 B区第 1ト レンチの調査で トレンチ内から東西溝状遺構 1条 と北側斜面及び平坦面よ り足

場穴の可能性があるピッ ト群を検出した。これ らのことからトレンチ北側に建物跡等の所在が予想

され、本地区をA区 とし、東西1.5～ 3.Om。 南北約14,Omの 第 1ト レンチを設定した。

調査地は民有林であり、杉や竹が植林 されていたことから、これ らを避けながらトレンチを設置

した。

O調査の結果

(遺 構 )

表土から約60～ 90clll掘 削した地点でアカホヤ火山灰層下層の黒褐色ローム層を検出した。この一

帯は後世の攪乱が著 しく、 トレンチ中央から南にかけて南北幅1.2～ 2.2mの東西溝状遺構 3条 (SE

l～ 3)と 直径約50cmの ピット1つを検出したのみである。

本 トレンチの遺構検出面は、北側で検出した南東回廊跡遺構検出面 と比較すると50cm程低 く、既

に遺構等が削平されてしまっている可能性も推定される。 しかし、他の建物跡 と比較すると建物に

伴 う柱穴は黒褐色ローム層をも掘 り抜いていることから、本地区に建物が所在 した可能性は薄い。
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尉g,163 KB」5B区第 1トレンチ平面図(1/100)

Fig 1 65 KB」 5B区第 3トレンチSEl平面図(1/40)
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日g.164 KB」5B区第3トレンチ平面図(1/100)

日g.166 KB」 6A区第 1トレンチ平面図(1/100)
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また、 トレンチ北側に所在 し、境内南東側を囲む東西土堤の調査も併せて実施 したが、土堤内か

ら近代の遺物等が出土し、後世の土地改変により形成された土堤であることが判明した。

(遺 物 )

本 トレンチからは縦縄瓦片 4点、横縄瓦片 4点、無文瓦片24点 、土師器片数点が出土した。

5)第 12次 C区第 1ト レンチ

O調査原因と調査法

塔想定箇所の伽藍内東西と伽藍南側東西の内、伽藍内東側は第 1次 B区の調査で大型円形土坑 2

基を検出した。また、伽藍南側については西側を第 3次 B区、東側を第 5次 B区、第 6次A区 とし

て調査 したが、塔跡 と推定できる遺構は検出できなかつた。このことから、伽藍内西側に塔跡が検

出される可能性が高まり、調査を実施することとした。本地区は現状で基壇痕跡等は遺存 していな

いが、伽藍内西塔配置を推定 した場合、中門跡 と推定金堂跡のほぼ中央の西側に位置すること、ま

た、推定中軸線で東に折 り返 した箇所に憧竿支柱を据えた柱掘方とも推定 される大型円形土坑 2基

が所在 していることなどから、この地点に塔跡が所在する可能性が高くなつた。これまでの調査で

は塔跡 と判断できる明確な遺構を検出しておらず、塔の基壇は全てが削平 されている可能性が高い

が、仮に塔基壇が全て削平されたとしも、塔を建立する際、基壇下に掘削されたであろう掘込地業

跡が遺存する可能性は高いと予想 される。調査箇所は民有地で家庭菜園及び通路 として利用されて

お り、西側に所在する倉庫の東側通路のみが掘削可能であつたことから、ここに東西8.Om。 南北 1.

0～ 2.Omの第 1ト レンチを設定した。

O調査の結果

(遺 構 )

後世にかなり攪乱を受けたアカホヤ火山灰層上層の黒色粘質土がほぼ全面に遺存 していたが、不

整形の窪みや後世の攪乱等を検出したのみで、掘込地業と推定できるような掘 り込み遺構は検出で

きなかつた。また、第10次 A区 として調査を実施 した本地区北側で南北柱穴列を検出していたが、

この柱穴列の延びも検出できなかつた。 トレンチ東端からは昭和36年度第 12ト レンチを検出し、そ

の トレンチ内及びすぐ西側に幅1.Om程 の長方形土坑を 2基検出した。西側の上坑内からは人骨や

棺蓋の一部と予想 される木片及び布切れ等が出土したことから、これら土坑は昭和36年度の調査で

北西土壇南側を調査した際に検出された、近世以降の墓であると判断した。

Fig 1 67 KB」 12C区第可トレンチ平面図(1/60)
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(遺 物 )

本 トレンチからは縦縄瓦片 4点、無文瓦片 3点、格子 目瓦片 1点が出上したのみである。

6)ま とめ

これまで12次 に亘る調査で塔跡の所在については計 5次に亘 り調査を実施 してきた。上記したよ

うに塔跡の所在については、以前より推定伽藍南東の南側に所在する杉竹林内、または、伽藍西側

に所在 していた北西土壇などが有力視 されてきたが、杉竹林内は第 5次 B区、北西土壇は第10次 A

区として調査を実施 した結果、両地区からは掘込地業痕跡や基壇痕跡など塔跡を特定できる遺構は

検出できなかつた。また、推定伽藍南西の南側を第 4次 B区 とし2本の トレンチを設定し調査を実

施 したが、ここでも塔関連遺構は検出できなかつた。これ らのことから伽藍地から離れた箇所に別

区として塔の所在も推定 されるが、九州内の他国の例や中国としての国の等級を考慮すると、伽藍

内の東西どちらかに塔跡が所在 した可能性が高い。

中門跡 と推定金堂跡間の東西は東側は現境内内であり、既に第 1次 B区 として調査を実施 してい

た。 したがつて、残 された塔想定箇所は西側のみであつた。想定 される地点には基壇上の盛土など

はなく、民家の庭 として利用 されていることから調査は大変困難であつたが、地権者の同意を得て

調査を実施 した。 しかし、上記 したとお り調査を実施 した結果、塔関連遺構 と推定されるような掘

り込みや基壇痕跡は検出できなかつた。調査区の関係上、 トレンチ規模は東西8.Om。 南北1.0～ 2.

Omと 狭小であつたが、塔基壇の構築に際 して掘込地業が行われていれば、基壇が全て削平された

としても地業痕跡は検出される筈である。したがつて、伽藍内西塔配置の可能性は低いと判断した。

以上のことから塔跡は大官大寺式や国分寺式伽藍配置を採ることを前提に推定すると、伽藍内東

側の第 1次 B区第 2ト レンチで大型円形土坑 2基を検出した周辺に比定される可能性が最も高い。

この大型円形土坑については、第 1節 「6.推定塔跡」の項でも述べたが、土坑内から多量の古

瓦片が出上したことから瓦溜 とする節や 2基の土坑が南北に併設 して穿たれていることから憧竿支

柱の柱掘方 とする節などが考えられてきた。瓦溜 とする節は土坑内には古瓦片などの遺物のみでは

なく、多量の土砂も埋設 されていたことから安易に瓦沼 とするのは妥当とは言えない。

また、憧竿支柱柱掘方 とする節については畿内や韓半島の事例を参考にすると可能性は残る。 し

かし、憧竿支柱柱掘方は本来東西方向に穿たれるのが一般的であり、南北に穿たれている本例 とは

異なる。また、直径2.Om強、現表土からの深さも約2.Omと 巨大であり、九州内の他の国分寺跡で

の検出例がないことからも考え難い。一般的には塔基壇を建立する際、基壇下に掘込地業を行い地

業内を版築により堅固に堅め基壇を築き、その上に塔心礎を据え心柱を建てる。 しかし、土壌の堅

固さを利用し、塔心を建てる箇所のみを掘削し直接心柱を据え、その後、心柱を覆 うように基壇を

築き、その上に四天柱を建てる、または、これら土坑を坪地業 とし土坑内を十分に突き固めた後、

礎石を据え心柱を建てることは不可能であろうか。また、これ とは別に壱岐島分寺のように心柱の

みを地山まで掘削し建てた程度のものであつた可能性もある。 しかし、日向国分寺は『続 日本紀』

巻第19に も記載されているように、天平勝宝 8(756)年には全国で当時建立されていた26ヶ 国に

も記され、「弘仁式」で日向国は中国とされ、国分寺料は 3万束で内 2万束を大隅国に援助してい

たことを考慮すると、塔が掘立柱のみであつたとは考え難く、今後、更なる検討を要す。
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2.推定伽藍北西側の調査 (Fig 170～ 172)

O位置 (G・ H-8・ 9、 F-10グ リン ド)

本地点は伽藍西門跡の北側に所在する民家北側に位置する。

O調査年次

調査は第 4次 D区第 1～ 3ト レンチ 。E区第 1～ 3ト レンチ (平成10年度)と して実施 した。

1)第 4次 D区第 可～ 3ト レンチ・ E区第 1～ 3ト レンチ

O調査原因と調査法

D区は第 3次 A区の調査で伽藍西門跡を検出し、その西側から南北区画溝が検出された。この溝

は北側に傾斜 しながら、北側に所在する民家下へ延びていると予想 された。このことから、民家北

側に東西20.5m・ 南北0.5～ 2.Omの 第 1ト レンチ、その北側に東西2.0～ 3.8m・ 南北0.6～ 1.3mの

第 2ト レンチ、その東側に東西1.6～ 1,8m・ 南北0.5mの第 3ト レンチを設定した。

E区 もD区同様に伽藍北側を東西に延びる東西区画溝等の遺構を検出する目的で、幅1.5～ 2.Om

で凸型の第 1ト レンチ、その南側に東西2.Om。 南北9,0～ 9,3mの第 2ト レンチ、第 2ト レンチか

ら西に17.Om程離れた箇所に東西3.5m。 南北0.6mの第 3ト レンチを設定した。

O調査の結果

(遺 構 )

D区は表土から40～ 50cIIl掘 り下げた地点でアカホヤ火山灰層下層の黒褐色ローム層を検出した。

本層を遺構検出面とし調査を実施 した結果、第 1ト レンチから直径30～ 60cmの ピット20個 が不規則

に検出され、トレンチ中央やや西よりに東西幅0.6～ 1.Omの方形土坑が 3基切 り合って検出された。

方形土坑は切 り合い関係を確認する為に上面のみ掘 り下げたのみで性格は不明である。第 2ト レン

チは木の根で攪乱を受けてお り遺構は不明、第 3ト レンチからは何 ら遺構も検出できなかつた。

次にE区は第 1～ 3ト レンチで表土から約40cIIl掘 り下げた地点よリアカホヤ火山灰層下層の黒褐

色ローム層を検出した。本層を遺構検出面とし調査を実施 したが、第 1ト レンチと第 2ト レンチ北

側は後世にかなりの攪乱を受けており、明確な遺構は検出できなかつた。唯一、第 2ト レンチ南側

か ら短辺0.5m程の楕円形 ピット2個が重なつて検出されたのみである。第 3ト レンチからは東西

幅 1.0～ 1.3mの 南北溝状遺構 1条を検出したが、調査面積が十分に確保できず性格は不明である。

(遺 物 )

E区第 1ト レンチからのみの出上で、縦縄瓦片 8点、横縄瓦片 3点、土師器片 3点、須恵器片 7

点が出上した。

2)ま とめ

本調査は伽藍西門北西側で検出した南北区画溝の北側への延び、また、東西方向への延びを確認

する目的で調査を実施 したが、両地区とも区画溝 と判断される遺構は検出できなかつた。 したがつ

て、伽藍を廻る区画溝は伽藍西門北側に所在する民家の下辺 りで東に折れる可能性が高まつた。
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Fig,171 KB」 4D区平面図(1/100)
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3.現国分公民館下の調査 (Fig.173～ 175)

○位置 (J・ K-11グ リンド)

本地点は木喰五智館北東側、木喰五智館来館者駐車場から東西道路を隔てた北側に位置する。

O調査年次

調査は第 3次 E区第 1～ 5ト レンチ (平成 9年度)と して実施 した。

1)第 3次 E区第 1～ 5ト レンチ

O調査原因と調査法

本地点は昭和36年度の調査の際、北西土壇 として調査を実施 した高まりが昭和40年頃破壊 されそ

の場所に旧国分公民館が建設 された。旧国分公民館の老朽化から同地点に建て替えの計画がなされ

たが、地下に遺構等が所在する可能性を考慮 し、伽藍地を外 した本地点に建設 されることとなつた。

このことから、公民館建設予定地の東西23.Om。 南北13.5mを調査対象地とし、 5本の トレンチを

設定した。第 1・ 2ト レンチは東西13.Om。 南北5.Om、 第 3ト レンチは東西9.5m。 南北2.0～ 4.0

m、 第 4・ 5ト レンチは東西9.5m。 南北2.Omである。

O調査の結果

(遺 構 )

調査の結果、第 1・ 3ト レンチ南側で南北幅1.3m程の東西溝状遺構 1条 (SE l)、 第 1ト レン

チ西側から東西幅2.Omで南側で途切れる溝状遺構 1条 (SE 2)を 検出した。また、第 5ト レンチ

からは南北方向の溝状遺構 2条 (SE 2・ 3)が検出されたが、後世の構であると判断した。

(遺 物)

第 5ト レンチSE 2か ら丸瓦片 1点、土師紡錘車 1点が出上したのみである。

2)ま とめ

現境内北西隅に所在 していた旧国分公民館が老朽化の為、本地点に新設されることとなつた。旧

国分公民館跡は昭和23・ 36年度の調査で 「北西土壇」と呼ばれる東西13.Om。 南北20.Om程 の上壇

状遺構が遺存 していた箇所であり、以前から当時の建物跡である可能性が示唆されてきた。これら

のことから、旧国分公民館下には地下遺構が遺存 している可能性があつたこと、また、将来、国分

寺跡を国史跡 として指定する際に、伽藍内に位置 していることなどから、影響の少ないと予想 され

る場所へ新設することとした。

本地点下では調査区南側から東西溝状遺構 1条 (SE l)と 調査区北側から延びる南北溝状遺構 2

条 (SE 2・ 3)、 その他、径20～ 40cm程の柱穴が検出されたが、建物跡等が所在 したと判断できる

遺構は検出できなかつた。また、調査区南側の東西溝状遺構は平成 8年度の調査でⅡ地点から検出

された東西溝状遺構 と同一溝 と判断し、伽藍東側を廻る南北区画溝は本地点よりさらに北側へ延び

ていることが確認 された。本溝状遺構内からは陶磁器片等が出土し、溝の埋土からも後世の所産と

推定される。
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1 10YR2/2 しまりなし   粘性あり   ごく少量の瓦片を含む。植物根あり。
2 7 6YR2/1 しまりあり    准性あまりなし 瓦片を含む。植物根あり。
0 5YR17/1 しまりあまりなし 粘性あり   7 5VR4/Cの ecn程のアカホヤゲW7クを含む。
4 75YR2/2 しよりややあり お性あり   ,カホヤをフロック状に含む(5～ 10cm)。

■ 5YR2/1  しよりややあり お性あり   ,カホヤをメロック状に含む(5～ 10om)。

S ,5YR2/1 しまりなし   粘性あり   瓦片を少量含む。
6 10YR2/2 しまりややあり お性あり
0. IOYR3/1 しまりなし   お性あり

' 7 5YR3/2 
しまりややあり 粘性大変あり 瓦片を少量。炭化物を含む(フ f17ク 3～ 5cm)。

8 10YR3/2 しまりあまりなし 粘性大変あり 瓦片を少量含む。

日g.175 KB」 3E区第3トレンチ西側北壁土層断面図(1/40)
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に
瓦

凹
面

の
布

目
は
3類

か
?

中
門

跡
残
55
/3
35
/1
5

下
定

方
向
ナ

デ
タ
テ
ヘ
ラ
脚

り
行
日

5類
ヨ
コ
ナ
デ

囀 剛
灰

自
色

5Y
7/
1

灰
オ

リ
ー

フ
e

1～
2m
m程

の
赤
褐
色
・
灰
色
粒

と
,m
m程

の
長
石
を
含
む
が
密

や
や
軟

的
Π藍

南
東

回
廊

跡
残

15
2/
27
/―

不
定

方
向

ナ
デ

下
定

方
向

ヘ
ラ
削

り
後

、
不

諄
方

向
ナ

亨
ヨコ

ヘ
ラ
削

り
ユヨ

ナ
デ

ロヨ
ナ
デ

灰
自
色

5Y
7/
1

廂 潮
黄 ２
５

灰
白
色

1～
3m
m程

の
黒

色
粒

と
'm
m程

の

長
石

を
含

む
が

密
良

好
三
当
裏

全
体

に
べ
ニ
ガ

ラ
付

着

囲
監

山
門

跡
残

12
1/
80
/―

指
オ

サ
エ

不
定

方
向

ナ
7~

ヨ
ヨ
ヘ

ラ
肖
1り

Hヨ
ナ
デ
後

、
一
部

Hコ
ヘ
ラ
削
り

日ヨ
ナ
デ

色 睦
廂 噸

色
赤

灰
色

2 
5Y
R6
/1

1～
2m
m程

の
長

石
`赤

チ
ャ
ー

ト

を
合

み
や

や
粗

0や
良

伽
藍

西
門

跡
残

38
/1
3/
―

ヨ
コ
カ
キ
ロ

ン テ
カ
キ
ロ

Hヨ
ナ
デ

ヨコ
ナ
デ

灰
白
色

25
Y8
/2

晴
灰

黄
色

25
Y5
/2

に
ぶ

い
橙

色
7 
5Y
R6
/4

'm
m程

の
赤

褐
色

粒
・
長

石
を
少

量
含

む
が

密
ミ
好

例
Π
監

山
田

師
残
86
/1
3/
22

ヨコ
ナ
デ

タ
テ
カ
キ
ロ

ヨコ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

タ
テ
カ
キ
ロ

タ
テ

板
ナ

う
Hコ

ナ
デ

灰
白
色

7 
5Y
R8
/1

に
ぶ
い
橙
色

7 
5Y
R7
/3

オ
リ
ー

ブ
黄

色
5Y
R6
/3

lm
m程

の
長

石
赤

チ
ャ
ー

ト
を

多

量
に
含

み
や

や
粗

主
好

切
1藍

西
問

跡
残
37
/ツ

ー
タ
テ
板

ナ
デ

後
、
ヨ
]

ヘ
ラ
肖
1り

ヨヨ
ナ
ギ

木
目
痕

タ
テ
板
ナ
,

灰
色

灰
自
色

5Y
7/
1

lm
m程

の
長

石
黒

色
粒

と
3m
m程

の
滑

石
粒

を
含

み
や

や
粗

良
好

推
定

塔
跡

残
56
/1
5/

不
定

方
向

ナ
デ

暗
灰

黄
色

黄
灰

色
艶 ν

灰 ２
５

Im
m程

の
長
石
や
灰
色
粒
を
含
t

吹
質

推
定

塔
跡

風
化

浅
黄

色
25
Y7
/3

理 勒
艶 〉

灰 ２
５

mm
程

の
長

石
・
赤

褐
色

粒
を
少

Ё
含

む
が

級
密

攻
質

推
定

塔
跡

残
58
/1
6/
―

不
定

方
向
ナ

デ
下
定
方
向

片
デ

黄
灰

色
25
Y5
/1

囀 Ｗ
黄

灰
色

25
Y6
/1

害
緻

良
好

丸
瓦

と
接

合
さ
れ

る
瓦

当
部

凸
面

に
布

日
3類

木
喰

五
智

館
下

残
57
/1
8/
―

不
定

方
向
ナ

デ

紳 呻
難 脇

浅 ２
５

浅
黄

橙
色

1～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
少

量
炊
質

ЙΠ
藍

東
門

跡
周

辺
残
76
/1
5た

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
コ
板

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

庭 Ｍ
色 灼

灰 Ｎ
５

灰
自
色

25
Y8
/,

Im
m程

の
赤

掲
色

粒
を
僅

か
に
含

む
が

密
や

や
軟

m霊
票

門
跡

周
辺

残
87
26
た

不
定

方
向

ナ
デ

囀 ψ
囀 炒

髄 開
紳 ５Ｙ
Ｒ

Im
m程

の
長

石
を
含

み
や

や
組

良
好

〕Π
藍
東

門
跡
周
辺

残
85
/2
6/
―

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
コ
棒

状
ナ
デ

灰
黄

色
25
Y6
/2

灰
黄

色
25
Y7
/2

灰
黄

色
25
Y7
/2

,～
2m
m程

の
長

石
・
頁

岩
を
含

み
や
や

粗
良

好

lΠ
藍
東

F見
跡
局
辺

残
81
/2
9/
一

木
目
痕

下
定

方
向
ナ

デ
色

に
ぷ

い
貢

橙
色

10
YR
7/
2
騨 咆

im
m程

の
長

石
を
僅

力
Ч
こ
含

む
が

密
や

や
軟

願
藍

東
門

跡
周

辺
残
58
/1
8府

下
定

方
向

ナ
デ

]コ
板

ナ
デ

ユコ
ナ
デ

ユコ
ナ
デ

日コ
板

ナ
デ

灰
黄

色
25
Y7
/2

策
灰

色
25
Y6
/1

髄 〉
灰 ２
５

1～
フ
mm
程

の
灰

色
粒

を
少

量
含

み
や

や
粗

史
質

m藍
東

門
跡

周
辺

残
8ツ

27
/―

不
定

方
向
ナ

デ
ラヽ
削

り
後

、
不

定
方

向
ナ

母コ
板

ナ
デ

ヨコ
ナ
デ

灰
黄

褐
色

10
YR
6/
3

灰
黄

色
ク
5Y
7/
2

難 Ｍ

淡 お
,m
m糧

の
長

石
を
含

む
が

密
火
質

そ
の

他
の

区
画

溝
残

70
/2
7/
―

ナ
デ

浅
黄
橙
色

,O
YR
3/
4

浅
寅

橙
色

10
YR
3/
4

に
ぶ
い
樟
色

7 
5Y
R7
/4

lm
m未

満
の

赤
褐

色
粒

を
徹

か
に

含
む

が
緻

密
吹
質

推
定

南
問

西
側

残
10
85
/1
95
/

下
定

方
向
ナ

デ
ロコ

ヘ
ラ
肖
Jり

'テ

ナ
デ

日
コ
ヘ

ラ
肖
1り

不
定
方
向

ナ
デ

に
ぶ

い
黄

橙
色

10
YR
7/
4

色
色

lm
m程

の
赤

褐
色
・
長

石
粒

を
微

力
Ч
こ
含

む
が

緻
密

0や
軟

5b
賓

東
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

残
01
/1
7/
―

下
定

方
向

ナ
デ

灰
色

随 Ｍ
灰

自
色

25
Y8
/1

緒
細

0や
軟

東
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

10
0/
19
/―

笠 小

不
定

方
向

ナ
デ

オ
サ

エ

後
、
不

定
方

向
ヘ
ラ
肖
1り

不
定

方
向

ナ
ザ

後
、

―
部

ヨ
コ
ヘ
ラ
削

り
ヨコ
ナ
デ

ヨコ
ヘ
ラ
切

り
タ
テ
ナ
デ

灰
白
色

N7
/O

髄 Ｍ
灰 ２
５

灰
白
色

lm
m程

の
長

石
を
少

量
含

む
が

徹
密

笠
好

二
当
面

周
縁

の
一

部
が

熱
の

為
,ヽ
褐

灰
色

(7
 5
YR
6/
1)
を

皇
す

東
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

残
91
5/
21
た

健 小
指
オ

サ
エ

、
不

定
方

向
ナ

デ
ヨ
コ
ナ
デ

黄
灰
色

25
Y6
/,

浅
黄

色
25
V'
/3

灰
費
色

25
Y6
/2

～
2m
m程

の
黒

色
粒

を
含

み
密

0や
聯

覇
北

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

努
長
フ
0/
23
/―

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

灰
自
色

灰
黄

色
灰

黄
褐

色
10
YR
6/
2

～
3m
m程

の
赤
褐
色
粒

と
'm
m以

Fの
灰
色
粒
・
長
石
粒

を
含
み
密

や
や

軟

隆
定

寺
域

北
側

残
42
/3
1/

風
1ヒ

言
オ

サ
エ

灰
白

色

噸 期
浅

黄
橙

色
7 
5Y
R3
/6

mm
程

の
赤

褐
色

粒
を
少

量
含

む
0や

勒

臣
雇

子
叡

雨
山

4R
I

残
91
/1
6た

盤 小
不

定
方

向
ナ

デ
カ
キ
ロ

不
定

方
向
ナ

デ
ヨコ

ナ
デ

'テ

ナ
デ

灰
色

灰
色

に
ぶ

い
緒

色
mm
程

の
長

石
赤

掲
色

粒
を
含

芽
や

や
粗

良
好

側
山

雨
域

婿 ‐Ｂ
７Ｔ

残
46
5/
15
府

無
風

化
ヨヨ

ナ
デ

色 望
陣 蝋

灰
白
色

10
YR
8/
2

色 ね

灰 Ｎ
６

,ヽ
な

り
細

か
な
石

英
や

長
石

粒
速

攻
質

側
西

南
域

嬌 ‐Ｂ
７Ｔ

残
14
9/
30
/―

無
卜
定

方
向
ナ

デ
灰

白
色

5Y
8/
1

灰
白
色

5Y
8/
1

雌 瑚
mm
程

の
長

石
。 灰

色
粒

を
や

や

等
手
、が

許
攻
質

と
定
寺
域
南
西
側

下
定

方
向

ナ
デ

Hヨ
ナ

デ
後

、
部

分
的

ト
ロ
痕

'テ

ヘ
ラ
肖
1

,

浅
黄

橙
色

ll
lY
R8
/3

難 呻
髄 〉

灰 ２
５

Im
m程

の
灰

色
粒

を
少

量
含

む
れ

笹
薪

改
質

Ta
b.
2-
1 

日
向

国
分

寺
跡

出
土

軒
丸

瓦
観

察
表
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分
類

構 点
遺 地

象 土
対 出

法
量

(c
m)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

備
考

瓦
当
部

周
縁

部
丸
瓦

部
接

合
部

(裏
面

)

瓦
当
高

/瓦
当
厚

/丸
瓦

厚
表

裏
外

内
一 酬

凸
凹

表
裏

断
面

に
定
寺
域
南
西
側

残
80
/1
6/
15

指
オ

サ
エ
後

、
ヘ

ラ
肖
1り

タ
テ
ナ
デ

灰
色

5Y
6/
1

庭 潮
灰

自
色

mm
程

の
黒

色
粒

と
長

石
粒

を
含

整
好

替
想

定
箇

所
IA
l丁

16
0/
17
/―

盤 小
不
定
方
向
ナ
デ

タ
テ
板

ナ
デ

ヨヨ
ナ
デ

ヨコ
ナ
デ

,テ
板

ナ
巧

灰
自
色

25
Y3
/1

黄
灰
色

25
Y6
/1

灰
白
色

25
Y8
/1

mm
程

の
石

英
長

石
を
少

量
含

チ
や

や
粗

0や
り

未 掲 載

停
門

師
残

50
/1
3/
―

無
不

定
方

向
ナ

デ
下
定

方
向

片
ギ

灰
白
色

25
Y8
/1

灰
自
色

25
Y3
/1

灰
自
色

25
Y8
/1

青
lT
x

次
質

,門
跡

現
売
26
/―

/―
ヨ
ヨ
板

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

iコ
ナ
デ

ヌ テ
板

ナ
弓

灰
黄
色

25
Y6
/2

灰
支

色
26
Y7
/2

灰
黄
色

25
Y6
/2

む

〕ヾ
密

跡
岬

Ｉ
Ａ

残
05
/2
85
府

無
F定

方
向

ナ
デ

ヨ
コ
ヘ
ラ
削

り
木

目
痕

R目
痕

]コ
ヘ
ラ
百

1
卜
定
方

向
ト
デ

に
ぶ
い
査
橙
色

ll
lY
Rフ

4
浅

貢
橙

色
il
lY
R8
/4

頚 脇
淡 ２
５

～
4m
m程

の
黒

色
粒

を
含

む
が

鉢
攻
質

断
＝

Ｉ
Ａ

残
48
/2
1/
―

無
ド
定

方
向
ナ

デ
ヨ
コ
板

ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

,コ
ナ
デ

且ヨ
ナ
デ

灰
白
色

25
Y8
/1

灰
自
色

25
Y7
/1

灰
自
色

il
lY
RS
/2

宮
緻

攻
質

伸
門

師
1表

採
残
48
/1
1/

無
ド
定

方
向
ナ

デ
に
ぶ
い
黄
色

25
Y6
/3

灰
白
色

N7
/0

灰
自
色

25
Y7
/1

Im
m程

の
灰

色
粒

を
多

く
含

み
や

や
組

良
奸

3類
笙
足

金
室

跡
残

12
/1
3/
―

風
化

,コ
カ
キ

ロ
後

、
不

定
方

向
灰

白
色

25
Y8
/1

灰
自
色

25
Y8
/1

灰
自
色

25
Y8
/1

Im
m程

の
黒

色
粒

を
少

量
含

む
お

駅
質

腫
足

金
皇

跡
残

2つ
/―

/―
木

目
痕

]コ
ナ
デ

木
目
痕

Hコ
ヘ
ラ
削

り
or
木

灰
白
色

髄 和
灰 Ｎ

im
m程

の
黒

色
粒

を
僅

か
に
含

む
良

好

伽
藍

南
東

回
廊

跡
残
4ν

27
/―

風
化

淡
黄

色
25
Y8
/3

灰
自
色

灰
白
色

1～
3m
m程

の
灰

色
粒

を
少

量
合

欧
質

跡
堂

講
解 ‐Ａ

残
19
//
―

益 小
]コ
ナ
デ

灰
白
色

iO
YR
3/
2

灰
白

色
im
m程

の
灰
色
粒
を
僅

お
Ч
こ
含
む

が
織

密
欧

質

1類
跡

堂
露

観 ‐Ａ
残

08
/1
9/
―

風
化

灰
白
色

10
YR
3/
2

灰
白
色

5Y
8/
1

噸 瑚
告
徹

欧
質

t定
講
堂
跡

IA
南

西
サ
ブ
ト
レ
ン
チ

残
50
/1
9/
―

風
化

蜘 中
浅

貢
橋

色
10
YR
8/
2

色
im
m程

の
黒

褐
色

粒
を
僅

お
Ч
こ
合

む
が

徹
密

欧
質

跡

醐 ＡＳ
Ｅ２

残
38
/ツ

ー
伍 州

ヌ テ
板

ナ
デ

後
、
周

縁
常
蔀

狛
コ
ヘ
ラ
曽
‖
り

]コ
ヘ
ラ
切

り
'テ

板
ナ
ラ

浅
黄

絵
色

10
YR
3/
3

騨 勒
破
密

や
や

軟

跡

醐 ＡＳ
Ｅ２

残
27
//
―

風
化

'テ

板
ナ
う

灰
自
色

灰
白
色

25
Y8
/1

1～
2m
m種

の
黒

褐
色

灰
色

粒
を

や
や

含
む

が
密

欧
質

木
喰

工
智

館
下

残
77
/2
9/
―

無
下
定

方
向

ナ
デ

随 Ｍ
黄 ２
５

黄
灰

色
P5
Y5
/1

暗
灰
黄
色

25
Y5
/2

改
密

(砂
質

)
良

好

惟
定

講
堂

西
側

南
北

柱
穴

列
残
41
/ツ

ー
無

龍 〉
灰 ２
５

に
ぶ
い
橙
色

7 
5Y
R7
/4

im
m程

の
灰

色
・
赤

褐
色

粒
を
少

量
含

む
が

密
欧
質

3類
In
藍
東

問
跡

周
辺

!I
l 
aT

残
20
/1
2/
24

下
定

方
向
ナ

デ
タ
テ
板

ナ
う

布
目

3類
ヨヨ
ナ
デ

色
色

浅
黄

色
25
Y7
/3

lm
m程

の
赤

褐
色

灰
色

粒
を
少

や
や

軟

残
54
/2
3/
一

無
色 和

灰 Ｎ
６

随 醐
灰

白
色

lm
m程

の
長

石
・
黄

褐
色

粒
を
少

昌
合

t、
が

密
敗

質

残
53
/2
7/
―

風
化

下
定

方
向

ナ
デ

後
、
一

部
4

「
サ
エ

髄 Ｍ
灰 ２
５

灰
白

色
灰

白
色

lm
m程

の
灰

色
粒

を
少

量
含

む
が

密
款

質

伽
藍

南
西

側
南

北
区

画
溝

残
41
/1
1た

伍 小
下
定

方
向

ナ
デ

う キ
ロ

:コ
ナ
デ

髄 Ｍ
灰 ２
５

黄
灰

色
25
Y6
/1

灰
白
色

25
Y7
/1

lm
m程

の
黒

色
粒

を
多

く
含

み
や

や
粗

や
や

軟

伽
藍

南
西

側
南

北
区

画
溝

残
81
/1
6/
―

風
化

ド
定
方

向
ナ
デ
後

、
一
部
4

「
サ
エ

ヨ
ヨ
ナ
デ

灰
自
色

7 
5Y
R3
/2

黄
灰

色
25
Y6
/1

色
01
～

le
mの

赤
褐

色
粒

を
含

み
、

や
や

粗
軟

質

推
定

南
門

西
側

残
60
/1
4/

風
化

灰
白
色

?5
Y3
/?

灰
白
色

灰
白
色

常
緻

軟
質

東
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

残
26
/1
4/
―

無
下
定

方
向

ナ
デ

随 Ｍ
随 駒

灰
黄

色
紋
密

軟
質

t定
寺
域
南
西
側

残
10
/―

/―
風

化
髄 〉

灰 ２
５

灰
白
色

2 
5V
e/
2

骨
緻

軟
賞

推
定

寺
域

南
西

側
残

36
/0
0/
―

範 小
髄 潮

灰 ２
５

灰
白
色

25
Y8
/1

灰
自
色

10
YR
3/
2

lm
m程

の
灰

色
粒

を
僅

ゐ
Ч
こ
含

む
が
緻

密
軟

貰

呑
想

定
箇

所
残

74
/ツ

ー
風

化
灰

自
色

25
Y8
/1

灰
自
色

10
YR
8/
2

灰
白
色

25
V8
/1

lm
m程

の
灰
色
粒
を
少
霊
含
み

や
や
粗

軟
質

そ
の
他

の
区
画
清

12
D3
T

残
25
た

か
整 小

タ
テ
ナ
デ

日ヽ
痕

灰
黄

色
灰

白
色

灰
白
色

25
Y3
/1

精
緻

良
好

不
明

1表
標

残
9ν

25
/―

無
不

定
方

向
ケ

ズ
リ
後

、
不

定
方

向
ナ

デ
指

オ
サ

エ
1コ
ナ
デ

色
黄

灰
色

25
Y6
/1

に
ぶ
い
貢
色

25
Y6
/3

1～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
・
長

石
を

少
塁

含
み

や
や

粗
や
や

軟

Ta
b 
2-
2 

日
向

国
分

寺
跡

出
土

軒
丸

瓦
観

察
表
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分
類

構 点
遺 地

象 土
対 出

法
量

(c
m)

調
整

目 無

布 有
布

ロ
パ

タ
ー
ン

面
取
り

側
面

の
段

(有
・
無

)

離
れ

砂
(有

無
)

分
割

界
線

(有
・
無

)

色
調

胎
土

焼
成

備
考

瓦
当
高

/顎
長

/平
瓦

厚
凸

面
凹

面
瓦

当
面

(部
位

)
(面

数
外

面
内

面
断

面

跡
押

ｉ
Ａ

残
32
/―

か
ヨ
コ
ナ
デ

無
艶 И

浅 ２
５

浅
黄

色
Im
m程

の
黒

色
赤

褐
色

位
を
含

む
が

密
や
や
q

中
門

跡
22
/残

14
5た

顆
部

)ヨ
コ
ミ
ガ

キ
布

目
後

、
タ
テ
ナ

デ
・
タ
テ
ミ
ガ

キ
ヨ
コ
ミ
ガ
キ

有
3類

左
側

縁
盤 小

庭 瑚
灰

色
黄

灰
色

Im
m程

の
赤

禍
色
・

白
色

粒
を
少

量
含

む
が

密
良

好

中
門

跡
55
/8
0/
30

震
部

の
み

ヨ
コ
板

ナ
デ

デ
、そ

れ
よ
り
先
は
不
定
方
向
ツ

無
有

灘 勒
に
ふ

い
爽

種
色

髄 Ｍ
灰 ２
５

im
m程

の
灰

色
粒

を
や

や

含
む

が
細

密
良

好
平
瓦

部
凸

面
に
ベ
ニ
ガ
ラ
付

着

中
門

跡
1l
 A
 7
T

46
/5
2/
―

器
面

風
化

器
面

風
化

片
デ

無
右

樹
縁

ヨ
コ
・

四
無

有
無

黄
灰

色
25
Y6
/1

灰
白
色

随 醐
1～

2m
m程

の
自
色

粒
を
り

量
含

む
が

密
や
や

瑠
発
き
ぶ

く
れ

中
門

跡
1l
 A
表

採
残
53
/3
4/
33

:コ
ヘ

ラ
削

り
、
顎

部
先

端
を
幅

8m
m

Eヨ
コ
ヘ

ラ
肖
Jり

ヨ
ヨ
ヘ
ラ
肖
1り

、
指

オ
サ

エ
盤 小

左
側

縁
無

廂 醐

に
ぶ

い
貢

橙
色

に
ぶ

い
赤

褐
色

1～
2m
m程

の
赤

褐
色

黒
色
粒

を
含

む
が

徹
密

良
好

中
門

跡
49
/3
6/
23

,X
5m
m程

の
正

格
子

目
叩

き
、
顎

邪
先

端
を
ヨ
コ
ヘ
ラ
削

り
'目

後
、
一
部
幅

3c
m程

の
'テ

原
ナ
デ

有
3類

両
側

縁
Hコ

四
有

に
ぶ

い
貢
橙

色
浅
黄
色

25
Y3
/0

灰
白
色

1～
3m
m程

の
赤

褐
色

粒
迄

少
量

含
む

が
緻

密
や
や
コ

加
藍

南
東

回
廊

跡
残
28
5/
/3
15

器
面

剥
離

の
為

、
不

明
'テ

削
り
後

、
瓦

当
側

を
ヨ
ヨ
ナ

無
右

側
縁

無
有

灰
黄
褐
色

iO
YR
6/
2

灰
白
色

灰
色

75
Y6
/1

駁
密

良
好

コ
藍

南
東

回
廊

跡
残
55
/6
3/
31

4×
8m
m程

の
長

方
形

Π 口
き
、
顎

と
平

瓦
接

合
部

ヨ
コ
ヘ
ラ
削

り
二
当
側

か
ら
平

瓦
部

へ
の

指
ナ

無
右

側
縁

無
無

浅
黄

色
に
ぷ

い
黄

橙
色

に
ぶ

い
赤

褐
色

5Y
R5
/3

lm
m程

の
赤

褐
色

粒
を
部

分
的

に
含

む
が

緻
密

や
や
9

m藍
南

東
回

廊
跡

残
23
/5
25
/2
4

IX
 4
mm
程

の
正

格
子

目
叩

き
、
顎

部
に
一

部
板

ヨ
ヨ
ナ

デ
'テ

ナ
デ
と
ヨ
コ
ヘ
ラ
削
り

右
側

縁
極 小

無
無

灰
色

5Y
5/
1

灰
色

5Y
G/
1

囃 ψ
lm
m程

の
長

石
を
極

少
量

含
む

の
み

で
織

密
良

好

m藍
南

東
回

廊
跡

37
/2
4/
26

帝
m内

に
,4
条

の
縦

縄
叩

き
岳
面

風
化

無
右

側
縁

疑 小
鉦 小

灰
白
色

25
Y9
/2

浅
黄

橙
色

10
YR
3/
3

灰
色

lm
m程

の
灰

色
粒

を
多
く

含
む

が
密

軟
質

町
藍

南
東

回
廊

跡
目
～

平
瓦

部
に

か
け
て

5c
m内

に
24

者
の

縦
縄

F「
き
、
瓦

当
側

に
板

状
ヨ

'テ

ヘ
ラ
削

り
後

、
不
定
方
向
の

反
ナ
デ

無
右

側
縁

灰
色

75
Y5
/1

灰
色

灰
白
色

緒
織

良
好

町
藍

南
東

回
廊

跡
l 
A 
4T

残
40
/5
2/
27

IX
 4
mm
程

の
正

格
子

目
H口

き
、
顎

邪
手

持
ち
ヨ
コ
ヘ

ラ
削

り
信
目
後

、
板

ナ
デ

有
3類

右
側

縁
無

有
盤 小

随 醐
色 灼

灰 Ｎ
５

灰
白
色

5Y
7/
1

6ヽ
な

り
細

か
な
石

英
や

長
百
を
含

み
密

良
好

13
m藍

南
東

回
廊

跡
l 
A 
4T

残
60
5/
67
5/

(顎
部

)3
X3
mm
程

の
正

格
子

目
即

き
、
(顎

～
平

瓦
部

問
)ヨ

コ
ヘ

ラ
削

,1
離
し
て
お
り
不
明

後 小
鞭 鉤 ｍ

囀 聰
暗 ２

mm
程

の
赤

褐
色

粒
を
極

改
か

に
含

む
が

徹
密

良
好

m藍
南

東
回

廊
跡

残
22
/―

/8
6

お
m内

に
12
条

の
縦

縄
叩

き
、
剥

離
瓦

(縦
ヘ

ラ
削

り
、
縦

指
ナ

デ
)

布
目
後

、
ヨ
ヨ
ヘ
ラ
削

り
→

タ
テ

ヘ
ラ
削

り
→

ナ
デ

一
部

3類
右

側
縁

無
整 小

紳 呻
浅
黄
橙
色

7 
5Y
R8
/6

浅
黄

橙
色

～
3m
m程

の
赤

褐
色

粒
を

〉
量

含
む

が
緻

密
良

好

15
佳
定
講

堂
跡

残
58
/3
6/
35

■
mあ

た
り
″
O未

以
上

の
削

か
な

縦

隠
叩

き
後

、
手

持
ち

ヨ
ヨ
ヘ

ラ
削

り
て

↑
目
後
、
タ
テ
ヘ
ラ
削
り

縄
状
の
痕
跡

が
残
る

有
無

左
例

縁
無

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/4

浅
黄

潜
色

10
YR
3/
0

浅
黄

橙
色

田
か
な
黒
色
粒
・
長
石
粒

と 極
少
量
含
む
が
精
級

風
部

と
平

瓦
部

の
接

合
箇

所
に

ミ ニ
ガ
ラ
が
遺
存
す
る

16
跡

醐 ＡＳ
Ｅ２

残
27
//
―

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
タ
テ
肖
〕り

無
益 小

灰
黄

色
25
Y7
/2

囀 ψ
mm
程

の
長

石
を
少

量
含

す
が

密
良

好

17
1,
藍
西

門
跡

残
38
/2
2/
'8

X4
mm
程

の
正

格
子

目
即

き
、
顎

語
ヨ
コ
ヘ
ラ
削

り
F目

後
、側

縁
例
へ
の
糸
き
り

有
4妾

百
有

灰
色

5Y
5/
1

灰
色

75
Y6
/1

灰
白
色

5Y
7/
1

～
2m
m程

の
灰

色
・
長

石
立
を

多
く
含

む
が

密
長

好

18
惟
定

塔
跡

21
/1
2/
22

ラヽ
削
り
。 ミ
ガ
キ

'テ

ケ
ズ
リ
ミ
ガ
キ

ヨ
ヨ
ケ
ズ
リ・
ミ

ガ
キ

一
部

4類
右
側

縁
盤 小

黄
灰

色
晴

灰
黄

色
随 潮

黄 ２
５

～
6m
m程

の
赤

褐
色

粒
邁

歩
量

含
む

が
徹

密
良

好

推
定

塔
跡

残
42
//
44

侵
面

風
化

]コ
板

ナ
デ

、
幅

4m
m程

の
ヨ
コ
捌

察
1条

無
一

部
艶 〉

灰 ２
５

淡
黄

色
25
Y3
/3

灰
色

5Y
5/
1

～
2m
m程

の
長

石
灰

色
立
を
多

く
含

む
が

緻
密

い
や
ヨ

推
定

塔
跡

54
/6
6/
22

X6
mm
程

の
長

方
形

格
子

目
叩
き

か
な
り
ほ
つ
れ
た
布

目
痕

有
4類

無
灰

白
色

5Y
7/
1

灰
色

75
Y6
/1

灰
白
色

5Y
7/
1

|～
9m
m程

の
灰
色
粒
を
清

す
が
密

良
好

21
木
喰

五
智

館
下

29
/1
1/
18

X6
mm
程

の
正
格
子

目
叩
き
、
指
オ

ナ
エ
、
ナ
デ

市
目
痕

石
4秦

貢
無

灰
黄

色
25
Y6
/2

肥 瑚
難 〉

灰 ２
５

mm
程

の
長

石
・
灰

色
粒

落
舒
む

が
密

良
好

本
喰

五
智

館
下

残
,3
/ツ

32
'テ

方
向

削
り

,テ
方

向
削

り
片
デ

疑 小
孤 小

灰
黄

色
2 
5Y
G/
2

地 〉
灰 ２
５

睡 削
黄 ２
５

Im
m程

の
自

色
粒

を
少

量
含
む

が
徹

密
や
や

瑠
や
や

焼
き
ぷ

く
れ

辺
周

跡
町 ３Ｔ

藍 Ⅱ
/残

45
5/

X8
mm
程

の
正

格
子

ロ
ロ 「
き
、
ヨ
コ

反
ナ

デ
、
市

ナ
デ

タ
テ
ヘ
ラ
削
り

無
無

色
色

灰
自
色

25
Y8
/1

lm
m程

の
灰

色
粒

を
極

少

邑
含

む
が

精
緻

や
や

朝

Ta
b 
3-
1 

日
向
国
分

寺
跡

出
土
軒

平
瓦
観

察
表
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分
巽

構 点
遺 地

象 土
対 出

法
量

(c
m)

調
整

布
目
υ

有
無

布
ロ
パ

タ
ー
ン

面
取

り
側

面
の

段
(有

無
)

離
れ

砂
(有

・
無

)

分
割

界
線

(有
無

)

色
調

胎
土

焼
成

備
考

瓦
当
高

/顎
長
/平

瓦
厚

凸
面

凹
面

瓦
当
面

(部
位

)
(面

数
)

外
面

内
面

断
面

舶
藍

東
門

跡
周

辺
残
26
//
36

'テ

板
ナ
デ

タ
テ

板
ナ

デ
無

左
側

縁
凹

凸
無

極 小
盤 小

に
ぶ
い
橙
色

7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

色

'5
YR
7/
4

嬢 枷
!～

3m
m程

の
赤

褐
色

粒
逐

多
く
含

む
が

密
軟

質

〕Π
藍

東
門

跡
周

辺
45
/6
6/
32

辺
5m
mほ

斜
格

子
叩

き
後

、
広

端
吊
6 
6c
m程

を
ヨ
コ
ヘ
ラ
削

り
布

目
後

、
タ
テ
ナ

デ
有

3類
左

側
縁

ヨ
コ・

凶
無

一
部

鉦 小

灰
黄

色
25
Y7
/2

灰
黄

色
25
Y7
/2

噸 剛
im
m程

度
の

長
石

を
少

量
含
む

が
緻

密
良

好

れ
藍

東
門

跡
周

辺
残
98
/ツ

34
下
定

方
向
ナ

デ
市
目
後

、
幅

3m
m程

の
平

行
条

膜
叩

き
―

部
3芸

貫
随 Ｍ

色 和
灰 Ｎ
５

灰
白
色

25
Y8
/2

Im
m程

度
の

長
石

を
少

量
含
む

が
緻

密
や
や
朝

27
防
1盤

北
西

側
東

西
区
画

溝
54
/残

23
5/
20

に
m内

に
18
条

の
縦

縄
「

口
き
、
接

合

“

ヨ
]ヘ

ラ
削

り
,コ

板
ナ

デ
、
瓦

当
部

側
は
ヨ
コ

ラヽ
肖
1り

鍾 小

に
ぶ

い
東

橙
色

10
YR
7/
4

色 Ｗ
願 隙

灰
白
色

25
Y8
/2

1～
2m
m程

の
長

石
・
灰

色

粒
を
微

か
に
含

む
が

精
絡

や
や

畝

そ
の

他
の

区
画

溝
残
88
//

離
縄

叩
き

1つ
条

、
離

れ
砂

:テ
ヘ

ラ
削

り
(器

面
風

化
)

盤 小
有

灰
白
色

75
Y7
/1

灰
白

色
75
Y3
/1

灰
白
色

75
Y3
/1

1～
2m
m程

の
灰

色
・
長

石
粒
を
含

む
が

密
や

や
葛

そ
の

他
の

区
画

潜
54
/5
2/
46

碕
m内

に
14
条

の
縦
縄

Π 口
き
、
そ
の

資
、
互

当
tR
lを

ヨ
コ
ヘ
ラ
肖
Jり

後
、
タ

二
当
側

は
ヨ
コ
ヘ
ラ
削
り
、
平
瓦

期
は
タ
テ
ナ
デ

鍾 小
有

雌 醐
淡

黄
色

随 醐

1～
5m
m程

の
灰

色
黒

色
長

石
粒

を
多

く
含

み
や

や
勃

推
定

南
門

西
側

残
51
/残

23
/―

:顎
部

)2
 5
cm
内

に
'2
条

の
横

縄
叩

子
、
(接

合
部

～
平

瓦
部

)縦
縄

叩
き

】 テ
ヘ
ラ
削

り
無

艶 脇
浅 ２
５

淡
黄

色
灰

黄
色

25
Y7
/2

宕
緻

や
や

朝

31
推

定
寺

域
北

側
'テ

方
向

の
条

線
文

、
叩

き
後

ナ
デ

肖
し
、
棒

状
ヨ
コ
ナ

7~
'日

後
、
広
端
部

か
ら
1 
5e
m程

とヨ
コ
板
ナ
デ

有
a類

左
側

縁
ヨ
コ
 
烈

無
銀 小

範 小
髄 〉

灰 ２
５

灰
黄

色
25
Y7
/2

灰
自
色

25
Y7
/1

青
徹

良
好

全
体

的
に
鉄

分
が

付
着

推
定

寺
域

北
側

残
4〃

45
/2
4

|×
4m
mの

正
格

子
目
叩

き
後

、
横

i向
の

ヘ
ラ
削

り
写
取

り
、
粗

く
う
す

い
布

目
痕

有
Э
類

左
tR
l縁

無
有

鍾 小
灰

貢
色

25
Y6
/,

に
ぷ

い
黄

色
25
Y6
/3

紳 呻
lm
m程

の
黒

雲
母

や
長

石
を
含

む
、
や

や
粗

良
好

看
子

目
叩
き
箇

所
に
多
量

の
黒

雲
母

と
思
わ
れ
る
砂
粒

が
付
着

推
定

寺
域

南
西

側
91
/―

/―
ヨコ

板
ナ

デ
岳
面

風
化

無
雌 醐

灰
白
色

5Y
8/
1

噸 瑚
1～

2m
m程

の
灰

色
粒

を
ど

量
含

む
が

密
軟

質

塔
想

定
箇

所
5B
3T
 S
El

64
/4
3/
28

に
m内

に
16
条

の
縦

縄
叩
き
後

、
広

常
部

か
ら
2,
cm
を

ヨ
コ
ヘ
ラ
削

り
'目

後
、
タ
テ
板
ナ
デ

有
3類

左
側

縁
無

有
雛 小

灰
色

,O
Y6
/1

灰
白
色

25
Y7
/1

に
ぶ
い
褐
色

7 
5Y
R6
/3

lm
m程

度
の
長

石
・
黒
雲

鳳
を
含
む

良
好

塔
想

定
箇

所
残

50
/4
7/
―

砒
化

の
為

、
不

明
砒
化

の
為

、
不

明
無

右
側

縁
極 小

無
無

灰
白
色

25
Y8
/2

髄 〉
灰 ２
５

浅
黄

色
25
Yフ

/3

I～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
老

少
量

含
む

が
密

軟
質

塔
想

定
箇

所
残

41
5/
―

/―
'テ

ヘ
ラ
肖
1り

後
、
ヨ
コ
ヘ
ラ
削

り
盤 小

無
町 蜘

灰
自
色

75
Y7
/1

破
密

良
好

未 掲 載

中
門

跡
残
2,
/5
5/
35

ic
m内

に
20
条

の
縦

縄
「

口
き
後

、
部

`的

に
縦

指
ナ

デ
i目

後
、
タ
テ
板

ナ
デ

部
分

3類
右

側
縁

ヨ
コ

四
無

一
部

無
座 瑚

灰
色

5Y
6/
1

灰
白
色

25
Y3
/2

2～
7m
m程

の
黒

褐
色

粒
芝

多
く
含

む
が

密
良

好

中
門

跡
X5
mm
程

の
正

格
子

目
叩

き
'テ

板
ナ

デ
盤 小

無
浅
黄

橙
色

'O
YR
3/
4

浅
黄
橙
色

10
YR
3/
4

に
ぶ

い
橙

色
lm
m程

の
赤

褐
色

粒
を
少

量
含

む
が

密
や

や
朝

申
門

跡
死
比
35
/―

/3
2

砒
化

の
為

、
不

明
右

側
縁

浅
黄

橙
色

10
YR
3/
3

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/4

省
織

軟
質

‡
門
跡

残
22
/ツ

ー
准
m内

に
'3
条

程
の
繊

縄
叩
き

無
色

灰
自
色

iO
YR
a/
2

lm
m程

の
赤

掲
色

粒
を
少

量
含

む
が

緻
密

軟
買

加
藍

南
東

回
廊

跡
駐
縄

即
き
と
思

わ
れ

る
が

風
化

の

亀
、
不

明
'テ

板
ナ

デ
劇
離

し
て
お

り
下
明

無
無

浅
黄
橙
色

10
YR
8/
3

浅
黄

橙
色

10
YR
3/
3

に
ふ

い
糞

種

色
Im
m程

の
長

石
を
少

量
含

む
が

密
や

や
聯

跡
堂

講
綾 ９Ａ

残
41
//
―

浅
黄

糖
色

浅
黄

給
色

7 
5Y
R3
/6

雪
緻

軟
質

伽
藍

東
門

跡
周

辺
5 
0 
1T
 S
El

残
90
//
40

縦
縄

叩
き
と
思

わ
れ

る
が

風
化

の
亀
、
不

明
乱
化

の
為

、
不

明
無

無
浅
黄
橙
色

10
YR
8/
3
紳 呻

浅
黄
惜
色

10
YR
3/
3

箸
la
l

軟
賞

利 蜘
残
41
5/
残

37
/―

維
縄

pp
き

と
思

わ
れ

る
が

風
化

の

為
、
不

明

一
部

板
ナ

デ
を
認

め
る
が

風
化

D為
、
不

明
無

灰
自
色

25
Y3
/2

灰
自
色

25
Y8
/E

灰
黄
色

25
Y7
/2

lm
m程

の
赤

掲
色

粒
を
含

む
が
徹

密
や

や
軟

不
明

8表
採

残
47
/残

20
5/
30

と
、
(顎

部
)縦

縄
叩

き
後

、
ヨ
コ
ヘ

ラ
,日

痕
、
瓦

当
側

は
布

日
後

、
ヨ 板

ナ
デ

有
3類

右
側

縁
無

無
熙

浅
黄
橙
色

10
YR
3/
3
難 呻

褐
灰

色
lm
m程

の
灰

色
粒

を
少

握
含

む
が

徹
密

や
や
つ

不
明

不
明

表
採

残
67
/残

43
/4
3

,c
m内

に
20
条

の
縦

縄
叩

き
(顎

部
)

,テ
板

ナ
デ

田
か

な
縄

目
架

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/4

浅
黄

橙
色

ll
lY
R8
/3

灰
白
色

25
Y8
/2

書
緻

や
や

軟

Ta
b 
3-
2 

日
向

国
分

寺
跡

出
土

軒
平

瓦
観

察
表
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番 号
対

象
遺

構
出

土
地

点
焼

成
形

態

器
 

種

法
量

(c
m)

調
整

色
調

胎
上

焼
成

備
考

口
径

/底
径

/器
雇

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

中
問

跡
土

師
器

皿
ツ

復
54
/R
21

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
]転

指
ナ

デ
、
器

面
風

化
橙
色

2 
5Y
R7
/6

髄 〉
Im
m以

下
の

石
英

や
長

石
を
含

む
が

緻
密

良
好

中
門

跡
土

師
器

高
台

付
婉

ツ
復
88
/R
25

司
転

指
ナ

デ
]転

指
ナ
デ

浅
黄

橙
色

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/4

敗
密

艮
好

Ⅲ
面

に
ス
ス
付

着

中
門

跡
土

師
器

復
12
γ

復
04
/2
6

司
転

指
ナ
デ

、
ヘ
ラ
剖

り
、
ヘ
ラ
切

り
未

II
R整

ヨ
転

指
ナ

デ
髄 〉

橙
色

7 
5Y
R7
/6

1～
2m
m程

の
赤

褐
色

及
び

灰
白

色
粒

を
含

む
が

緻
密

良
好

中
門

跡
土

師
器

高
台

付
婉

ツ
復
96
/R
44

司
転

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ
デ

]転
指

ナ
デ

、
不

定
方

向
ナ

デ
髄 冊

髄 用
Im
m程

の
長

石
等

を
多
く
含

み
や

や
粗

や
や

覇

中
門

跡
■

師
器

杯
復

13
4/
70
/4
1

∃
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

言
方

向
ナ
デ

橙
色

75
YR
7/
6

橙
色

7 
5Y
R7
/6

～
3m
mの

赤
褐

色
粒

や
長

石
を
含

み
や

や
粗

良
好

中
門

跡
土

師
器

ツ
復

74
/残

18
]転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
]転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
7 
5Y
R8
/4

色 た

辮

７
５
Ｙ
Ｒ
８

Im
m以

下
の

石
英

長
石

等
を
含

む
が

徹
密

良
好

中
門

跡
土

師
器

婉
ツ

復
66
5/
残

14
回
転

指
ナ

デ
(風

化
)、

ヘ
ラ
切

り
後

ナ
デ

(風
化

)
回
転

指
ナ

デ
(風

化
)

呻 酔
ぶ ５Ｙ

浅
黄
橙
色

7 
5Y
R8
/4

破
密

や
や
E

中
門

跡
土
師

器
/復

03
/残

14
]転

指
ナ

デ
、
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

可
転

指
ナ
デ

に
ぶ

い
橙

色
7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
責

橙
色

ll
lY
R7
/4

徴
密

良
好

中
円

跡
と
師

器
ツ

復
67
/残

18
5

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
削

り
、
ヘ

ラ
切

り
後

ナ
デ

回
転

指
ナ
デ

、
不

定
方

向
ナ

デ
に
ぶ

い
黄

橙
色

に
ぶ

い
黄

橙
色

10
YR
7/
3

5m
m程

の
石

英
を
含

む
が

緻
密

良
好

ホ
面

の
一

部
に
黒

斑
あ

り

中
門

跡

輔 訪
//
残

64
5

]転
ヘ
ラ
削

り
、
回
転

指
ナ

デ
不

定
方

向
ナ

デ
浅
黄
橙
色

7 
5Y
R3
/6

呻 呻
に
ぶ
い
橙
色

7 
5Y
R7
/4

lm
m程

の
長

石
・
赤

粒
等

を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

夏
部

径
5 
2c
m

中
門

跡
須

憲
器

盤
蓋

復
16
0/
一
/残

13
]転

ヘ
ラ
削

り
、
回
転

指
ナ

デ
回
転

指
ナ

デ
廂 瑚

灰
色

に
ぶ

い
褐

色
7 
5Y
R6
/3

徴
密

堅
徽

ホ
面
灰
被
り

中
門

跡
須

恵
器

盤

瞬 蜘

御 ‐
６

回
転

指
ナ

デ
、
ヘ

ラ
削

り
回
転

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ
デ

黄
灰

色
之
5Y
5/
1

黄
灰

色
～

灰
白
色

25
Y6
/1
～

7/
1

敏
密

良
好

中
門

跡
須

恵
器

蓋
蒋
辺

3m
m程

の
正

格
子

目
Π 口

き
ん
面

n口
き
後

ナ
ず

消
し

褐
灰
色

～
灰
黄
褐
色

10
YR
6/
,～

6/
2

艶 ν
灰 ２
５

雪
細

良
好

中
門

跡
須

意
器

甕
mm
幅

の
平

行
条

線
Π 仰

き
登
3 
8m
m程

の
青

海
波

状
文

叩
き

灰
黄

色
灰

黄
色

書
緻

良
好

中
門

跡
土

師
器

鉢
―
/復

73
/残

30
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
回
転

指
ナ

デ
浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/4

に
ぶ

い
橙

色
7 
5V
R7
/4

師
m程

の
赤

褐
色

粒
を

,点
含

む
が

密
良

好
勺
面
に
う
る
し
付
着

中
門

跡
土
師

器
杯

/復
82
/残

14
回
転

糖
ナ

7~
、

ヨ
コ
ナ

デ
,器

面
風

化
ヨ
転

指
ナ
デ

色 か
辮 枷

浅
黄

橙
色

7 
6Y
R3
/6

lm
m程

の
赤

色
粒

を
含

み
や

や
粗

や
や

朝
内
外

面
に

ス
ス

付
着

中
門

跡
土

師
器

高
台

付
婉

ツ
復

68
/残

19
5

]転
指

ナ
デ

、
ヨ
コ
ナ

デ
、
風

化
の

為
不

明
橙

色
髄 〉

im
m程

の
長

石
赤

色
粒

砂
粒

等
を
多

く
含

み
粗

や
や

朝

中
門

跡
須

恵
器

高
台

付
婉

―
た

/残
19

可
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
回
転

指
ナ
デ

、
回

転
指

ナ
デ

後
不

己
方

向
ミ
ガ

キ
浅
黄
色

25
Y7
/9

浅
貢

色
25

Y7
/3

精
繰

や
や

農
霞
径

復
11
 4
em
転

用
硯

?

中
門

跡

輔 働
/7
1/
残

19
]転

指
ナ
デ

、
ヘ
ラ
削

り
後

回
転

指
ナ

デ
回
転

指
ナ
デ

色 海
灘 ７６Ｙ
Ｒ８

浅
黄

橙
色

7 
5
YR
8/
4

lm
m未

満
の

長
石

や
石

英
を
含

む
が

徹
密

良
好

中
門

跡
須

恵
器

高
台

付
婉

ツ
復

86
/残

29
]転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
削

り
、
ツ
マ
ミ
出

し
、
不

定
方

向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ
デ

黄
灰

色
25
Y6
/1

灰
黄

色
26
γ

6/
2

灰
褐

色
7 
5Y
R6
/2

lm
m程

の
黒

雲
母

と
細

粒
を
含

む
が

繰
密

良
好

(堅
緻

)

中
門

跡
土

師
器

不
ツ

復
フ
0/
残

14
目
転

ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
回
転

指
ナ

デ
に
ぶ

い
黄

橙
色

10
YR
7/
4

騨 呻
Im
m程

の
赤

掲
色

粒
を
含

み
や

や
粗

や
や

軟

“

門
跡

土
師

器
復
91
//
残

18
]転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
]転

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ

デ

紳 呻
紳 呻

mm
程

の
黒

色
粒

を
少

量
含

む
が

精
級

良
好

跡
押 Ｆ
Ａ

土
師
器

イ
ツ

復
68
/残

15
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
回

転
指

ナ
デ

、
不

定
方

向
ナ

デ
橙
色

7 
5Y
R7
/6

橙
色

75
YR
,/
6

～
2m
mの

長
石

や
赤

褐
色

粒
を
含

み
や

や
組

良
好

Ta
b.
4-
1 

日
向

国
分

寺
跡

出
土

土
器

観
察

表



Ｉ Ｎ Ь Ｉ

番 号
対

象
遺

構
出

土
地

点
焼

成
形

態
器
  

種

法
量

(c
m)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

備
考

コ
径

/底
径

/器
語

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

中
間

跡
,A

土
師
器

イ
/復

76
/残

19
回
転

ヘ
ラ
削

り
後

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
回
転

指
ナ

ギ
浅
黄
橙
色

7 
5Y
R8
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

,O
YR
7/
4

1～
2m
mの

石
粒

を
含

み
や

や
粗

良
好

中
F二

跡
土

師
器

郵
ツ

復
70
/残

,4
司
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

]転
指

ナ
デ

、
不

定
方

向
ナ

デ
浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

に
ぶ

い
黄

橙
色

,O
YR
,/
4

1～
2m
mの

赤
褐

色
粒

を
多

く
含

み
粗

良
好

中
門

跡
土

師
器

琳
ツ

復
66
/残

2之
器
面
風
化
の
為
判
別
し
づ
ら
い
が
回
転
指
ナ
デ
と
思
わ

れ
る
、
回
転

ヘ
ラ

刀
り
未
調
整

器
面

風
化

色 刀
鶏 ７５Ｙ
Ｒ３

純 〉
～
2m
m程

の
石

粒
を

多
く
含

み
や

や
粗

良
好

中
門

跡
土
師

署
琳

―
/復

62
/残

27
]転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
、
ヘ
ラ
切

り
未

調
整

]転
指

ナ
デ

橙
色

5T
R7
/6

純 Ｗ
mm
程

の
石

粒
を
多

く
含

み
粗

良
野

中
門

Er
土

師
器

郵
―
/復

64
/残

25
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

手
持
ち

削
り

回
転

指
ナ
デ
、
指
オ
サ
エ
後
不

定
方
向
ナ
デ

難 ］
難 呻

～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
多

く
含

み
や

や
粗

や
や
9

中
門

跡
土

師
器

杯
フ

復
68
/残

21
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
]転

指
ナ

ず
、
ナ

デ
に
ぷ

い
橙

色
浅

黄
橙

色
10
YR

3/
4

mm
程

の
赤

チ
ャ
ー

ト
や

石
粒

を
含

み
や

や
粗

良
好

勺
面

の
一

部
に
う
る
し
付

着
?

中
門

跡
土

師
器

不
―
/復

72
/残

21
目
転

指
ナ

デ
回

転
指

ナ
デ

騨 ］
浅
黄

橙
色

,O
YR
3/
4

,ヽ
な

り
細

か
な
石

英
と
lm
m程

の
石

粒
を
含

む
が

密
良

好

跡
Ｗ ｉ
Ａ

土
師

器
杯

/復
83
/残

20
ユ
転

ヘ
ラ
削

り
、
回

転
指

ナ
デ

、
ヘ
ラ
切

り
未

調
整

回
転

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ

デ
橙

色
7 
5Y
R7
/6

橙
色

7 
5Y
R7
/6

致
密

良
好

跡
押

Ｉ
Ａ

土
師

器
杯

/復
10
2/
残

1
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
回

転
指

ナ
デ

、
不

定
方

向
ナ

デ
縫 Ｗ

に
ぶ

い
黄

橙
色

10
YR
7/
4

lm
m程

の
褐

色
粒

を
含

み
や

や
粗

良
好

勺
側

見
込

み
6Y
R7
/6

跡
押

Ｉ
Ａ

土
師

器
鉢

回
転

指
ナ

デ
全

面
ミ
ガ

キ

蝉 ］
髄 冊

5m
m程

の
長

石
・
雲

母
を
少

量
含

み
や

や
粗

良
好

Ⅲ
門
跡

'A
tt
 P
ll

須
恵

器
郵

鑢 脚
御 。

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
未

調
整

]転
指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

電
方

向
ナ
デ

灰
色

囀 朗
取
密

良
好

1開
跡

土
師

器
坪

ツ
復

99
/残

29
司
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

手
持

ち
削

り
ヨ
転

指
ナ

デ
橙

色
75
YR
7/
6

橙
色

75
YR
,/
6

lm
m未

満
の
長
石
等
を
少
量
含
む
が
密

農
好

Ⅲ
門
跡

土
師
器

イ
―
/6
6/
残

26
5

目
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
]転

指
ナ
ず

色 れ
辮 ７５Ｙ
Ｒ８

浅
黄

績
色

7 
5Y
R3
/6

jヽ
な

り
細

か
な
石

英
を
含

む
が

精
緻

良
好

跡
押

，
Ａ

土
師
器

イ
復

12
0/
65
/3
9

]転
指

チ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

手
持

ち
削

り
司
転

指
ナ

デ
、
指

オ
サ

エ
後

不
定

i向
ナ

デ
に
ぶ

い
橙

色 か

鶏

７
５
Ｙ

Ｒ
８

1～
7m
m程

の
赤

褐
色

粒
を

多
く
含

み
粗

や
や

薯

跡
灯

，
Ａ

土
師
器

イ
司
転

指
ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
]転

指
ナ

7~
、

指
オ

サ
エ
後

不
定

i向
ナ

デ
純 〉

浅
黄

橙
色

1～
2m
m程

の
石

英
や

赤
掲

色
粒

を
多

く
含

み
組

軟
質

1門
跡

土
師

器
杯

復
14
6/
復

72
/5
15

司
転

指
ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
可
転

指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

セ
方
向
ナ
デ

浅
黄
橙
色

10
YR
3/
4

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

lm
m程

の
石

英
や

長
石

を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

“

門
跡

土
師

器
杯

復
15
5/
復

64
/4
15

片
デ

、
回

転
ヘ

ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
片
デ

、
回

転
指

ナ
デ

、
不

定
方

向
ナ

髄 〉
浅

黄
橙

色
7 
5Y
R8
/6

か
な
り
細
か
な
長
石・

石
英
を
含
む
が
密

や
や

瑠
自
部

外
面

は
灰

黄
色

12
5Y
6/
2)
を

呈
す

帥 Ｗ
須

葱
器

杯
復
87
/復

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
]転

指
ナ

デ
雌 醐

灰
白
色

25
Y
7/
1

か
な

り
細

か
な
長

石
を
含

む
が

緻
密

良
好

ホ
面
に
自
然
釉
を
か
ぷ
る

跡
Ｔ

ｉ
Ａ

須
恵

器
高

台
付

婉
フ

復
89
/残

43
]転

指
ナ

デ
、
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
回
転

指
ナ

デ
オ

リ
ー

ブ
黒

色
5Y
3/
1

灰
色

5Y
5/
1

1～
2m
m程

の
長

石
等

を
含

み
や

や
粗

良
好

Ⅲ
面

に
自
然

釉
を
か

ぶ
る

輸 Ｐ
３

押

，
Ａ

土
師

器
高

台
付

婉
ツ

復
61
/残

25
5

]転
指

ナ
デ

、
ナ

デ
、
指

オ
サ

エ
後

不
定

方
向

ナ
デ

]転
指

ナ
7~

に
ぶ

い
黄
橙
色

10
YR
7/
4

難 ］
lm
m程

の
長

石
を
少

量
含

む
が

密
良

好

中
門

跡
土

師
器

高
台

付
婉

/復
64
/残

21
回
転

指
ナ
デ

、
ヨ
ヨ
ナ

デ
]転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
浅

黄
積

色
lm
m程

の
赤

色
粒

を
少

量
含

む
が

密
良

好

中
門

跡
土

師
器

高
台

付
婉

ツ
復

72
/残

19
回
転

指
ナ

デ
、
ナ

デ
、
ヘ

ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
器
面

剥
離

、
回

転
指

ナ
デ

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/6

色 海
鶏 ７５Ｙ
Ｒ８

組
か

な
石

英
長

石
を
含

む
が

徹
密

良
好

跡
Ｗ

５
Ａ

土
師

器
高

台
付

婉
ツ

ツ
残

19
]転

指
ナ

デ
、
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
未

調
整

]転
指

ナ
デ

橙
色

7 
5Y
R7
/6

髄 爛
im
m程

の
赤

チ
ャ
ー

ト
を
含

み
や

や
粗

良
好

Ta
b.
4-
2 

日
向

国
分

寺
跡

出
土

上
器

観
察

表



Ｉ Ｎ Ｅ Ｉ

番 号
対

象
遺

構
出

土
地

点
焼

成
形

態
器
  

種

法
量

(c
m)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

備
考

ヨ
径

/底
径

/器
信

外
面

内
面

外
面

肉
画

断
面

跡
ｒ

ｉ
Ａ

土
師

器
高

台
付

塊
―
/復

68
/残

24
]転

指
ナ

デ
、
ヨ
ヨ
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
回
転

指
ナ

デ

騨 ］
騨 呻

lm
m程

の
赤

チ
ャ
ー

ト
を
含

み
や

や
粗

良
好

跡
干 Ｉ
Ａ

錦 『
/復

76
/残

16
回
転

指
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ
デ

に
ぶ

い
橙

色
に
ぶ

い
橙

色
7 
5Y
R7
/4

lm
m程

の
赤

褐
色

粒
や

長
石

を
含

み
や

や
粗

良
好

跡
用 ‐Ａ

土
師

器
(内

黒
)

ツ
復

80
/残

24
ヨ
転

指
ナ

デ
、
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
:ガ
キ

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

籠 陣
lm
m程

の
赤

チ
ャ
ー

ト
を
含

み
や

や
粗

良
好

跡
岬

Ｉ
Ａ

土
師

器
高

台
付

婉
//
残

17
目
転

指
ナ

デ
、
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
ヨ
転

指
ナ

デ
、
指

オ
サ

エ
後

ナ
デ

純 冊
髄 冊

か
な

り
細

か
な
長

石
を
含

む
が

密
良

好

跡
＝

Ｉ
Ａ

土
師

器
高

台
付

婉
フ

/残
19

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
ギ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ

デ
浅

黄
橙

色
7 
5V
R3
/6

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

卜
な

り
細

か
な
石

英
・
長

石
を
含

む
が

密
良

好

,門
勘

土
師

器
高

台
付

婉
ツ

81
/残

94
ヨ
転

指
ナ

デ
8面

風
化

橙
色

75
YR
7/
6

貢
橙
色

10
YR
3/
6

〕ヽ
な

り
細

か
な

石
英

長
石

を
含

む
が

密
良

好

Ⅲ
門
跡

上
師

器
高

台
付

婉
復

15
9/
87
5/
69

ヨ
転

整
形

ナ
デ

、
高

台
貼

付
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
の
ち
ナ

デ
ヨ
転

整
形

ナ
デ

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/4

浅
黄
橙
色

7 
5Y
R3
/6

～
2m
m程

度
の

石
英

長
石

等
を

多
く
含

み
や

や
粗

良
好

伸
門

跡
土

師
器

皿
復

10
5/
復

73
/1
4

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
ヨ
転

指
ナ
デ

紳 ］
浅

黄
橙

色
Im
m未

満
の

石
英

や
長

石
を
少

量
含

む
が

密
良

好

跡
硝 ‐Ａ

土
師

器
皿

復
11
ツ

/1
7

ト デ
、
回
転
指
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
切
り

ヨ
転

指
ナ

デ
髄 〉

浅
黄
橙
色

7 
5Y
R3
/6

1～
4m
m程

の
石

粒
を
多

く
含

み
粗

良
好

Ⅲ
門
跡

土
師

器

皿
18
9/
66
/2
5

]ク
ロ
回
転

指
ナ
デ
整
形

の
ち
工
具

回
転
指
ナ
デ

、
回
転
ヘ
ラ
切

り
の
ち
不

セ
ナ
デ

∃
転

指
ナ

デ
整

形
の
ち
工

具
回

転
旨
ナ

デ
、
ロ
ク
ロ
回

転
指

ナ
デ

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

浅
黄
橙
色

7 
5Y
R8
/6

1～
5m
m程

度
の

長
石
・
赤

チ
ャ
ー

ト
を
含

み
や

や
粗

や
や

農

跡
鮒

，
Ａ

縄
文

土
器

甕
]コ
ナ
デ

ナ
デ

暗
灰
黄

色
25
Y4
/2

に
ぶ
い
黄
褐
色

10
YR
5/
9

Im
m未

満
の

長
石
・
石

英
金

雲
母

等
を
多

く
含

み
や

や

狙
良

好

獅 即

押 鵬
須

恵
器

甕
F行

ロ ロ
き
後

カ
キ

ロ
写
海

波
状

文
灰

色

囀 Ｍ
Im
m程

の
長

石
・
黒

色
粒

を
少

量
含

む
が

密
良

好

“

P弓
跡

須
恵

器
鉢

復
77
/ツ

残
35

ヨ
転

指
ナ

デ
司
転

指
ナ
デ

、
突

起
晦 醐

褐
灰

色
Im
m程

の
長

石
粒

を
極

少
量

含
む

が
緻

密
好 緻

良 堅

跡
＝

Ｉ
Ａ

須
恵

器
高

台
付

婉
―
/復

10
5/
残

26
]転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
司
転

指
ナ
デ

睫 陣
囀 剛

破
密

良
好

1門
跡

須
意

器
姉

萎
ツ

フ
残

19
5

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
削

り
ヨ
転

指
ナ

デ
後

不
定

方
向
ナ

デ
地 〉

灰 ２
５

に
ぶ

い
黄

色
25

Y6
/3

色 ４

橙 ν
沖 ５
Ｙ
Ｒ

lm
m程

の
長

石
を
少

量
含

む
が

精
緻

良
好

跡
押

ｉ
Ａ

籍 熱
復
26
0/
/残

5塾
]転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
肖
Jり

、
回

転
指

ナ
7~
後

カ
キ

ロ
(一

部
)

]転
指

ナ
デ

黄
灰

色
黄

灰
色

い
な

り
細

か
な

白
色

粒
を
含

む
が

密
良

好
同
最

大
径

復
27
 8
cm

1門
跡

須
恵

器
薬

//
残

65
ヨ
転

指
ナ

デ
、
タ
テ
縄

タ
タ
キ

後
ヨ
コ
カ
キ

ロ
、
タ
テ
縄

タ
タ
キ

言
オ

サ
エ

、
同

心
円

当
て
具

痕
灰

黄
色

25
Y7
/2

灰
色

5V
6/
1

か
な

り
細

か
な

白
色

粒
を
含

む
が

精
緻

良
好

夏
部

径
復

15
 9
cm
外

面
に
沈

線
あ

り

推
定

金
堂

跡
土

師
器

ツ
86
/残

12
1

団
転

指
ナ

デ
、
板

ナ
7~
、

沈
線

(棒
状

ナ
7~
)、

回
転

ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ
ラ

刀
り
後

不
定

方
向
ナ

デ
]転

指
ナ

デ
に
ぶ

い
橙

色
7 
5γ

R6
/4

浅
黄

給
色

10
YR
3/
4

浅
黄

栓
色

10
YR
3/
4

lm
m程

の
長

石
や

、
1～

5m
m程

の
灰

色
赤

褐
色

粒
、
ご

ま
状

に
黒

色
粒

を
含

む
が

密
良

好

推
定

金
堂

跡
土

師
器

塊
復

12
9/
復

48
/4
3

司
転

指
ナ

デ
、
回
転

ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
]転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
浅

黄
橙

色
lm
m以

下
の

赤
色

粒
を
多

く
含

み
や

や
粗

や
や

嘲
全
体

的
に
器

面
風

化

推
定

金
堂

跡
土

師
器

皿

復
8ツ

復
55
/1
55

団
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
肖
Jり

、
ヘ
ラ
切

り
後

ナ
デ

]転
指

ナ
デ

、
不

定
方

向
ナ

デ
浅
黄
橙
色

7 
5Y
R3
/6

橙
色

7 
5Y
R7
/0

雪
級

良
好

推
定

金
堂

跡
土

師
器

高
台

付
婉

一
府

/残
31
5

司
転

指
ナ

デ
]転

指
ナ

デ
橙
色

75
YR
7/
6

髄 〉
)5
mm
程

の
長

石
と
石

英
を
少

量
含

み
や

や
粗

良
好

罠
径

復
,4
cm

推
定

金
堂

跡
上

師
器

ツ
復
82
/残

11
器
面

風
化

器
面

風
化

に
ぶ

い
黄
橙
色

～
橙

10
YR
7/
4～

5Y
R,
/G

純 〉
lm
m以

下
の

長
石

や
石

英
を
含

む
が

密
や

や
敬

推
定

金
堂

跡
上

師
器

杯
ツ

復
98
/残

21
5

回
転

指
ナ
デ

、
器

面
風

化
司
転

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ

デ
髄 〉

橙
色

,5
YR
7/
6

lm
m以

下
の

長
石
・
赤

色
粒
・
砂

粒
等

を
多

く
含

む
が

や
や
粗

良
好

Ta
b 
4-
3 

日
向

国
分

寺
跡

出
上

土
器

観
察

表



― ］ 馬 ―

番 号

構 点
遺 地

象 上
対 出

焼
成

形
態

器
  

種

法
量

(c
m)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

備
考

コ
径

/底
径

/器
澪

外
面

内
画

外
面

内
面

断
面

t定
金
堂
跡

土
師

器
杯

/復
62
/残

17
5

回
転

指
ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
回
転

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ

デ
に
ぶ

い
黄
積
色

10
YR
7/
4

浅
黄

橙
色

言
緻

良
好

t定
金
堂
跡

土
師

器
郵

ツ
復

72
/残

13
回

転
指

ナ
デ

(器
面

風
化

)、
回

転
ヘ
ラ
切

り
(器

面
風

化
)

副
転

指
ナ

デ
(器

面
風

化
)

髄 瑚
に
ぶ

い
橙

色
7 
5V
R7
/4

mm
程

の
赤

褐
色

粒
な

ど
を
多

く
合

み
や

や
粗

良
好

推
定

金
堂

跡
上

師
器

杯
ツ

復
75
/残

28
司
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
]転

指
ナ

デ
に
ぷ

い
黄

橙
色

に
ぶ

い
橙
色

7 
5Y
R7
/4

～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
少

量
含

む
が

密
良

好

推
定

金
堂

跡
土

師
器

高
台

付
婉

ツ
復

,3
/残

23
5

欅
画

風
化

岳
面

風
化

騨 呻
浅
黄

橙
色

10
YR
3/
4

Im
m程

の
長

石
や

赤
褐

色
粒

を
微

量
含

む
が

密
や
や
つ

と
定
金
堂
跡

上
師

器
高

合
付

婉
/復

60
/残

31
司
転

指
ナ

ず
、
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
国
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
7~
後

不
定
方

向
ナ

デ
髄 〉

髄 Ｗ
1～

4m
m程

の
赤

掲
色

粒
を
少

量
含

み
や

や
粗

良
好

推
定

金
堂

跡
土

師
器

坪
?

ツ
フ

残
29

ヨ
転

指
ナ

デ
回
転

指
ナ

デ
に
ぶ

い
黄

橙
色

橙
色

7 
5Y
R7
/6

im
m程

の
長

石
や

赤
褐

色
粒

を
多
く
含

み
や

や
粗

良
好

推
定

金
堂

跡
土

師
器

高
台

付
皿

復
14
6/
復

68
/3
2

]転
指

ナ
デ

、
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
ヨ
転

指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

こ
方

向
ナ
デ

純 冊
橙
色

7 
6Y
R7
/6

im
m程

の
石

英
・
長

石
赤

褐
色

粒
を

多
く
含

み
や

や
粗

良
好

推
定

金
堂

跡
ゆ 購

復
14
4府

/残
32

]転
指

ナ
デ

、
ナ

デ
]転

指
ナ

デ
浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

騨 ］
im
m程

の
長

石
を
少

量
含

み
密

良
好

推
定

金
堂

跡
須

恵
器

斐
駐
縄

叩
き

司
心
円
叩
き

に
ぶ

い
橙
色

5Y
R6
/4

橙
色

lm
m程

の
長

石
を
少

量
含

み
や

や
粗

軟
質

ホ
面

に
沈

線
あ

り

推
定

金
堂

跡
須

恵
器

甕
―
/―

/―
駐
縄

叩
き
後

カ
キ

ロ
司
心
円
叩
き

褐
灰
色

5Y
R5
/1

灰
白
色

25
Y7

/1
1～

4m
m程

の
長

石
を
少

量
含

み
密

良
好

准
定

金
堂

跡
須

恵
器

高
台

付
婉

ツ
復

70
/残

34
回
転
指
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
削
り
、
回
転
ヘ
ラ
切
り

回
転

指
ナ

デ
庭 潮

灰
自
色

5Y
7/
1

か
な
り
細

か
な
細
粒
を
多
く
含
み

、
ザ
ラ
ツ
キ
感
が
あ
る

が
密

や
や

瑠

刑
藍

南
東

回
廊

跡
土
師
器

IT
N

ツ
復
62
/残

16
]転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
4転

指
ナ

デ
、
指

オ
サ

エ
に
ぶ
い
橙
色

7 
5γ

R7
/4

髄
５Ｙ
Ｒ７

か
な

り
細

か
な

石
英

や
長

石
を
多

く
含

み
4m
m程

の
に
ぷ

い
橙

色
粒

を
1点

含
み

や
や

粗
良

好

跡
廊

回
東

廟 Ｃ‐
Ｔ

土
師

器
高

台
付

婉
―
/復

86
/残

21
]転

指
ナ

ず
、
ナ

ず
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
器

面
風

化
髄 Ｗ

橙
色

,5
YR
7/
6

lm
m未

満
の

長
石

や
赤

褐
色

粒
を
少

量
含

む
が

密
や
や
u

m藍
南

東
回

廊
跡

土
師

器
杯

―
/復

7ク
残
20

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
未

調
整

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ
髄

５Ｙ
Ｒ６

に
ぶ

い
黄

橙
色

10
YR
7/
4

か
な
り
細
か
な
細
粒
か
ら
な
り
緻
密

良
好

距
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

不
マ

78
/残

28
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
(器

面
風

化
)

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

こ
方

向
ナ

デ
橙

色
7 
5Y
R7
/6

髄
５Ｙ
Ｒ７

か
な
り
細
か
な
細
れ
で
構
成
さ
れ
精
織

や
や

軟

Щ
藍

南
東

回
廊

跡
上

師
器

高
台

付
婉

ノ
11
5/
残

42
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
を
施

す
が

や
や

未
調

整
ヨ
転

指
ナ

ギ
、
不

定
方

向
ナ

デ
浅

黄
橙

色
7 
5Y
R8
/4

浅
黄
橙
色

7 
5Y
R8
/4

1～
3m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
多

く
含

み
や

や
粗

や
や
つ

m藍
南

東
回

廊
跡

土
師

器
杯

ツ
復
58
/残

16
コ
転

指
ナ

デ
、
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
ヨ
転

指
ナ
デ

髄 冊
純 冊

Im
m程

の
長

石
や

赤
褐

色
粒

を
少

量
含

む
が

密
良

好

肛
藍

南
東

回
廊

跡
!l
C3
-2
イ

土
師

器
芥

ツ
復

54
/残

15
ヨ
転

指
ナ
デ

、
ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

ケ
ズ

リ
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
了

後
ナ

に
ぶ

い
橙
色

7 
5Y
R7
/4

に
ぷ

い
橙

色
7 
5Y
R7
/4

2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
含

み
や

や
粗

R好

殖
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

杯
/復

70
/残

18
ヨ
転

指
ナ

デ
、
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ

デ
、
指

オ
サ

エ
浅

黄
橙

色
7 
5Y
R3
/4

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

褐
灰

色
75
YR
6/
1

mm
未

満
の

石
英

や
長

石
を
多

く
含

む
が

密
良

好

加
藍

南
東

国
廊

跡
土
師
器

イ
フ

復
63
/残

13
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
]転

指
ナ

デ
に
ぷ

い
橙

色
75
YR
フ

/4
に
ぶ

い
橙

色
7 
5Y
R7
/4

～
2m
m程

の
長

石
や

赤
褐

色
粒

を
多

く
含

み
や

や
粗

R好

腕
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

皿
―
/6
0/
残

10
∃
転

指
ナ

デ
、
回

転
ケ
ズ

リ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

ナ
デ

可
転
指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
ー
部

:

げ
キ

、
不

定
方

向
ナ
デ

紳 呻
浅
黄
橙
色

iO
YR
8/
3

改
密

良
好

11
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

郵
ツ

57
/残

19
司
転

指
ナ
ず

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ

デ
橙

色
,5
YR
7/
6

橙
色

7 
5Y
R7
/6

I～
2m
mの

長
石

を
多
く
含

み
や

や
組

良
好

胸
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

杯
ツ

復
66
/残

15
5

可
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
]転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

己
方

向
ナ

デ
髄 瑚

髄
５Ｙ
Ｒ６

mm
以

下
の

石
英

や
長

石
を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

Ta
b 
4-
4 

日
向

国
分

寺
跡

出
土

土
器

観
察

表



― ］ 冨 ―

番 号

構 点
遺 地

象 土
対 出

焼
成

形
態

器
 

種

法
量

(c
m)

調
整

色
調

胎
土

燒
成

備
考

口
径

/底
径

/器
語

外
面

内
画

外
面

肉
面

断
面

】Π
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

不
ツ

復
48
/2
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

セ
方

向
ナ

デ
浅

黄
橙

色
7 
5V
R3
/6

浅
黄
橙
色

7 
5Y
R8
/6

Im
m未

満
の

長
石

や
赤

褐
色

粒
を
少

量
含

む
が

密
良

好

】Π
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

郵
ツ

復
54
/残

26
8面

風
化

、
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
(風

化
)

【
面
風
化

騨 ］
浅

黄
橙

色
mm
程

の
赤

褐
色

粒
を
含

む
が

密
軟

質

脳
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

杯
/復

59
5/
残

24
ヨ
転

指
ナ

デ
、
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
未

調
整

ヨ
転

指
ナ

デ
髄 Ｗ

髄 〉
1～

2m
mの

長
石

や
灰

色
粒

を
多

く
合

む
み

や
や

粗
良

好

舶
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

杯
/復

57
/残

,7
5

]転
指

ナ
デ

(風
化

)、
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
(風

化
)

呂
面

風
化

髄 〉
浅

黄
橙

色
7 
5Y
R8
/6

Im
m未

満
の

長
石

を
多

く
含

み
や

や
粗

や
や

刷

贖
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

杯
一
/6
45
/残

25
]転

指
ナ

デ
、
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ

デ
、
ヘ
ラ
記

号
?

司
転

指
ナ

デ
縫

５Ｙ
Ｒ７

橙
色

|～
2m
m程

の
灰

。
自
色

粒
を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

腕
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

不
ツ

復
73
/残

17
5

田
転

指
ナ

ず
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
司
転

指
ナ
デ

に
ぷ
い
橙
色

7 
5Y
R7
/3

に
ぶ
い
橙
色

7 
5Y
R7
/4

い
な

り
細

か
な
長

石
を
多

く
含

む
が

密
,や

ヨ

舶
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

イ
ツ

復
60
/残

18
引
転

指
ナ
デ

、
ケ

ズ
リ
、
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
ヨ
転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
7 
5Y
R3
/4

橙
色

'5
YR
7/
6

im
m程

の
赤

褐
色

粒
や

長
石

を
少

量
含

む
が

密
良

好

,1
藍

南
東

回
廊

跡
!I
C3
-2
T

土
師

器
必

フ
54
/残

24
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
肖
Jり

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

]転
指

ナ
デ

、
不

定
方

向
ナ

デ
橙
色

75
YR
7/
6

橙
色

5Y
R
7/
6

Im
m程

の
長

石
や

赤
褐

色
粒

を
含

む
が

密
良

好

〕]
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

杯
復
93
/5
2/
47

ト
デ

、
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
ヨ
転

指
ナ

デ
橙

色
75
YR
7/
6

髄
５Ｙ
Ｒ７

im
m未

満
の

長
石

や
赤

褐
色

粒
を
多

く
含

む
が

緻
密

良
好

,1
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

杯
―
/5
25
/残

29
∃
転

指
ナ

デ
?(
器

画
風

化
)、

回
転

ヘ
ラ
切

り
?(
器

面
風

化
)

]転
指

ナ
デ
?(
器

面
風

化
)

浅
黄
桂
色

10
YR
3/
4

浅
黄

橙
色

lm
m程

の
赤

褐
色

粒
を
少

量
含

む
が

緻
密

良
好

加
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

婉
復

12
6/
復

片
デ
、
回
転
指
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ

片
デ
、
回
転

指
ナ
デ
、
不
定
方
向
ナ

デ
、
回
転
指
ナ
デ

髄 〉
浅

貢
橙

色
7 
5Y
R3
/4

1～
2m
m程

の
石

英
や

長
石

を
多

く
含

み
や

や
粗

や
や

瑠

,1
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

杯
復

12
0/
フ

残
40

片
デ

、
回

転
指

ナ
デ

可
転

指
ナ

デ
純 Ｗ

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/6

1～
2m
m程

の
石

英
や

長
石

を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

打Π
藍

南
東

回
廊

跡

” 榊
，

重
ツ

復
72
/残

25
器
面

風
化

、
ナ

デ
爆
面

風
1し

緒
色

7 
5Y
R7
/6

浅
黄

橙
色

1～
2m
mの

石
英

や
長

石
を
多

く
含

み
細

良
好

舶
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

高
台

付
婉

ツ
復

66
/残

27
5

]転
指

ナ
デ

、
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
亨

可
転

指
ナ
デ

(器
面

風
化

)
浅

黄
橙

色
,O
YR
3/
4

浅
黄

橙
色

7 
5Y

R3
/4

lm
m以

下
の

石
英
・
長

石
・
赤

褐
色

粒
を
含

み
や

や
粗

や
や

孵

加
藍

南
東

回
廊

跡

錦 『
ツ

復
フ
6/
残
22
5

回
転

指
ナ
デ

、
ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
髄 Ｗ

浅
黄

橙
色

7 
5Y

R3
/4

lm
m程

の
長

石
や

赤
褐

色
粒

を
少

量
含

む
が

密
良

好

切
1憲

南
東

回
椰

跡
土

師
器

高
台

付
婉

ツ
復
07
/残

27
5

目
転

指
ナ

デ
、
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ
純 〉

髄 〉
か

な
り
細

か
な

白
色

粒
を

多
く
含

む
が

密
良

好

切
,藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

高
台

付
婉

ツ
復
83
/残

25
回
転

指
ナ

デ
、
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
浅
黄
橙
色

10
YR
3/
4

紳 ］
か

な
り
細

か
な

石
英

を
多
く
含

む
が

密
良

好

切
1霊

南
東

回
廊

跡
須

恵
器

高
台

付
婉

ツ
復

93
/残

35
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ
附 朗

灰
色

lm
m程

の
長
石
を
少
曇
と
多
量
の
細
粒
を
含
む
が
密

良
好

切
]藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

高
台

付
境

/復
10
9/
残

29
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方

向
ナ

デ
可
転

指
ナ

デ
に
ぶ

い
橙

色
に
ぷ

い
橙

色
橙

色
1～

2m
m程

の
長

石
・
赤

褐
色

粒
を
含

む
が

密
良

好

加
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

高
イ

?
/復

14
0/
残

3'
ナ
デ

、
回

転
指

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ

デ
浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/6

紳 ］
徴
密

や
や
コ

伽
藍

南
東

回
廊

跡
器 明

陶 不
ツ

復
15
0/
残

43
]転

指
ナ

デ
、
ケ
ズ

リ
可
転

指
ナ

デ
色 ν

購 ５Ｙ
Ｒ

橙
色

im
m未

満
の

石
英

や
灰

色
粒

を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

孔
あ

り

伽
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

高
台

付
婉

//
残

14
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
器

面
風

化
浅

黄
橙

色
純

５Ｖ
Ｒ７

Im
m程

の
長

石
を

1点
含

む
が

密
や
や
コ

最
小

径
復

7 
2c
m

伽
藍

南
東

回
廊

跡
弥

生
土

器
甕

復
28
0/
フ

残
34

ヨ
転

指
ナ

デ
回
転

指
ナ

デ
明

赤
褐

色
2 
5Y
R5
/6

に
ぶ

い
黄

橙
色

10
YR
7/
4

～
2m
mの

石
英

'長
石
・
黒

色
粒

な
ど
を
含

み
や

や
粗

良
好

卜
面

に
丹

塗
り

Ta
b 
4-
5 

日
向

国
分

寺
跡

出
土

土
器

観
察

表



― ］ ド ト ー

番 号
対

象
遺

構
出

土
地

点
焼

成
形

態
器

 
種

法
量

(c
m)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

備
考

コ
径

/底
径

/器
宿

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

町
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

高
台

付
婉

―
/ツ

残
19
5

]転
指
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
回
転
ヘ
ラ
切
り

司
転

指
ナ

デ
浅

東
橙

色
7 
5Y
R3
/4

色 μ
辮 櫛

浅
黄
橙
色

10
YR
8/
3

,m
m未

満
の

長
石

を
少

量
含

む
が

密
良

好
最

小
径

復
6 
6c
m

阿
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

甕
復
24
4/
ツ

残
51

回
転

指
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
構

色
5Y
R7
/6

紳 呻
lm
m程

の
長

石
、
黒
・
赤

褐
色

粒
を
含

み
や

や
粗

良
好

晒
藍

南
東

回
廊

跡
土

師
器

高
台

付
婉

//
残

23
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
8面

風
化

に
ぶ

い
橙

色
5Y
R6
/4

浅
黄

橙
色

浅
黄

橙
色

10
YR
8/
3

lm
m程

の
長

石
や

黒
色

粒
を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

最
小

径
6 
5c
m

m藍
南

東
回

廊
跡

融 杯
復
"4
//
25

ヨ
転

指
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ
デ

呻 ］
呻 ］

灰
自
色

断
面

に
黒

細
粒

が
含

ま
れ

る
が

徹
密

良
好

釉
薬

塗
布

、
花

弁
?

m藍
南

東
回

廊
跡

土
師

器
不

復
14
2/
復

74
/3
9

「
ず

、
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ト デ

、
回
転
指
ナ
デ

に
ぶ

い
黄

橙
色

に
ぶ

い
黄

橙
色

10
YR
フ

/3
lm
m程

の
長

石
を
少

量
含

み
、
細

粒
を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

た
様

で
あ

り
口
縁

部
側

の
み

変
色

し
て
い

る
(7
 5
YR
B/
6・

7 
5Y
R3
/3
)

伽
藍

南
東

回
廊

跡
1l
 A
 5
T

土
師

器
杯

/復
88
/残

21
8面

風
化

、
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
切

り
8面

風
化

純
５Ｙ
Ｒ７

髄 〉
|～

3m
m程

の
赤

褐
色

粒
を

多
く
含

み
粗

粒
や
や

朝

七
定

講
堂

跡
土

師
器

高
台

付
婉

ツ
/残

29
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
]転

指
ナ
デ
、
回
転
指
ナ
デ
後
不

定
方
向
ナ
デ

に
ぶ
い
貢
橙
色

10
YR
7/
3

に
ぶ
い
黄

橋
色

10
YR
7/
3

Im
m程

の
長

石
を
少

量
含

む
が

密
や
や

嘲
罠
小

径
復

10
 6
om

t定
講
堂
跡

土
師

器
¬
盤

状
高

台
ツ
49
/残

12
ヨ
転

指
ナ

デ
、
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
岳
面

風
化

黄
灰

色
浅

黄
橙

色
10
YR
8/
4

'ヽ

な
り
細

か
な

石
英

を
多
く
含

む
が

密
艮

好

t定
講

堂
跡

土
師

器
IT
N

フ
復

62
/残

11
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
未

調
整

∃
転

指
ナ

デ
髄 肥

灰
黄

褐
色

10
YR
6/
2

;ヽ
な

り
細

か
な

石
英

や
長

石
を
含

む
が

密
良

好

佳
定

講
堂

跡
土

師
器

/復
76
/残

13
5

ヨ
転

指
ナ

ず
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

ナ
デ

]転
指

ナ
デ

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/6

1～
2m
m程

の
長

石
や

赤
褐

色
粒

を
少

量
含

み
や

や
粗

良
好

推
定

講
堂

跡
■

師
器

婉
復

“

け
/残

18
ヨ
転

指
ナ

デ
司
転

指
ナ
デ

髄 〉
髄 冊

Im
m程

赤
褐

色
粒

を
少

量
含

む
が

精
級

良
好

推
定

講
堂

跡
土

師
器

外
― 府

/残
17

ヨ
戦

指
ナ

亨
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

司
転

指
ナ

デ
髄 〉

艇
５Ｙ
Ｒ７

;ヽ
な

り
細

か
な
長

石
を
含

む
が

密
良

好
罠
小

径
復

5 
0c
m

t定
講

堂
跡

土
節

器
郷

フ
復
60
/残

,7
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
(風

化
)

司
転

指
ナ

デ
(風

化
)

髄 〉
橙
色

7 
5Y
R7
/6

Im
m程

の
長

石
や

赤
褐

色
粒

を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

推
定

講
堂

跡
土
師
器

イ
ツ

復
52
/残

28
司
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

∃
転

指
ナ
デ
、
回
転
指
ナ
デ
後
不

こ
方
向
ナ
デ

髄 〉
橙

色
I～

2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を

多
く
含

み
や

や
粗

良
好

推
定

講
堂

跡
土

師
器

杯
ツ

復
72
/残

19
司
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
器
面

風
化

浅
黄
橙
色

10
YR
8/
4

浅
黄
橙
色

7 
5Y
R
3/
3

im
m程

の
赤

褐
色

粒
を
少

量
含

む
が

徹
密

や
や

瑠
小
面

に
粘

土
付

着

推
定

講
堂

跡
土

師
器

沐
ツ

復
74
/残

12
]転

ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
]転

指
ナ
デ

(器
面
風
化

)

浅
黄
橙
色

7 
5Y
R3
/6

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

佃
か
な
長
石
を
少
量
含
む
が
密

良
好

推
定
講

堂
跡

OA
サ

ブ
ト
レ
ン
テ

土
師

器
杯

ツ
復

6″
/残

18
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
浅

黄
橙

色
,O
YR
3/
4

lm
m程

の
赤

褐
色

粒
を
わ

ず
力
Ч
こ
含

む
が

密
良

好

推
定
講

堂
跡

土
節

器
杯

/復
57
/残

18
司
転

指
ナ

ず
、
回

転
ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

ナ
デ

畢
面

風
化

髄 〉
橙

色
7 
5Y
R7
/6

1～
2m
m程

の
赤

掲
色

粒
を
多

く
含

み
粗

や
や

朝

推
定

講
堂

跡
土
師

器
不

ツ
復
70
/残

14
5

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

ナ
デ

目
転

指
ナ

デ
純

５Ｙ
Ｒ６

橙
色

7 
5Y
R
6/
6

か
な

り
細

か
な
黒

色
粒

を
少

量
含

む
が

精
緻

良
好

推
定

講
堂

跡
土

師
器

郷
/復

73
/残

18
5

]転
指

ナ
デ

、
回
転

ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ
浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/4

浅
黄

橙
色

1～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を

多
く
含

み
用

良
好

推
定

講
堂

跡
上
師

器
ツ

復
67
/残

15
5

司
転

指
ナ

ず
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

ナ
7~

ヨ
転

指
ナ

デ
(風

化
)

浅
黄

橙
色

10
YR
3/
4

浅
貢

橙
色

7 
5Y
tt
B/
6

褐
灰

色
10
YR
5/
1

5m
m程

の
灰
・
赤

褐
色

粒
を

多
く
含

み
糊

や
や

朝

推
定

講
堂

跡
土

師
器

必
/復

78
/残

20
回
転

指
ナ

ず
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
器

面
風

化
橙

色
7 
5Y
R7
/6

浅
黄

橙
色

1～
2m
m程

の
灰
・
赤

掲
色

粒
を
多

く
含

み
粗

良
好

推
定

講
堂

跡
土
師
器

イ
/復

74
/残

18
5

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
(器

面
風

化
)

器
面

風
化

橙
色

5Y
R7
/6

橙
色

7 
5Y
R7
/6

Im
m未

満
の

灰
・
赤

褐
色

粒
を

多
く
含

み
や

や
粗

良
好

Ta
b.
4-
6 

日
向

国
分

寺
跡

出
土

土
器

観
察

表



Ｉ Ｎ Ｓ Ｉ

番 号
対

象
遺

構
出

土
地

点
焼

成
形

態

器
 

種

法
量

(c
m)

調
整

色
II
R

胎
土

焼
成

備
考

コ
径

/底
径

/器
宿

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

t定
講
堂
跡

土
師

器
郵

ツ
復

68
/残

22
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

器
面

風
化

髄 〉
に
ぶ

い
橙

色
田
か
な
長
石
を
含
む
が
密

良
好

七
定

講
堂

跡
土

師
器

杯
―
/3
85
/残

24
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

コ
転

指
ナ

デ
に
ぶ
い
橙
色

7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
7 
5Y
R7
/4

mm
未

満
の

赤
褐

色
粒

を
少

量
含

む
が

密
良

好

推
定

講
堂

跡
土

師
器

杯
ツ

復
7?
/残

i0
5

目
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
髄 麗

髄 〉
骨
織

艮
好

推
定

講
堂

跡
土

師
器

皿
ツ

復
7ν

残
09

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
∃
転

指
ナ

デ

難 ］
橙
色

7 
5Y
R7
/6

jヽ
な

り
細

か
な

石
英

と
含

む
が

精
緻

良
好

推
定

講
堂

跡
土

師
器

鉢
―
/復

82
/残

24
5

岳
画

風
化

、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
団
転

指
ナ
デ

純
６Ｙ
Ｒ７

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

1～
2m
m程

の
赤

褐
灰

色
粒

を
多

く
含

み
粗

良
好

推
定

講
堂

跡
土
師
器

イ
ツ

復
85
/残

20
5

司
転

指
ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
7~

岳
面

風
化

三
ぶ

い
黄

橙
色

,O
YR
6/
(

に
ぶ

い
黄

橙
色

10
YR
7/
3

亜 呻
jヽ
な

り
細

か
な

石
英

と
長

石
を
含

む
が

精
緻

良
好

推
定

講
堂

跡
土
師
器

イ
ツ

復
71
0/
残

″
Ы

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ

デ
髄 〉

髄
５Ｙ
Ｒ７

I～
3m
m程

の
灰

色
赤

褐
色

粒
を
多

く
含

み
粗

良
好

推
定

講
堂

跡
土

師
器

郵
復

12
2/
ツ

残
21

片
デ
、
回
転
指
ナ
デ

″
デ
、
回
転
指
ナ
デ

色 か
辮 ７５Ｙ
Ｒ８

浅
黄

橙
色

7 
5Y

R3
/6

Im
m程

の
灰

色
・
赤

褐
色

粒
を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

推
定
講

堂
跡

OA
サ

ブ
ト
レ
ン
チ

土
師

器
芥

復
10
8/
/残

49
片
デ
、
回
転
指
ナ
デ

片
デ
、
回
転
指
ナ
デ

色 ん
鶏 帥

浅
黄

橙
色

I～
⊇
mm
程

の
赤

掲
色

粒
を
少

量
含

む
が

密
良

好

推
定

講
堂

跡
土

師
器

不
ツ

復
60
/残

25
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
(風

化
)

髄
５Ｙ
Ｒ７

橙
色

5m
m程

の
石

英
や

長
石

を
少

量
含

む
が

密
良

好

推
定
講
堂
跡

OA
サ

ブ
ト
レ
ン
チ

土
師

器
杯

片
デ

、
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

片
デ
、
回
転

指
ナ
デ

橙
色

75
YR
6/
6

髄
５Ｙ
Ｒ６

1～
3m
mの

赤
掲

色
粒

を
多
く
含

み
や

や
組

良
好

対
面

の
一

部
に
ス
ス
付

着

推
定

講
堂

跡
土

師
器

高
台

付
皿

ツ
復

61
/残

11
5

ヨ
転

指
ナ
デ
、
ナ
デ
、
回
転

ヘ
ラ
切

り
後
ナ
デ

]転
指

ナ
デ

浅
黄

橙
色

浅
黄

橙
色

ll
lY
R8
/3

い
な
り
細
か
な
長
石
や
石
英
を
含
む
が
精
緻

や
や
朝

推
定

講
堂

跡
土

師
器

高
台

付
婉

/復
66
/残

27
回
転

指
ナ
デ

、
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
回
転

指
ナ

デ
浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/6

浅
黄

橙
色

7 
6Y
R3
/4

'm
m程

の
長

石
を
少

量
合

む
が

密
良

好

推
定

講
堂

跡
土

師
器

高
台

付
婉

ツ
/残

31
可
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

亨
器
面

風
化

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/6

浅
黄
橋
色

7 
5Y
R8
/4

im
m程

の
長

石
や

黒
色

粒
を
少

量
含

む
が

密
良

好
風
小

径
復

6 
2c
m

隆
定

講
堂

跡
■

師
器

高
台

付
婉

/復
84
/残

23
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

ナ
デ

回
転
指
ナ
デ

(器
面
風
化

)

浅
黄

橙
色

に
ぶ

い
黄

橙
色

ll
lY
R7
/4

lm
m未

満
の

長
石

や
石

英
を
含

む
が

密
や

や
嘲

跡
堂

講
錠 ‐Ａ

ゆ 噛
//
残

99
回
転

指
ナ

デ
、
器

箇
風

化
純 〉

黒
lm
m程

の
赤

褐
色

粒
を
少

量
含

む
が

密
や
や

瑠
最

小
径

復
9 
ac
m肉

面
に
黒

ス
ス
付

着

焦
定

講
堂

跡

輔 『
復

14
4/
復

]転
指

ナ
デ

、
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
]転

指
ナ

デ
橙

色
7 
5Y
R7
/6

髄 〉
1～

2m
m程

の
灰

色
・
赤

褐
色

粒
を

多
く
含

み
粗

や
や
弓

色
定

講
堂

跡
土

師
器

高
台

付
塊

復
'4
0/
一

/残
40

可
転

指
ナ
デ

、
棒

状
横

ナ
デ

、
回

転
指

ナ
デ

回
転

指
ナ
デ

浅
黄

橙
色

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/4

1～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
含

み
や

や
粗

良
好

勺
面

の
一

部
に

う
る

し
付

着

跡
堂

講
錠 ‐Ａ

弥
生

土
器

奎
ツ

/残
40

ヨ
コ
ナ
デ
、
板
ナ
デ

指
オ

サ
エ

、
ナ

デ
橙

色
7 
5Y
R6
/6

橙
色

7 
5V

R6
/6

に
ぶ

い
橙
色

,O
YR
7/
4

1～
5m
m程

の
長

石
等

を
含

み
粗

良
好

央
帯

径
復

9 
4c
m

跡
堂

講
錠 ‐Ａ

土
師

器
復

15
8/
ツ

残
77

ナ
デ
、
回
転
指
ナ
デ
、板

ナ
デ

]転
指

ナ
デ

、
回

転
指

ナ
デ

?(
器

罰
風

化
)

こ
ぶ

い
黄

褐
色

,O
YR
6イ

浅
黄
橙
色

10
YR
3/
4

1～
2m
m程

の
長

石
や

赤
褐

色
粒

を
多

く
含

み
粗

や
や

電
ハ
ケ

ロ
1 
7c
m幅

に
10
本

t定
講
堂
跡

鶴 唯
//
残

16
目
転

指
ナ

デ
下
定

方
向
ナ

デ
灰

黄
色

25
Y7
/2

艶 ν
灰 ２
６

敏
密

良
好

商
径

3 
2c
m

t定
講
堂
跡

須
憲

器
高

合
付

婉
―
/8
7/
残

17
5

ヨ
転

指
ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ
ず
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

t方
向
ナ
デ

に
ぶ

い
黄

橙
色

に
ぶ

い
黄

橙
色

,m
m未

満
の

石
英

や
長

石
を
含

む
が

密
良

好

佳
定

講
堂

跡

籍 曜
復

15
0/
ツ

残
11

ヨ
転

ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
指

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ

デ
貢

灰
色

25
Y5
/1

灰
色

75
Y6
/1

lm
m程

の
長

石
を
少

量
含

む
が

密
良

好

Ta
b.
4-
7 

日
向

国
分

寺
跡

出
土

土
器

観
察

表



Ｉ Ｎ 示 ―

番 号
対

象
遺

構
出

土
地

点
焼

成
形

態
器

 
種

法
量

(c
m)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

備
考

口
径

/底
径

/器
荏

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

推
定

講
堂

跡

綿 盤
/―

/残
27

団
転

ヘ
ラ
肖
け
り
、
回

転
指

ナ
デ

下
定

方
向

ナ
デ

離 ］
褐

灰
色

なゝ
り
細
か
な
長
石
を
含
む
が
緻
密

や
や

翻

推
定

講
堂

跡
縄

文
土

器
義

//
残

42
″
デ

後
波

状
文

、
ナ

デ
後

豆
粒

状
文

，
７

に
ぶ
い
褐
色

髄
６Ｙ
Ｒ６

Im
m程

の
赤

褐
色

粒
と
細

か
な

石
英

を
含

み
粗

軟
質

推
定

講
堂

跡
縄

文
土

器
甕

― /
/残

47
春
子

目
文

、
ナ

デ
ナ
デ

(風
化

)

灰
黄

褐
色

iO
YR
4/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

10
YR
6/
4

黒
褐
色

25
Y3
/1

Im
m程

の
長

石
や

石
英

を
多

く
含

み
粗

軟
資

隆
定

講
堂

跡
土
師

器
甕

ツ
ー
/残

71
タ
テ
ハ
ケ

タ
テ
ミ
ガ
キ

灰
黄

色
25
Y6
/2

に
ぶ

い
黄

橙
色

1～
2m
m程

の
赤

掲
色

粒
や

長
石

を
含

み
粗

良
好

勺
面

の
全

体
に
ミ
ガ

キ
が

入
る
が

単
位

不
明

不 掲 識

跡
堂

講
錠 ‐Ａ

土
師

器
襲

/復
10
0/
残

26
板
ナ
デ
、ナ

デ
オ
デ

(風
化
著
し
い

)

に
ぶ
い
褐
色

7 
5Y
R5
/4

浅
黄

橙
色

10
YR
8/
4

騨 ］
～
5m
m程

の
自
色
・
灰

色
な

ど
の

石
粒

を
多

く
含

み
粗

や
や

瑠
外
側

表
面

は
に
ぷ

い
褐

色
ユ

し
光

沢
を
も
つ

。

木
の

葉
底

と
思

わ
れ

る
が

風
化

の
た

め
詳

細

未 掲 卦

僕
定

講
堂

跡
土
師

器
甕

ツ
復

74
/残

64
5

タ
テ
板

ナ
デ

、
ヨ
ヨ
ナ

デ
、
ナ

デ
、
風

化
モ
面
風
化

に
ぶ

い
黄

橙
色

浅
黄

橙
色

10
YR
3/
3

1～
3m
m程

の
赤

褐
色

灰
色

粒
を
多

く
含

み
粗

良
好

外
面

に
黒

斑
あ

り

未 掲 書

跡
堂

講
籠 ‐Ａ

土
師

器
甕

/復
90
//
残
85

ケヽ
ロ

、
不

定
方

向
ナ

デ
ナ

ギ
橙

色
5Y
R7
/6

髄 〉
呻 ］

1～
4m
m程

の
赤

褐
色

灰
色

粒
を
多

く
含

み
粗

良
好

ホ
面

に
棒

状
ナ
デ

禾 掲 載

佐
定

講
堂

跡
弥

生
土

器
壺

復
27
2/
/残

63
ヨ
コ
ミ
ガ
キ

、
回

転
指

ナ
デ

ナ
デ
、ヨ

コ
ミ
ガ
キ
、ヨ

ヨ
ナ
デ

黄
橙

色
黄

橙
色

,O
YR
8/
6

1～
2m
m程

の
白
色

灰
自
・
赤

褐
色

粒
を
多

く
含

み
粗

良
好

内
外
面
に
ス
ス
付
着

、
ス
ス
付
着

部
内
外
面
と

も
に
黄

灰
色

(2
5Y
5/
1)

Щ
藍

西
門

跡
土

師
器

郵
―
/7
3/
残

24
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
司
転

指
ナ

デ
に
ぶ

い
黄

橙
色

純 醐
lm
m程

の
赤

褐
色

粒
を
含

む
が

密
良

奸

m藍
西

門
跡

土
師
器

IT
N

― /
82
/残

20
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
目
転

指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

定
方

向
ナ
デ

に
ぷ
い
黄
橙
色

10
YR
6/
4

髄 〉
7m
m程

の
自
色
・
赤

褐
色

粒
を
多

く
含

み
粗

軟
質

墨
書

土
器
「

夏
J

跡

噸 ‐Ａ
ＳＥ２

土
師

器
杯

ン
71
5/
残

27
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

引
転

指
ナ
ず
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

E方
向
ナ
デ

橙
色

7 
5Y
R7
/6

髄 〉
～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を

多
く
含

み
粗

良
jV

m藍
西

門
跡

土
師

器
琳

―
/6
7/
残

25
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

ナ
デ

∃
転

指
ナ
ギ

髄 〉
髄

５Ｙ
Ｒ７

lm
m程

の
白
色

赤
褐

色
・
灰

色
粒

を
多
く
含

む
が

密
良

好

〕H
藍

西
門

跡
須

恵
器

杯
― /
復

76
/残

23
ヨ
転

指
ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ
デ

灰
白
色

5Y
7/
1

雌 醐
灰

色
4m
m程

の
白
色

粒
を

1点
含

む
が

徹
密

や
や
軟

M藍
西

門
跡

土
師
器

イ
―
/7
3/
残

42
∃
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

コ
転
指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後

不
こ
方

向
ナ
デ

橙
色

に
ぷ

い
橙

色
1～

2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

In
藍
西

門
跡

土
師

器
杯

―
/6
9/
残

31
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ

デ
(器

面
風

化
)

浅
黄

橙
色

,S
YR
3/
6

浅
黄
橙
色

10
Y口

0/
3

か
な
り
細

か
な
石
英

と
'm
m程

の
石
英

1点
を
含
む
が
密

ザ
ラ
つ
く

良
好

願
藍

西
門

跡
土

師
器

杯
ツ

復
74
/残

31
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転
指
ナ
デ

橙
色

,5
YR
7/
6

髄 〉
か

な
り
細

か
な
石

英
を
多

く
含

む
が

密
良

好

脳
藍

西
門

跡
土

師
器

外
―
/7
6/
残

37
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
司
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

置
方

向
ミ
ガ
キ

に
ぶ
い
黄
橙
色

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

Im
m程

の
赤

褐
色

粒
を
少

量
合

が
密

良
好

】,
藍

西
門

跡
土

師
器

婉
旨
ナ
ず

、
回

転
指

ナ
デ

、
ヘ
ラ
削

り
旨
ナ
ず
、
回
鍬
指
ナ
デ

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/4

浅
黄
橙
色

7 
5Y
R8
/4

mm
程

の
黒

雲
母

'長
石

を
含

む
が

密
良

好

跡

闘 ＡＳＥ
２

土
師

器
不

復
12
6/
復

77
/4
1

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
ナ

7~
、

回
転

ヘ
ラ
切

り
後

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ

刀
り
未

調
整

岳
面

風
化

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/6

髄 Ｗ
5m
m程

の
長

石
を

'点
含

む
が

密
や

や
軟

跡

醐 ＡＳ
Ｅ２

土
師
器

イ
復

12
8/
65
/4
1

司
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

]転
指

ナ
デ

、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ
浅
黄

橙
色

髄 〉
い
な

り
細

か
な

石
英

や
長

石
を
含

む
が

結
緻

良
好

加
藍

西
門

跡
土

師
器

杯
12
7/
61
/4
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
削

り
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

こ
方
向
ナ
デ

(器
面
風
化

)

浅
黄

橙
色

il
lY
R8
/4

橙
色

7 
5Y
Rフ

/6
か
な

り
細

か
な

石
英

や
長

石
を
含

む
が

密

表
面

は
ザ

ラ
つ

く
良

好

伽
藍

西
門

跡
3A
 S
E?

土
師
器

JF
N

復
12
3/
復

66
/5
0

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
、
指

オ
サ

エ
髄 〉

橙
色

5Y
R
7/
6

im
m程

の
長

石
を
少

量
、
か

な
り
細

か
な
石

英
を
多

く
含

む
が

密
良

好

切
1藍

西
門

跡
土
師

器
杯

復
13
ツ

67
/4
8

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
肖
!り

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転
指
ナ
ず

、
指
オ
サ
エ
後
不
定

方
向
ナ
デ

に
ぶ

い
橙

色
7 
5Y
R7
/4

浅
黄
橙
色

10
YR
3/
4

1～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
多

く
含

む
が

密
良

好

Ta
b.
4-
8 

日
向

国
分

寺
跡

出
土

土
器

観
察

表



Ｉ Ｎ ミ ー

番 号
対

象
遺

構
出

土
地

点
焼

成
形

態
器

 
種

法
量

(c
m)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

備
考

コ
径

/底
径

/器
信

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

11
藍

西
問

跡
土
師
器

イ
'3
0/
68
/4
25

回
転

指
ナ

デ
、
面

取
り
、
回
転

ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転
指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

定
方

向
ナ
デ

浅
黄

橙
色

,O
YR
3/
4

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/4

mm
程

の
赤

掲
色

粒
と
細

か
な

石
英

を
含

む
が

密
良

好

m藍
西
門
跡

土
師

器
不

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
橙

色
浅

黄
橙

色
7 
5Y
R8
/4

mm
程

の
長

石
や

赤
褐

色
粒

を
多

く
含

み
や

や
粗

長
野

跡

噸 ‐ＡＳ
Ｅ２

土
師

器
杯

復
12
7/
60
/4
4

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

コ
転

指
ナ

デ
橙

色
フ
5Y
R7
/6

橙
色

5Y
R7
/6

mm
程

の
赤

褐
色

灰
色

粒
を
多

く
合

み
粗

良
好

を,
藍

西
門

跡
土

師
器

杯
復

19
1/
63
/4
0

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

こ
方

向
ナ
デ

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/6

浅
黄

橙
色

jヽ
な

り
細

か
な
石

英
と
lm
m程

の
長

石
を
含

む
が

緻
密

良
好

をΠ
藍

西
門

跡
,A
 S
E2

土
師

器
芥

13
4/
74
/3
8

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
未

調
整

]転
指

ナ
デ

浅
黄

橙
色

浅
黄
橙
色

10
YR
3/
4

～
2m
m程

の
赤

掲
色

粒
を

多
く
含

み
や

や
粗

良
好

跡

闘 ＡＳ
Ｅ２

土
師
器

イ
復

14
0/
復

'3
/4
4

ユヨ
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
]転

指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

こ
方

向
ナ
デ

紳 ］
浅
黄

橙
色

10
YR
8/
4

mm
程

の
赤

褐
色

粒
を
多
量

に
含

み
粗

や
や
コ

伽
藍

西
門

跡
上

師
器

婉
復
,3
7ツ

残
43

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
削

り
司
転

指
ナ

デ
髄

５Ｙ
Ｒ７

髄 〉
褐

灰
色

7 
5Y
R5
/1

,ヽ
な

り
細

か
な

石
英

と
2m
m程

の
褐

色
チ
ャ
ー

ト
を
合

む
ド
緻

密
良

好
悧
面

に
沈

線
あ

り
。
全

体
に
ミ
ガ

キ
が

か
け
ら

■
て
い
る
が

単
位

は
不

明
。

伽
藍

西
門

跡
土

師
器

IT
N

復
13
2/
復

57
/8
8

司
転

指
ナ

デ
、
回

転
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
7 
5Y
RO
/6

浅
黄

橙
色

Im
m程

の
赤

褐
色

粒
を
含

む
が

密
良

好

胸
藍

西
門

跡
土

師
需

不
復

13
5/
73
/4
05

ヨ
転

指
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
削
り
、
回
転
ヘ
ラ
切

り
後
不
定
方
向
ナ
デ
、
器
面

軋
1ヒ

]転
指

ナ
デ

、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ

色 か
辮 枷

橙
色

2 
5Y
R7
/6

|～
3m
m程

の
赤

褐
色
・
灰

色
粒

、
長

石
な
ど
を
含

み
粗

や
や

嘲

加
藍

西
門

跡
土

師
器

杯
13
0/
72
/4
0

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

セ
方

向
ナ
デ

浅
黄

橙
色

ll
lY
R8
/4

髄 �
1～

2m
m程

の
灰

色
・
白

色
粒

を
多

く
合

み
粗

や
や

朝
勺
外

面
に
黒

斑
あ

り
(2
5Y
4/
1)

伽
藍

西
門

跡
土

師
器

杯
復
19
4/
75
/4
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
器

面
風

化
回
転

指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

こ
方

向
ナ
デ

に
ぶ

い
橙

色
75
YR
フ

/4
浅
黄
橙
色

7 
5Y

R3
/4

1～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
多

く
含

み
粗

や
や

朝
己
込

部
に
ス
ミ
付

着

伽
藍

西
門

跡
土

師
器

舛
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
浅
黄
橙
色

7 
6Y
R3
/6

に
ぶ

い
橙
色

7 
5Y
R7
/4

lm
m程

の
赤

II
B色

粒
を

多
く
含

み
や

や
粗

良
好

勺
面

に
黒

斑
あ

り
(7
 5
YR
5/
1)

～
面

に
沈

線
あ

り

切
R藍

西
門

跡
土

師
器

郵
復

10
0/
7り

44
5

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
可
転

指
ナ

ず
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

こ
方

向
ナ
デ

浅
黄

Fe
F色

7 
5Y
R3
/4

浅
黄

橙
色

1～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を

多
く
含

み
や

や
粗

良
好

加
藍

西
問

跡
)A
 S
E2

上
師

器
不

復
14
3/
復

81
/4
6

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
髄

５Ｙ
Ｒ７

橙
色

7 
5Y
R7
/6

1～
2m
m程

の
長

石
や

赤
褐

色
粒

と
か

な
り
細

か
な

石
英

を
含

む
が

密
良

好

詢
藍

西
門

跡
土
師

器
琳

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
肖
Jり

、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
、
指

オ
サ

エ
後

回
転

指
ナ

デ
に
ぶ

い
橙
色

7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
7 
5Y
R7
/4

1～
5m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
少

量
含

む
が

密
良

好

珀
藍

西
門

跡
土
師

器
杯

復
19
5/
復

76
/4
4

回
転

指
ナ

デ
、
手

持
ケ

ズ
リ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
橙

色
橋

色
～
?m
m程

の
長

石
を
含

む
が

密
良

好

m藍
西

門
跡

土
師

器
杯

復
,4
0/
復

74
/4
4

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

(器
面

風
化

)、
回

転
ヘ

ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

)後
不

定
方

向
ナ

デ
」
転
指
ナ
デ

難 呻
髄 〉

lm
m程

の
赤

褐
色
・

自
色

灰
色

粒
な
ど
を

多
量

含
み

や
や
粗

良
好

照
藍

西
門

跡
土
師

器
郵

復
12
3/
76
/4
55

回
転
指
ナ
デ
、
棒
状
ナ
デ
、
回
転

ヘ
ラ
肖
1り

、
回
転
ヘ
ラ
切

り
後
不
定
方

向
ナ
デ

]転
指

ナ
デ

橙
色

に
ぶ

い
黄

橙
色

～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
含

み
や

や
粗

良
好

ホ
面
に
沈
線
あ
り

中
藍

西
門

跡
土
師
器

イ
復

14
4/
77
/4
7

可
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

可
転

指
ナ
デ

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/6

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

か
な

り
細

か
な

石
英

を
多

く
含

む
が

緻
密

良
好

m藍
西

門
跡

土
師

器
婉

ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
、
ヘ
ラ
肖
】り

後
回
転

指
ナ
デ
、
ヘ
ラ
削
り
後
ヨ
ヨ
ナ
デ
、

ヘ
ラ
切

り
未
調

整
回

転
指

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
後

回
転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
7 
5Y
R8
/6

浅
貢

橙
色

7 
5Y
R3
/6

)5
mm
以
下
の
長
石
を
含
む
が
緻
密

良
好

m藍
菌

門
跡

土
師

器
杯

復
15
フ

78
/6
3

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
に
ぶ

い
橙
色

7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
75
YR
フ

/4
1～

2m
mの

長
石

や
赤

褐
色

粒
を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

跡

醐 ＡＳ
Ｅ２

土
師

器
不

復
16
5/
復

90
/5
65

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

置
方

向
ナ

デ

浅
黄

橙
色

浅
黄

橙
色

lm
m程

の
赤

褐
色

粒
を

1点
、
細

か
な

白
色

粒
を
少

量
含

bが
密

良
好

旧
藍

西
門

跡
土

師
器

高
台

付
婉

ツ
76
/残

29
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ
ヨ
転
指
ナ
デ

、
回
転

指
ナ
デ
後

不
定
方

向
ナ
デ

に
ぶ
い
橙
色

7 
5Y
R7
/4

に
ぶ
い
橙
色

7 
6Y
R7
/4

4m
m程

の
黄

白
色

砂
粒

を
1点

含
む

が
、
他

は
か

な
り
細

か
な
赤

褐
色

粒
を
含

む
が

密
良

好

Ta
b.
4-
9 

日
向

国
分

寺
跡

出
土

土
器

観
察

表



Ｉ Ｎ 冨 ―

番 号

構 点
遺 地

象 土
対 出

焼
成

形
態

器
  

種

法
量

(c
m)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

備
考

ヨ
径

/底
径

/器
信

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

〕]
藍
西
門
跡

土
師

器
高

台
付

婉
―
/8
0/
残

34
ヨ
転

指
ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

巨
ほ
指

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ
デ

髄 〉
浅

黄
橙

色
か

な
り
細

か
な

石
英

と
'm
m程

の
赤

褐
色

粒
を
含

む
が

密
良

好

跡

醐 ＡＳ
Ｅ２

土
師

器
高

台
付

婉
―
/0
4/
残

35
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ

デ
に
ぶ

い
橙

色
75
YR
7/
4

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/4

1～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
含

み
や

や
粗

良
好

lΠ
藍

西
門

跡
土

師
器

高
合

付
婉

―
/8
0/
残

45
ヨ
転

ヘ
ラ
削

り
、
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
ギ

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ
浅

貢
橙

色
7 
5Y
R3
/4

浅
黄

橙
色

75
YR
8/
4

Im
m程

の
赤

褐
色

白
色

粒
を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

跡

陣 ＳＥ２
土

師
器

高
台

付
婉

'3
5/
73
/5
6

ヨ
転

指
ナ

デ
、
ナ

デ
後

ヘ
ラ
肖
1り

、
沈

線
の

よ
う
な
深

目
の
ナ

デ
、
ナ

デ
、
ヘ

タ
肖
1り

ヨ
転

指
ナ

デ
、
指

オ
サ

エ
後

ナ
デ

に
ぶ

い
橙

色
7 
5Y
R7
/4

純 〉
lm
m程

の
長

石
を
含

む
が

緻
密

良
好

〕Π
藍

西
門

跡
土

師
器

高
台

付
婉

ツ
73
/残

59
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

テ切
り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

セ
方

向
ナ
デ

髄 冊
純 冊

Im
m程

の
赤

褐
色
・

自
色

灰
色

粒
を
含

む
、
か

な
り
細

か
な
石

英
を
含

み
が

密
。
ザ

ラ
つ

く
良

好

舶
藍

西
門

跡
土

師
器

高
台

付
婉

復
15
ν

/残
56

ヨ
転

指
ナ

ず
、
回

転
ヘ
ラ
尚
1り

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ
橙

色
に
ぶ

い
貢

橙
色

10
YR
7/
4

'ヽ

な
り
細

か
な

黒
白
粒

を
含

む
が

賓
良

好
最

小
径

6 
5c
m

】Π
藍

西
門

跡
土

師
器

高
台

付
婉

15
5/
00
/6
75

片
デ

、
回
転
指
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切

り
後
ナ
デ

]転
指

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
後

ナ
デ

浅
黄

橙
色

浅
黄

獲
色

1～
2m
m程

の
長

石
赤

チ
ャ
ー

ト
を
含

み
や

や
粗

良
好

,Π
藍

西
門

跡
土

師
器

高
台

付
婉

復
16
ν

復
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
]転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
75
YR
8/
4

橙
色

Im
m程

の
赤

褐
色

粒
を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

をΠ
藍

西
門

跡
(内

黒
)

復
15
ν

74
/6
2

ヨ
転

ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ユコ
ミ
ガ
キ
、タ

テ
ミ
ガ
キ
、
放
射
状

ガヽ
キ

浅
黄

権
色

黒
色

75
Y2
/1

mm
程

の
長

石
を

1点
含

む
が

徹
密

、
か

な
り
細

か
な
石

痣
を
多

く
含

み
ザ

ラ
つ

く
や
や

翻

跡

団 ＡＳ
Ｅ２

土
師

器
イ

39
/7
5/
25

可
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

]転
指
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
切

り
後

イ
こ
方

向
ナ
デ

橙
色

7 
5Y
R7
/6

橙
色

1～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
多

く
含

む
。
7m
m程

の
赤

掲
ど

位
1点

含
み

粗
良

好

加
藍

西
門

跡
土

師
器

皿
14
3/
64
5/
2?

引
転

指
ナ

デ
、
ナ

デ
、
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
、
ヘ
ラ
切

り
未

調
整

]転
指
ナ
デ
、
指
オ
サ
エ
後
回
転

旨
ナ
デ
、
指
オ
サ
エ

浅
黄

橙
色

浅
黄

橙
色

1～
2m
m程

の
石
英

長
石

赤
チ
ャ
ー
ト
を
多
量

に
含
み

lE
良

好

】Π
藍

西
門

跡
土

師
器

杯
復

14
ν

復
6a
/3
2

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ

デ
に

ぶ
い
黄

橙
色

浅
黄

橙
色

1～
2m
mの

赤
褐

色
粒

を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

跡

曲 ＡＳ
Ｅ２

土
師

器
15
4/
73
/2
4

ヨコ
ナ

デ
、
ヘ
ラ
肖
1り

後
ナ

デ
、
ヘ
ラ
切

り
未

調
整

(摩
耗

)

]ヨ
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

、
指

オ
サ

L後
ナ

デ
髄 〉

橙
色

15
～

2m
m程

の
石

英
・
長

石
を
含

み
粗

や
や

良

伽
Π藍

西
門

跡
土

師
器

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
削

り
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

手
持

ケ
ズ

リ
]転

指
ナ
デ
、
回
転
指
ナ
デ
後
不

=方
向
ナ
デ

橙
色

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/4

1～
2m
m程

の
自
色

赤
褐

色
粒

を
含

む
が

密
良

好

】,
藍

西
門

跡
上

師
器

高
台

付
婉

ツ
77
/残

80
司
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

∃
転

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ

デ
に
ぶ

い
橙

色
浅

黄
糖

色
Im
m程

の
赤

褐
色

粒
、
白
色

粒
を
含

む
が

密
良

好

跡

団 ＡＳ
Ｅ２

上
師

器
高

台
付

皿
/7
25
/残

33
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

司
転

指
ナ

デ
橙

色
浅

黄
橙

色
1～

2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を

多
く
含

み
や

や
粗

良
好

加
藍

西
門

跡
土

師
器

高
台

付
皿

復
15
0/
81
/4
0

司
転

指
ナ

デ
、
ヨ
ヨ
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
浅

黄
橙

色
7 
5Y
Ra
/4

か
な
り
細

か
な
石
英
を
多
く
含
む
が
密

ザ
ラ
つ
く

良
好

的
n藍

西
門

跡

珊 剛
片
デ

、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
う

司
転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
橙

色
1～

Om
m程

の
灰

色
・
赤

掲
色

粒
を

多
く
含

み
粗

良
好

加
藍

西
門

跡
須

意
器

イ
ツ

復
89
/残

ρ
2

司
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
指

オ
サ

エ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

指
オ

サ
エ
、

ヨ
転

ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ

色 洵
灰 Ｎ
５

灰
色

致
密

良
好

舶
藍

西
門

跡
須

恵
器

不
復

12
3/
復

91
/3
3

司
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
司
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

亡
方

向
ナ

デ
褐

灰
色

iO
YR
5/
1

貢
灰

色
25
Y
6/
'

灰
色

75
Y6
/1

敏
密

良
好

伽
藍

西
門

跡
須

恵
器

高
台

付
婉

/復
90
/残

15
]転

指
ナ
デ
、
回
転

ヘ
ラ
切

り
後

回
転
指
ナ
デ

※
底
部

に
刻
み
状

の
痕

赤
あ
り

回
転

指
ナ
デ
、
不
定
方

向
ナ
デ

(板

ナ
デ

?)
灰

黄
色

25
Y,
/2

灰
白
色

25
Y7
/1

か
な

り
細

か
な

自
色

粒
を
含

む
が

緻
密

良
好

卜
面

の
一

部
灰

被
り

伽
藍

西
門

跡
須

恵
器

高
台

付
婉

/復
80
/残

37
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
]転

指
ナ
デ

、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ
灰

色
75
Y6
/1

灰
色

75
Y6
/1

改
密

良
好

切
R藍

西
門

跡
須

意
器

郵
復
10
0/
/残

36
ヨ
転

指
ナ

デ
回
転

指
ナ

デ
随 潮

灰
色

敏
密

良
好

Ta
b 
4-
10
 

日
向

国
分

寺
跡

出
上

上
器

観
察

表
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番 弓
対

象
遺

構
出

土
地

点
焼

成
形

態
器

 
種

法
量

(c
m)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

備
考

コ
径

/底
径

/器
言

外
面

内
面

外
画

内
面

断
面

預
藍

西
門

跡
須

恵
器

婉
復

14
9/
一
/残

44
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
ミ
ガ
キ

回
転

指
ナ

デ
赤

灰
色

色 ν
撤 ５Ｙ
Ｒ

)5
～

lm
m程

の
黒

雲
母

長
石

を
含

む
が

叙
密

好 徹
良 堅

コ
縁

部
に

自
然

釉
付

着

れ
藍

西
門

跡
須

恵
器

不
復

15
ν

ツ
残

31
回
転

指
ナ

デ
]転

指
ナ

デ
灰

色
5Y
6/
1

(灰
被

り
=灰

白
色

5Y
7/
1

灰
色

5Y
6/
1

hm
程

の
黒

色
粒

を
1点

含
む

が
精

緻
良

好
ホ
面
灰
被
り

れ
藍

西
門

跡
須

恵
器

甕
復

18
4/
ツ

残
]転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
格

子
目

叩
き

]転
指

ナ
デ

、
指

ナ
デ

随 蜘
随 陣

か
な

り
細

か
い

石
英
・
長

石
な

ど
を
含

む
が

徹
密

良
好

加
藍

西
門

跡
須

恵
器

壷
宅
三
82
/―

/夕
勇
24

]転
指

ナ
ギ

回
転

指
ナ

デ
赤

灰
色

褐
灰

色
10
Y
R6
/1

lm
m程

の
黒

雲
母

長
石

を
含

む
が

緻
密

好 緻
良 堅

ん
側

に
自
然

釉
を
被

る

阿
藍

西
門

跡
須

恵
器

不
蓋

隻
15
25
ツ

残
13
〔

H転
指

ナ
デ

、
指

ナ
デ

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

赤
灰

色
2 
5Y
R5
/1

赤
灰

色
2 
5V
R5
/,

)5
mm
程

の
黒

雲
母

を
含

む
が

緻
密

好 級
良 堅

m藍
西

門
跡

須
意

器
回
転

指
ナ

ず
、
格

子
目

叩
キ

]転
指

ナ
デ

、
当
て
具

痕
随 瑚

灰
色

5Y
5/
1

に
ぶ

い
褐

色
フ
5Y
R5
/3

敏
密

良
好

m藍
西

門
跡

須
恵

器
甕

格
子

目
叩

き
後

横
板

ナ
デ

、
格

子
目
叩

き
、
横

板
ナ
デ

司
心

円
当
て
具

痕
後

タ
テ
板

ナ
デ

、
司
心

円
当
て
具

痕
後

横
板

ナ
デ

随 瑚
灰

色
lm
m程

の
長

石
を
多

く
含

む
が

密
良

好

“

藍
西

門
跡

器 盤
恵 付

須 脚
―
//
残

11
ヨ
転

指
ナ
デ

、
不

定
方

向
ナ

デ
指
オ
サ
エ
及
び
不
定
方
向
ナ
デ

に
ぶ

い
橙

色
に
ぷ

い
橙

色
7 
5Y
R7
/4

灰
黄

色
lm
m程

の
赤

褐
色
・
灰

色
粒

を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

剛
部

径
10
 6
em
外

面
に

同
心

円
沈

線
あ

り

距
藍

西
門

跡
須

恵
器

養
復
22
25
//
残

4
指

ナ
デ

、
回

転
指

ナ
デ

、
ヘ
ラ

指
ナ
デ

灰
白
色

75
Y7
/1

灰
自
色

75
Y7
/1

lm
m程

の
長

石
を
含

む
が

密
好 緻

良 堅
自
然

釉
が

口
縁

部
に
少

量
被

る

町
藍

西
門

跡
IA
 S
E2

須
恵

器
甕

復
30
2/
/残

69
回
転

指
ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
睫 帥

灰
色

灰
黄

色
″
5V
6/
2

lm
m未

満
の

白
色

粒
を
少

量
含

む
が

徹
密

良
好

口
縁

径
復

31
 2
cm
、

内
側

に
沈

線
あ

り

m藍
西

門
跡

須
恵

器
杯

蓋
ツ

フ
残

17
5

]転
指

ナ
デ

]転
指

ナ
デ

灰
色

N5
/0

随 Ｍ
敏
密

良
舞

色
定

塔
跡

土
師

器
郵

―
/6
6/
残

19
]転

指
ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
肖
Jり

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

ナ
デ

]転
指

ナ
デ

浅
黄

橙
色

10
YR
3/
4

紳 中
佃
か

な
白
色

粒
を
少

量
含

む
が

密
良

好

色
定

塔
跡

土
師

器
雰

/復
76
/残

13
器

面
風

化
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
(器

面
風

化
)

器
面

風
化

縫 用
髄 〉

1～
2m
m程

の
赤

褐
色

灰
色

粒
を
多

く
含

み
粗

軟
質

佳
定

塔
跡

醜 郵
//
残

25
]転

指
ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
肖
Jり

]転
指

ナ
デ

灰
黄

色
25
Yフ

/2
灰

貢
色

25
Y
7/
2

灰
白
色

25
Y8
/,

敏
密

良
好

色
定

塔
跡

須
恵

器
郵

ツ
復

相
ク
/残

20
〔

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
ず

ヨ
転

指
ナ

デ
灰

色
灰

色
か

な
り
細

か
な
石

英
や

長
石

を
含

む
が

密
良

好

佳
定

塔
跡

土
師

器
高

台
付

婉
ツ

復
86
/残

18
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
司
転

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ

デ

難 呻
騨 呻

敏
密

良
好

筐
定

塔
跡

土
師

器
外

フ
74
/残

34
目
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

司
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ
橙

色
7 
5V
R7
/6

騨 呻
0 
5m
m程

の
石

英
長

石
と
'm
m程

の
赤

褐
色

粒
を
含

む
が

密
良

好

色
定

塔
跡

須
恵

器
三

足
イ

ツ
70
/残

20
回
転

指
ナ
デ
、
指
オ
サ
エ
、
回
転

ヘ
ラ
切

り
、
回
転

ヘ
ラ
切

り
後
不
定
方

向
ナ
デ

ヨ
転

指
ナ

デ
囀 朗

灰
白

色
佃
か

な
長

石
を
含

む
が

密
良

好

色
定

塔
跡

須
憲

器
甕

bキ
ロ

、
タ
テ
縄

叩
き

司
心
円

当
て
具
痕

、
当
て
具
痕

後
:

コ
ナ

7~

明
褐

灰
色

褐
灰

色
褐

灰
色

徴
密

良
好

住
定

塔
跡

土
師

器
不

フ
復

50
/残

18
目
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
橙

色
75
YR
,/
6

離 ］
lm
m程

の
灰

色
・

白
色

粒
を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

准
定

塔
跡

土
師

器
杯

ツ
復

73
/残

19
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
到
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

遭
方

向
ナ

デ
浅

黄
橙

色
浅

黄
橙

色
か

な
り
細

か
な
石

英
を
含

む
が

密
良

好
外

面
に
沈

線
あ

り

惟
定

塔
跡

I 
B 
SC
l

土
師

器
皿

/復
72
/残

11
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
∃
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

置
方

向
ナ

デ

浅
黄

橙
色

浅
黄

橙
色

lm
m程

の
赤

褐
色

粒
を

1点
含

む
が

徹
密

良
好

推
定

塔
跡

土
師

器
第

ツ
復

76
/残

17
ヨ
転

指
ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
純

５Ｙ
Ｒ７

細
か

な
石

英
や

長
石

を
含

む
が

密
良

好

Ta
b.
4-
11
 

日
向

国
分

寺
跡

出
土

土
器

観
察

表
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番 号
対

象
遺

構
出

土
地

点

焼
成

形
態

器
 

種

法
量

(c
m)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

備
考

コ
径

/底
径

/器
澪

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

推
定

塔
跡

朗 柳
― /
60
/残

18
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方

司
ナ

デ

ヨ
転

指
ナ
デ
、
回
転
指
ナ
デ
後
不

=方
向
ナ
デ

に
ぶ

い
黄

橙
色

,O
YR
7/
3

に
ぶ
い
黄
橙
色

10
YR
7/
3

Im
m未

満
の

長
石

を
少

量
含

む
が

徹
密

良
好

推
定

塔
跡

土
師

器
高

台
付

婉
ツ

復
72
/残

18
可
転

指
ナ

デ
]転

指
ナ

デ
髄 〉

橙
色

5Y
R7
/6

灰
褐

色
75
YR
5/
2

|～
2m
m程

の
黒

色
赤

褐
色

粒
を
多

く
含

み
粗

良
好

推
定

塔
跡

靭 柳
/―

/残
21

器
面

風
化

、
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
岳
面

風
化

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/6

い
な

り
細

か
な

石
英

や
長

石
を
含

む
が

精
緻

良
好

び
れ

径
復

8 
8c
m

推
定

塔
跡

須
意

器
高

台
付

婉
/復

85
/残

28
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

可
転

指
ナ

デ
随 的

灰
白

色
徴
密

良
好

住
定

塔
跡

土
師
器

IT
N

ツ
復

64
/残

14
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

]転
指

ナ
デ

に
ぶ

い
橙

色
7 
5Y
R7
/4

浅
黄

橙
色

敬
密

良
好

It
定
塔
跡

土
師

器
― /
00
5/
残

11
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
浅
黄

橙
色

ll
lY
Re
/4

難 ］
紋
密

良
好

推
定

塔
跡

土
師
器

イ
ツ

復
73
/残

18
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
器

面
風

化
、
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
丼

ナ
7~
後

不
定

方
向

ナ
デ

浅
黄

橙
色

,O
YR
3/
3

紳 ］
lm
m未

満
の

赤
褐

色
・
灰

色
粒

を
多

く
含

み
粗

や
や

聯

推
定

塔
跡

土
師

器
高

台
付

婉
/復

78
/残

20
5

回
転

指
ナ

デ
(器

面
風

化
)、

回
転

ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

ギ
(器

面
風

化
)

回
転

指
ナ

デ
髄 〉

浅
黄
橙
色

7 
5Y
R8
/6

～
2m
m程

の
灰

色
・
赤

褐
色

粒
を
含

み
や

や
粗

良
好

推
定

塔
跡

土
師

器
高

台
付

婉
/復

77
/残

25
ヨ
転

指
ナ

デ
(器

面
風

化
)、

回
転

ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
(器

面
風

化
)

浅
黄

橙
色

浅
黄

橙
色

,O
YR
3/
3

褐
灰
色

10
YR
5/
1

mm
程

の
長

石
を
少

量
含

む
が

密
や
や
コ

推
定

塔
跡

土
師

器
鉢

復
13
0/
/残

96
ヨ
転

指
ナ

デ
(器

面
風

化
)

ヨ
転

指
ナ

デ
(器

画
風

化
)

橙
色

純
５Ｙ
Ｒ７

,ヽ
な

り
細

か
な
長

石
を
含

む
が

精
緻

良
好

推
定

塔
跡

鵜 嵯
復

14
0/
ツ

残
12

]転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
指

ナ
デ

]転
指

ナ
亨

灰
色

5Y
5/
1

灰
色

5Y
6
/1

致
密

良
好

1面
灰

被
り

本
喰

五
智

館
下

須
恵

器
菫

ツ
復

,1
6/
残

9α
司
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

]転
指
ナ
デ

灰
オ
リ
ー
ブ
色

灰
色

N6
/O

良
好

Ⅲ
面

に
灰

オ
リ
ー

ブ
(5
YG
/2
)の

自
然

釉
を
被

木
喰

五
智

館
下

土
師

器
高

台
付

婉
/復

67
/残

26
5

ヨ
転
指
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
切
り
後
不
定
方
向
ナ
デ

]転
指

ナ
デ

、
不

定
方

向
ナ
デ

色 か
辮 枷

に
ぶ

い
橙

色
1～

2m
m程

の
長

石
や

赤
褐

色
粒

を
含

み
や

や
粗

良
好

木
喰

五
智

館
下

土
師

器
芥

ツ
復

60
/残

16
5

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

板
ナ

デ
]転

指
ナ

デ
に
ぶ

い
橙

色
7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙
0

75
YR
フ

/4
Im
m程

の
長

石
を
少

量
含

み
や

や
粗

良
好

木
喰

五
智

館
下

土
師

器
杯

―
/6
4/
残

26
5

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
]転

指
ナ

デ
髄 用

浅
黄

橙
色

,l
lY
R8
/3

,～
2m
m程

の
赤

掲
色

灰
色

粒
を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

卜
喰

五
智

館
下

土
師

器
高

台
付

婉
/復

76
/残

27
5

可
転

指
ナ

デ
(器

面
風

化
)、

回
転

ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ

tl

,後
不

定
方

向
ナ

デ
]転

指
ナ

デ
(器

面
風

化
)

浅
黄

橙
色

7 
5Y
Re
/4

浅
黄

橙
色

い
な

り
細

か
な

石
英

を
含

む
が

精
織

良
好

に
喰
五
智
館
下

須
恵

器
高

台
付

婉
フ

復
79
/残

16
司
転

指
ナ

デ
、
灰

色
の

光
沢

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
未

調
整

回
転

指
ナ

デ
灰

色
5Y
6/
1

灰
色

5Y
6
/1

か
な

り
細

か
な
長

石
を
含

む
が

細
密

良
好

卜
喰

五
智

館
下

鶴 柳
一
/復

99
/残

12
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方

司
ナ

デ
(器

面
風

化
)

器
面

風
化

浅
黄

色
浅

黄
色

25
Y7
/3

mm
程

の
長

石
と
4m
m程

の
褐

色
粒

を
1点

ず
つ

含
む

が

徴
畜

や
や

密

喰ヽ
五
智
館
下

須
恵

器
/復

12
6/
残

31
(

可
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
回
転

指
ナ

デ
囀 剛

灰
白
色

25
Y7
/1

敏
密

良
好

角
面
に
灰
オ
リ
ー
ブ

(7
5Y
5/
2)
の

自
然
釉
付

き

代
喰

五
智

館
下

B 
ll
lT

須
恵

器
嚢

― /
/残

27
5

ヨ
コ
ナ

デ
、
平

行
叩

き
回
転

指
ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
&ナ

デ
灰

白
色

5Y
7/
1

灰
色

5Y
6
/1

か
な

り
細

か
な

石
英

や
長

石
を
含

む
が

徹
密

良
好

末
喰

五
智

館
下

須
恵

器
褒

ツ
/残

48
5

回
転

指
ナ

デ
、
格

子
目
叩

き
目
転

指
ナ

デ
、
同

心
円

当
て
具

痕
灰

色
灰

色
5Y
5/
1

lm
m程

の
長

石
を
少

量
含

む
が

密
良

好
本
面

に
自
然

釉
付

着

木
喰

五
智

館
下

雑 無
ツ

フ
残
69
5

ト デ
、指

オ
サ
エ

舶 〉
灰 ２
５

灰
色

徴
密

や
や

鞘

腕
藍

東
門

跡
周

辺
土

師
器

算
ツ

復
62
/残

38
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ
亨

に
ぶ
い
橙
色

7 
5Y
R7
/4

に
ぶ
い
橙
色

7 
6Y
R7
/4

lm
m程

の
赤

褐
色

粒
を
多

く
含

み
や

や
細

良
好

Ta
b.
4-
12
 

日
向

国
分

寺
跡

出
上

上
器

観
察

表
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番 号

構 点

遺 地

象 土

対 出
焼

成
形

態

器
 

種

法
畳

(c
m)

調
整

色
調

胎
上

焼
成

備
考

口
径

/底
径

/器
F

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

瓶
藍

東
問

跡
周

辺
土

師
器

高
台

付
婉

VO
ツ

残
23

]転
指

ナ
デ

、
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
]転

指
ナ

デ
橙
色

75
YR
7/
6

色 �
辮 ７５Ｙ
Ｒ３

I～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
含

む
が

密
良

好

加
藍

東
門

跡
周

辺
土

師
器

高
台

付
婉

/復
91
/残

31
]転

指
ナ
デ
、
回
転

ヘ
ラ
切

り
後
回
転
指
ナ
デ

、
回
転

ヘ
ラ
切

り
後
不

定
方

旬
ナ
デ

凰
転

指
ナ

デ
に
ぶ

い
黄

橙
色

IO
YR
7/
4

橙
色

5Y
R7
/6

im
m程

の
赤

褐
色
・
灰

色
粒

を
含

む
が

密
良

好

伽
藍

東
門

跡
周

辺
土

師
器

高
台

付
婉

/復
84
/残

41
回
転

ヘ
ラ
削

り
、
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

テ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

]転
指

ナ
デ

に
ぶ

い
橙

色
浅

黄
橙

色
7 
5Y
R8
/6

im
m程

の
赤

褐
色

粒
を
含

み
や

や
粗

良
好

力Π
藍

東
門

跡
周

辺
土

師
器

高
合

付
婉

―
/7
6/
残

61
5

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

]転
指

ナ
デ

、
回

転
指

ナ
デ

後
不

電
方

向
ナ

デ
髄 〉

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

1～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
含

み
や

や
粗

良
好

珈
藍

東
門

跡
周

辺
土

師
器

高
台

付
婉

復
15
3/
83
/6
0

回
転

整
形
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
の
ち
高
台
貼
付
時
回
転

指
ナ
デ
、
回
転
ヘ

ラ
切

り
の
ち
ナ
デ

司
転

整
形

ナ
デ

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

浅
黄

橙
色

7 
5Y

R3
/6

1～
2m
m程

度
の

長
石
・
赤

チ
ャ
ー

ト
等

を
含

む
が

密
や
や

E

m藍
東

門
跡

周
辺

珊 柳
ツ

復
10
0/
残

68
回
転

指
ナ
デ

(器
面
風
化

)、
回
転

ヘ
ラ
切

り
後
不
定
方

向
ナ
デ

(器
画
風

`ヒ

)

]転
指

ナ
デ

浅
黄

橙
色

浅
黄

橙
色

7 
5V
R3
/6

lm
m程

の
赤
褐
色
・
黒
色
粒

を
極
わ
ず
か
に
含
む
が
か

な
り
細

か
な
石
英
を
多
く
含
み

が
精
徹

。
ザ
ラ
つ
く

や
や
ヨ

町
藍

東
門

跡
周

辺
土

師
器

高
台

付
皿

復
14
7復

回
転

指
ナ

デ
(器

面
風

化
)、

回
転

ヘ
ラ
削

り
、
回

転
指

ナ
デ

、
器

面
風

化
回
転

指
ナ
デ

(器
面
風

化
)、

回
縣

指
ナ
デ
後

不
定
方

向
ナ
デ

橙
色

7 
5Y
R7
/6

髄 〉
1～

2m
m程

の
赤

褐
色

灰
色

粒
を
多

く
含

み
粗

良
好

町
藍

東
門

跡
周

辺
土

師
器

菱
/―

/残
55
5

器
面

風
化

、
回

転
指

ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
タ
テ
ナ
デ

(下
→
上

)

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

縫 〉
～
4m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
多

く
合

み
粗

や
や

瑠

“

藍
東

門
跡

周
辺

須
恵

器
郵

蓋
復
14
4/
/残

2∝
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
]転

指
ナ

デ
随 瑚

灰
白
色

徴
密

良
好

m藍
東

門
跡

周
辺

須
恵

器
妻

復
12
1/
ツ

残
61

ヨ
転

指
ナ

デ
、
浅

い
格

子
目

叩
き

]転
指

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
灰

色
N6
/0

褐
灰
色

75
YR
6/
1

か
な

り
細

か
い

長
石

を
含

む
が

緻
密

良
好

町
藍

東
門

跡
周

辺
須

恵
器

壷
bキ

ロ
、
タ
テ
縄

タ
タ
キ

後
カ
キ

ロ
司
心

円
当
て
具

痕
オ
リ
ー
ブ
黒
色

5Y
3/
1

暗
灰

黄
色

25
Y
5/
2

色 洵

灰 嶋
Im
m程

の
長

石
を
少

量
含

む
が

緻
密

良
好

呻
藍

北
西

側
東

西
区

回
蒲

土
師

器
/復

77
/残

15
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
、
器

面
風

化
司
転

指
ナ

デ
、
器

面
風

化

紳 中
浅

黄
橙

色
1～

2m
m程

の
赤

掲
色
・
灰

色
粒

を
多

量
に
含

み
粗

良
好

nI
I藍
北
西
側
東
西
区
画
溝

土
師

器
復

15
0/
89
5/
2フ

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

=方
向
ナ
デ

橙
色

75
YR
,/
6

髄 〉
1～

5m
m程

の
赤

褐
色

粒
を

多
量

に
合

み
粗

軟
質

切1
藍

北
西

側
東

西
区

画
滴

土
師

器
杯

復
13
2/
,2
5/
46
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

=方
向
ナ
デ

に
ぶ

い
橙

色
に
ぶ

い
橙

色
5Y
R7
/4

4m
m程

の
灰

色
粒

を
,点

合
む

が
密

良
好

切Π
藍

北
西

側
東

西
区

画
溝

土
師

器
芥

復
'3
4/
復

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
剖

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

]転
指

ナ
デ

に
ぷ

い
黄

縫
色

ll
lY
R7
/4

に
ぷ

い
黄

橙
色

10
YR
7/
4

lm
m程

の
灰

色
粒

を
少

量
含

む
が

密
良

好
内
側

に
使

用
痕

あ
り

伽
藍

北
西

側
東

西
区

画
溝

土
師

器
外

ヨ
転
指
ナ
デ
、
指
ナ
デ

(タ
テ

)、
回
転
ヘ
ラ
切
り
後
不
定
方
向
ナ
デ

ヨ
転

指
ナ

デ
橙

色
7 
5Y
R7
/0

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/6

1～
4m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
多

く
含

み
粗

良
好

内
側

に
磨

耗
痕

あ
り

伽
藍

北
西

側
東

西
区

回
溝

土
師

器
杯

復
18
6/
復

68
/4
2

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

コ
転

指
ナ

デ

騨̈
に
ぶ

い
橙

色
7 
6Y
R7
/4

lm
m程

の
赤

褐
色

粒
を
少

量
と
2m
m程

の
灰

色
粒

を
,点

含
み

や
や

粗
良

好

伽
藍

北
西

側
東

西
区

画
溝

土
師

器
高

台
付

婉
復

18
8た

/残
66

ヨ
転

指
ナ
デ
後
ヨ
ヨ
ミ
ガ
キ
、
回
転

指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
ミ
カ
キ

、
ヨ
コ

ガヽ
キ

、
ミ
ガ
キ
、
回
転

ヘ
ラ
削

り
、
回
転

指
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

ヨ
転

指
ナ

デ
後

ヨ
コ
ミ
ガ

キ
に
ぶ
い
橙
色

7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
lm
m程

の
赤

掲
色
・
灰

色
粒

を
少

量
含

む
が

密
良

好

的
Π藍

北
西

側
東

西
区

画
浦

土
師

器
高

台
付

婉
]転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

)切
り
後

不
定

方
向

ナ
デ

司
転

指
ナ

デ
、
磨

耗
橙

色
75
YR
7/
6

に
ぶ

い
橋
色

7 
5Y
R7
/4

るヽ
な

り
細

か
な
石

英
黒

雲
母

を
含

む
が

緻
密

良
好

加
藍

南
西

側
南

北
区

画
溝

上
師

器
杯

― /
復

60
/7
残
18

司
転

指
ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

=方
向
ナ
デ

浅
黄
橙
色

7 
5Y
R8
/6

髄 牌
～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
少

量
含

み
や

や
粗

良
好

伽
藍

南
西

側
南

北
区
画

津
土

師
器

高
台

付
婉

ツ
復
80
/残

夕
2

国
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

司
転

指
ナ
デ

紳 ］
浅
黄

橙
色

10
YR
8/
4

い
な
り
細

か
な
石
英
を
多
く
含
む
が
級
密

ヂ
ラ
つ
く

伽
藍

南
西

側
南

北
区

画
溝

土
師

器
杯

復
12
2/
復

52
/4
4

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
灰

白
色

灰
白
色

10
Y
R3
/2

,ヽ
な

り
細

か
な

石
英

や
赤

掲
色

粒
を
多

く
含

む
が

密
や
や
つ

切
1藍

南
西

側
南

北
区

画
蒲

土
師

器
高

台
付

婉
― /
93
/残

38
]転

指
ナ
デ

、
ヨ
コ
ナ

デ
得
面

風
化

艇 Ｗ
橙

色
Im
m程

の
長
石
を
少
量
含
む
が

ly
x密

ザ
ラ
つ
く

軟
質

Ta
b.
4-
13
 

日
向

国
分

寺
跡

出
土

土
器

観
察

表
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番 号
対

象
遺

構
出

土
地

点
焼

成
形

態
器

 
種

法
量

(c
m)

調
整

色
調

胎
■

焼
成

備
考

口
径

/底
径

/器
清

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

加
藍

南
西

側
南

北
区
画

溝
土

師
器

芥
ツ

復
6げ

残
12

]転
指

ナ
7~
、

回
転

ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
晨
面

が
荒

く
、
調

整
不

明
浅

黄
橙

色
7 
5Y
R3
/6

髄 〉
～
3m
m程

の
赤

掲
色

粒
を
多

く
含

み
粗

良
好

蘭Π
藍

南
西

側
南

北
区
画

溝
土

師
器

算
/復

67
/残

15
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
10
YR
3/
3

色 盟
廂 ｍ

lm
m程

の
長

石
を
含

む
が

密
良

奸

詢Π
藍

南
西

側
南

北
区
画

溝
土
師
器

イ
ツ

復
62
/残

24
ヨ
転

指
ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転
指
ナ
デ
後
タ
テ
ナ
デ
、
回
転

売
ト
デ

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/4

髄
５Ｙ
Ｒ６

か
な

り
細

か
な

石
英
・
長

石
黒

色
粒

を
含

む
が

密
や

や
致

rm
藍

南
西

側
南

北
区

画
溝

土
師

器
高

台
付

婉
ツ

復
81
/残

22
ヨ
転

指
ナ
デ

、
器

面
風

化
岳
面

風
化

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/4

に
ぶ
い
橙
色

7 
5Y
R7
/4

1～
7m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
含

み
や

や
組

良
好

伽
藍

南
西

側
南

北
区
画

溝
須

意
器

菫
片
ナ

メ
縄

タ
タ
キ

司
心

円
当
て
具

痕
黄

灰
色

25
Y5
/1

囀 ψ
か

な
り
細

か
な

白
色

粒
を
含

む
が

lg
密

良
好

外
面

に
沈

線
あ

り

推
定

南
門

西
側

土
師

器
杯

―
/5
85
/残

,8
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ
亨

橙
色

に
ぶ

い
黄

橙
色

精
緻

良
好

推
定

南
門

西
側

土
師

器
杯

―
/S
3/
残

20
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
未

調
整

ヨ
転

指
ナ

デ
浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/4

紳 呻
か

な
り
細

か
な

石
英

を
含

む
が

徹
密

良
好

推
定

南
門

西
側

土
師

器
琳

ツ
51
/残

23
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転
指
ナ
デ
、
回
転
指
ナ
デ
後

不
セ
方
向
ナ
デ

橙
色

7 
5Y
R7
/6

縫 〉
1～

2m
m程

の
赤

褐
色
・
灰

色
粒

を
多

く
合

み
粗

良
好

推
定

南
門

西
側

土
師

器
杯

/復
7υ

残
18
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ

デ
橙
色

7 
5Y
R7
/6

に
ぶ

い
橙

色
7 
5Y
R7
/4

lm
m程

の
赤

掲
色

粒
を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

推
定

南
門

西
側

土
師

器
芥

―
/5
05
/残

32
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転
指
ナ
デ
、
指
オ
サ
エ
後
不
定

t向
ナ
デ

橙
色

7 
5Y
R7
/6

橙
色

75
YR

7/
6

1～
2m
m程

の
赤

褐
色

灰
色

粒
を
多

く
含

み
粗

や
や

軟

推
定

南
門

西
側

土
師
器

イ
復

10
,5
/5
5/
33

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
営
1り

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ
デ

橙
色

7 
5Y
R7
/6

髄 Ｗ
'm
mほ

ど
の

灰
色

粒
を
少

量
含

む
が

密
良

舞

推
定

南
門

西
側

土
師

器
ツ

復
83
/残

19
ヨ
転

指
ナ
ず

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

セ
方

向
ナ
デ

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/4

色 μ
灘 ７５Ｙ
Ｒ８

lm
m程

の
石

英
を
多

く
含

む
が

密
良

好

lt
定

南
門

西
側

土
師

器
杯

'1
55
/6
15
/3
45

丑
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
10
YR
3/
3

浅
黄

橙
色

il
lY
R8
/3

1～
2m
m程

の
灰

色
。 赤

掲
色

粒
を

多
く
含

み
や

や
糊

良
好

惟
定

南
門

西
側

土
師

器
不

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
(器

面
風

化
)

ヨ
転

指
ナ

デ
、
器

面
剥

離
縫 ｗ

髄 Ｍ
淡 ５
Ｙ

lm
m未

満
の

石
英

や
長

石
を
含

む
が

密
良

好

It
定
南
門
西
側

土
師

器
芥

復
12
0/
復

55
5/
44

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
]転

指
ナ

デ
に
ぶ

い
黄

橙
色

ll
lY
R7
/4

に
ぷ

い
黄

橙
色

10
YR
7/
4

～
gm
m程

の
赤

掲
色

粒
を
少

量
含

む
が

密
良

好

It
定
南
門
西
側

土
師

器
杯

復
12
7復

66
/4
6

]転
指

ナ
7~
、

回
転

ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
]転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

営
方

向
ナ

デ
橙

色
浅

黄
橙

色
lm
m裡

の
赤

褐
色

粒
を
少

量
含

む
が

織
密

良
好

惟
定

南
門

西
側

須
恵

器
杯

―
/6
7/
残

55
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
灰

黄
色
25
Y7
/2

浅
黄

色
25
Y7
/3

徴
密

や
や

軟

It
定
南
門
函
側

土
師

器
/復

60
/残

25
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
∃
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

芝
方

向
ナ

デ
髄 Ｗ

浅
黄
橙
色

7 
5Y
R3
/6

1～
4m
m程

の
赤

掲
色

粒
や

lm
m程

の
黒

雲
母
・
灰

色
粒

.

長
石

を
含

み
や

や
粗

良
奸

ft
定
南
門
西
側

土
師

器
高

台
付

婉
ツ

復
62
/残

17
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
橙

色
髄 膨

lm
m程

の
赤

褐
色

粒
を
少

量
含

む
が

緻
密

良
好

惟
定

南
門

西
側

土
師

器
高

台
付

婉
―
/復

,8
/残

16
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

放
射

状
ナ

デ
副
転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
7 
5Y
R8
/6

縫
５Ｙ
Ｒ７

細
か

な
石

英
や

長
石

を
含

む
(密

)長
石

を
極

微
お
Ч
こ
倉

む
が

徹
密

良
好

It
定
南
門
西

tR
l

土
師

器
高

台
付

婉
―
/6
6/
残

29
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
棒

状
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

ヨ
転

指
ナ

デ
、
器

面
剥

雛
オ
リ
ー
ブ
黒
色

5Y
3/
1

黄
褐

色
25
Y5
/3

lm
m程

の
赤

褐
色

粒
を
少

量
含

み
や

や
粗

や
や

軟

確
定

南
門

西
側

土
師

器
高

台
付

皿
復

10
3/
ツ

残
3駅

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
浅

黄
橙

色
1～

2m
m程

の
赤

褐
色
・
灰

色
粒

を
多
く
含

み
や

や
粗

良
好

性
定
南

門
西

側

錦 柳
復
14
9/
70
5/
56

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
肖
1り

、
放

射
状

ナ
デ

ヨ
転
指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

定
方

向
ナ
デ

浅
黄

橙
色

髄 Ｗ
lm
m程

の
長

石
や

赤
褐

色
粒

を
少

量
含

む
が

徹
密

良
好

Ta
b.
4-
14
 

日
向

国
分

寺
跡

出
上

土
器

観
察

表
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番 号
対

象
遺

構
出

土
地

点
焼

成
形

態
器

 
種

法
量

(c
m)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

備
考

外
画

内
面

外
面

内
面

断
面

推
定

南
門

西
側

上
師

器
高

台
付

婉
/復

13
2/
残

3〕
ヨ
転

指
ナ

デ
回
転

指
ナ

デ
浅
黄
橙
色

7 
6Y
R8
/4

噸 Ｍ
ぶ ５Ｙ

1～
2m
m程

の
赤
褐
色
。 灰

色
粒
を
含
む
が
密

良
好

推
定

南
門

西
側

土
師

器
高

台
付

婉
ツ

復
,3
6/
残

36
回
転

指
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
浅

黄
橙

色
7 
6Y
R3
/6

1～
3m
m程

の
赤

褐
色

粒
や

長
石

を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

推
定

南
門

西
側

土
師

器
杯

復
15
6府

/残
49

回
転

指
ナ

デ
回
転

指
ナ
デ

色 声
灘 ７５Ｙ
Ｒ３

髄 〉
lm
m程

の
赤

褐
色

粒
を
含

む
が

密
良

好

推
定
南

問
西

側
土
師

器
外

知
82
/ツ

残
39

E転
指

ナ
デ

回
転

指
ナ
デ

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

髄 〉
im
m程

の
赤

褐
色

粒
を
含

む
が

密
良

好

推
定

南
門

西
倒

土
師

器
高

台
付

婉
18
0/
―

/残
55
5

]転
指

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
7 
5Y
R8
/4

髄 Ｗ
lm
m程

の
赤

IB
色
・
灰

色
粒

を
少

量
含

む
が

徹
密

良
好

推
定

南
関

西
側

土
師

器
高

台
付

婉
/復

18
4/
残

42
]転

指
ナ

デ
回
転

指
ナ

デ
橙

色
に
ぶ

い
黄

橙
色

10
YR
7/
3

～
am
m程

の
赤

褐
色
・
灰

色
粒

を
含

み
粗

良
好

推
定

南
門

西
側

土
師

器
壷

復
,1
7/
ツ

残
59

回
転

指
ナ

デ
目
転

指
ナ

デ
糧

色
5Y
R,
/6

髄 冊
～

3n
lm
程

の
赤

褐
色
・
灰

色
粒

を
多
く
含

み
粗

良
好

lt
定

南
問

西
側

土
師

器
壷

復
21
5/
ツ

残
31

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
ナ

デ
回
転

指
ナ

デ
に
ぷ
い
橙
色

7 
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

～
2m
m程

の
赤

掲
色

粒
を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

町
面

に
ス

ス
付

着

lL
定
南
門
西
側

土
師

器
墾

復
23
8/
ツ

残
22

目
転

指
ナ

デ
隣
線

文
、
指

ナ
デ

橙
色

75
YR
フ

/6
髄 冊

～
2m
m程

の
赤

褐
色
・
灰

色
粒

を
多

く
含

み
相

良
毎

佳
定

南
問

西
側

土
師

器
菫

復
34
3/
―

/残
54

]転
指

ナ
デ

、
板

ナ
デ

右
下

か
ら
左
上
へ

の
板
ナ
デ
、
板

ナ
デ

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

硼
か

な
黒

色
粒

や
長

石
と

1～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を

多
t含

む
が

密
良

好

t定
南
門
西
側

土
師

器
甕

復
34
6/
―

/残
94

布
ナ

デ
、
布

ナ
デ

後
棒

状
ナ

デ
布

ナ
デ

、
布

ナ
デ

後
棒

状
ナ
デ

橙
色

髄 爛
～

2m
m程

の
灰

色
・
赤

褐
色

粒
を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

准
定

南
門

西
al

土
師

器
甕

復
23
8/
/残

87
コ
鍬

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
タ
テ
方

向
の

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
、
板

ナ
デ

難 炒
灰 ２
５

範 〉
浅 ２
５

～
3m
m程

の
赤
褐
色
・
黒
色
・
灰
色

長
石
な
ど
を
多
く

き
み
粗

良
好

It
定
南
門
西
側

須
意

器
杯

蓋
復
15
5/
/残

2ユ
]転

ヘ
ラ
切

り
後

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
指

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ

デ
艶 〉

灰 鰤
難 ν

灰 ２
５

敗
密

良
好

隆
定

南
門

西
側

須
恵

器
イ

ツ
復

76
/残

31
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
回

転
指

ナ
デ

黄
灰

色
灰

白
色

,ヽ
な
り
細
か
な
長
石
や
石
英
を
含
む
が
徹
密

良
好

Ⅲ
面
に
ス
ス
付
着

惟
定

南
門

西
側

土
師
器

イ
―
/復

58
/残

20
5

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ

デ
浅

貢
橙

色
7 
5Y
R3
/4

騨 ］
5～

lm
m程

の
赤

褐
色

灰
色

粒
を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

惟
定

南
門

西
側

土
師

器
芥

復
11
2/
復

52
/4
0

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ

デ
、
器

面
風

化
純 〉

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
や

長
石

を
少

量
含

む
が

緻
密

良
好

東
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

土
師

器
郵

復
14
1/
ツ

残
33

回
転

指
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
浅

黄
橙

色
致
密

良
好

東
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

鵜 堆
復

,4
0/
ツ

残
14

回
転

ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
指

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ
灰

色
5Y
5/
1

睡 瑚
救
密

良
好

東
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

土
師

器
高

台
付

婉
ツ

フ
残
22

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
(器

面
風

化
)

岳
面

風
化

騨 呻
浅
黄
橙
色

7 
5V
R3
/4

卜
な
り
細

か
な
石
英

や
長

石
を
多
く
含
み

2m
m程

の
赤
穫

ヨ
粒
を
少
量
含
む
力
鞭

密
や

や
瑚

議
小

径
6 
0c
m

東
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

須
葱

器
高

台
付

婉
/復

71
/残

24
5

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
随 Ｍ

庭 醐
暗

灰
黄

色
25
Y5
/2

致
密

良
好

Ⅲ
面
に
沈
線
あ
り

東
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

醜 婉
復

16
5た

/残
46

HE
釉

也
釉

色 湘
随

，Ｏ
Ｙ８

灰
白
色

10
Y8
/1

灰
白
色

黒
い

ご
ま
状

の
粒

子
を
含

み
緻

密
良

好
Ⅲ
面
に
横
線

沈
線
あ
り

東
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

瞬 養
復
20
8/
ツ

残
4駅

]転
指

ナ
ず

]転
指
ナ
デ

、
ヨ
コ
ナ
デ
、
回
転
指

ト
デ
後
カ
キ

ロ
に
ぶ

い
黄

色
25
Y6
/3

浅
黄

色
25
Y
7/
3

朧 Ｍ
燕 Ⅳ

田
か
な
石
英

と
,～

2m
m程

の
灰
色
・
白
色
粒

を
含
み

や
0粗

良
好

讐
体

に
施

釉

東
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

土
師
器

イ
ツ

復
68
/残

21
呂
面

風
化

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
(器

面
風

化
)、

器
面

軋
1ヒ

髄 〉
浅
黄

橙
色

1～
2m
m程

の
赤

褐
色
・
灰

色
白
色

粒
な
ど
を
含

み
や

や
粗

良
好

Ta
b.
4-
15
 

日
向

国
分

寺
跡

出
土

土
器

観
察

表
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番 号
対

象
遺

構
出

土
地

点

焼
成

形
態

器
 

種

法
量

(C
m)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

備
考

コ
径

/底
径

/器
言

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

東
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

揺 艦
愛
15
0/
ツ

残
2叡

]転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
指

ナ
デ

]転
指
ナ

7~
、

回
転

指
ナ
デ
後
不

定
方

向
ナ
デ

灰
白

色
難 ν

灰 ２
５

徴
密

良
好

‖
面

に
沈

線
あ

り

東
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

須
恵

器
鉢

復

“

6/
/残

22
可
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
]転

指
ナ

デ
随 Ｍ

灰
色

灰
黄

褐
色

10
YR
5/
之

敗
密

良
好

朴
面

に
自
然

釉
付

着

東
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

土
師

器
芥

― /
復

76
/残

26
5

岳
面

風
化

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
(器

面
風

化
)

髄 Ｗ
橙

色
75
YR

7/
6

1～
2m
m程

の
赤

褐
色

灰
色

粒
を
多

く
含

み
糧

や
や

郵

東
西

掘
立

桂
建

物
疎

周
辺

土
師

器
m

ツ
復

76
/残

17
5

]転
指
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
削
り
、
回
転
ヘ
ラ
切
り
後
不
定
方
向
ナ
デ

回
転

指
ナ
デ

、
回

転
指

ナ
ギ

後
不

定
方

向
ナ
デ

橙
色

5Y
R6
/6

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/4

梶
灰
色

10
YR
4/
1

1～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
少

量
含

む
が

密
良

好

東
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

鶴 騒
復
29
1/
/残

19
回
転

ヘ
ラ
削

り
、
回

転
指

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

と
方

向
ナ

デ

灰
白
色

5Y
8/
1

囀 醐
Im
m程

の
長

石
を
少

量
含

む
が
徹

密
良

"
内
面

に
重

ね
焼

き
の

跡
あ

り

東
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

醜 婉
復

16
ν

ツ
残
30

ヨ
転

指
ナ

デ
回
転

指
ナ

デ
噸 ］

灰
白
色

10
V3
/1

灰
自
色

75
Y7
/1

田
か

な
ど
ま
状

の
黒

斑
点

を
含

む
が

級
密

良
好

ミ
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

土
師

器
琳

復
10
0/
//
残

13
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
灰

黄
褐

色
10
YR
5/
2

浅
黄
橙

色
7 
5Y
R
3/
6

mm
程

の
長

石
を

1点
含

む
が

緻
密

良
好

庭
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

土
師

器
復

13
8/
復

01
/2
7

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ
橙

色

'5
YR
7/
6

橙
色

7 
5Y

R7
/6

,ヽ
な
り
細
か
な
長
石
を
少
量
含
む
が
級
密

良
好

ミ
西
掘
立
柱
建
物
跡
周
辺

土
師

器
菱

復
39
6/
/残

回
転

指
ナ

デ
、
ヨ
コ
ナ

ず
、
ナ

デ
司
転

指
ナ

デ
、
ナ

デ
黒

色
25
Y2
/1

に
ぶ

い
寅

橙
色

,O
YR
6/
3

1～
6m
m程

の
灰

色
赤

褐
色

長
石

粒
を
多

く
含

み
粗

や
や

団

東
西

槻
立

柱
建

物
跡

周
辺

須
恵
器

イ
萎

復
12
5/
―

/残
1駅

目
転

ヘ
ラ
削

り
、
回

転
指

ナ
デ

]転
指
ナ

7~
、

回
転

指
ナ
デ
後
不

こ
方

向
ナ
デ

灰
色

5Y
5/
1

随 瑚
取
密

良
好

東
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

白
磁

高
台

付
婉

/復
64
//
残
28

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
削

り
ヨ
転

指
ナ
デ

後
、
施

釉
囀 Ｗ

雌 酔
噸 剛

ご
ま
状

の
斑

点
を
含

む
が

緻
密

良
好

雪
北

掘
立

柱
建

物
跡

南
溝

土
師

器
外

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

司
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ
髄 瑚

に
ぷ

い
黄

橙
色

5Y
R7
/8

im
m程

の
赤

褐
色

粒
を
微

力
Ч
こ
含

む
が

lg
l密

良
好

言
北

掘
立

柱
建

物
跡

南
溝

土
師

器
高

台
付

婉
― /
復

79
/残

19
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

司
転

指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

こ
方

向
ナ
デ

髄
５Ｙ
Ｒ７

に
ぶ

い
橙

色
赤
褐

色
灰

色
の

砂
粒

を
多

く
含

み
粗

や
や

軍

有
北

掘
立

柱
建

物
跡

南
溝

器 明
陶 不

//
残

74
5

回
転

指
ナ

デ
、
ヨ
コ
ナ

デ
回
転

指
ナ

デ
純 麗

橙
色

7 
5Y
R7
/6

庭 潮
黄 ２
５

田
か

な
石

英
と

,～
2m
m程

の
長

石
を
少

量
含

む
が

密
良

好
夏
部

径
復

26
 0
cm

翻
北

掘
立

柱
建

物
跡

南
溝

須
恵

器
壷

]転
指

ナ
デ

、
回

転
指

ナ
デ

後
平

行
条

線
叩

き
]転

指
ナ

デ
後

不
定

方
向

ナ
デ

晦 瑚
灰

白
色

25
Y3
/2

lm
m程

の
長

石
を
微

お
Ч
こ
含

む
が

緻
密

や
や

弔

推
定

寺
域

北
側

土
師

器
高

台
付

婉
ツ

復
72
/残

19
回
転

指
ナ

デ
(器

面
風

化
)、

回
転

ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

(器
面

風

化
)

器
面

風
化

に
ぶ
い
橙
色

5Y
R6
/4

に
ぶ
い
橙
色

7 
5Y
R7
/4

細
か
な
石
英

や
長
石
を
多
く
含
み

が
密

ザ
ラ
つ
く

良
好

推
定

寺
域

北
側

須
恵

器
イ

妻
ツ

ツ
残
20

司
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
肖
∬り

不
定

方
向
ナ

デ
黄
灰
色

25
Y6
/1

灰
白
色

25
Y7

/1
密

良
好

推
定

寺
域

北
側

須
恵

器
婉

復
10
4/
/残

95
回
転

指
ナ

デ
]転

指
ナ

デ
灰
オ
リ
ー
ブ
色

灰
色

灰
色

5Y
4/
1

密
良

好
外

面
に

自
然

釉
付

着

佐
定

寺
域

西
側

土
師

器
杯

ツ
復

73
/残

21
5

器
面

風
化

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
回
転

指
ナ
デ

、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ
橙

色
5V
R,
/8

に
ぶ

い
黄

褐
色

10
YR

5/
3

1～
2m
mの

赤
偶

色
・
灰

色
粒

を
多
く
含

み
粗

良
好

色
定

寺
域

西
側

須
意

器
高

台
付

婉
/復

71
/残

18
5

]転
指
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
切

り
後
回
転

指
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
切

り
後
不
定
方

向
ナ
デ

]転
指

ナ
デ

灰
色

5Y
6/
1

灰
色

5Y
6/
1

細
か

な
長

石
を
含

む
が

緻
密

良
好

佐
定

寺
域

西
側

須
恵

器
高

台
付

婉
ツ

復
88
/残

32
目
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ

デ
黄

灰
色

黄
灰

色
か
な
り
細
か
な
石
英
・
長
石
を
含
む
が

lg
密

良
好

亡
定

寺
域

西
側

須
恵

器
杯

ツ
復

7υ
残

15
ヨ
転

指
ナ
デ

、
回
転

ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ
デ

灰
白

色
灰

自
色

灰
黄

褐
色

ll
lY
R6
/2

緻
密

,や
朝

内
面

に
粘

土
付

着

IL
定
寺
域
西
側

須
恵
器

イ
/復

6ν
残
26
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
副
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

(器
画

曽
耗

)

灰
自
色

5Y
8/
1

灰
白
色

5Y
8/
1

灰
色

5Y
6/
1

徴
密

Ta
b.
4-
16
 

日
向

国
分

寺
跡

出
上

土
器

観
察

表



― ‐ 　 Ｎ Ｎ ９ 　 １

番 号

構 点
遺 地

象 土
対 出

焼
成

形
態

器
 

種

法
量

(c
m)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

備
考

コ
径

/底
径

/器
幸

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

推
定

寺
域

西
側

土
師
器

IT
N

ツ
復

72
/残

23
5

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

]転
指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

こ
方

向
ナ
デ

黄
灰

色
25
Y4
/1

に
ぶ

い
橙

色
〕ヽ
な

り
細

か
な
石

英
や

長
石

を
含

む
が

徹
密

良
好

推
定

寺
域

西
側

土
師

器
婉

復
12
1/
復

54
/4
3

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
∃
転

指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

こ
方

向
ナ
デ

純
５Ｙ
Ｒ７

浅
黄

橙
色

il
lY
R3
/9

I～
3m
m程

の
赤

褐
色

粒
を

多
く
含

み
粗

や
や
ヨ

推
定
寺

域
西

側
土

師
器

琳
復
12
4/
60
/4
1

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
回
転

指
ナ

デ
、
指

オ
サ

エ
後

回
転

指
ナ

デ
灰

自
色

25
Y3
/1

灰
自
色

25
Y8
/2

im
m程

の
長

石
等

を
含

む
が
精

緻
好 緻

良 堅

推
定

寺
域

西
側

須
意

器
不

復
'3
1/
/残

33
]転

指
ナ

デ
回
転

指
ナ
デ

灰
色

5Y
6/
1

灰
色

5Y
6/
1

政
密

艮
好

推
定

寺
域

西
側

上
師

器
杯

12
5/
74
/4
3

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

]転
指

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
後

回
転

七
ナ
デ

浅
黄

橙
色

浅
黄

橙
色

im
m程

の
長

石
・
黒

雲
母
・
赤

チ
ヤ
ー

ト
等

を
か

な
り
含

み

粗
良

好

推
定

寺
域

西
側

土
師
器

イ
復

13
0/
復

61
/4
6

回
転

指
ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
に
ぷ

い
黄

橙
色

10
VR
,/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

6ヽ
な

り
細

か
な
石

英
と
im
m程

の
長

石
を
含

む
が

密
良

好

推
定

寺
域

西
側

土
師

器
芥

フ
復

92
/残

38
岳
面

風
化

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
(器

面
風

化
)

目
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

電
方

向
ナ

デ
髄

５Ｙ
Ｒ７

純 Ｗ
mm
以

下
の

赤
褐

色
灰

色
粒

を
多

く
含

み
粗

や
や

瑠

推
定

寺
域

西
側

土
師

器
不

復
12
2/
61
/4
6

回
転

指
ナ
デ

、
回
転

ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
回
転

指
ナ

デ
後

不
定
方
向
ナ
デ

髄
５Ｖ
Ｒ７

橙
色

か
な

り
細

か
な
石

英
と
1～

⊇
mm
程

の
赤

褐
色

粒
`長

石

粒
を
含

む
が

密
良

好

推
定

寺
域

西
側

土
師

器
杯

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ
デ
、
回
転
指
ナ
デ
後
不

こ
方
向
ナ
デ

に
ぶ

い
貢

橙
色

,O
YR
7/
3

浅
黄

橙
色

10
YR
3/
4

1～
6m
mほ

ど
の

赤
褐

色
粒

、
'～

2m
m程

の
長

石
を
含

み
や

や
粗

良
好

推
定

寺
域

西
側

土
師

器
高

台
付

婉
ツ

復
67
/残

21
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

電
方

向
ナ

デ
橙

色
7 
5Y
R7
/6

に
ぶ
い
橙
色

7 
5Y
R7
/4

1～
3m
m程

の
赤

褐
色

粒
や

細
か

な
長

石
を
微

力
Ч
こ
含

む
が
緻

密
良

好

推
定

寺
域

西
側

土
師

器
高

台
付

婉
―
/6
2/
残

21
]転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
に
ぶ

い
橙

色
に
ぶ

い
橙

色
7 
5Y
R7
/4

い
な

り
細

か
な
石

英
を
含

む
が
緻

密
良

好

推
定

寺
域

西
側

土
師

器
高

台
付

婉
ツ

84
/残

ク
5

回
転

ヘ
ラ
削
り
、
回
転
ヘ
ラ
切

り
後
回
転

指
ナ
デ
、
回
転

ヘ
ラ
切

り
後
不
定

方
向
ナ
デ

回
転

指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

こ
方

向
ナ
デ

色 ４
韓 勲

橙
色

7 
5Y
R7
/6

か
な
り
細

か
な
石

英
を
多

く
含

む
が

徹
密

良
好

推
定

寺
域

西
側

雛 柳
フ

復
77
/残

34
司
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
回
転

指
ナ

デ
駆 Ｗ

笹
色

7 
5V
R7
/6

～
2m
m程

の
赤

褐
色
・
灰

色
粒

を
含

み
や

や
相

良
好

推
定

寺
域

西
側

土
師

器
高

台
付

婉
/7
4/
残

42
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
苛
ナ

デ
回
転

指
ナ

デ
(器

面
風

化
)、

回
転

指
ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ
浅
黄

橙
色

浅
黄

橙
色

か
な

り
細

か
な

石
英

や
長

石
を
含

む
が

密
良

好

推
定

寺
域

西
側

土
師

器
高

台
付

婉
― /

86
5/
残

30
5

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
回
転

指
ナ
ザ

に
ぶ
い
橙
色

7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
7 
5Y
R7
/4

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/4

1～
2m
m程

の
赤

褐
色

灰
色

粒
及

び
長

石
を
含

み
や

や

粗
良

好

推
定

寺
域

西
側

土
師

器
高

台
付

婉
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
肖
Jり

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
未

調
整

回
転

指
ナ

デ
、
指

オ
サ

エ
後

回
転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
7 
5Y
R8
/4

浅
黄

橙
色

lm
m程

の
石

英
長

石
黒

雲
母

を
多

く
含

む
粗

良
好

推
定

寺
域

西
側

(内
黒

)
復
13
2/
/残

66
回
転

指
ナ

デ
、
棒

状
ヨ
ヨ
ナ

デ
ヨコ

ミ
ガ
キ
、タ

テ
ミ
ガ
キ

に
ぶ

い
黄

褐
色

黒
色

5Y
2/
1

こ
ぶ

い
黄

橙
t

iO
YR
6/
3

か
な

り
細

か
な
石

英
を
含

む
が

緻
密

良
好

推
定

寺
域

西
側

鮒 柳
復

15
0/
82
/6
5

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ
後

不
定

方
向

ナ
デ

橙
色

7 
5Y
R7
/6

橙
色

75
YR
,/
6

1～
2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
含

む
が

密
良

好
再
外

面
に
ス
ス
付

着

推
定

寺
域

西
側

土
師

器
高

台
付

婉
ぞ
三
16
05
/7
5/
64

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
回
転

指
ナ

デ
、
指

オ
サ

エ
色 �

灘 ７５Ｙ
Ｒ３

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/4

組
か

な
石

英
長

石
黒

雲
母

等
を
合

む
が
緻

密
良

好

推
定

寺
域

西
側

土
師

器

高
台

付
婉

15
0/
94
/5
65

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
ヨ
転

指
ナ

デ
橙

色
5Y
R7
/6

髄 〉
lm
m程

の
赤

チ
ャ
ー

ト・
長

石
黒

雲
母

な
ど
を
含

み
粗

良
好

佐
定

寺
域

西
側

土
師

器
不

復
19
0/
ツ

残
61

目
転

指
ナ

デ
、
ヨ
コ
ミ
ガ
キ

、
ミ
ガ

キ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
ヨ
コ
ミ
ガ
キ

に
ぶ

い
貢

橙
色

'O
YR
7/
4

明
赤

褐
色

5Y
R5
/6

,m
m未

満
の

長
石

を
少

量
含

む
が

級
密

良
好

t定
寺
域
西
側

土
師

器
高

台
付

婉
/ツ

残
71

Ea
l転

ヨ
コ
ミ
ガ

キ
、
回

転
ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
指

ナ
デ

全
面

ミ
ガ
キ

に
ぶ

い
費

橙
色

10
YR
6/
3

明
赤

褐
色

5Y
R5
/8

mm
未

満
の

石
英

や
長

石
を
少

量
含

む
が

密
良

好
頃
部

径
復

9 
8c
m

t定
寺
域
西
側

土
師

器
甕

復
18
0/
/残

54
回

転
指

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
褐

灰
色

浅
黄

橙
色

～
4m
m程

の
赤

褐
色
・
灰

色
粒

を
多
く
含

み
や

や
粗

良
好

外
面

に
ス
ス
付

着

Ta
b.
4-
17
 

日
向

国
分

寺
跡

出
土

土
器

観
察

表
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番 号
対

象
遺

構
出

土
地

点
焼

成
形

態
器
  

種

法
量

(c
m)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

備
考

口
径

/底
径

/器
澪

外
面

肉
面

外
面

内
面

断
面

推
定

寺
域

西
側

土
師

器
奏

復
23
8/
/残

57
ヨ
転

指
ナ

デ
]転

指
ナ

デ
に
ぶ
い
橙
色

7 
5Y
R7
/4

橙
色

7 
5Y
R7
/6

I～
3m
m程

の
赤

褐
色
・
灰

色
粒

を
多

く
含

み
粗

良
好

推
定

寺
域

西
側

土
師

器
壷

復
32
5/
ツ

残
76

回
転

指
ナ

デ
、
斜

方
向

の
平

行
条

線
pp
き

ヨ
転

指
ナ

デ
、
下

方
向

の
指

ナ
デ

、
ヨ
転

指
ナ

デ
橙

色
75
YR
6/
6

黒
褐

色
25
Y3
/1

こ
ぶ

い
黄

掲
起

1～
7m
m程

の
長

石
を
多

く
含

み
、
1～

2m
m程

の
長

石
・
T

英
を
含

み
粗

良
好

推
定

寺
域

西
側

土
師

器
菱

復
36
0た

/残
57

]転
指

ナ
デ

、
器

面
風

化
Hヨ
ナ
デ

(器
面
風
化

)

橙
色

(上
)橙

色
5Y
R6
/6

(下
)に

ぶ
い
黄

橙
色

il
lY
R7
/4

1～
7m
m程

の
赤

褐
色

灰
色

粒
を
多

く
含

み
粗

良
好

推
定

寺
域

南
西

側
土
師

器
坪

夏
13
9/
―
/残

38
回
転

指
ナ

デ
目
転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色

紳 呻
lm
m程

の
赤

褐
色
・
灰

色
粒

を
少

量
含

む
が

密
良

好

推
定

寺
域

南
西

側
土

師
器

高
台

付
婉

ツ
復

94
/残

18
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方

向
ナ

デ
回
転

指
ナ

デ
後

不
定

方
向

ミ
ガ
キ

浅
策

橙
色

7 
5Y
R8
/4

橙
色

75
YR
6/
6

敏
密

良
好

推
定

寺
域

南
西

側
土

師
器

高
台

付
婉

―
/復

94
/残

30
回
転

指
ナ

ギ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

]転
指

ナ
ず

、
回

転
指

ナ
デ

後
不

こ
方

向
ナ

デ
絶 鯉

髄 Ｗ
lm
m程

の
長

石
・
灰

色
粒

を
含

む
が

密
良

好
19
9と

同
一

個
体

推
定

寺
域

南
西

側
土

節
器

高
台

付
婉

―
か

/残
37

]転
ヘ

ラ
肖
1り

、
回

転
指

ナ
デ

、
ヘ
ラ
切

り
後

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
色 湘

辮 ７５Ｙ
Ｒ８

浅
黄

橙
色

晨
石

'石
英

な
ど
を
含

み
や

や
粗

良
好

推
定

寺
域

南
西

倒

珊 柳
復

15
8/
復

94
/6
之

回
転
指
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
肖J

り
、 回

転
ヘ
ラ
切
り
後
回
転
指
ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
艇 肘

純 Ｗ
mm
程
の
長
石

灰
色
粒
を
含
む
が
密

良
好

本
面

に
ス
ス
付

着
。
39
7と

同
一

個
体

推
定

寺
域

南
西

側

靭 『
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
未

調
整

]転
指

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ
浅

黄
橙

色
に
ぶ

い
橙

色
7 
5Y
R7
/4

なヽ
り
細

か
な
長

石
・
石

英
な

ど
を
合

む
が

叙
密

良
好

(堅
徹

)

HE
定
寺
域
南
西
側

鶴 堆
復

11
6/
―
/2
7

指
オ

サ
エ
後

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
指

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ

デ
灰

色
5Y
6/
1

随 瑚
,ヽ
な

り
細

か
な
長

石
を
含

む
が

徹
密

好 緻
良 堅

佳
定

寺
域

南
西

側

鶴 艦
復
24
9ん

/残
61

]転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
指

ナ
デ

回
転

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ

デ
灰

色
5Y
6/
1

灰
自
色

5Y
7/
1

灰
自
色

25
Yフ

/1
政
露

や
や

印
付
外

面
に
ス
ス
付

着

t定
寺
域
南
西
側

瞬 韓
/復

20
7/
残

5駅
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
肖
】り

、
棒

状
ヨ
コ
ナ

デ
回

転
指

ナ
デ

灰
白
色

25
Y3
/2

髄 〉
灰 ２
５

mm
程

の
長

石
と
2m
m程

の
褐

色
粒

を
極

少
量

含
む

の
ス

6緻
密

良
好

Ⅲ
側

か
ら
の

孔
が

3箇
所

有
り

雀
定

寺
域

南
西

倒
土

師
器

高
台

付
婉

/7
2/
残

28
5

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方

向
ナ

デ
回

転
指

ナ
デ

、
不

定
方

向
ナ

デ
浅

黄
橙

色
浅

黄
橙

色
10
YR
3/
8

い
な

り
細

か
な

石
英

と
長

石
を

多
く
含

む
が

精
徹

良
好

t定
寺
域
南
西
側

土
師

器
高

合
付

婉
ツ

復
88
/残

29
回
転

指
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
切

り
後
回
転

指
ナ
デ
、
回
転

ヘ
ラ
切

り
後
不

定
方

向
ナ
デ

ヨ
転

指
ナ

デ
に
ぶ

い
橙

色
7 
5Y
R7
/4

に
ぶ
い
橙
色

7 
6Y
R7
/4

政
密

良
好

佳
定

寺
域

南
西

側
土

師
器

]転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
未

調
整

ヨ
転
指
ナ
デ
、
不
定
方

向
ナ
ギ
、

「
サ
エ

色 μ
辮 ７５Ｙ
Ｒ８

浅
黄

橙
色

長
石

を
含

む
が

徹
密

,や
嘲

推
定

寺
域

南
西

側
上

師
器

高
台

付
皿

０
７
／
復

期

御 α
研
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

]転
指

ナ
デ

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

色 湘
灘 ７５Ｙ
Ｒ３

lm
m程

の
赤

褐
色

粒
を
微

お
Ч
こ
含

む
が

精
徹

良
好

t定
寺
域
南
西
側

土
師

器
高

合
付

婉
―
/9
9/
残

54
5

ラヽ
ミ
ガ

キ
or
ケ

ズ
リ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ

声
、
指

オ
サ

エ
ヨ
転

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ

デ
浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/4

浅
黄

橙
色

長
石
・
細
か
な
石
英
を
多
量
に
含
み
粗

や
や

E

推
定

寺
域

南
西

側
須

恵
器

高
台

付
婉

/復
88
/残

25
5

司
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
]転

指
チ

T~
、

不
定

方
向
ナ

デ
灰

色
5Y
4/
1

灰
掲
色

7 
5Y
R5
/2

か
な

り
細

か
な
石

英
と
長

石
を

多
く
含

む
が

織
密

良
好

推
定

寺
域

南
西

tH
l

土
師

器
高

台
付

婉
―
/7
7/
残

25
]転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

可
転

指
ナ

デ
後

不
定

方
向

ナ
デ

浅
黄

糖
色

7 
5Y
R3
/6

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/6

言
徹

良
好

推
定

寺
域

南
西

側
土

師
器

高
台

付
婉

ツ
復
87
残

21
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

]転
指

ナ
デ

浅
黄

橙
色

10
YR
3/
3

紳 呻
君
級

良
好

推
定

寺
域

南
西

側
土

師
器

高
台

付
婉

ノ
70
/残

21
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
器
画
が
粗

く
調

整
不
明

(ザ
ラ
ザ

ラ
)

に
ぷ

い
橙

色
浅

黄
澄

色
細

か
な
赤

褐
色
・
灰

色
,黒

雲
母

長
石

な
ど
を
多

量
に

含
み

粗
良

好

腟
定

寺
域

南
西

側
〕
B4
T

土
師

器
高

台
付

婉
/復

80
/残

2,
ヨ
コ
ミ
ガ

キ
、
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ミ
ガ
キ

、
不

定
方

向
ミ
ガ

キ
ヨ
コ
ミ
ガ
キ

、
回

転
指

ナ
デ

、
不

定
方

向
ミ
ガ

キ

に
ぶ
い
橙
色

フ
5Y
R6
/4

に
ぶ
い
橙
色

7 
5Y
R6
/4

lm
m未

満
の

石
英

や
長

石
を

多
く
含

む
が

密
良

好

ヒ
定

寺
域

南
西

側
土

師
器

高
合

付
皿

13
9/
74
/3
9

回
転

指
ナ
デ
後
ナ
デ
、
回
転

ヘ
ラ
削

り
、
回
転

指
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

定
方
向
ナ
デ

目
転

指
ナ

デ
後

ナ
デ

、
指

オ
サ

エ

変
不

定
方

向
ナ

デ

浅
黄

橙
色

色 か
辮 榊

石
英

と
長

石
を
多

く
含

む
や
や

良

Ta
b.
4-
18
 

日
向

国
分

寺
跡

出
土

土
器

観
察

表
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番 号
対

象
遺

構
出

土
地

点
焼

成
形

態

器
 

種

法
量

(c
m)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

備
考

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

推
定

寺
域

南
西

側
土

師
器

高
合

付
婉

夏
17
35
//
残

6
司
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
]鍬

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ

デ
灰

黄
褐

色
lt
lY
R5
/2

に
ぶ

い
黄

橙
色

に
ぶ

い
橙
色

7 
5Y
R7
/4

1～
3m
m程

の
赤

褐
色

灰
色

長
石

粒
を
多

く
含

み
や

ヽ

粗
良

好

推
定

寺
域

南
西

側
土

師
器

褒
15
8/
/残

73
5

可
転

指
ナ

デ
(器

面
風

化
)

司
転

指
ナ

デ
(器

面
風

化
)

(上
)橙

色
7 
5Y
R7
/6

(下
)灰

黄
掲

色
10
YR
5′

浅
黄

橙
色

7 
5
YR
8/
6

1～
5m
m程

の
赤

褐
色
・
灰

色
粒

を
多

く
、
2m
m程

の
石

英
や

長
石

を
含

み
粗

良
好

推
定

寺
域

南
西

側
土

師
器

奏
隻
25
6/
ツ

残
59

]転
指

ナ
デ

目
転

指
ナ

デ
に
ぶ

い
黄

橙
色

浅
黄

色
25
Y7
/3

1～
2m
m程

の
赤

褐
色
・
灰

色
・
長

石
粒

を
多

く
含

み
粗

良
好

推
定

寺
域

南
西

側
醜 婉

17
0/
62
/6
6

ラヽ
肖
Jり

後
施

釉
、
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
ラヽ
肖
1り

後
施
釉

、
ヘ
ラ
削
り
後
指

ナ
デ
施
釉

灰
自
色

2 
5G
Y3
/1

灰
白

色
2 
5G
Y8
/1

長
石
を
含
む
が
徹
密

好 細

良 堅

口
縁

郡
か

ら
脚

部
の

上
あ
た

り
ま
で

14
楽

が
羽

る
。
釉

薬
量

が
多

く
内

面
の

27
1m
あ

た
り
ま
で

推
定

寺
域

南
西

側
(内

黒
)

ツ
復

94
/残

19
回
転

指
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
切

り
後
回
転

指
ナ
デ
、
回
転

ヘ
ラ
切

り
後
不

定
方

向
ナ
デ

下
定

方
向
ミ
ガ
キ

(内
黒

)

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/3

維 陣
髄 〉

灰 ２
５

敏
密

良
好

推
定

寺
域

南
西

側
(内

黒
)

フ
69
/残

19
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ま
射
状
ミ
ガ
キ

(内
黒

)

に
ぶ

い
橙

色
7 
5Y
R7
/4

離 醐
細

か
な

石
英

を
多
く
含

む
が

密
良

婿

推
定

寺
域

南
西

側
土
師
器

4
―
/6
3/
残
28

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

]転
指

ナ
デ

、
不

定
方

向
ナ

デ
橙

色
5V
Rフ

/6

髄

５
Ｙ

Ｒ
７

|～
2m
m程

の
赤

褐
色
・
黒

色
・
長

石
粒

を
少

量
含

む
が

密
良

好

推
定

寺
域

南
西

側
土

師
器

富
台

付
皿

復
相

2/
82
/3
05

回
転

指
ナ
ず

、
棒

状
ヨ
ヨ
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ
浅

黄
橙

色
7 
5Y
R8
/3

浅
黄
橙
色

7 
5Y
R3
/4

mm
程

の
赤

褐
色

粒
、
3m
m程

の
黒

褐
色

粒
と
細

か
な
長

ξ
を
少

畳
含

む
が

級
密

良
al
f

推
定

寺
域

南
西

側
土

師
器

高
台

付
塊

ツ
,0
2/
残

32
回
転
指
ナ
デ
、不

定
方
向
ナ
デ

目
転

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ

デ
灰

白
色

25
Y8
/1

灰
色

5Y
5/
1

硼
か

な
石

英
長

石
黒

雲
母

を
含

む
が

密
良

好

推
定

寺
域

南
西

側
土

師
器

高
台

付
婉

復
12
4/
/残

4Ⅸ
ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
削

り
回
転

指
ナ

デ
に
ぶ
い
絡
色

7 
5Y
R7
/4

浅
黄
橙
色

7 
5Y
RB
/4

～
2m
m程

の
長

石
灰

色
粒

、
1～

3m
m程

の
赤

褐
色

粒
と
多
く
含

み
組

良
好

推
定

寺
域

南
西

側
轍 婉

復
,7
0/
ツ

残
4,

]転
指

ナ
デ

(全
体

に
細

を
塗

布
)

]転
指

ナ
デ

(全
体

に
釉

を
塗

布
)

灰
自

色

雌 ψ
rま

状
に
黒

い
細

か
な
粒

子
を
含

む
が

徹
密

良
好

塔
想

定
箇

所
須

恵
器

高
台

付
婉

/復
10
2/
残

24
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

亨
EF
H転

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ

デ
艶 解

灰 ２
５

に
ぶ

い
橙

色
7 
5Y
R6
/4

,ヽ
な
り
細
か
な
石
英
や
長
石
を
合
が
緻
密

良
好

昌
書

土
器
「

椎
田

」

磨
想

定
箇

所
土

師
器

杯
― /
74
5/
残

20
回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
回
転

指
ナ

デ
橙

色
7 
5Y
R7
/6

橋
色

75
Y
R7
/6

～
2m
m程

の
茶

褐
色
・

自
色

粒
を
含

む
が

密
良

好

春
想

定
箇

所
土

師
器

杯
12
5/
60
/4
0

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
回

転
指

ナ
デ

、
不

定
方

向
ナ

デ
髄 〉

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

～
2m
m程

の
赤

褐
色
・
灰

色
粒

を
多

く
含

み
や

や
粗

良
好

春
想

定
箇

所
土

節
器

郵
―
/8
1/
残

33
器

面
風

化
、
回

転
ヘ
ラ
肖
1り

(器
面

風
化

)、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
サ

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

後
不

定
方

向
ナ

デ
鞭 ］

浅
黄
橙
色

7 
5Y
R3
/4

～
3m
m程

の
赤

褐
色

灰
色

粒
を
少

量
含

み
や

や
粗

い
な

り
細

か
な

石
英

を
多
量

に
含

み
ザ

ラ
つ

く
や

や
嘲

所
箇

雑 ‐Ｂ
‐Ｔ

土
師
器

イ
12
5/
65
5/
87

回
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

ヨ
転

指
ナ

デ
、
器

面
風

化
髄 Ｗ

に
ぷ

い
橙

色
7 
5Y
R7
/4

1～
6m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
多

く
含

み
粗

良
好

誉
想

定
箇

所
土
師
器

イ
ツ

77
/残

41
ヨ
転

指
ナ

デ
(器

面
風

化
)、

回
転

ヘ
ラ
削

り
(器

面
風

化
)、

回
転

ヘ
ラ
切

り
後
不

定
方

向
ナ

デ
程
面

風
化

に
ぶ

い
黄

橙
色

髄 Ｗ
1～

2m
m程

の
赤

褐
色

粒
を
多

く
含

み
粗

,や
g

書
想

定
箇

所
土

師
器

婉
ヨ
転

整
形

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
の

ち
不

定
ナ

ず
ヨ
転
整
形
ナ
デ
、
回
転

指
ナ
デ
の

3不
定
ナ
デ

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/4

髄 Ｍ
淡 ５
Ｙ

Im
m程

度
の

長
石

を
含

む
が

密
や
や

F

春
想

定
箇

所
土
師
器

イ
/復

88
/残

24
5

ヨ
転

指
ナ

デ
(器

面
風

化
)、

回
転

ヘ
ラ
削

り
(器

面
風

化
)、

回
転

ヘ
ラ
切

り
そ
不

定
方

向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ
デ

、
不

定
方

向
ナ

デ
浅

黄
橙

色
浅
黄

橙
色

1～
3m
m程

の
赤

掲
色

粒
を
多

く
含

み
組

良
好

各
想

定
箇

所
土

師
器

外
33
/6
25
/4
65

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
司
転

指
ナ

7~
、

回
転

指
ナ

7~
後

不
こ
方

向
ナ

デ
純 肥

髄 用
Im
m程

の
自
色

粒
を
含

む
が

密
良

好

督
想

定
箇

所
土

師
器

杯
復

,3
4/
復

研
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向

ナ
デ

岳
面

風
化

囀 炒
蝉 ψ

I～
2m
m程

の
石

英
、
赤

褐
色

灰
色

粒
を
多

く
含

み
や

駕

狙
や
や

巳

答
想

定
箇

所
土

師
器

イ
復

14
8/
―
/残

3釧
ヨ
転

布
ナ

デ
、
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
剖

り
]転

布
ナ

デ
明

赤
褐

色
色 ３

褐 ν
沖

５
Ｙ
Ｒ

¶
か

な
石

英
・
長

石
'赤

褐
色

粒
を
含

む
が

密
良

好

塔
想

定
箇

所
5B
lT

土
師

器
高

合
付

婉
ツ

復
69
/残

26
]転

指
ナ
デ
、
回
転

ヘ
ラ
肖
1り

、
回
転
ヘ
ラ
切

り
後
回
転

指
ナ
デ
、
回
転

ヘ

ラ切
り
後
不

定
方

向
ナ
デ

回
転

指
ナ

ず
、
不

定
方

向
ナ

デ
に
ぶ
い
橙
e

7 
5Y
R7
/4

難 ］
Im
m程

の
赤

褐
色

粒
や

長
石

を
含

む
が

密
良

好

Ta
b.
4-
19
 
日
向

国
分

寺
跡

出
土

土
器
観

察
表
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番 号
対

象
遺

構
出

土
地

点
焼

成
形

態
器

 
種

法
量

(c
m)

調
整

色
調

胎
土

焼
成

備
考

口
径

/底
径

/器
言

外
面

内
面

外
面

内
面

断
面

春
想

定
箇

所
土

師
器

高
台

付
婉

―
/8
2/
湧

養
32
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回
転

ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

回
転

指
ナ
デ

、
回

転
ヘ

テ 切
り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
橙
色

,6
YR
7/
6

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R3
/6

4m
m程

の
赤

掲
色

粒
を
2点

含
む

が
細

か
な
石

英
を
多

く

合
が

密
良

好

春
想

定
箇

所
上

師
器

皿
16
7/
7a
/3
6

ヨ
転

整
形

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
の

ち
不

定
ナ

デ
ヨ
転

整
形

ナ
デ

、
回

転
指

ナ
デ

の

3不
定

ナ
デ

髄 Ｗ
純 〉

jヽ
な
り
細
か
い
石
英
を
含
む
が
緻
密

農
好

香
想

定
箇

所
須

恵
器

高
台

付
婉

ツ
復

11
6/
残

26
]転

ヘ
ラ
肖
1り

、
回

転
指

ナ
デ

、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
]転

指
ナ

デ
、
不

定
方

向
ナ

デ
灰

白
色

5Y
8/
1

囀 醐
致
密

軟
質

春
想

定
箇

所

籍 騰
復
25
'た

/残
18

司
転

ヘ
ラ
削

り
、
回

転
指

ナ
デ

司
転

指
ナ
ず

、
不

定
方

向
ナ

7~
灰

色
5Y
6/
1

座 潮
取
留

良
好

Ⅲ
面

灰
被

り
で

内
面

に
灰

色
の

自
然

釉
11
0Y
4/
1)
付

着

誉
想

定
箇

所
須

葱
器

甕
復
22
4/
一

/残
89

]転
指
ナ
デ
、 格

子
目
叩
き
の
ち
回
転
指
ナ
デ
、
浅
い
格
子
目
叩
き

]転
指

ナ
デ

、
ヨ
コ
ナ

デ
髄 Ｍ

灰 ２
５

灰
費

色
25
Y7
/2

jヽ
な

り
細

か
い

長
石

を
合

む
が
緻

密
良

好

彗
想

定
箇

所
土
師
器

イ
/復

81
/残

27
5

ヨ
転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
ヨ
転

指
ナ

デ
浅

黄
橙

色
7 
5Y
R3
/4

浅
黄

橙
色

咽
か
な
長
石
を
多
く含

む
が
密

良
好

塔
想

定
箇

所
土
師
器

イ
―
/復

71
/残

30
]転

指
ナ

デ
、
回

転
ヘ
ラ
削

り
、
回

転
ヘ
ラ
切

り
後

不
定

方
向
ナ

デ
回
転

指
ナ
ず
、
回
転

指
ナ
デ
後
不

こ
方

向
ナ
デ

浅
黄

橙
色

7 
5Y
R8
/6

に
ぶ

い
黄

橙
色

,O
YR
7/
3

1～
2m
m程

の
赤

褐
色
・
灰

色
粒

を
多

く
含

み
や

や
粗

や
や

朝

塔
想

定
箇

所
土

師
器

芥
/7
1/
残
27

団
転

指
ナ
デ

(器
面
風

化
)、

回
転

ヘ
ラ
切

り
後
不

定
方

向
ナ
デ

(器
面
風

ヒ
)

司
転

指
ナ

デ
(器

面
風

化
)、

不
定

i向
ナ
7~
(器

面
風

化
)

浅
黄

橙
色

ll
lY
R8
/4

に
ぶ
い
橙
色

7 
5Y
R7
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第Ⅵ章 考 察

第 1節。各 主要建物 の構 造

平成 7～ 18年度にかけて実施 した調査により中門跡、南東回廊跡、推定講堂跡、推定金堂跡、伽

藍西門跡、南北掘立柱建物跡、東西掘立柱建物跡、講堂西側南北柱穴列、寺域北東側南北柱穴列な

どを検出した。ここでは、それぞれの建物跡の規模や形状について整理する。

(中 門跡 )

中門跡は現境内南西側で東側半分程を検出し、柱の切 り合い関係から3時期所在 していたことが

明らかになつた。第 1・ 2期中門は円形柱掘方の掘立柱建物、第 3期中門は礎石は全く遺存してい

なかつたが、円形住掘方上に円形に川原石が配 されていたことなどから坪地業による礎石建物 と判

断した。中門は全時期を通 じて桁行 3間、梁行 2間の人脚門と推定される。

第 1期 中門は伽藍南東回廊南北の東西柱筋 と中門前面及び背面の柱筋を等 しくし、東西間口7尺

に対 して中間間口が13尺 のやや広い形状 となる。第 2期 中門は桁行は第 1期 と同規模、中間間日の

み13尺 の東西間口7尺で南北柱間が 8尺 と南北に拡張される。第 3期 中門は梁行は第 2期 と同様で

桁行の中間間日は13尺東西間口が10尺 となり、 3時期で最大規模 となる。第 3期 中門の規模は桁行

9.9m・ 梁行4.8mを測る。

中門跡南東側には伽藍南東回廊から延びてきた東西区画溝端が所在 し、中門への参道は掘 り残 さ

れた状態であり伽藍地への通路が確保 されている。

構  造
桁 行 梁 行

備 考
西 +中 +東 間 口 前+後 奥行

第 1期 掘立柱建物 7+13+7尺 8。 lm 5+5尺 3.Om 桁行 は中間 日以外回廊 と同

第 2期 掘立柱建物 7+13+ 7)R 8.lm 8+8尺 4.8m 南北に拡大

第 3期 礎石建物 10+13+10尺 9。 9m 8+8尺 4.8m 東西 に拡大

Tab.6 中門跡構造・規模一覧表

(伽藍南東回廊跡)

伽藍南東回廊跡は中門跡同様に 3時期所在 し、 3時期 とも掘立柱の単廊である。柱掘方は円形な

いし楕円形で構成 され、第 1期回廊は桁行が柱間 8尺、第 2期回廊は第 1期回廊 と同一柱筋上に桁

行 10尺で柱掘方を掘削する。3時期の中で第 3期回廊のみが中門を中心に時計回りに1.5° 程振れ、

第 1・ 2期回廊外側を廻る区画溝が埋設 した後、柱掘方が掘削される。柱掘方内には径30～40cm程

の円形ないし精円形の柱痕跡が認められ、柱痕跡内には基壇や漆喰に使用されたであろう黄白色粘

質土が流入 している。伽藍地北側の東西回廊はこれまでの調査で検出されておらず伽藍地を東西に

横断する東西道路下に位置すると推定されるが不明である。回廊は金堂に取 り付く可能性が高いが、
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仮に東西道路下に北側回廊が所在 し金堂跡に取 り付 くと推定

接近することから回廊は伽藍西門まで延び、金堂や講堂に取

した場合、金堂の位置がかなり講堂に

り付 く形状ではない可能性も残る。

構  造 桁 行 梁  行 備 考

第 1期 掘立柱建物 8尺 2.4m 10)R 3.Om 南東隅及びその西側の 2間分は 10尺四方

第 2期 掘立柱建物 10)R 3.OIn 10,R 3.Om 南東隅で第 1期掘方を転用

第 3期 掘立柱建物 10)R 3.Om 10ナミ 3.Om 第 3期 は区画溝埋没後に建立

Tab 7 伽藍南東回廊跡構造日規模一覧表

(推定講堂跡 )

講堂跡は 2時期所在 し、第 1期講堂は方形柱掘方、第 2期講堂は円形柱掘方で両時期 とも掘立柱

建物である。両建物 とも南側から第 1期講堂は柱間 8尺、第 2期講堂は柱間 9尺のそれぞれ 5間分

を検出したが、梁行には柱間のばらつきが認められた。 したがつて、第 1期講堂の梁行は柱間 8尺

の 2間の母屋の北側に10.5尺の広庇がつ く形状、第 2期講堂の梁行は柱間14尺 の 1間で北側に12尺

の隅欠庇がつく形状と推定される。

両時期 とも東側に所在するであろう残 りの柱掘方は、現在所在する民家の建設により削平されて

いる可能性が高い。このように復元すると講堂の規模は南側東西柱掘方 と推定中軸線から、第 1期

講堂は桁行 7間、第 2期講堂は桁行 9間 に復元でき、第 1期講堂跡は東西16.8m。 南北7.95m、 第

2期講堂跡は東西24.3m。 南北7.8mと 推定される。

推定講堂跡の背後には東西柱間 9尺の2.7mで 2間分の東西方形柱掘方列が検出されてお り、講

堂背後を廻る可能性がある伽藍北側の東西区画溝が平成16年度の調査により講堂北西側で途切れて

いたことから考えると、これら柱掘方列は講堂背後の目隠し塀に伴 う柱掘方の可能性が高い。つま

り、講堂背後には僧坊などが所在 し、中門跡同様に講堂と僧坊間の中軸線附近は区画溝を掘 り残 し、

参道を確保 していたと推定される。仮にこれ ら東西柱掘方列までを含めて推定講堂の建物形状を検

討すると、第 1期講堂は前面に柱間 8尺の東西建物と背面に桁行 9尺・梁行 10尺 の 7× 1間の東西

建物の双堂の可能性も推定できる。このような形状の双堂は法隆寺食堂や細殿、東大寺法華堂と礼

堂などにも認められ、礼堂と正堂のような構造を採ることとなる。

また、両時期の建物西側に回廊や塀が取 り付 く可能性も推定されたが、平成 17年度の調査で講堂

が所在する畑西側の南北道路を挟んだ西側を調査 した結果、これらと同様の柱掘方は検出できなか

つたことから回廊や塀が取 り付く構造ではないと判断した。

構  造
桁  行 梁 行 北  庇

柱 間 検出間口 柱 間 奥行 柱間 奥行

第 1期 掘立柱建物 8+8+8+8+8尺 つ
ね Om 8+8尺 4.8m 10。 5)R 3.151n

第 2期 掘立柱建物 9+9+9+9+9尺 13. 5m 14尺 4.2m 12尺 3.6m

Tab.8 推定講堂跡構造 J規模一覧表
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(伽藍西門跡 )

伽藍西門跡は東西道路北側の推定講堂跡西側、伽藍西側南北区画溝東側より検出した。直径 0.8

～1.2m程の円形柱掘方で構成 され、掘方内には径40cIIl程の柱痕跡が確認 される。南北区画溝 は門

の間口幅よりやや広い3.4m程掘 り残 され、中門同様に伽藍地内への通路を確保する。主柱の北側

には円形柱掘方 2つを検出し、門北側に築地や板塀などが取 り付く可能性が高い。

構  造
桁 行 梁 行

備   考
柱 間 間 口 柱 間 奥行

掘立柱建物 5+5尺 3.Om 10)民 3.Om 径40clll程 の柱痕跡に白色粘質土

Tab.9 伽藍西門跡構造・規模一覧表

(南北掘立柱建物跡 )

木喰五智館東側、来館者駐車場下から方形の柱掘方で構成 される南北掘立柱建物跡を検出した。

建物は桁行 2間以上・梁行 3間の規模を有すが、南側を近世の東西溝により削平されていることか

ら、桁行は明らかにできない。柱間は桁行 10尺 、梁行 7尺を測る。建物の性格は不明である。

構  造
桁  行 梁  行

備   考
柱 間 検出奥行 柱 間 間 口

掘立柱建物 10-110デミ 6.Om 7+7+7尺 6.3m 径40cm程の柱痕跡に自色粘質土

Tab 10 南北掘立柱建物跡構造 H規模一覧表

(東西掘立柱建物跡 )

平成元年度の宮崎県教育委員会の確認調査の際に 2時期の東西掘立柱建物跡南側東西柱穴列及び

東側南北柱穴列が検出された。その後、平成 13年度の西都市教育委員会の調査で北側東西柱穴列を

検出した。 2時期の掘立柱建物は柱掘方同士が切 り合わず、先後関係は不明である。

2時期の建物の内、北側に所在する建物は円形柱掘方で構成され東西柱間は2.25m、 南側に所在

する建物は方形柱掘方で構成され東西柱間は2.55mである。建物西側の私道下の調査の際、柱列は

私道まで延びていないことが判明したことから、北側建物は桁行 6間・梁行 2間、南側建物は桁行

5間・梁行 2間 と推定されるが、西側を後世の南北溝により削平されている可能性も残る。

構  造
桁 行 梁 行

柱 間 検出桁行 柱 間 南北間口

北側建物 掘立柱建物 7.5+7.5+7.5+7.5+7.5+7.5尺 13.5m 10+7尺 5.lln

南側建物 掘立柱建物 8.5+8.5+8.5+8.5+8。 5尺 12,751n 9+9尺 5.4m

Tab ll 東西掘立柱建物跡構造・規模一覧表
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(推定寺域北東側南北柱穴列 )

推定寺域北東側南北柱穴列は平成元年度宮崎県教育委員会が調査を実施 した際に検出した 2時期

の東西掘立柱建物跡から約15m東より南北 1条の柱穴列が検出された。この柱穴列を構成する柱穴

は短軸50clll。 長軸80cIIl程 の長方形状を呈し、柱間は 8～ 9尺を測 り、最低 5間分確認 されている。

この柱穴列より約5,5m東には幅0,8～ 1。 lm程の南北溝状遺構 1条を検出してお り、寺域東端の

区画溝である可能性も残る。

(講堂西側南北柱穴列 )

本地点には平成 17年まで個人の農業用倉庫が所在 していたが、老朽化による解体に伴い講堂と伽

藍西門間の構造を検討する目的で調査を実施 した。

調査区東寄 りに方形柱掘方 と円形柱掘方からなる南北柱穴列を検出した。柱間は南から8尺 。(8

尺)・ 8尺・ 8尺・ 7尺 5寸・ 8尺 5寸・ 7尺・ 8尺の 8間になる。また、北側の円形柱掘方の西

側には 9尺離れ楕円形の掘方が検出された。当初、本地点に講堂から延びる東西回廊柱掘方が検出

される可能性が高かつたが、回廊跡柱掘方が検出されなかつたことから、回廊は金堂に取り付 く構

造になると判断した。

(推定塔跡)

塔跡については以前から旧国分公民館跡に所在 していた北西土壇や現境内南側に所在する杉竹林

内が候補地とされてきた。これまでの調査で塔跡の基壇痕跡や掘込地業跡は検出できていない。塔

の所在は伽藍地内の南東か南西、伽藍地外南側の南東か南西に所在するのが一般的であり、これら

推定箇所については十分 とは言えないが調査を実施 した。

調査の結果、現境内に所在する木喰五智館南西で平成 7年度に検出された柱掘方 2つ (調査当時

は大型円形土坑として掲載)が最もふさわしい場所にあたる。この地点は第 1・ 2期南東回廊の東

西柱筋から約45° 時計回 りに振つた地点に位置する。 したがつて、塔は心柱を掘立柱で建て、四天

柱については周囲から柱掘方が検出されていないことから、掘立柱の心柱を建てた後、心柱を囲 う

ように基壇を築き、その基壇状に礎石が配されたか、掘立柱なのかは不明であるが、そのような構

造であつたと考えるしかない。

(金堂跡)

金堂跡は平成 7年度の調査で現境内北西側に所在する市営墓地の南TRllか ら掘込地業の可能性が推

定 される南東側が隅丸を呈した方形プランの掘方が検出された。 しかし、平成12年度の調査でこの

掘方内の埋上の状況などから掘込地業と断定することは難 しいと判断した。その後、平成16年度に

さらに周辺の調査を実施 したが、明確な遺構は検出できなかつた。調査最終年度の平成 18年度に再

び方形掘方の北側の調査を実施 し、25～ 50cm程 の砂岩川原石で囲まれた黒色硬化層の基壇状遺構を

検出した。川原石の中には方形状に加工されたものも含まれてお り、何 らかの基壇を築いたことは

間違いない。また、この基壇状遺構の南東側約2.Omには時期は不明であるが同様の川原石を円形

状に 3段ほど積み上げた石組遺構も検出された。
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第 2節。伽藍 の復 元 と寺域 (Fig.176・ 177)

1.日 向目分寺伽藍の研究史

日向国分寺跡の伽藍配置及び寺域については、堀井三友氏に端を発 した。堀井氏は木喰仏が安置

されていた旧五智堂基壇や塔跡 と推定されてきた北西土壇に触れ、東西道路北側の高まりを金堂・

講堂跡等に推定している。その後、昭和23年、東京大学と早稲田大学を中心に駒井和愛氏を団長 と

した日向考古調査団により発掘調査が実施 された。この調査では旧五智堂基壇、北西土壇、伝塔心

礎などが調査 されたが建物跡を特定できるような成果は得 られなかつた。 この折、寺域の復元が試

みられ、南限を旧五智堂南側地溝帯手前の踊 り場、東限を西都222・ 223号墳が所在する南北小路と

市街地から中間台地へ上る仁王坂を上 りついた、当時、寺門址 と称 されていた箇所、西限は西都原

台地の地勢と古道等により復元され、寺域の規模は方 2町程度 と推定された。

その後、本格的な地割を検討 したのは小田富士雄氏である。小田氏は石田茂作氏の地割法を用い、

昭和36年 の調査成果を元に日向国分寺の地割について検討 した。また、「今回の調査も短時 日のこ

とであるから遺跡の全貌を解明することは望めなかつた。」 とし、主要建物跡の特定までには至っ

てはいないながらも、石田茂作氏が設定された 「寺域 と伽藍の地割は必ず しも一致 しない」型式に

日向国分寺の伽藍配置が妥当であることを述べられた。

その後、西都市教育委員会では平成 12・ 15・ 16年度に寺域及び伽藍配置の復元を試みた。

これ らを受け、平成 7～ 18年度にかけて調査を実施 した結果、検出した遺構から伽藍及び寺域の

復元を試みる。

2.伽強の復元

まず、伽藍規模については、現境内を平成 7・ 8年度調査 した結果、境内南東隅及び境内南西隅

からそれぞれ幅約0.9～ 1.5mの 東西溝状遺構を検出した。これら溝の北側には並行 した東西ピット

列が検出され、これらは 2時期の掘立柱回廊の柱掘方であると推定 した。この回廊外側を廻る溝状

遺構は境内南東隅で北に方向を変え、南北に延びていたことから伽藍地を囲む区画溝である可能性

が高まつた。翌、平成 9年度の調査で現境内から東西道路を挟んだ北西側に位置する民家の庭先か

ら多量の瓦片や土器片が埋設 された南北区画溝を検出した。この南北区画溝は南側で途切れ、約3.

4mを 空け再び南側で検出できた。 この掘 り残 された箇所の西側からは 1× 2間 の伽藍地内へ通 じ

る伽藍西門 (四脚門跡)と 推定される 5個の円形柱掘方が検出された。南北区画溝はさらに南へ延

び、境内内で検出した区画溝 と同一溝の可能性が高まったことから、境内南東で検出した南東回廊

外側を廻る南北区画溝を、これまで推定中軸線 と想定されてきた旧五智堂西側の南北小路で折 り返

した地点を平成 10年度に調査 した。その結果、推定伽藍南西隅北側から南北区画溝を検出した。こ

の南側に伽藍南西隅の区画溝が推定されたが、農業用倉庫が所在 してお り調査は不可能であつた。

境内内で検出した東西から南北に折れる区画溝 と伽藍西門西側の南北区画溝の南側延長箇所で検出

した南北区画溝から復元すると、伽藍南側を廻る区画溝の東西間は約81mと 判明した。

境内南東側で検出した南北区画溝の北側延長については、平成11年度の調査で東西道路を挟んだ

北側の究国分公民館西側に所在する民家への進入路下から検出した。この区画溝は東西道路から北
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に約24.Omの 地点で途切れていた。また、平成16年度、伽藍西門北東側に所在 していた農業用倉庫

が解体 された際、わH藍北西側の東西区画溝を検出した。平成18年度に平成 11年度に検出した伽藍北

西側東西区画溝の東側延長が進入路北側の車庫下に推定されたことから車庫周辺の調査を試みた。

その結果、車庫内は攪乱が著 しく、車庫の西から古瓦の集中箇所を検出し、本地点に東西区画溝が

所在 していた可能性が高まつた。これらのことから、伽藍区画溝の南北幅は約76～ 77mを測 り、区

画溝は伽藍地を区画する為の溝 として掘削され、主要伽藍はこの溝内に収まると推定した。

次に伽藍地内の主要建物配置は、平成 11年度の調査で推定中軸線である南北小路の東側、境内南

側から検出した伽藍南東回廊の西側延長より3時期の中門跡を検出した。中門は当初、梁行を回廊

梁行 と同一規模で建立 し、第 2期 には梁行、第 3期には桁行を拡大し、最終的には東西桁行9.9m、

南北梁行4.8mの規模であると推定 した。第 1・ 2期は掘立柱建物、第 3期 のみ礎石建物である可

能性が高い。 しかし、第 3期 中門も後世に礎石は全て抜き取 られたようであり遺存していない。

次に講堂跡は平成15年度の調査で境内北西側から東西道路を挟んだ北側で方形柱掘方 。円形柱掘

方の 2時期の掘立柱建物跡を検出した。第 1期講堂は方形柱掘方の東西 7間、南北梁行 1間の母屋

に北庇、第 2期講堂は円形柱掘方の東西 9間、南北梁行 1間の母屋に北側隅欠庇の建物と推定 した。

また、推定講堂跡北側には東西柱間 9尺間で方形柱掘方列を検出し、講堂背後の目隠し塀である可

能性が高いと推定 した。講堂背後を廻るであろう伽藍北側東西区画溝は、平成 16年度に検出した伽

藍北西東西区画溝が調査区内で途切れていたことから、講堂背後には廻 らず講堂背後に推定される

僧坊への通路が確保 されていたのではなかろうか。

伽藍地内の他の主要建物は特定できてはいないが、金堂跡は中門跡 と講堂跡間、現在、市営墓地

が所在する箇所周辺に推定される。復元図では南東回廊南東隅の外側 と内側の柱を結んだラインと

推定中軸線が交わる箇所に金堂跡を復元 した。また、塔跡は南東回廊南東隅から金堂を結んだ箇所

のほば中間に大型円形土坑 2基を検出していることから、これ ら土坑は塔心を建てた柱掘方の可能

性が高い。本土坑は憧竿支柱の柱掘方の可能性も示唆されていたことから、本地点を推定中軸線で

西側に折 り返 した地点も調査を実施 したが、塔跡 と判断されるような遺構は検出できなかつた。

3.寺域の復元

次に寺域については、以前より方 2町程度 と推定されてきた。平成元年度、宮崎県教育委員会の

確認調査の際、推定寺域北東側の畑内から2時期の東西掘立柱建物跡 と南北柱穴列 1条が検出され、

この柱穴列 と推定中軸線の距離は76.165mを 測る。この柱穴列を寺域東端 と推定した場合、寺域の

東西幅は152.33mと なる。このことから石田茂作氏の 「寺域 と伽藍の地割は必ずしも一致 しない」

型式を用い、平成 16年度に伽藍及び寺域の地割を試みた。この型式で伽藍内の建物等の配置はほぼ

対応 したものの、寺域の南北長も150m程度に復元 された。平成 18年度、寺域を南北150mと 仮定 し、

寺域南端が推定される箇所の調査を実施 したが、推定寺域南端からは寺域や南門に関連する遺構は

検出できなかつた。 したがつて、寺域南端は以前から指摘 されてきたように、南側地溝帯北側の踊

り場に推定すると、平成 12年度D区第 1ト レンチとして調査を実施 した箇所でにぶい橙色粘質土の

基壇状遺構を検出してお り、これが南門西側に取 り付く築地塀の痕跡である可能性が高い。平成 18

年度A区第 2ト レンチで検出した金堂南東隅基壇 と推定 した硬化層から復元 した金堂の中央から南

側段落ちまでの距離は96.794mに なり、現時点で寺域の南北長は約193.587mと 復元している。
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このように寺域を復元した場合、寺域南西隅は伽藍南西側に所在する地溝帯を横断し、その南西

側畑に南西隅が所在することになるが、本地点は平成14年度A区の調査結果、寺域端を特定できる

遺構が検出できなかつたことから、地溝帯北東側で柱穴列や塀で囲まれていたと推定される。

寺域内で検出した主要建物は、上記 した寺域北東側の 2時期の東西掘立柱建物跡、木喰五智館東

側の現来館者駐車場下で検出した南北掘立柱建物跡程度である。今回、塔想定箇所 として調査を実

施 した、境内南側の杉竹林からは東西区画溝 と予想 される溝状遺構 1条が検出された程度で建物を

復元できるような遺構は検出していない。また、推定講堂跡北側には一般的に僧坊を推定できるが、

庭先までアスファル ト等で舗装されてお り、調査を実施することができなかつた。また、平成 7・

10年度にも寺域北側の調査を実施 したが、寺域を特定できるような遺構は検出できず、この辺 りま

では寺域が延びていない可能性が高い。これについては推定寺域北東側に、以前、池が所在 してい

たことから寺域北側を推定中軸線に直交する形状で復元すると、今回の復元ラインより南側に下が

る可能性が高い。また、仮に復元案のように北側のラインを推定した場合にも、推定寺域北東側は

南西側同様方形の寺域は確保できず地形に沿つた形状になつていたのであろう。

4.ま とめ

以上、これまでの調査成果を元に伽藍及び寺域の復元を試みた。伽藍地内については金堂跡の特

定ができていないまでも、伽藍地の規模は伽藍地を廻る区画溝によりほぼ特定できたと思われる。

また、塔跡についても基壇や掘込地業痕跡を特定するには至らなかつたが、大型の円形土坑 2基が

検出された地点が位置及び規模からも塔跡の最有力候補であることは揺るがない。仮に伽藍内東塔

配置とした場合、九州内の国分寺跡の調査例から大字府より西国は東塔配置、東国は西塔配置であ

る可能性を沢村仁氏が豊後国分寺の調査報告書で予想 されているが、これには則さない結果となる。

また、寺域についてはこれまでにも推定されてきたように、南側地溝帯手前の踊 り場に南門をあ

て、東門跡は現存 していないが、昭和36年の調査で伝東門礎石 として写真が掲載されている箇所が

平成元年度の調査で推定寺域北東側から検出された南北柱穴列の南側に位置 していることからも疑

う余地はないと思われる。

(註及び参考文献)

(1)堀井三友『国分寺址之研究』堀井三友氏遺著刊行委員会 1956

(2)日 向考古調査団 「宮崎県 日向国分寺」『 日本考古学年報』 I 日本考古学協会編纂 1949

(3)石 田茂作『東大寺と国分寺』至文堂 1959

石田茂作氏は寺域と伽藍配置が一致する場合と寺域と伽藍配置が一致しない場合の 2案 を設定されてい

る。今回、日向国分寺の伽藍地割の復元を試みた結果、出雲国分寺や伊豆国分寺同様に寺域と伽藍地が一

致しない場合を推定できそうである。

(4)宮 崎県教育委員会 「日向国分寺址」『 日向遺跡総合調査報告』第 3輯 1963

(5)西都市教育委員会 「西都原地区遺跡 。日向国分寺跡」『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第30集 2001

(6)   〃    「西都原地区遺跡・ 日向国分寺跡」『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第40集  2004

(7)       〃 「日向国分寺跡」『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第41集 2005

(8)大分市教育委員会『豊後国分寺跡』 1979
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日g。 176 日向国分寺跡推定寺域及び伽藍復元図(1/1,000)

- 236 -



―  ⊂
′

l   ρ

ρ

IJ       
生三二二二生三三と

言1争:

:l i十

①   
‐

・̈・イ′一一一．　　・・　‐，　′′′・一一／／　　　一一 ―
―

―
―
隆
睦

十 ~~~〔
ィィ″一イ十~オ~~|

ガ

―孝―~~~l__―

―

イ イイ
・

留

- 237 - ・ ―- 238 -

日g.177 日向国分寺跡中心伽藍遺構図(1/500)



第 3節.軒先 瓦の分類 と編年

1.日 向国分寺跡出土軒先瓦の研究史

日向国分寺跡出上の軒先瓦については、昭和36年に宮崎県教育委員会 と九州大学が調査を行った

際、小田富士雄氏によつて詳細な検証が行われている。小田氏は、瓦当部の文様構成や形状、叩き

手法等で軒丸瓦を 8種類、軒平瓦を 6種類に分類 されている。

その後、平成13年度の概要報告書の中で、小田氏の分類に平成 7～ 12年度までの西都市教育委員

会の確認調査により出上した軒先瓦を加え、筆者が再度分類案を提示した。分類は基本的に小田氏

の分類に準拠 し、軒丸瓦を11類、軒平瓦を 9類に分類 し、その中を細分 した。

今回、平成 7～ 18年度で出上した軒先瓦105点 (軒丸瓦59点、軒平瓦46点)を用い、再度、分類

を試みた。今回の分類も基本的には小田氏の分類を踏襲し、分類を行つた結果、平成 13年度に分類

した類型で全てが収まる結果 となつた。但 し、巴紋軒九瓦などについては取 り扱かわず、古代の軒

先瓦に限定している。

日向国分寺跡の調査は上記 したように昭和23年の日向考古調査団の調査に始まり、平成 18年度ま

で16次の調査が行われてきた。 しかし、いずれも広範囲の発掘調査ではなく、主要伽藍部及び寺域

の確認調査が行われたのみである。 したがつて、これまでの調査では一括遺物 としての古瓦の出土

が大変少ない。このような理由から、今回は瓦当面の文様構成や顎部形状などによリセット関係を

推定することに留める。

2.軒先瓦の分類 (Fig 178～ 180)

今回の分類は、上記したように平成13年度の概要報告書で掲載 した分類で、出土した軒先瓦はほ

ぼ収まることが明らかになつたこと、また、今後、新たな類型の軒先瓦が出土する可能性も残つて

いることから、新たに分類を組み直すことは行わなかつた。また、小田氏が分類 された際に軒丸瓦

六類 とされていた菊花弁二十四葉の軒丸瓦については、その後、上総国分寺出上のものが混入 して

いたことが判明したことから除去 した。

(軒丸瓦 )

1類 小田氏の一類を充て蓮弁と珠文の配置、及び楔形小弁の変化で 3種に細分する。

la類 単弁 8葉蓮華文で、中房は細い圏線にて表現される。中房は低 く蓮子は 1+4+8の 配

置をとり中心の珠文から十宇形に並ぶ。最外周の珠文は十字形の間に 1珠ずつ配 される。

連弁はやや細い線で外郭 と鏑を表現 し、弁間の楔形小弁も外郭・鏑同様やや細くまわり

をくり取つたような形状で表現 している。珠文帯は一段低く、蓮弁 と楔形小弁に一致す

るように16珠の小粒の珠文が配 されている。外周は素縁でやや高く、瓦当面は平坦で、

瓦当は全体的にやや薄 く作 られる。

lb類  la類 より蓮弁外郭線や楔形小弁がやや肉厚になり、la類では珠文 と蓮弁・楔形小弁が一

致していたが、少 しずつずれを生じている。

lc類 蓮弁外郭線はlb類 より更に肉厚になり、珠文と蓮弁・楔形小弁はlb類同様ずれを生 じて

いる。また、楔形小弁が省略 されて蓮弁を囲む外界線にて表現されている。
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2類 小田氏の二類を充てる。

単弁 7葉蓮華文で、中房は細い圏線にて表現 される。中房には 1+4の蓮子を十宇形に

配す。蓮弁は外郭を細い線で表現 し、その外側をさらに線で囲み、その線は蓮弁を囲む

圏線に取 り付 く。珠文はなく、外周はやや幅の広い素縁である。瓦当面は平坦であり、

瓦当全体はやや薄く作 られる。瓦当文様の構図から 1類を簡略化 したものと推定 される。

3類 小田氏の三類を充てるが、蓮弁の形状 と内区界線の太 さで 3種に細分する。

3a類 単弁11葉蓮華文である。中房はやや太めの圏線で表され、蓮子は 1+5の 6顆である。

蓮弁は割開いた形状で小弁は深 く窪む。蓮弁は 1葉ずつ独立してお り、進弁帯全体を圏

線で囲む。蓮弁は外側の圏線 とは接続せず、珠文はない。瓦当はやや厚 く作 られ、外周

はやや細く素縁で高い。

3b類 蓮弁の外郭は3a類 よりやや肉厚になり小弁の表現がやや細くなる。これに伴い蓮弁の高

さは低 くなる。

3c類 蓮弁の表現は3b類 と同様であるが、中房を囲む圏線は3a。 3b類に比べて細く表現 され、

高さも低くなる。外周はやや幅広になる。

4類 小田氏の四類を充てる。

複弁 8葉蓮華文で複弁の軒丸瓦としては、9類 と2種類のみであり出土量は大変少ない。

中房は一段低 く1+4の 蓮子を十字形に配す。蓮弁は中房の圏線から派生し先端が丸ま

つたやや高い蓮弁が 2枚に分かれ蓮弁を成す。蓮弁帯を囲む圏線はやや蓮弁側にはみ出

した楔形小弁が短 く突出する。外周は高く幅はやや広い。

5類 小田氏の五類を充てるが連弁の数 と珠文の数及び配置により3種に細分する。

5a類  単弁 16葉蓮華文 と推定される。中房は直径のやや小さな圏線で表され、蓮子は 1+4を

十宇形に配す と推定される。蓮弁は 2個 の連弁を4組十字形に並べ、その間にやや小振

りな蓮弁を配 したものである。連弁帯を囲んで一段高く圏線を廻らし、小粒の珠文を密

に配 している。珠文帯の外側には圏線が廻 り、周縁は更に一段高い素縁である。

5b類 単弁 8葉蓮華文である。瓦当文様の全体的な構図が5a類 に近い。 しかし、連弁の数が 8

葉になり、それぞれが単弁として独立している。 4個 の蓮弁は葉状の形状を呈 している

が、その間に入る4個の連弁は楔形状に中房側が尖る。

5c類 珠文が多く廻ることから5a・ b類 に類似するが、蓮弁の単位は線刻により表現 したもの

に変化する。また、珠文帯は独立せず、周縁の平坦部にやや窪んで配される。

6類 小田氏の七類を充てる。

単弁人葉蓮華文である。中房は大変小 さく突出してお り蓮子はない。中房を囲む圏線も

なく蓮弁帯へと繋がり、蓮弁は細く削出し先端が鋭 く尖る。蓮弁帯の外はす ぐに周縁に

なると推定されるが、周縁の形状は不明である。
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7類 小田氏の人類を充てる。

単弁 7葉蓮華文で、中房は大変小さく中が皿状に窪み蓮子はない。蓮弁はやや中膨 らみ

の細長いもので先端は尖る。蓮弁の中はやや窪む。中房や蓮弁帯を囲む圏線は 6類同様

になく、やや幅広で高い素縁の周縁が廻る。

8a類 単弁で7・ 8葉蓮華文である。蓮弁の表現はlc類 と類似するが、外区内側の圏線内で連弁

が収まらず、圏線で切 られた様な形状を採る。また、 1類 と大きく異なるのは珠文の省

略である。周縁は幅広で高く素縁である。丸瓦部に縦方向のカキロが施 されている。

今回の分類では 2類 と別類 として紹介 したが、同一類型である可能性が高い。

小破片のみの出上であり詳細は不明であるが、蓮弁は蓮弁帯を廻る圏線に連接 していな

いが、全体的な文様の配置は8a類 に類似する。周縁は素縁でかなり薄い作 りである。

8b奏貢

9類 複弁 8葉蓮華文 と思われる。複弁蓮華文は4類 と本類型のみで出土量はかなり少ない。

蓮弁がかなり低 く摩耗 しているので詳細は不明であるが、連弁が肉厚になり蓮弁と圏線

が線刻状に表現 されている。周縁はやや細く高い素縁である。 4類がかなり簡素化 され

たタイプと思われる。

10類 単弁12葉連華文と思われる。中房は圏線で表 されるが殆 ど遺存 しておらず蓮子は不明で

ある。蓮弁は細長 く先端が九まる。珠文帯はなく蓮弁帯を囲む圏線から一段下がり、周

縁へと繁がる。周縁も遺存 しておらず不明である。

■類 単弁12葉蓮華文 と思われる。弁間に中房側が細く表現 された支葉が配される。中房には

2つの蓮子が認められるが詳細は不明である。また、中房内にも界線が配 され蓮子を区

切る。周縁は不明であり、瓦当厚はやや幅広である。

(軒平瓦 )

1類 小田氏の一類を充てるが氏の指摘でもあるように側縁の面取 り有無で 2種に細分する。

la類 波行の強い唐草文が中心で S宇状になり、左右に流れる。それぞれの支葉は4葉に分岐

し中央で回転対称になる。内区と外区の圏線内に珠文帯を置き、 S宇状の中心点と支葉

の分岐点に 1珠ずつ、両側縁側に 3珠を配す。瓦当面は平瓦部と直角の深顎～中顎で顎

面に細かな縦縄や正格子叩きを施 しているものが多い。瓦当厚は他の軒平瓦と比較する

と幅広で、かなりの重量感がある。

lb類 小田氏も指摘 されているが、両側縁が内傾する。この内傾 しているものに関しては、桶

から切つたままの状態で面取 りを行つてないための所産かもしれない。

2類 小田氏の二類を充てるが、 3種に細分する。

2a類 均整唐草文で、蕨手様の相対する中心飾から波行の弱い長めの唐草が左右に伸び、支葉

を 3つ分岐する。珠文は圏線の内側に中心飾 と支葉の上に一つずつ全部で 8珠が配 され
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2b類

る。瓦当面はやや細く、平瓦部 と直角をなしてお り、顎は撫で顎である。

2a類 と比較すると瓦当下部の周縁が細 くなり線での表現に変化する。このことから、瓦

当幅もかなり狭くなる。瓦碧面は平瓦部とやや鈍角をなし、顎部は平顎へ と変化する。

2b類 と類似するが珠文が各支葉の先端に吉状に取 り付き、側縁側には大きな珠文が 1つ

圏線内に配される。側縁側は凹凸面両端を面取 りしている。顎部は平顎である。

2c葵頁

3類 小田氏の三類を充てる

これは 2類 と類似 しているが、唐草文の支葉の反転方向が逆になつているもので、珠文

の間隔も近いようである。瓦当面上縁のすぐ後を斜めに削り取つた断面を呈し、顎は撫

で顎である。

4類 小田氏の四類を充てる。

殆 ど波行 しない唐草文から、支葉が上下に 2本ずつ分岐するが反転は弱い。唐草の形状

は 2類に近いが肉太で陰刻 されている。圏線や珠文は認められない。瓦当面は平瓦部と

直角をなしてお り、顎部は撫で顎である。

5類 小田氏の五類を充てる。

瓦当面に文様が施 されていない無文の瓦当である。瓦当面は上面に対 してほぼ直角をな

し深顎である。出土量は少ないが、これまでに数点確認 されていることから、製品とし

て使用されたと思われる。

6類 小田氏の六類を充てる。

左流する唐草文がかなり強く波行 し、支葉が分岐する点と先端にそれぞれ吉をつけ杏葉

唐草文に近い。瓦当面は平瓦と鋭角をなし、平顎を呈する。瓦当文様は瓦当面全体に正

確に施 されるのではなく、かなり粗雑な施文がなされている。

7類 均整唐草文で2a類の蕨手様の相対する中心飾の先端に支葉が連結 し、あま り波行の強く

ない唐草が左右に伸びる。珠文は中心飾の中央上部に 1つを配 し、その他の珠文は支葉

の先に吉状に付き、珠文としての意味をなくす。また、左側縁端では支葉が圏線から外

側にはみ出している。唐草も 2支葉 目から波行の向きが左右対称にならないなど、やや

粗雑な作 りとなつている。顎部は撫で顎を呈する。

8類 均整唐草文で7類 と類似 しているが、支葉の先の吉が消え、中心飾及び支葉が瓦当面全

域に拡がる。また、中心飾や支葉は7類 と比較するとかなり肉太になる。平顎である。

9類 均整唐草文と思われるが、唐草の波行がかなり弱く、一本の支葉が横に長 く伸びる。支

葉の先には7類同様珠文が言状に付 く。圏線は瓦当下部にのみ痕跡を残す。顎部は短い

段顎である。
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3.軒先瓦のセット関係と変遷 (Fig.181日 182)

(創建期)軒丸瓦 la tt b・ c類、軒平瓦 la tt b類

創建期の軒先瓦は小田氏も指摘されているように、軒丸瓦1類と軒平瓦1類がセットをなすと思われる。

軒丸瓦の瓦当文様の細かな変化とは異なり、軒平瓦はla・ lb類で側縁面取りの手法に差がある程度であ

る。1類の軒丸瓦は作りが端正であり、1類の軒平瓦は段顎で瓦当面も幅広く重厚な観がみられる。1類の

軒平瓦の顎部には細かな縦縄叩き、また、正格子 目叩きが施される例が多いなど、これら叩き具が創建期

に焼成された瓦には使用されたと判断される。したがつて、これら叩きを伴つた丸・平瓦もこれらの軒先瓦と

のセット関係が予想される。確かに、これら叩きを用いた丸。平瓦は幅が厚く、重厚なものが多い。

このセットは国分寺創建瓦と思われ8世紀後葉～末頃の時期が充てられる。

(第 2期)軒丸瓦 2類、5aH b類 、8b類、軒平瓦 5類

この時期には上記3類4種の軒丸瓦と軒平瓦5類が用いられたと推定される。今回、軒丸瓦2類と軒丸瓦8

b類を別類にした。これは、筆者 自身が昭和36年度報告書紹介資料を一部しか実見できなく、報告書写真

からのみの判断であることから別類とした。但し、細かな差があるとしても同類の範疇であろう。しかし、軒丸

瓦5類では全く様相が異なる。小田氏は、この瓦の周縁が高くなり、小珠文が密に配されることから平安前

～中頃の時期を充てられている。軒丸瓦5a類 は珠文帯に小粒の珠文を密に配し、蓮弁も16葉程と密である

ことから古い傾向の軒丸瓦である可能性が高い。また、5b類については蓮弁の数がかなり省略されるが、5a

類に次ぐ類型であることは間違いないと思う。したがつて、筆者も小田氏の想定された使用時期に従う。

一方、軒平瓦5類に関しては小田氏が指摘されているように、瓦当部と平瓦部が直角で顎形状が深顎で

あることから創建期に近い時期の所産であろう。但し、無文の瓦当が突如、軒平瓦1類 に取つて代わるとは

考えられないことから、第2期までは軒平瓦1類が何らかの変化を得るかもしれない。したがつて、軒平瓦1

類と軒平瓦5類は同一時期に使用されていたと推定する。

このセットは国分寺第2期の瓦と思われ9世紀初頭頃の時期が充てられる。

(第 3期 )軒丸瓦8a類、5c類、軒平瓦2a類

この時期には2類 2種の軒丸瓦と軒平瓦2a類が用いられたと推定される。この2類 2種の軒丸瓦は第2期

の軒丸瓦の変化形態であると思われ、8a類は蓮弁が内区圏線内に収まらず形状的には蓮弁が圏線で切ら

れたような配置を示す。これについては、第2期でも述べたように軒丸瓦2類と軒丸瓦8a類が同一類型のもの

である可能性が高いことから、第2～ 3期 にかけて使用された軒丸瓦である可能性が高い。また、5c類 に関し

ては5b類の珠文帯が周縁上部に移動し、蓮弁の文様が線刻されたような簡略化が認められる。

一方、軒平瓦2a類は瓦当部と平瓦部が直角から鈍角への移行期であり、顎の形状が段顎から撫顎に変

わる段階である。瓦当文様は蕨手葉の中心飾から左右に唐草の支葉が3つ に分岐し、長く伸びる。軒平瓦

1類で珠文が内区外側に配されていたのに対し、内区内側へ移動し支葉の分岐する箇所に配されるよう1こ

なる。軒平瓦2a類の顎部には細かな縦縄叩きや正格子 目叩きが施されているものが多く、軒平瓦1類と同

様に古手の様相を残している。

このセットは国分寺第3期の瓦と思われ9世紀前葉頃の時期が充てられる。
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(第 4期)軒丸瓦3ag b・ C類、 4類、軒平瓦2b・ c類 、7類

この時期は2類4種の軒丸瓦と2類3種の軒平瓦が用いられたと推定される。軒丸瓦は中房に1+5の 6顆

の連子が配され、単弁11葉蓮華文の軒丸瓦3類の登場に代表される。また、これと同時期に複弁8葉蓮華文

と推定されるものも採用される。日向国分寺での複弁蓮華文軒丸瓦の出土量はごく僅かであり、主流は単弁

連華文の軒丸瓦である。したがつて、この時期に違うルートで導入された可能性がある。

一方、軒平瓦に関しては2a類から変化した2b・ 2c類が用いられるようになる。また、それらの瓦当文様が

退化して珠文が支葉の先端に吉状に取り付いた軒平瓦7類へと変化する。軒平瓦7類の平瓦部凸面には

正格子叩きが施され、正格子叩きがかなり長期間用いられたようである。

このセットは国分寺第4期の瓦と思われ9世紀中～後葉頃の時期が充てられる。

(第 5期)軒丸 9類、10類 、11類、軒平 3類、 4類、 8類、 9類

この時期は3類の軒丸瓦と4類の軒平瓦が使用されたと推定される。軒丸瓦は軒丸瓦3類の蓮弁がそれ

までとは逆に盛り上がり素文の蓮弁となる。また、蓮弁の間には外側に向かつて膨らむ形の蓮弁ともいうべ

きものが交互に配される軒丸瓦11類や軒丸瓦H類がより簡素化された軒丸瓦10類が採用される。また、4

類の複弁のものがより簡素化されたと思われるものもこの時期に採用されたと推定する。

一方、軒平瓦は軒平瓦9類のような支葉が偏平で左右に長く延びたものや軒平瓦8類のように軒平瓦7

類が変化して瓦当全体に軒平瓦7類の内区の唐草文のみが肉太に表現されたもの、また、軒平瓦4類のよ

うにそれまでの文様と逆転し、唐草文が刻印されたものなどが採用される。これら軒平瓦はあまり良好な資

料が出土していないものの、平瓦凸面の叩きは殆どケズリやナデによリナデ消され、無文の状態になる。

このセットは国分寺第4期の瓦と思われ9世紀後葉～末頃の時期が充てられる。

4.まとめ

今回、昭和36年度報告書で紹介された軒先瓦に平成7～ 18年度までの調査で出土した軒先瓦を含め、

分類を試みたが、結果としては平成13年度概要報告書で記した分類に収まる結果となつた。分類では小田

氏の分類を細分できたものと、昭和23年度出上の軒先瓦を実見できなかつたものもあり、同一類型のものを

丹可類として分類してしまつている可能性も残る。また、より細かな細分が必要であることも実感している。ま

た、各軒先瓦のセット関係及び編年観については、創建期から国分寺としての機能を殆ど失つたであろうと

推定される9世紀末までで、大凡、比定される時期を充てた程度であり、土器等との対応関係は今後の課

題である。しかし、瓦は建て替えや瓦の葺き替えにより、土器の年代と異なつた組み合わせで廃棄されるこ

とを考えると、瓦の生産地での時期比定が必要不可欠である。

日向国分寺の瓦窯の可能性が高い宮崎市佐土原町 (十日宮崎郡佐土原町)の下村窯跡群は瓦陶兼業窯

であるが、軒先瓦の出土は現在までになく、今後、九・平瓦の叩き文様が軒先瓦のどの類型に施されてい

るのかを、更に追求していかなければならない。

(参考文詢

(1)宮崎県教育委員会「日向国分寺址」『日向遺跡総合調査報告』第3輯 1963

(2)西都市教育委員会「西都原地区遺跡 。日向国分寺跡」『西都市埋蔵文化財発掘調査報告書』第31集 2002

(3)小 田富士雄「日向国分寺の成立」『MUSEAM』 496号 東京国立博物館美術誌 東京国立博物館 1992

(4)宮崎市教育委員会「下村窯跡群報告書Ⅱ」『宮崎市文化財調査報告書』第72集  2008
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Fig 1 80 日向国分寺跡出土軒平瓦分類2(1/5)
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日g.181 日向国分寺跡出土軒先瓦のセット関係(1/5)
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第 4節 .丸 。平瓦の分類

1.丸 E平瓦分類の研究史

日向国分寺跡出上の丸 。平瓦については昭和36年度の宮崎県教育委員会及び九州大学が調査を実

施 した際に小田富士雄氏が詳細な分類を行われている。小田氏は縄 目叩文・格子目叩文・平行条線

叩文・無文の 4類に分け、その中を17種に分けられた。

その後、昭和63～平成 2年度にかけ宮崎県教育委員会が 「国街・郡衛・古寺跡等遺跡詳細分布調

査」として、県内の分布調査を実施 した。昭和62年度までに県内で奈良・平安時代の古瓦が出土し

た地点は13箇所 (西都市 6箇所、旧佐土原町 3箇所、宮崎市 2箇所、えびの市 1箇所、延岡市 1箇

所)であり、調査ではこれ らの内、 日向国分寺跡、日向国府跡 (寺崎遺跡 )、 下村瓦窯群から古瓦

が採集 された。

平成元年度、日向国分寺跡の確認調査により出上した丸・平瓦を北郷泰道氏が凸面の叩き目と凹

面の布 目痕の関係、また、それぞれの叩きに伴 う面取りの部位について紹介 し分類 されている。こ

れでは、 I)格子目叩き、Ⅱ)縄 目叩き、Ш)平行叩き、Ⅳ)叩 きの跡をきれいにナデ消すの 4類

に分け、18種 に細分されている。

また、平成 2年度に日向国府推定地である寺崎遺跡の確認調査で長津宗重氏が国分寺跡出土瓦同

様に、 I)格子目叩き、Ⅱ)縄 目叩き、Ⅲ)叩きの跡をきれいにナデ消すの 3類に分け、 5種に細

分 された。また、平成 3・ 4年度に発掘調査を実施 した下村瓦窯跡の調査で出土した古瓦を、 I)

格子 目叩き、Ⅱ)縄 目叩き、Ⅲ)叩 きの跡をきれいにナデ消す、Ⅳ)平行叩きの 4類に分け、 8種

に細分 した。その後、平成 8～ 12年度に実施 した 「国衛跡保存整備基礎調査」で吉本正典氏が 5ヶ

年の調査成果 として、平瓦70点・丸瓦22点・戻斗瓦 6点の計98点で古瓦観察表を作成された。

2.叩き文様からの分類

今回、丸 。平瓦についても、小田氏の分類を基本的には踏襲 し、縄 目叩文、格子 目叩文、平行条

線叩文、無文の4分類 とし、各要素から細分を試みた。

(縄目叩文)

縄 目叩文については、北郷 。長津両氏が国分寺跡、推定国分尼寺跡出上の瓦片について 5 cm幅に

含まれる縄の条数を計測 し、13条未満のものを粗縄 目叩文、13条以上のものを精縄 目叩文 とし、分

類を行われている。今回、縄 目叩きの瓦を細分するにあたり、瓦に対 しての縄叩きの方向から縦・

横に分類 したのち、13条未満 と13条以上での線引きが妥当であるかを検証するため、凸面の縄叩文

の 5 cIIl四方内の条数 (5 cm未満の瓦は2.5cm四方内の条数をカウン トし2倍 した条数)を計測 した。

平成 7～ 18年度の調査で出土 した凸面縄 目叩文瓦片の内、計測可能な縦縄叩文1,520点 、横縄叩

文1,417点 を用い計測 した結果、縦縄叩文については 4～ 20条、横縄叩文については 3～ 20条 まで

が認められた。これらを表にしたものがTab。 12・ 13で ある。この表をみると縄 目の条数 (縄の太さ)

には一定のまとまりが認められたことから、13条未満 。13条以上での線引きではなく、以下の 4類

に分類することとする。
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対象遺構

縦縄 1類 縦縄2類 縦縄3類 縦縄 4類

計縦

伽
藍

地

“

門跡
0

027' 1230'

推定金堂跡
0

O OC' 43'5' 3125,`I O CO, 000%I O 00'

加藍南東

目廊跡

2 2

2 1467, ソ61' 100 CO'

亡定講堂跡
0

M藍西門跡
0

431, 2588'`1 1961 078' 000路 1 039♀ 000'

t定塔跡
13 2

341' 22フ ! 22 73001 0 CO' 227,

喰ヽ五智館下
3 0 2

000' 600' 10000,

高堂西側
葛北柱穴列

0 0 2

5000%1  000, 000, O CO%I C 001

加藍東門周辺
0

31 031 7ヽ241 ,207'

加藍北西側
煮西区画濃

O 2

000, 31 381

雪北区画溝

O 10

00C, 0 00dO1 0 001

寺

域

地

中門～南門
0

2609%1 21', 000' 217, O OO・.1 2,71 000'

東西掘立柱

建物跡周辺

2 2 O

1915' 213' 3191, 213F 2559%1 426i

南北掘立柱

建物跡南溝

0 0

00C'

推定寺域北側
0 9

000%1 0◇ 0' roo oo,

准定寺域西側
0 0 0 01 0 2

000' 10000“ I O OOI 000! 000'1  000ユ

七定寺域
苛西組I

0 01 0

O CO, 1818' 2'27' 9090・ 1 0001

佃藍雨西回廊 0 6 171

覇西 C06, ICO 00イ

塔

想
定

簡

所

醒
躯

0 01 0 0

000' 2088' O OOOO1  0 001 100 CO(

(B」5B区
2 01 0

2313' 2031・ IjI ア8世 1094, 409,

くB」 12C区
0 O 0

3333+ 333S'

合計
0134 0000・ 1 191,

Tab 12 丸・平瓦出土遺構対照表 (凸 面縦縄叩文 )

Tab 13 丸・平瓦出土遺構対照表 (凸 面横縄叩文 )

対象遺構 計横縄 目条数 (5cm角 内)

6

伽
藍

地

Ⅲ門跡
9 31

1030' 1927(

t定金堂跡
0 0

000,

m藍南東
司廠肺 2222' 100 CO,

推定講堂跡
8751 I0631 2250! 11 26' 000' 000ω

打]藍西門跡
21

2501 10000'

推定塔跡
O CO' 838! 000, 0001

代喰五智館下
4 O 2 0

3116' 20' 2019 352' 100001

葛北柱穴列

0 0 O

000, 10C OCI 000' O OC' 100 CO'

加藍東門周辺
0

000' 000,

卿監北山側

東西区画溝

0

000, 000, O001

加藍南西側

苛北区画溝

0 0 0 0

100001

寺
域

地

9

1964' 1964' 160'' 000' 0◇ 0'

東西掘立桂

建物跡周辺

8 0

O00'

南北掘立柱
建物跡南溝

1 2 0

2698, 206S' O00'

推定寺域北側
0

000, 03301 3333, 000, O CO' 10

推定寺域西側
0 0

20001 00α 0001 roo oo`

0

南 西 O OO' 0001

れ
想
定

箇

証

駆
躯 ,14, O CO, 1429'

くB」5B区
20 COI 2500' 250' 000' I00001

合計
205' 1002' 014, 101100(
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縦・横縄 ともに 1類は 5 cm四 方に 5条未満のもの、 2類は 6～ 9条のもの、 3類は10～ 15条 のも

の、 4類 は16～ 20条 のものとする。この分類により凸面縦・横縄 目叩文瓦の出土害1合 をTab。 14で

みると、縦縄叩きでは 5条未満のものが僅か約 0。 26%であるのに対し、横縄叩きでは約12.3%を 占

める。また、縦縄叩きでは 6～ 9条が約20.7%を 占めるのに対 し、横縄叩きでは約60.4%、 縦縄叩

きでは10～ 15条が約72.3%を 占めるのに対 し、横縄叩きでは約25.8%で ある。創建期の軒平瓦には

細かな縦縄叩文が顎部や平瓦部に用いられ、横縄叩文が用いられていないことなどから縦縄叩きか

ら横縄叩きへ と変化することは間違いなく、縄 目叩きの条数は叩き方向が縦から横へ変化するのに

対 し、粗 くなる傾向にあると推定される。これは造瓦時に用いられた叩き板に巻く縄の選択から派

生したものと思われ、ただ単に粗雑品になつたとは言えない。

1類 2類 3類 4類
計

5条以下 6～ 9条 10～ 15条 16～ 20条

縦縄 叩文 0.26% 20.72% 72.240/O 6.78% 1009る

横縄叩文 12.28% 60,419る 25。 83% 1.48% 100%

Tab 14 凸面縄目叩文類型別出土割合表

(格子目叩文 )

次に凸面格子 目叩文の瓦片は合計572点 出上 しているが、今回は内549点用い小田氏の分類を元に

分類を行つた。格子の大きさなどから更に細分は可能であるとも考えられるが、叩きの際のずれや

強弱など大きさの細かな差は一概に分類 と結びつけられないことから、小田氏の分類を踏襲する。

1類 太い線の正方形で深い。

2類  1類よりやや細い線の正方形で深い。

3類 細い線による方形域は長方形で浅い。

4類 太い線による斜格子で浅い①

5類 やや太い縦線が密に並び、横線が細 く、歪みのある正格子。

6類 やや太い線による小さな正方形で深浅の差が多い。

7類 細い線による非常に小さな正方形で深い。

(平行条線叩文 )

次に凸面平行条線叩文の瓦は合計34点 出土している。小田氏は平行条線叩文を 3類に分類 されて

いるが、太めの平行条線叩文に 2種類が認められたことから、今回は以下の 4類に分類す る。

1類 細かな条線が縦から斜め方向に施文され、長 く伸び叩き痕跡は浅い。

2類 細かな条線が縦方向に施文され、短 く途切れるが叩き痕跡は明瞭で深い。

3類 幅 9 11Lll程の太い条線で瓦に対し横方向に施 され、短く途切れる。

4類 幅 9111111程の太い条線で瓦に対し縦から斜め方向に施 され、長く伸びる。
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地 域 対象遺構
凸面叩格子 目叩文

計
B-4 B-5

仇ΠttIL

■門跡
100001

推定金堂跡
0

3333' 2500' O00' 16

加藍 南 東
司鯨 PTr

37 2

推定講堂跡
3

250' ,188' 000,

拘1驚西門跡

雀定塔跡
O 3 1

385'

喰ヽ五智館下
000,

公民館下

0 0

10000'

舶藍東門周辺
1000, 000i

東西区回溝

8 2 I 0

申門～南門
2963' フ4

寺域 lL

粟西掘立柱

建物跡周辺

2

南北掘立柱

建物跡南溝

16

50251 O CO'

推定寺域北側
2 0

推定寺域

南西側

I

000

加藍南西回廊
葛西

くB」 21E区
O 0 6

98331 66671 O00, 060,

KB」 5B区
2

塔想定

箇所
KB」 12C区

0

10000'

合計

Tab 15 丸・平瓦出土遺構対照表 (凸 面格子目叩文)

地域 対象遺構
凸面叩平行条線叩文

計

れΠttIL

Ⅲ門跡
50001 I0000

"藍

南 東
罰廊肺

I

m藍西門跡
50 CO'

t定塔跡

喰ヽ五智館下
0001

'う

001 10000,

くB」埋土―括

寺域凱

,門 ～南門
1000111

再西掘立柱

三物跡周辺

Ⅲ驚雨西回厠
転西 4ρ 86' 42861 0001

雪計

Tab 17 丸・平瓦出土遺構対照表 (凸面平行条線叩文 )

地 域 対象遺構
凸面調整 (そ の他 )

計

BII藍 測

1門跡
10000'

11藍南東
]廊跡

打]藍西門跡
5000+ C00' 10000,

推定塔跡

喰ヽ五智館下
C00' 10000,

くB」埋土―括

寺域』
“

問～南門
O OO IOO 00

葛北柄立柱
望物跡南溝

〕Π藍百西回廊
苛西 50001 50001 100001

くB」 IE区
塔想鹿

箇所
くB」 5B区

O OO(

合計

Tab 18 丸・平瓦出土遺構対照表 (凸 面その他 )

地 域 対象遺構
凸面調整 (無 文 )

計
D-5 D-6 D-10

防]藍 4L

中門跡
14 I

3807,

t定金堂跡
2441

加藍南東
ヨ廊跡

2

准定講堂跡
5i CI

伽藍西門跡
10C001

推定塔跡
釧

4975, 2292, 521,

木喰五智館下

南北柱穴列 2500+ 000' 000

加藍東門周辺
000, 10C OOi

ミ西区画溝 4308i 000,

‖藍南西側
毎北区画溝 000, 1667F

寺 域 珀

Ⅲ門～南門
4634,

ミ西掘立柱
圭物跡周辺 192 377:

也定寺域北側
266ク

't定寺域
化西側 O OC'

七定寺域西側
2917' 4533,

推定寺 域
苗西 側

2

O OC'

加藍南西回廊 2(

葛西 4564, 089'

磐想完

箇所

くB」 IE区
くB」 6A区 2222' 22221 10C001

くB」 12C区
33331 2500' O OO,

合計
032'

Tab 16 丸・平瓦出土遺構対照表 (凸面無文 )
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(無文 )

次に凸面に叩き痕跡 を残 していないものを小田氏の分類に合わせ無文 とし細分を試みた。今回の

調査で無文瓦片は合計4,700点 程出土 しているが、今回は内1,745点 を用い、以下、分類を行つた。

分類の方法は叩き後、凸面をナデ消 しやケズ リにより叩き 目を消 したものに大別 し、凹面の布 目

痕跡の有無、叩きの有無、カキロや板ナデな どの調整で細分 し8類に分けた。また、これ ら8類以

外のものを 9類 とし、凸面に離れ砂を使用 している瓦は縄 目叩文・格子 目叩文・平行条線叩文にも

認 められるが、無文瓦に使用 されているものを10類 とした。

1類 凸面ナデ消 し、凹面布 目あ り

2類 凸面ナデ消 し、凹面布 目なし

3類 凸面ナデ消 し、凹面布 目+その他

4類 凸面ナデ消 し、凹面叩き 目あ り

5類 凸面ケズ リ、凹面布 目あ り

6類 凸面ケズ リ、凹面布 目な し

7類  凸面ケズ リ、凹面布 目+その他

8類 凸面ケズ リ、凹面叩き目あ り

9類 その他

10類  凸面離れ砂使用

(そ の他 )

最後に凸面に平行条線風の施文、カキ ロや棒状ナデ、板ナデなどが施 されているもの、また、凸

面側に布 目根が遺存 しているものが認 められたことか らその他 として扱った。

3.布面の種類

今回出上 した丸・平瓦凹面に用いられている布 目痕については時間の都合上分類を行えなかつ

た。 したがつて、出土した丸・平瓦の内、Fig。 184～ 199に 掲載 した65点ついては、豊後国分寺跡

の報告書で紹介されている布 ロパターンを参考に比定し、Tab.21～ 26に報告する。

豊後国分寺跡の報告書ではFig.183の ように 6種類の布 目が紹介 されている。豊後国分寺跡では

′Jヽ ロヨξ豆」
=謝

L(1963) Яし切部】穏買三(1991) 岳 澄 冥 菖 (1996) 嘔己拝目男ミ∃雪(1996, 百 六 Tm(2001)

国分寺跡 国分寺跡 寺崎遺跡 下村窯跡群 日向国府跡

縄目叩文

-ヽ1 ■ c 縄 目 叩 き

Ⅱd類 縦

'

縄 目 ロロき Ic 日綱 日 Π日★

Ⅱ E 縄 目 叩 き Ⅱa麺 葺キ鱚目 口Πき Ⅱ a 罰昌日 叩 ■

Eb類 積 縄 目 叩 き Ⅱb麺 巳経 目 ロロき Ⅱ b 日編 日叩★
!I´ e褒亘1複 粗 縄 目 叩 き Ⅱe類 数 米日静昌ロ ロΠ★

Ⅱ d ヨロロΠ芦

格子目叩文

Ia類 正 目 ロロき

該当なし 該当なし正 子 ロロロき Ia類 正 格 子 目 叩 芦

c類 長 形 格 子 目 叩 き

子 ロロロき Ia麺 子格 子 目 叩 き

該当なし 該当なし

な し

該当なし該当なし Ⅳ類

茂 l´

該当なし平行条線叩文 Ⅲ類 Ⅳ

ユーR送百 左 I´ 当 な l´

無文

ヒ涌 に た る 十 〒 Ⅲa類 Ⅲ寿編に止ム+ Ш a 日 状 す 〒

ナテ Ⅲb類 ナ テ Ш b ナ デ

Tab 19 国分寺跡及び周辺遺跡瓦分類対照表
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Ｌ

①がほとんど用いられておらず、②・③類が主流をなしている。日向国分寺跡の場合も同様であり、

②～④類の範疇に収まる。その中で最も多いパターンは③類であり掲載した65′煮中34,点 を占める。

その次に多いものとしては④で■点、②が 5点である。それ以外の布目痕については、豊後国分寺

跡同様に出上していない。

4.その他の要素

上記の分類は小田氏の分類を大半は踏襲し凹・凸面の叩文を基礎に分類を行ったが、分類に必要

な要素は他にも認められることから、以下、叩文以外に瓦に残された特徴を整理する。

まず 1つ 目は、側縁の面取 り部位及び幅の差違である。丸瓦の場合、桶に巻いた粘土を半裁 し製

作されることから、側縁の面取 りは分割痕を消し取る目的で側縁隅のみ 1面面取 りしているものが

少数含まれる程度で施 されていないものが多い。 しかし、平瓦の場合、桶に巻いた粘土を一般的に

は4分割 したのち、側縁の分害1痕 を消し取る目的以外に、数箇所の面取 りを行つているものが多いc

今回出土した丸 。平瓦の内、九瓦には側縁の横 1面、横 +凹面、横 +凹・凸面、凹面+凸面などが

あり、凹面や凸面の面取 り幅がかなり広いものも認められる。面取 りは当初、分割痕を消し取る目

的で施されてたと考えられるが、その後、面取 り箇所の増加や面取 り幅の大小が生 じたと考えられ

る。古い傾向の瓦には面取り箇所が少なく、新 しい傾向の瓦ではこれら変化が生じているように見

受けられる。これらが時期的な流行の所産なのか、製作工人の差、また、瓦を葺く際の用途から派

生じたものかについては、今後の検討課題である。

次に北郷 。長津氏も指摘されているように、凸面側縁外側の段の有無である。この段は叩き直し

の際の整形台痕跡 と予想 され、桶巻き作 りで製作された平瓦は裁断後、凹型整形台に再度凸面を下

にして置かれ、凹面側に叩きを施 した可能性が高い。この必要性については出土瓦を観察すると凹

日g.183 布目分類 (実寸大 ) ※註 (6)よ り転載
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面側が焼き膨れているものが認められ、これを避けるための工夫であろうと考える。一枚作 りの可

能性も残されるが、側縁端部に裁断痕跡が残るものも認められることから考え難い。

最後に、離れ砂の使用の有無である。離れ砂は凹面に使用 したものは少なく、基本的には凸面全

面に施すものと、部分的に施 されるものがある。部分的に施 されたものは叩き板に直接砂を付 け、

叩いた痕跡だと予想 される。

今回、これら諸要素も加味し、丸 。平瓦の細分を行いたかつたが、時間の都合上かなわなかつた。

今後の課題である。

5.各主要建物と丸・平瓦

各主要建物で用いられた丸・平瓦の差違、使用瓦の差違による建物の建立時期の比定を目的に、

Tab.12・ 13、 15～ 18を作成 し、丸 。平瓦のそれぞれの類型の出土量と主要建物の関係をみた。

その結果、各主要建物で突出して多く出土する瓦はなく、全体的な出土量に比例 して出上してい

るようである。したがつて、どの分類の瓦がどの建物に伴つているかは特定できない。この結果は、

後世に寺域地内の大規模な改変が行われてお り、瓦の出土状況もそれぞれの遺構で屋根から転落 し

たような状況で出上しておらず、遺構検出面までの包含層中に多量に瓦が含まれているからであろ

うと思われる。その中で唯一判断できることは、縦縄叩文では 3類が最も高い比率を占め、横縄日「

文では 2類が最も高い比率を占めていることである。これ らは 5 cm四 方の条数が異なるものの、出

土瓦の大半を占めることから、生産地での叩き板に巻かれた縄の変化 というよりは、縦縄 3類 と横

縄 2類が採用 された時期に広範囲に亘 り大規模な建て替えがなされた可能性が高いと推定 され る。

6.下村瓦窯跡との関連性

日向国分寺跡から出土する丸 。平瓦については、上記 したように以前から下村瓦窯跡 (宮崎市佐

土原町)と の関連性が述べられてきた。本窯跡が発見されるまで県内で須恵器の窯跡 として知 られ

るものとしては、苺田窯跡 (延 岡市 )、 松ヶ追窯跡 (宮 崎市)の 2箇所のみであつた。その後、宮

崎県内からの窯跡は確認 されておらず、 3遺跡のみである。

下村瓦窯跡群は宮崎市佐土原町大宇東上那珂の佐土原丘陵内の山林に所在する。多くは丘陵の急

傾斜の裾部、標高約40m附近に位置する。

平成元 。2年度の旧佐土原町教育委員会が国庫補助を受け町内遺跡詳細分布調査を実施 し、佐土

原丘陵の裾部で須恵器片・布 目瓦片を表採 し、表採資料の中に窯壁片・焼成塊などが含まれ、窯跡

が所在する可能性が高まつた。その後、昭和63年度から宮崎県教育委員会が県内の古代遺跡の分布

調査を目的に、「国術 。郡衛 。古寺跡等遺跡詳細分布調査」を実施し、平成 3年度、布 目瓦の表採

が認められた佐土原町上田島・西上那珂の丘陵斜面の表採調査が実施 された。この結果、丘陵地に

点在する叶迫遺跡 。堂ヶ迫遺跡・河原田遺跡等で焼き歪みの認められる須恵器片・布 目瓦片が表採

された。これ らのことから佐土原丘陵一帯が古代窯業地帯である可能性が高まつた。

折 しも佐土原町教育委員会が分布調査を行つていた平成 2年度、本佐土原丘陵南西部にゴル フ場

建設が浮上し試掘調査を実施 した結果、須恵器・古瓦片を出上した。

これ らのことから、本地域一帯には瓦陶兼業窯が所在する可能性が高まり、一部保存及び記録保

存 として調査を実施することとなつた。
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調査は対象地をA～ D地区に分け磁器探査を行つた結果、総計36地点で反応が認められたことか

ら最も磁器反応の高かつたC地区からB→ D→ A地区の順に調査を実施 した。その結果、A地区か

ら 1基 (1号窯跡 )、 B地 区から 1基 (2号窯跡 )、 C地区から3基 (3～ 5号窯跡 )、 D地 区から

4基 (6～ 9号窯跡)が検出された。 さらにD地区から北へ150mの地点から1基 (10号窯跡)の

計 10基 が検出された。これ ら調査の詳細については報告書に委ねるが、大半の瓦窯は灰原の調査で

あつたことから、遺物は何号窯跡からのものであるか明確にできない。 しかし、瓦が焼かれたであ

ろう窯はA～ C地区のみであり、D・ E地区から瓦は出土していない。

下村瓦窯から出土した瓦を整理するとTab。 20の ようになる。大半は凸面に横縄叩文が施されたも

のであり、その次に縦粗縄叩きが続 く。その他には少数であるが斜粗縄 目叩きや複数粗縄 目叩きも

含まれている。その他、叩き板に幅 7～ 9 11ullの 凸線を浮き彫 りにした叩き板で叩かれた平行条線叩

文瓦が少量含まれる。また、格子 目叩きが施 された瓦は、 3× 3 11ullの 正格子 目叩き (格子目2類 )

が一部に施 されている戻斗瓦 1点のみで、凸面調整は粗横縄叩き後、叩き目をナデ消し、瓦厚は大

変薄い。この格子 目叩き痕は同窯跡出上の須恵器に用いられていることから、焼成前に一部用いら

れた可能性が予想 される。

これ らのことから、日向国分寺跡出土の縦縄 目叩文 1・ 2類、横縄 目叩文 1～ 3類、及び平行条

線叩文 3類は下村産である可能性が高い。国分寺跡出上の縦縄叩文瓦は 1類が約 0。 2%、 2類が約2

0,7%で計約20,9%、 横縄瓦は 1類が約12.3%、 2類が約60.4%、 3類が約25,8%で計約98.5%で

ある。 したがつて、縦縄叩文瓦は国分寺跡で出土する約 2割、横縄瓦はほとんどを下村瓦窯跡で供

給 した可能性が高い。また、平行条線叩文は 3類のみが下村窯跡産 と予想され、格子目叩文瓦は上

記 したように下村瓦窯跡で 1点 しか出土していないことから他の窯で焼成された可能性が高い。 し

かし、下村窯跡群は一部のみの調査であり、同一丘陵上に今後、新たな窯跡が確認 される可能性は

残る。また、同窯跡では軒先瓦が出土しておらず、これ らとも併せて今後の調査が待ち望まれる。

縦糸毛叩文 横縄叩文 斜縄叩文 縦縄 +横縄 平行条線叩文 格子 目叩文

下村瓦窯出土瓦 8～ 11条 4～ 15条 6～ 12条 7～ 12条 幅 7～ 9111111 3× 311111

Tab 20 下村瓦窯跡 出土瓦類型表

(参考文献)

(1)宮崎県教育委員会 「日向国分寺址」『 日向遺跡総合調査報告』第 3輯 1963

(2)       〃

(3)       〃

(4)    〃

(5)       〃

『国衛・郡衛・古寺跡等遺跡詳細分布調査報告』 1 1989

『国衛・郡衛・古寺跡等遺跡詳細分布調査報告』Ⅱ 1990

『国衛・郡衛・古寺跡等遺跡詳細分布調査報告』Ⅲ 1991

「寺崎遺跡」『国衛跡保存整備基礎調査報告書』 2001

(6)大分市教育委員会『豊後国分寺跡』 1979 90頁参照

(7)小 田富士雄 「日向国分寺の成立」『MuSEAM』 496号 東京国立博物館美術誌 東京国立博物館 1992

(8)佐土原町教育委員会 「下村窯跡群報告書 (資料編〉J『佐土原町文化財発掘調査報告書』第10集  1996

(9)宮崎市教育委員会 「下村窯跡群報告書Ⅱ」『宮崎市文化財調査報告書』第72集  2008

- 256 -



風

―キ

ー‐

Ｈ

＝

―‐

キ‐

日

も

一

月

―‐

口

口

日

川

ｕ

一

0                               20cm

日g.184 凸面縦縄叩文丸日平瓦 1(1/5)

- 257 -



日

日

日

日

日

口

□

一

Ｒ

Ｈ

日

Ｈ

Ｈ

β

一

6(縦縄 3類 )

|

日g.185 凸面縦縄叩文丸H平瓦2(1/5)

o                           20cm

―――引

- 258 -



1誓士|

;́li■ i=

∵1残

(縦縄 3類 )

3(縦縄 3類 )

9(縦縄 3類 )

0                              20cm

尉g186 凸面縦縄叩文丸 E平瓦3(1/5)

- 259 -
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翻 瓶
准
縄

3類
t定

寺
域
南
西
櫻

,e
nI
内

に
'2
条

の
縦

縄
叩
き
後

、
右

下
に
左

下
が

り
し
キ

ロ
。
数

箇
所

に
指

オ
サ

エ
あ

り
。

布
目
後

、
右

下
が

リ
カ
キ

ロ
。

有
4類

縁 斜 面

側 端 端
全

面
ヨ
ヨ
1百

IO
YR
3/
3

田
か
な
石
英
・
長

ヨ
を
含
む

良
好

平
縦
縄

3寄
跡

醐 ＡＳ
Ｅ２

,c
m内

に
12
条

の
縦

縄
叩
き
後

、
右

下
の

み
右

下
が

,の
板

ナ
デ

。
布

目
後

、
タ
テ
ナ
デ

消
し
。

一
部

2類
Π
側
縁

無
凸

面
有

25
Y6
/2

5Y
O/
1

～
Sm
m程

の
灰

色
生
を
多
く
含

む
や

や
瑠

Ⅲ
か
ら
内
へ
裁
断
。

丸
駐
縄

3毒
脱
藍

西
門

跡
5c
m内

に
12
条

の
縦

縄
Π μ
き
。

布
目
後

、
幅

10
～

1 
5c
mの

タ
テ
ナ
デ

1

条
、
引

き
紐

痕
1条

、
2c
m幅

の
模

骨
痕

?
石

3類
縁 部

側 端
(右

側
縁

)ヨ
コ

凹
凸

無
艇 小

無

～
3m
m程

の
赤

褐
]粒

や
lm
m程

の

三
石

を
少
量

含
む

良
好

叩
き
は
縦

6 
0c
m横

4c
m程

で
上
→
下
ヘ

平
縦
縄

3霧
旧
藍

西
門

跡
や

や
石

下
が

り
5e
m内

に
16
条

の
縦

劉
1き

。
Щ
lき

後
、
整

形
合

に
載

せ
た

た
め

か
、
左

側
縁

側
の

Πp
き

日
は

潰
れ

る
。
広

端
部

は
粘

上
板

を
立

て
た

際
の

重

布
目
後

、
縦
方
向
ナ
デ
の
ナ
デ
消
し
。
右

側
面
の
凹
画
面
取

り
の
左
側
を
'テ

ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
。

一
部

3萎
貢

縁 部
側 端

稼
側

ね 呼 当
鍾 小

有
(薄

い
)

無

日
か

な
赤

褐
色
・

庶
色

粒
を
多
く
含

与
や

や
粗

良
好

四
面

は
か

な
り
風

化
が

進
ん
で
い
る
。
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瓦
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分
類

胎
上

焼
成

備
考

丸
捕
縄

1葬
推

定
塔

跡
Sc
m内

に
4条

の
検

縄
叩

き
。

旧
aC
m程

の
模

骨
痕

後
、
タ
テ
板

ナ
デ

。
生
側

縁
ヨ
コ
・

凸
無

笙 小
整 ＾

25
Y8
/1

2 
5Y
O/
2

,ヽ
な
り
細

か
な
長

肇
灰

色
粒

を
少

量
含

む
良

好
当
面

叩
き
は
横

6c
m程

で
途

切
れ

る
。

黄
縄

1類
中

門
跡

5c
m内

に
5条

の
検

縄
叩
き
、
口p

き
目
は
潰

れ
る
。

幅
2 
5c
m程

の
模

骨
痕

後
、
布

目
。
そ
の

陵
、
一

部
、
タ
テ
ナ
デ

。
側

縁
隅

を
司
ヨ
ナ

デ
し
、
丸

め
る
。

有
3類

面
側

縁
無

鍾 小
無

5Y
8/
1

5V
8/
1

か
な
り
細

か
な
長

石
灰
色
粒
を
多
く

含
む

良
好

黄
縄

1類
伽

藍
西

門
跡

5c
m内

に
5条

の
横
縄
「
Fき

後
、
幅

2C
m程

の
タ
テ
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
。
叩
き
日
は
ほ
と
ん
ど
潰
れ
る
。

'日

後
、 倒

縁
側
を
タ
テ
板
ナ
デ
、
広
端

部
側
の

4c
m程

を
日
ヨ
ナ
デ
。

右
9類

―
部

Im
m程

の
赤

褐
色

位
を
極

少
量

含
む

良
好

凸
面

側
縁

に
段

が
あ

り
、
内
面

か
ら
裁

断
し
た
際

σ
バ

リ
と
推

測
。
行

基
瓦

。

黄
縄

2類
伽

藍
西

門
跡

5c
m内

に
7条

の
横

方
向

と
や

や
左

下
が

り
の
横

縄

「
口
き
瓦

の
上

下
で
分

か
れ

る
。
叩

き
日
は

ほ
と
ん

ど
潰

れ
、
そ

の
後

、
幅

2 
0c
m程

の

'テ

棒
状

ナ
デ

。
'日

後
、
横

方
向

の
カ
キ

ロ
。
そ
の

後
、

干
棒

状
ナ

デ
。

有
8類

無
無

盤 小

25
Y4
/1

?5
Y7
/2

25
Y7
/2

か
な

り
細

か
な
長

石
・
赤

褐
色

粒
を

少
量

含
む

(緻
密

)

良
好

側
縁

は
裁

断
時

の
ヘ
ラ
切

り
の

み
。

黄
縄

9類
伽

歳
西

門
跡

全
体

的
に
著

し
く
演

れ
る
が

、
凹

向
か

ら
5C
m内

に
1〔

条
と
判

断
。
部

分
的

に
,テ

板
ナ
デ

タ
テ
ヘ
ラ
ケ
ズ

I

を
施

す
が

、
大

半
は

整
形

合
に
載

せ
た
際

の
潰

れ
と

竹
日
後
、
5師

内
に

10
条

の
横
縄

叩
き
を

露
に
施
す
。
凸
面
側
の

1口
き
よ
り
良
好
に

重
存

。

一
部

両
側

縁
ヨ
コ・

凹
無

盤 小
笠 小

25
Y5
/1

10
YR
3/
3

25
Y5
/1

制
か

な
灰

色
赤

弓
色

粒
を
少

量
含

や
や

歎

狭
端

部
凹

面
に
不

の
痕

が
残

る
が

、
焼

成
の

際
の

重
ね

焼
き
か

、
焼

き
合

と
し
て
利

用
さ
れ

た
跡

と
推

測
。

黄
縄

3類
伽

監
西

門
跡

や
や
左
下

が
り
6c
m内

に
10
条

の
横
縄
叩
き
後
、
右

下
が
り
の
カ
キ

ロ
'左

右
下

が
り
の
ナ
デ
が
数
条
施
だ

れ
る
。

オ
。
叩
き
目
は
凸
面
よ
り
逮
存
状
況
が
良

け
。
そ
の
後
、
左
下
が
り
の
カ
キ

ロ
を
部

盤 小
面
側

縁

(左
側

縁
)ヨ

ヨ

凹
・

凸
有

笙 小
25
Y5
/1

im
m程

の
灰

色
・
赤

掲
色

粒
を
少

量
含

む
良

好
当
面

側
縁

の
段

は
整

形
台

痕
跡

。

黄
縄

3類
推

定
寺

域
南

西
側

密
な
5c
m内

10
条

の
横

縄
Π P

き
。
3e
m幅

で
縦

方
向

の
段

が
形

成
さ
れ

て
お
り
、
平

ら
な

pp
き

板
で
整

形
。

狭
端

部
や

側
面

側
に
掌

痕
が

残
る
。

τ
目
後

、
部
分
的
に
凸
面
と
同
一
の
叩
き

と
施
す
。
狭
端
部
ま
で
布
が
達
し
て
い
な

有
3類

左
側

綴
戯
断

痕
琳
→

内
盤 小

無
無

ll
lY
R8
/3

Im
m程

の
長

石
を

少
量

含
む

や
や

朝
]凸

面
と
も
に
叩
き

日
は

あ
ま
り
演

れ
ず

。
手

持
ち

工
よ
り
整

形
し
た

可
能

性
が

高
い

。

黄
縄

3類
力Π
藍

西
門

跡
電
下

が
り
5c
m内

に
13
条

の
横

縄
叩
き
後

、
左

下
が

'の

カ
キ

ロ
。
一

部
、
右

下
が

り
の

の
横

縄
叩

き
も
認

ゆ
ら
れ

る
。
そ
の

後
、
縦

方
向

の
棒

状
ナ

デ
数

条
。

布
目
後

、
幅

6c
m程

の
無

文
板

で
H口
き
。

そ
の
後

、
右

下
が

り
の

カ
キ

ロ
。

有
4類

両
側

縁
凹

左
側

縁
の

み
右

凸
面

無

lm
m程

の
長

石
粒
・

赤
掲

色
粒

を
少

量
含

む
良

好
元
厚

は
薄

く
一

枚
作

り
の

可
能

性
高

い
。
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分
類

胎
土

焼
成

備
考

1類
塔
想

定
箇

所
5X
5～

8X
8m
mで

0°
の

正
格

子
目
Π 口

き
。
右

側
縁

側
4c
m、

広
端

部
側

3c
m程

の
叩
き

日
は
渡

れ
る
。

'日

後
、
縦

方
向

の
板
ナ

デ
。

上
側

縁
側

の
4～

5 
5c
mは

'テ

ヘ
ラ
ケ
ズ

,に
よ
る
面

取
り
。

有
3類

仁
側

縁
J・

凸
無

無
無

N6
/0

5Y
R6
/1

1～
2m
m程

の
自
色

位
を
少

量
含

む

好 緻
良 堅

類
舶
藍

西
門

跡
,X
5m
mで

O°
の

正
格

子
目

n口
き
後

、
狭

端
部

倒
35

mは
タ
テ
ナ

デ
に
よ
り
叩

き
目
を
ナ
デ

消
し
。

'日

後
、
タ
テ
板
ナ
す
。
そ
の
後
、
幅

41
m

呈
の
ヨ
コ
板
ナ
デ
。

有
3類

五
側

縁
ヨ
コ
・
凹

狭
有

無
狂 小

25
Y7
/3

10
YR
7/
4

Im
m程

の
自
色

粒
を
少

量
含

む
良

好

当
面

両
側

縁
の
段

は
整

形
台
痕

跡
の

可
能

性
あ

)。 Щ
面

の
布

目
は
側

縁
側

に
多

く
残

る
。

,頬
跡

智 ｓ
Ａ

3X
7m
mで

90
°

の
格

子
ロ
コp
き

。
叩
き

目
は

深
く
、

や
や

濃
れ

気
味

。
'日

後
、
幅

i 
cm
程

の
タ
テ
板

ナ
デ
を
と
t

iび
に
施

す
。
凹

面
側

縁
側

を
幅

25
～

9
mの

タ
テ
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
で
面

取
り
。

石
3類

占
倒

縁
ヨ
コ
狭

凹
盤 小

無
無

1～
5m
m程

の
黒

色
・
赤
福

色
粒

を
多
く
含

む
良

好

ピ
斗

1類

東
西

掘
立

柱
建

物
跡

周
辺

4X
5m
mで

0°
の

斜
格

子
目
即

き
後

、
狭

端
部

側
は

不
定

方
向
ナ

デ
に
よ
り
叩

き
目
を
ナ

デ
消

し
。

雪
下

が
り
Sc
m内

に
'3
条

程
の

縦
縄

叩
き

発
、
左

下
が

り
の

板
ナ
デ

に
よ
リ
ナ
デ

消
。́
右

側
縁

部
5m
m程

タ
テ
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
。

無
右
側

縁
無

無
lm
m未

満
の

黒
褐

色
粒

を
多
く
含

む
良

好

,類
伽

藍
西

門
跡

3X
3m
m～

4X
9m
mで

30
°

・
0°

の
歪
み
の
あ
る
正

格
子

目
叩
き
後
、
タ
テ
板
ナ
デ
を
行
い
、
そ
の
後

、
部

分
的
に
指
や
掌
で
オ
サ
エ
。

ケ
ロ
後
、左

下
が
り
カ
キ
ロ
状
の
板
ナ

有
4類

両
側

縁
ヨ
コ・

凹
一

部
無

10
YR
7/
3

色
粒
と
か
な
り
細

か
な
長
石
を
少
量

良
好

当
面

側
縁

の
段

は
側

縁
の
横

を
面

取
り
時

に
ヘ
ラ

π
ズ

リ
を
行

つ
た
際

、
は
み

出
し
た

粘
土

と
推

測
。

,類

切
Π 藍

南
西

側
南

北
区
画

潜
5X
5m
m4
5°

の
格

子
目
Π 「
き
。
Il
縁

側
の

叩
き
は

部
分

的
に
潰

れ
る
。

常
目
後

、
左
下
が
り
の
板
ナ
デ
に
よ
り
、
布

ヨ
を
一
部
ナ
デ
消
し
。

有
3類

五
側

縁
ヨ
コ

凹
狭

無
凸

面
鉦 小

5Y
7/
1

5Y
3/
1

5Y
O/
1

lm
m程

の
黒

色
粒

を
少
長

含
む

良
好

,類
中

円
跡

,A
'T
 S
El

4X
4m
mで

45
°

の
工
格
子

目
叩
き
後
、
タ
テ
板
ナ
デ

に
よ
り
叩
き
目
を
粗
くナ

デ
消
し
。

,日
後
、
や
や
左
下
が
り
の
板
ナ
デ
で
布

ヨ
を
ナ
デ
消
し
。
そ
の
後
、
瓦
半
分
程
度

著
左
下
が
リ
カ
ー
ジ
で
板
ナ
デ
。

有
3類

雨
側

縁
ヨ
コ

凹
一

部
無

無
N7
/O

5Y
R6
/3

5Y
R5
/1

lm
m未

満
の
長
石

や
か
な
り
細
か
な

石
英
を
少
最
含
む

好 徹
長 堅

当
面

左
上

方
側

縁
の
段

は
整

形
台
痕

跡
の

可
能

生
あ
り
。

,類
伽

藍
西

円
跡

4X
4m
m4
5°

の
格

子
目
叩

き
。
Π 口

き
間

は
か

な
り
漬

れ
て
お

り
、
表

面
に
指

オ
サ

エ
が

多
く
遺

存
す

る
。

布
目
。
一

部
、
ヨ
コ
ナ
デ

。
有

4類
右

側
綴

,コ
凹

狭
熙

無
鍾 小

OY
R7
/3

IO
YR
6/
?

10
YR
7/
″

か
な

り
細

か
な
石

英
や

長
石

を
含

む
(精

製
)

良
好

)類
伽

藍
西

門
跡

4X
45
X5
mm
で

30
°

・
0°

 3
0°

の
正

格
子

目

「
Fき

後
、
不

定
方

向
ナ
す

。

布
目
後

、
幅

5c
m程

の
ヨ
コ
板

ナ
デ

。
更

に
タ
テ
板

ナ
デ
後

、
左
下

が
り
の

板
ナ
デ

。
布

日
は
側

縁
側

に
遺

存
。

―
部

3類
而
側

縁
凹

有
凸

面
無

5Y
5/
1

5Y
5/
1

2m
m程

の
灰

白
色

粒
を
微

か
に
含

む
が

、
徹

密
良

好
当
面

側
両

側
縁

の
段

は
整

形
台

痕
跡

。

0
,類

伽
藍

西
門

跡
A端

部
側

約
2c
m残

し
て
、
全

面
に
4X
4m
mで

30
°

D正
格

子
目
Π 口

き
。
そ
の

後
、
右

下
が

り
の

積
ナ
デ

、
ヌ テ

ナ
デ

に
よ
リ
ナ

デ
消

し
。

布
目
後

、
幅

5c
mの

ヨ
コ
板

ナ
デ

。
そ

の
後
、
数

箇
所

に
左

下
が

り
の

ナ
デ

。
有

3類
両

側
縁

.凹
有

凸
面

無

か
な
り
細

か
な

白
色
粒

や
石

英
を
少

量
含

む
良

好

よ
端

部
は

凹
面

側
に
粘

上
の

張
り
出

し
が

数
箇

所
あ
り
、
縦

方
向

に
刻

み
の

入
つ
た
棒

状
の
オ
サ

エ
カ

伍
さ
れ

る
。
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瓦
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分
類

対
象

遺
構

出
土

地
点

布
目
σ

有
無

布
ロ
パ

タ
ー
ン

胎
土

焼
成

備
考

凸
面

凹
面

(部
位

)
(面

数
)

(有
無

)
(有

・
無

)
(有

・
無

)
外

面
内

面
断

面

平
類

肋
Π藍

西
門
跡

割
と
細
か
な
縦
縄

叩
と
後
、
不
定
方
向
ナ
デ

指
オ
t

工
で 「

pき
目
を
消
す
。
両
倒
縁
側

に
段
あ
り
。

布
目
後

、
部
分
的
に
タ
テ
板
ナ
デ
で
布

目
を
ナ
デ
消
し
。

有
3類

Π
側

縁
裁

断
痕

両
側

縁
笙 小

無
?5
Y8
/2

25
Y8
/4

1～
2m
m程

の
長
石

を
少
量
含
む

良
好

凸
面

両
倒

縁
の

段
は
整

形
台

痕
跡

の
可

能
性

あ

り
。

裁
断

は
両

側
縁

と
も
全

部
を
裁

断
す

る
。

子
基

1類
,1
藍
西
門
跡

叩
き

目
不

明
。
不

定
方

向
板

ナ
デ

消
し
。
指

紋
が

多
付
着

。
布

目
。
中

央
部

表
面

風
化

。
有

3類
五
側

縁
裁

断
痕

無
笙 小

1～
2道

ほ
ど
の
,

色
黒

色
粒

を
含

t

が
密

良
好

内
か

ら
外

に
裁

断
し
、
凸

画
側

に
割

つ
て
い
る
痕

跡
が

、
一

部
左

al
縁

で
確

認
で
き
る
。

類
伽

藍
西

門
跡

Π 口
き

目
不

明
。
ヨ
コ
板

ナ
デ
後

、
部

分
的

に

'テ
板

ナ
デ

。
板

ナ
デ
後

、
部

分
的

に
不

定
方

向
ナ

デ
。

板
ナ

デ
に
よ
り
布

目
を
全

て
ナ

デ
消

無
左

側
縁

ヨ
コ

凹
狭

有
無

Im
m程

の
灰

色
粒

を
少

量
含

む
良

好
当
面

al
縁

側
の
段

は
、
裁
断
時
に
凸
面
側
に
は
み

当
し
た
粘
■
。

類
伽

藍
西

門
跡

叩
き
目
不
明
の
不
定
方
向
板
ナ
デ
・
ナ
デ
。

年
目
後

、
45
°

カ
キ

ロ
有

0類
縁 部

側 端

(左
側

縁
)ヨ

コ
凹

(右
側

縁
)ヨ

ヨ

(広
端

部
)凹

凸
面

有
im
m程

の
灰
色
粒

を
少
量
含
む

良
好

両
側

縁
積

の
面

取
り
は
勲

断
FR
と

思
わ

れ
、
山

画

側
を
僅

力
Ч
こ
残

し
内
側

か
ら
裁

断
し
、
凸

面
側

に
割

り
開

い
た
後

、
割

れ
を
や

や
凹

画
側

に
ナ
デ

角
を
と

類
前
n藍

西
門

跡
叩
き

目
不

明
の

不
定

方
向
板

ナ
デ

,日
後
、
5c
m内

に
14
条
程
の
検
縄
叩

:。

一
部

右
側

縁
無

25
Y8
/2

2 
5Y
O/
2

ff
Iか

な
長

石
を
少

量
含

む
が

精
徹

良
好

予
基

'類

伽
藍

西
門

跡
叩
き
不

明
後

、
幅

4m
m程

の
タ
テ

ヘ
ラ
削

り
。
そ

の

後
、
ヨ
ヨ
板

ナ
デ

で
整

形
し
、
幅

2m
m程

の
沈
線

を
横

方
向

に
刻

む
。

↑
目
。
布

日
の
上

に
9～

4条
の
布
の
重

a痕
が
遺
存

。
有

3類
左

側
縁

裁
断

痕
鍾 小

無

25
Y8
/之

25
Y5
/1

25
Y5
/1

］ 騨
『 能 浦

良
好

〒
基

'類

伽
藍

西
門

跡
]p
き
不
明
。幅

2c
m程

の
タ
テ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

布
目
後
、
倒
縁
側

は
ナ
デ
に
よ
り
布

目
を

ナ
デ
消
し
。
狭
端
部

3 
5c
m・

広
端
部

2c
m落

ヨ
コ
板
ナ
デ
。

有
3類

両
側

縁
説
断

痕
虹 小

盤 小
無

細
か

な
長

石
粒

を
少
量

含
む

良
好

(堅
徹

)

我
断

痕
は
全

て
裁

断
さ
れ

て
お

り
、
割

れ
の

痕
跡

よ
残

ら
な
い

。
凸

面
左

側
縁

側
か

ら
側

縁
に
か

け
て
灰

被
り
。

千
丸

,類
推

定
塔

跡
き
不
明
。
'テ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

布
日
。
広

端
部

側
に
瓦

当
を
ヨ
コ
ナ
デ

で

腹
合

し
た
痕

あ
り
。

有
3類

左
側

縁
|ヨ
コ

)

註
断

痕
凹

無
塾 小

鉦 小
10
YR
6/
,

25
Y5
/1

25
Y7
/2

1～
2m
m程

の
赤

褐
色
粒

や
細

か
な
長

石
を
少
量

含
む

良
好

千
丸
瓦
の
瓦

当
が
外
れ
た
丸
瓦
で
、
軒
丸

2類
or
8

賃
が
大
き
さ
的
に
は
適
応
す
る
。

〒
基

,壊
伽

藍
西

F弓
跡

き
不

明
。
タ
テ
板

ナ
デ

。
布

目
後

、
部

分
的

に
,テ

ナ
デ

。
一

部
、
幅

4c
m程

の
タ
テ
板

ナ
デ

。
右

3類
両

側
縁
拶 鏃 糾 蛸

iO
YR
8/
3

,m
m未

満
の

赤
褐

色
・
長

石
粒

を
や

や
含

む
良

好

0
玉 縁

,類
惟
定

寺
域

北
側

口
き
目
不
明
。
ナ
デ
消
し
。
幅

1～
2m
mの

機
沈
線

2

k。
布

目
痕

。
3類

両
側

縁
ユコ

・
凹

無
無

無
?5
Y7
/1

25
Y8
/1

徴
密

な
精

製
粘

土
好 緻

良 堅
=側

縁
に

載
断

痕
あ

り
。

玉
縁

δ 類
防Π
藍

南
東

回
廊

団
k数

不
明
の
積
縄
叩
き
後
、
タ
テ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

布
目
後

、
ヨ
コ
板
ナ
デ
で
布

目
を
ナ
デ

,肖

し
。

部
分

3類
五
側

縁
狭

′ 凹 ケ
弾 娩 恥

盤 小
鍾 小

鍾 小
5Y
7/
1

5Y
5/
1

lm
m程

の
灰

色
粒

と
5m
m程

の
赤
褐

色
粒

を
含

む
が

徹
密

良
好

註
断

痕
は

全
て
裁

断
さ
れ

て
お

り
、
割

れ
の
痕

跡
よ
残

ら
な
い

。

2
玉

縁
7類

黄
縄

叩
き
の

可
能

性
が

高
い
条

数
不

明
の

叩
き
後

布
目
後

、
不

定
方

向
の
ナ

デ
消

し
。
全

体
に

45
°

粗
カ
キ

ロ
。
三

縁
端

部
か

ら
2c
m

程
に
ヨ
ヨ
板

ナ
デ

。

4類
上
側

縁
裁

断
痕

無
有

良
好

説
断

は
外

側
か

ら
3/
4程

を
裁

断
し
、
凹

面
側

に
打

3割
つ
た
可

能
性

が
高

い
。
割

れ
は
丁

寧
に
ナ
デ

c丸
め

る
。

目
2c
m程

の
タ
テ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。
ま
た
、
工
縁
部
も
幅

2
mの

タ
テ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
。

色
粒

を
少
量

含
む

〕 類

布
目
後

、
タ
テ
板

ナ
デ

。
広

端
部

か
ら

5c
lf

程
は
布

が
届

か
な
か

っ
た

の
か

遺
存

し
な

0類
生
側

縁
有

凸
面

無

6Y
5/
1(
全

体
に

自
然

釉
を
被

る
)

か
な
り
細
か
な
長

石
を
少
量
含
む

良
好

デ
消

し
。

町
面

側
縁

と
広

端
部

の
段

は
整

形
台

痕
跡

の
可

能

;基
〕
類

中
門

跡
κ
m内

に
15
条

の
縦

縄
。 口

き
後

、
ヨ
コ
板

ナ
デ

。
の

う
、
一

部
タ
テ
板

ナ
デ

。

布
目
後

、
45
°

の
lC
m内

に
5条

の
カ
キ

目
。
布

目
の

引
き
組

痕
。
ベ
ン
ガ
ラ
が
全

体
に
付

着
。

2類
覇
側

縁
裁

断
痕

鉦 小
有

75
Y7
/1

ヘ
イ ン
カ
ラ
付

着

lm
m以

下
の

長
石

を
少

量
含

む
良

好

覇
側

縁
に
裁

断
痕

遺
存

。
狭

端
部

は
内
側

約
1/
2

駐
断

、
広

端
部

は
ほ
と
ん

ど
裁

断
。
狭

端
部

に
布

E

ら
り
、
狭

端
部

が
下

向
き
の

可
能

性
あ

り
。

15
,0
類

願
藍

西
門

跡
甲
き
不

明
で
離

れ
砂

。
一

部
、
幅

2 
5C
mの

タ
テ
板

ナ
市
目
後

、
0～

45
°

板
ナ

デ
消

し
。

一
部

2類
臣
側

縁
ヨ
コ

凹
狭

無
凸

画
7 
5Y
R5
/1

lm
m程

の
長

石
と
,

色
粒

を
少

量
含

む
良

好
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分
類

対
象

選
播

出
土

地
点

嗣 糠
パ ン

目 一

布 タ
胎

土
焼

成
備

考
凸

面
凹

面
(部

位
)

(面
数

)
(有

・
無

)
(有

無
)

(有
無

)
外

画
内

面
断

面

1類
区
画

潜
'c
m5
条

の
条

線
で

30
°

の
叩
き
後

、
部

分
的

に
指

オ
サ

エ
と
不

定
方

向
ナ
デ

。
市

目
後

、
30
°

カ
キ

ロ
。

有
3類

左
側

縁
ヨ
ヨ

凹
狭

鍾 小
無

lm
m程

の
長

石
を

少
量

含
む

が
密

良
好

1類
伽

藍
西

門
跡

2c
m5
条

の
条

線
で

30
°

の
叩
き
。
一

部
、
叩

き
後

指
オ
サ

エ
(表

面
風

化
)。

タ
テ

ヨ
コ
板
ナ
デ
に
よ
り
布

目
を
ナ
デ
消

す
。

無
左

側
縁

ヨ
コ

凹
狭

盤 小
無

粒
を
少

量
含

み
や

や
や

朝
Щ
面

の
砂

は
離

れ
砂

に
も
見

え
る
が

胎
土

で
あ
る
。

1類
木

喰
五

智
館

下
2c
m6
条

の
条

線
で

45
°

 6
0°

の
叩
き
。
表

面
風

化
。

布
目
後

、
不
定
方
向
板
ナ
デ
に
よ
り
、
布

目
を
ナ
デ
消
す
。

一
部

4類
左

側
縁

Hヨ
・
凹

狭
凸

面
粒

を
少

量
含

む
が

や
や

嘲

を 類
不

明
Lm
5条

の
条

線
で

45
°

の
叩

き
後

、
一

部
、
右

下
が

'の

棒
状

ナ
デ

。
布

目
後

、
タ
テ
板

ナ
デ

で
布

目
を
ナ
デ

消
一

部
3類

無
緻

密
(緒

製
)

軟
質

ど 類
跡

研

Ｉ
Ａ

Ic
m5
条

の
条

線
で

30
°

の
叩

き
後

、
一

部
、
ヨ
コ
棒

伏
ナ

デ
。

布
目
後

、
-O
O°

の
凸

面
と
同
一

叩
き
。
そ

の
後

、
同

一
傾

き
で
カ
キ

ロ
。

右
3萎

貢
緻

密
(精

製
)

ど 類
中

門
跡

■
冊
5条

の
条

線
で

30
°

 O
°

の
Π 「

き
。

布
目
後

、
タ
テ
板

ナ
デ
で
布

目
を
消
す

。
一

部
4類

徹
密

(精
製

)
や
や

嘲

丸
2類

lt
定
塔
跡

4n
S条

の
条
線
で

30
°
 0
0°

の 「
口
き
は
広
端
部

則
ま
で
施
さ
れ
ず
、
不
定
方

向
ナ
デ
の
ま
ま
。

布
目
後

、
タ
テ
板

ナ
デ

に
よ
り
布

目
を
ナ
デ

消
す

。
有

0類
鍾 小

lm
m程

の
白
色

粒
を
少

量
含

む
が

密
良

好
玉

縁
式

丸
瓦

3類
監
定

塔
跡

目
9m
m程

の
OO
°

叩
き
。
表

面
か

な
り
風

化
。

布
目
後

、
広
端
部
か
ら
Sc
m程

を
,テ

板
サ

デ
に
よ
り
布

ロ
ナ
デ
消
し
。

4類
無

5Y
8/
1

5Y
a/
1

ヨ
粒

を
少
量

含
む

0や
弓

〕
類

七
定

寺
域

南
西

俣
目
9m
m程

の
OO
°

Πp
き

後
、
部

分
的

に

'テ
板

ナ
デ

。
い
き

目
か
な

り
重

複
。

布
目

。
3類

左
側

縁
ヨ
コ

凹
狭

無

5m
m以

下
の

灰
色

仕
を
少
量
含
む
が

や
や
身

9夕
買

肋Π
藍

南
東

回
廊

跡
属
9m
m程

の
90
°

0口
き
。

R「
き

目
や

や
重

複
。

布
目
。

表
面

や
や
風

化
3萎

受
缶
側

縁
ヨ
コ
2面

凸
狭

無
二・
白
色
粒
を
や

良
好

右
側
縁
に
2X
2m
m程

の
正
格
子

目
叩
き
や
布

目
が
残
る
。

3類
推

定
手

域
南

西
判

属
9m
m程

の
90
°

ロ ロ
き
。
叩
き
日
や
や
重
複
。

布
目

。
3会

買
缶
側

縁
裁
断

痕
盤 小

無
有

二
白
色

粒
を
少

良
好

今
剖

界
線

は
内
側

か
ら
6m
m程

入
り
、
そ
の

後
、
凸

面
tg
lに

割
ら
れ

、
面

取
り
し
て
い
な
い

。

2
3類

木
喰

五
督

館
下

属
9m
m程

の
90
°

ロ ロ
き
。
叩
き

目
や

や
重

複
。

0ヽ1
1と

同
一

瓦
の

可
能

性
大

。
布

目
。

3類
缶
倒

縁
裁
断

痕
無

無
有

Im
m程

の
灰
色
粒

を
少
量
含
む
が
密

や
や

霊
分
割

界
線

は
内
側

か
ら
7m
m程

入
り
、
そ
の

後
、
凸

面
側

に
割

ら
れ

、
面

取
り
し
て
い
な
い

。

4類
推
定

塔
跡

嘱
9m
m程

の
90
°

叩
き
。
3類

と
比
較
す
る
と
角
度
が

ミ
な
る
。

布
目
後

、
ヨ
コ
板

ナ
デ

に
よ
り
縄

目
を
部

分
的

に
ナ
デ

消
し
。
そ

の
後

、
一

部
に
2c
m6

条
で

aO
°

の
平

行
Π 口

き
C4
?´

流
す

.

部
分

4類
凸

面
鍾 小

IO
YR
7/
3

,O
YR
3/
2

Im
m未

満
の

石
夷

只
色

粒
を
少

量
含

軟
質

監
れ

砂
は
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第 5節。 日向国分寺跡 出土の墨書 土器

本調査で出上した墨書土器は須恵器高台付坑 1点、土師器不 1点の計 2点のみである。国分寺跡

から出土する墨書土器 としては少ないようにも思えるが、僧坊跡や食堂跡を未調査であることから

考えると、今後、出土量は増加する可能性が高い。

まず、 1点 目は須恵器高台付坑である。以前より塔想定箇所 とされてきた伽藍南東回廊南側の第

2次調査 I地点E区第 1ト レンチから出上した。底部外面に 「椎田」と読める 2文字が記 されてお

り、地名 。人名・窯跡などの名所が記 されたと予想される。しかし、これまで宮崎県下では「椎田」

と記された墨書土器は出土しておらず、また、胎上が当地域から出土するものと比較 して異なるこ

とから、外部からの搬入品である可能性も残る。時期は 8世紀末に比定される。

2点 目は土師器イである。第 3次調査A区 とし調査を実施 した伽蓋西門跡北西側の南北区画溝 (S

E2)か ら出上した。焼きがあまく、胎上の粗い粗雑品である。底部外面に「夏」と読める一文字

が記 されてお り、「夏」は 「夏安居Jを指す と予想 されることから、「夏安居Jで使用 した際に用

いられた外の可能性が高い。当時、「安居」は国分寺などの大寺院で行われ、本遺跡が国分寺跡で

ある根拠の 1つ となる。時期は 9世紀中頃以降に比定される。

o        1                   15cm

日g200 須恵器高台付婉「椎田」(1/3)

15cm

―TTす T~…………………― ――一―引

Fig 201  土師器 lTh「 夏」(1/3)

本文図版3 須恵器高台付lFB「 椎田」(赤外線 )
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本文図版4 上師器lTh「 夏」(赤外線 )



第 6節.国分寺跡 の判断要素

本報告書では本遺跡を日向国分寺跡とし、これまで調査成果を述べてきた。しかし、金童跡・塔

跡などの明確な遺構を確認できていないことから、国分尼寺の可能性や他の寺跡である可能性など

を唱える研究者もいる。このことから、以下、本遺跡を国分寺に比定する根拠を整理したい。

(遺物 )

まず、出土した瓦からみると、推定国分尼寺跡 とされる宮崎県立妻高等学校敷地内から出上した

丸・平瓦は、本遺跡から出土する創建瓦より新しい傾向にある。 日向国府跡 (西都市)や下村窯跡

群 (宮崎市佐土原町)か ら出土するものと近似 してお り、国分寺創建期よりやや後出するか、元来、

総寺・尼寺の瓦窯は異なり、後に一元化 されたのではないかと思われる。また、日向国の主税を割

収 し建立されたであろう大隅国分寺跡出上の軒平瓦は、本遺跡から出土する瓦当文様の傾向を迪る。

国分寺への瓦当箱供給は国分寺が行 うのが一般的であり、尼寺や他寺院が行 う可能性は低い。

次に出上した土器をみると暗文が施された土師器高台付婉 2点、及び、上記 した底部外面に「夏」

と読める墨書がなされた土師器邦 1点が出上した。高台付坑は畿内系土師器 と判断され、畿内系土

師器が出土する古代遺跡 として考えられるものは官衛や官寺、畿内と密接な関係にある国司などの

居宅の可能性が高く本遺跡は官寺である可能性が高い。また、当時、「安居」を執 り行ったのは国

分寺であり、本遺跡の規模や仏具などが出上していることからも、国分寺に比定される。

(遺構と規模 )

次に遺構から認められる根拠 として、まず、塔の所在が必要不可欠な要素となる。塔の所在につ

いては、上記 したとお り中門跡 と推定金堂跡間の中央東側で検出した大型円形土坑 2基を充てる。

塔は本来、掘込地業を行い基壇を築き、その上に礎石を据えるが、当地では掘立柱建物としての簡

素な塔を 2期に亘 り建立したと推定する。また、塔・金堂跡の基壇はそれぞれの推定箇所が後世に

かなり削平を受けており、基壇ごと削平された可能性も残る。次に、中門は東西桁行 10尺 (3.Om)、

中央13尺 の 3間で東西9.9m、 梁行 8尺 (2.4m)の 2間 で南北4.8mと なり、大型の門となる。

(地名等)

次に地名等からは、享保 6(1721)年に製作された旧工智堂の鰐 口には「日州児湯郡五智山国分寺」

の銘が記されている。また、境内には享保13(1728)年 に建立された石灯籠 2基、石像 2外 (阿昨像 )

が現存する。 この石灯籠には石像の仏師・石工などの名が刻まれているほか、「五智如来宝前五智

山国分寺」の文字も刻まれている。また、また、天明 8(1788)～寛政 9(1797)年にかけ、当地に逗

留し、木喰五智如来坐像を亥1みあげた木喰行道上人は 「国分寺」と記 した木版を残すなど、江戸時

代中期には当地が 「国分寺」として認知されていたことは間違いない。また、宮崎県立妻高等学校

敷地内は、昭和 5年に刊行された『宮崎県史蹟調査報告』第 5輯に 「寺址の北約五町の所に尼寺坂

あり、その坂の上に法華跡がある。法華跡は法華滅罪寺跡であって、尼僧がいたものと思はれる。」

と記されなど、妻高等学校敷地内が以前から尼寺跡に比定されていた。
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第Ⅶ章 まとめ

冒頭でも述べたように日向国分寺跡の考古学的調査は、昭和23年の日向考古調査国の調査に端を

発 し、昭和36年の九州大学 。宮崎県教育委員会の確認調査、昭和47年の石川恒太郎・ 日高正晴氏等

による緊急調査、平成元年度宮崎県教育委員会による国衛・郡衛・古寺跡等詳細分布調査を経て、

平成 7年度から西都市教育委員会が調査を実施 した。西都市教育委員会の調査も平成 18年度までに

現時点で調査可能な場所の調査を終了し、昭和23年の調査から通算すると16次の調査を実施 した。

本報告書は推定寺域内の宅地開発が進む中、早急な現況の確保が必要不可欠であり、国史跡指定

の基礎資料 となすべく作成した。今回の報告書では平成 7～ 18年度の確認調査で検出した遺構や遺

物を報告することが大前提であり、他の調査に関しては冒頭で触れる程度 とした。 ここでは、本報

告のまとめ及び今後の課題を整理 し、本書のまとめとしたい。

まず、遺構については、伽藍地内から中門跡・伽藍西門跡・伽藍南東回廊跡・推定講堂跡 。推定

塔跡などを特定することができた。これ らの中で推定講堂跡は第Ⅵ章第 1節でも述べたが、桁行 7

間及び 9間で北側に庇のつく長舎状の建物を推定 した。本来、 7間 ×4間程の建物であることが一

般的であることから、今後も検討の余地がある。 しかし、推定講堂跡北西側で検出した東西区画溝

が伽藍地を囲む北端の東西区画溝であると判断したことから、伽藍地内に収まる建物 として講堂跡

とした。また、塔跡については伽藍地南側の東西及び伽藍地内の東西など、想定される箇所の調査

を長年に亘 り実施 してきたが、明確な基壇痕跡などを検出するには至らなかつた。 しかし、平成 7

年度の調査で伽藍地内東側から長軸約2.1～ 2.6m、 深 さ1.4m程の大型円形土坑 2基が南北に並び

検出され、これらが,I藍南東回廊隅から45° 西に振つた線上に位置することから本遺構を塔の心柱

を建てる柱掘方 と判断し、 2時期の塔跡 と推定 した。これ ら大型土坑は憧竿支柱の柱掘方の可能性

も指摘 されてきたが、規模がかなり大きく九州内の国分寺跡には類例がないこと、また、憧竿支柱

は本来東西に並び建てられるものであることから南北に並ぶ本遺構を憧竿支柱痕跡 とは考え難いと

判断した。また、金堂跡についても所在を断定するまでには至らなかつたが、平成18年度の調査で

基壇の痕跡 と推定される硬化層や石列を中門跡 と推定講堂跡の中間に検出するなど、中軸線上に中

門・金堂・講堂が並ぶ国分寺式伽藍配置を採 ると結論付けた。

寺域地からは、南門西側築地塀、寺域北東側に所在する2時期の東西掘立柱建物跡 とその東側か

ら南北柱穴列及び南北溝状遺構、現境内東側に南北掘立柱建物跡などを検出した。

まず、南門跡については平成12年度、以前から南門跡 と推定されてきた南側地溝帯手前の踊 り場

を調査 し東西築地塀痕跡 と推定されるにぶい橙色粘土層を検出し、本地′点の東側に南門を推定した。

また、境内東側に所在する来館者用駐車場下からは東西 3間、南北 2間以上の南北掘立柱建物跡 1

棟、その地点から東西道路を挟んだ現国分公民館北側の畑内からは平成元年度宮崎県教育委員会の

調査で検出していた 2時期の東西掘立柱建物跡を検出した。また、その東からは南北に延びる柱穴

列 と南北溝状遺構も検出され、この南側延長 と東西道路が交差する箇所は以前から東門跡 と推定さ

れ、昭和36年の調査の際には伝東門礎石が所在 していたことなどから、寺域東端であると判断した。

また、寺域西側及び北側については今回の調査では明確な遺構を検出できなかつたが、地形から大

凡推定 され、以前から指摘されてきたように方 2町程の寺域地であると判断した。
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次に遺物については、8世紀後葉から10世紀初頭に比定される土器や瓦を出来得る限り掲載 した。

土器は縄文から中世、陶磁器では近世に比定されるものまで数多く出上したが、古代の国分寺跡

の調査報告 とさせて頂いた結果、それらの大半を割愛することとなつた。古代の輸入陶磁は全 く出

土せず、中世の白磁や青磁が一部出上した程度である。須恵器の出土量も大変少なく、内黒土器や

内面に暗文を施 した畿内系土師器 も少量出上したのみである。墨書土器は 2点 「椎田」と書かれた

須恵器高台付塊や 「夏」 と書かれた土師器杯がそれぞれ 1点ずつ出上したに留まる。その他、獣脚

や火舎、リング状銅製品など、仏具に関係する特徴的な遺物も出上している。今回、掲載 した土器

については時間の都合上分類を行 うことができず、遺物観察表を掲載する程度になつてしまつた。

瓦については軒先瓦は出来得る限り図を掲載 したが、丸 。平瓦は紙数の都合上、代表的なものを

掲載するに留めた。軒先瓦は軒丸瓦が59点、軒平瓦が46点 とかなりの数出土し、分類を再検証する

ことができた。 しかし、軒先瓦及び丸 。平瓦は昭和36年の調査で小田富士雄氏が詳細な分類を行つ

ていたことから、氏の分類を元に検証した程度であり、再度、昭和86年調査資料を含めて、詳細な

分類を行 う必要がある。また、軒先瓦の系譜の検討や下村窯跡 との十分な比較検証、各叩文 と軒先

瓦から導かれる軒先瓦の時期比定など十分な成果を上げることができなかつた。

軒先瓦の系譜については、本調査で出上した軒丸瓦はH類に大別可能であり、大半は単弁蓮華文

であるが、この内、本分類では 4・ 9類 としたもののみが複弁蓮華文である。九州内の各国の国分

寺出土軒先瓦は老司系ないしは鴻呂館系の軒丸瓦の影響を強く受けていることから、複弁蓮華文が

大半を占める。また、軒平瓦については創建瓦である扁行唐草文の系譜は小田氏も指摘されている

ように老司式軒平瓦にその系譜を辿れると推定されるが、本遺跡出± 2類の軒先瓦以降は均整唐草

文 となり鴻臆館系の系譜を引くと推定される。また、単弁の軒丸瓦の系譜について、小田氏は筑後

国分寺からの系譜を指摘 されているが、大変近似 したものが伊予国分寺跡から出上してお り、瀬戸

内との交易の中で採用 された可能性も残る。今後、これ ら瓦 との比較検証を行つていきたい。

下村瓦窯跡出土遺物 との検証については、本遺跡から出土している丸・平瓦の内、凸面縦縄叩文

瓦の約 2割、横縄叩文瓦の大半を下村窯跡で供給 したことが判明した。また、平行条線叩文 3類 と

したものは本遺跡では良好な資料が出上しなかつたものの下村産であることが判明した。 しか し、

軒先瓦を始め、格子 目叩文や平行条線叩文、また、細かな縦縄叩文については、現時点で下村窯跡

の全貌が明らかになつていないことから明言はできないが、軒先瓦やこれ ら叩文を用いて丸 。平瓦

を生産 した窯跡が他に所在 している可能性が高い。但 し、下村窯跡で生産されたと比定される瓦は

本遺跡を始め、日向国府跡、推定国分尼寺跡などでも出土 していることから、下村瓦窯が 日向国の

官営瓦陶兼業窯であったと考えられる。

以上、今回の調査を簡略にまとめさせて頂いたが、今後の課題 として、先にも述べた以外にも九

州内の国分寺 との規模や構造上の比較検証、各出土遺物での比較検証、各建物構造の検討など残 さ

れた課題は山積である。これら課題については、今後、少 しずつ解明して行きたいと考えている。

文末になりましたが、本書を執筆・編集するにあた り多くの皆様にご尽力頂きました。特に職場

の同僚には、朝夕 。休 日までも惜 しまず長期間に亘 りご尽力頂きました。これも一重に西都市の文

化財を愛 し、文化財保護の益々の向上を願つてのことと思います。心から感謝の意を表するととも

に、日向国分寺跡の今後の更なる解明と活用を約束 し、本書を綴 じさせて頂きます。
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― 推定寺域 ― PL.1

1 日向国分寺跡推定寺域現況 (真上より)



PL 2 一 立地・中門跡1-

1 西都原中間台地及び西都原台地 (南東上空より)

2第 5次A区遺構検出状況 (北東より)



― 中門跡2-

第5次A区柱掘方検出状況 (南より) 2第 1次A区第2ト レンチ北壁土層 (南より)

3第 5次AttSEl遺物出土状況 (東 より) 4第 5次AttPl-2土層堆積状況 (東より)

5第 5次AttSEl東壁土層堆積状況 (西 より)
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こど
と|せ

||・
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6第 11次A区遺構検出状況 (真上より)



一 推定金堂跡 一

2第 1次A区第10ト レンチ掘削状況 (南より)

¬ 第1次A区 トレンチ配置状況 (真上より) 3第 1次A区第12ト レンチ遺構検出状況 (南より)

4第 6次C区第2ト レンチ遺構掘削状況 (東 より) 5第 10次 C区第 1トレンチ遺構掘削状況 (北 より)

6第 12次 A区第2・ 3トレンチ基壇状硬化層(南東より) 7.第 12次 A区第2・ 3トレンチ石組遺構 (北西より)



― 伽藍南東回廊跡1-

¬ 第¬次A区第2ト レンチ遺構掘削状況 (北 より)

2第 ¬次A区第3トレンチ遺構掘削状況 (北より) 3第 2次 IC区第32・ 6トレンチ遺構検出状況(真上より)

4第 4次A区西側柱掘方掘削状況 (北西より) 5第 4次A区南東側遺構掘削状況 (南西より)

6第 5次A区南東側遺構掘削状況 (南より)

かと

7第 11次A区第4ト レンチ遺構掘削状況 (北 より)



― 伽藍南東回廊跡2-

¬ 第4次A区遺構検出状況 (西より)

2第 4次A区遺構検出状況 (東 より)



一 推定講堂跡¬一

1.第9次A区遺構掘削状況 (南上空より)

2.第3次B区第2ト レンチ遺構掘削状況 (北東より) 3.第 3次B区第3ト レンチ遺構検出状況 (南西より)



PL 8 ― 推定講堂跡2-

1 第9次A区南西側遺物出土状況 (南 より) 2第 9次A区南東側遺構掘肖1状況 (西より)

3第 9次A区南東側遺構掘削状況 (北西より) 4第 9次A区東西柱掘方列検出状況 (西より)

第9次A区西側遺構掘削状況 (南より)

6第 9次A区西側遺構掘削状況 (北より)



一 推定講堂跡3- PL9

1.第 9次A区東側柱掘方掘削状況 (南より) 2.第9次AttP5・ 19掘削状況 (北東より)

4第 9次AttPフ・23土層堆積状況 (北東より)3.第 9次AttP5・ 19掘削状況 (南西より)

5第 9次 A・ C区遺構検出状況 (真上より)



PL10 一 伽藍西門跡 一

1 第3次A区柱掘方検出状況 (北東より)

第9次C区遺構検出状況 (北西より) 3第 3次AttSE2遺物出土状況 (北 より)

第3次AttSE2遺物出土状況 (南より)

5第 3次AttSE2遺物出土状況 (東 より) 第3次AttSE2土層堆積状況 (南より)



一 推定塔跡 ― PL ll

2第 1次 B区 第2ト レンチ遺物出土状況 (南東より)3第 1次B区第2トレンチSC可 遺物出土状況(南東より)
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4.第 1次B区第2トレンチSCl遺物出上状況(北東より)
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第¬次A・ B区遺構検出状況 (真 上より)
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5第¬次B区第2トレンチSC2遺物出土状況 (南より)

第11次A区第6ト レンチ遺構完掘状況 (北西より)
6第 1次B区第2トレンチSC2遺物出土状況(南東より)7



一 木喰五智館下・講堂西側南北柱穴列 ―

1 第¬次B区遺構検出状況 (南東より)

2.第¬次B区遺構検出状況 (北西より) 3第 1次 B区東側南北柱穴列検出状況 (北より)

4第 11次 B区遣構検出状況 (真上より)



一 旧国分公民館下 一 PL13

1 第1次 D区第 1トレンチ掘削状況 (東より) 2第 10次 A区遺構検出状況 (南西より)

3第 10次A区遺構検出状況 (北より) 4第 10次A区南北柱穴列掘削状況 (南より)

5第 10次A区遺構掘削状況 (北 より) 6第 10次 A区近世墓土層堆積状況 (西より)

フ 第10次 A区近世墓土層堆積状況 (西 より) 8第 10次 A区近世墓土層堆積状況 (北西より)



PL14 一 伽藍東門推定箇所周辺 一

第2次 Ⅲ地点第司日3トレンチ遺構掘削状況(北より) 2第 5次CttSEl遺物出上状況 (北 より)

3.第 5次CttSE3北 側遺物出上状況 (南東より) 4第 5次C区北側遺構掘削状況 (南西より)

5第 5次CttSE3遺 物出土状況 (南より) 6第 5次C区南側遺構検出状況 (北東より)



一 伽藍北西側東西区画溝 PL15

2,第 10次 DttSEl遺物出土状況 (南西より)
1.第 10次 D区遺構検出状況 (南西より)

3第 10次 D ttSE¬ 完掘状況 (南西より) 4第 10次 DttSE¬ 完掘状況 (南より)

5第 10次 D区遺構完掘状況 (北西より) 6第 10次 DttSE2堀削状況 (西より)

募:, ■
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7第 1 0次 D ttSE2[中 層]遺物出土状況 (北 より) 8第 10次 DttSE2[下 層]遺物出上状況 (北 より)



PL16 ― 伽藍南西側区画溝 一

尊
　
　
２ 第4次 B区第3トレンチ東西区画溝掘削状況(東より)

¬ 第4次B区第3ト レンチ掘削状況 (北 より) 3第 4次 CttSE¬ 掘削状況 (北より)

4第 4次C区遺構掘削状況 (東 より) 5第 4次C区遺構掘削状況 (西 より)



― その他の区画溝 一

¬.第 11次A区第 1トレンチSEl掘削状況 (東より) 3 第11次A区第2ト レンチ遺物出土状況 (西 より)

4第 11次 A区第2トレンチSEl遺物出土状況(真上より)

6第 11次A区第3トレンチSE可 遺物出上状況 (南より)

5第 11次A区第3トレンチ遺物出土状況 (南東より)

7第 11次 A区第3トレンチ完掘状況 (南東より)



PL18 一 推定南門西側 一

3第 6次D区第 1トレンチ上層堆積状況 (南より)4.第 6次D区第 2・ 3トレンチ鉄滓出上状況 (南東より)

1 第6次D区第可トレンチ掘削状況 (南西より) 2第 6次D区第¬トレンチ遺構検出状況 (南東より)

6第 12次 E区 トレンチ配置状況 (西より)

5第 12次 D区遺物出土状況 (南より) 第12次 E区第 1トレンチ掘削状況 (南より)



― 東西掘立柱建物跡及び周辺

¬.第 7次C区第 1トレンチ遺物出土状況 (北西より)2第 7次C区第3ト レンチSE2遺物出土状況(南東より)

3.第フ次C区第3トレンチSE2完掘状況 (北東より) 第7次C区第3トレンチ完掘状況 (西 より)

ヨ連抵:L訂Ⅲ l鑢

第7次C区第5ト レンチ完掘状況 (東より)
5第フ次C区第5ト レンチ遺物出土状況 (西 より)

第7次C区第5トレンチ東側南北柱穴列(南西より) 第7次C区掘削状況 (南西より)



PL 20

第9次C区遺構検出状況 (東より)

第9次C区遺構掘削状況 (真上より) 3.第 9次C区遺構掘削状況 (南東より)

4.第 9次C区遺構掘削状況 (南西より) 5第 9次C区遺構掘削状況 (南より)

6第 9次C区遺構掘削状況 (東 より) 第9次C区南側東西溝完掘状況 (東より)



一 推定寺域北側 一

第7次A区第¬トレンチ遺構掘削状況 (南東より)

2第 7次A区第3トレンチ遺構検出状況 (西 より) 3第フ次A区第4トレンチ遺物出土状況 (東 より)

5.第 10次 E区第2ト レンチ北側完掘状況 (北東より)

6.第 10次 E区掘削状況 (北西より)



PL 22

司 第7次B区第 1トレンチ完掘状況 (北西より)

第フ次B区第 2ト レンチ完掘状況 (南西より)

4第 7次B区第3ト レンチ遺物出土状況 (北より)

5第 7次B区第4ト レンチ西側完掘状況 (南より) 6第 7次 B区第5トレンチ東側遺物出土状況(北東より)



一 推定寺域南西側 一

1 第3次A区掘削状況 (南東より) 2第 3次A区第 1トレンチ掘削状況 (南西より)
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3第 8次A区第 1 トレンチ完掘状況 (東より)

4第 8次B区第2ト レンチSC2遺物出土状況 (北より)

6第 3次 B区第5トレンチ遺物出上状況 (北西より)

5第 8次B区第 2ト レンチSC2完掘状況 (北東より)

� 怨:
第3次B区第6ト レンチ遺物出土状況 (北東より)



PL 24 一 塔想定箇所 ―

1 第2次 IE区第可～3トレンチ完掘状況 (北より)
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2第 2次 IE区第1トレンチSC3遺物出土状況(東 より)

4.第 5次 B区第1ト レンチ東側遺物出土状況(南東より)
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3第 5次B区第 1トレンチ遺物出土状況 (東より)
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5第 12次 C区第 1トレンチ近世墓完掘状況 (南東より)



― 推定伽藍北西側 一 PL 25

2第 4次 E区第可トレンチ遺構検出状況 (東より)

第4次 E区第2トレンチ完掘状況 (北東より) 3.第 4次 E区第¬トレンチ遺物出土状況 (北東より)

5.第4次D区第¬トレンチ中央土坑検出状況(南より)

4第 4次D区第 1トレンチ完掘状況 (東 より) 6第 4次D区第3ト レンチ完掘状況 (南西より)



一 現国分公民館下 一

¬ 第3次 E区 トレンチ配置状況 (北西より) 2第 3次 E区第 1・ 2トレンチ掘削状況 (南西より)

3.第 3次 E区第 1トレンチ遺構掘削状況 (西 より) 4第 3次 E区第2ト レンチ遺構検出状況 (西 より)

5.第 3次 E区第3トレンチSE2完掘状況 (南より) 6第 3次 E区第3トレンチSE2土層堆積状況(南より)

第3次 E区第3トレンチSEl土層堆積状況(東 より)フ.第3次 E区第3ト レンチ掘削状況 (南西より)
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2.瓦当裏
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4.瓦当裏

5.瓦当裏

日向国分寺跡出土軒丸瓦 1

PL.27

2.瓦当

4.丸瓦部凸面

3.瓦当裏

5.瓦当 6.瓦当



PL.28

6:瓦当裏

8.瓦当

9.瓦当

7.瓦当

8.丸瓦部凸面

9.瓦当裏

11.瓦当

日向国分寺跡出土軒丸瓦2

7.瓦当裏

8.丸互部凹面

9.丸瓦都凸面

10.瓦 当 11・ 瓦当裏



12.瓦 当

13.瓦当裏

15.瓦当裏

12.瓦 当墓

14.瓦 当

16.瓦当

17.瓦 当
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PL.29

13.瓦当

15.瓦 当

16.瓦 当墓

16.丸瓦部凸面 17.瓦 当裏
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18:瓦当

20。 二当

22.瓦当

19.瓦当

21.瓦当
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24.瓦当裏
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PL.31

26.瓦当

28.瓦当

30.瓦当

27.瓦当

29.瓦 当

30.瓦当裏

32.瓦 当
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29.瓦当裏
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PL.32

1.瓦当

2.瓦当

3,瓦当

4.瓦当

1.平瓦部凹面

2.平瓦部凹面

3.平瓦部凹面

4.平瓦部凹面

5.平瓦部凹面

日向国分寺跡出土軒平瓦 1

1.平瓦部凸面

2.平瓦部凸面

3.平瓦部凸面

4.平瓦部凸面

5.瓦 当 5.平瓦部凸面



7.瓦当

6.平瓦部凹面

6.瓦当

7.平瓦部凹面

8,平瓦部凹面
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6.平瓦部凸面

7.平瓦部凸面

8.瓦当 8.平瓦部凸面
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10.瓦 当

11.瓦当

9.平瓦部凹面

10.平瓦部凹面

11.平瓦部凹面

12.平瓦部凹面

12.瓦当
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9.平瓦部凸面

iO.平 瓦部凸面

11.平瓦部凸面

12.平 瓦部凸面



13.瓦当

15.瓦 当

13.平瓦部凹面

14.平瓦部凹面

14.瓦当

15.平瓦部凹面

16.平瓦部凹面
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13.平瓦部凸面

14.平瓦部凸面

15.平 瓦部凸面

16.瓦 当 16.平 瓦部凸面
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18.瓦当

19.瓦 当

20.瓦当

17.平瓦部凹面

18.平瓦部凹面

19.平瓦部凹面

20.平瓦部凹面

21.平瓦部凹面
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17.平瓦部凸面

18.平瓦部凸面

19.平瓦部凸面

20.平瓦部凸面

21,瓦当 21.平瓦部凸面



22.瓦当

23.瓦当

24.瓦当

25.瓦当
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日向国分寺跡出土丸・平瓦 (凸面縦縄叩文3)
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日向国分寺跡出土丸・平瓦 (凸面横縄叩文¬)
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日向国分寺跡出土丸・平瓦 (凸 面横縄叩文2)
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日向国分寺跡出土丸 B平瓦 (凸面格子目叩文1)
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日向国分寺跡出土丸日平瓦 (凸面格子目叩文2)
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日向国分寺跡出土丸・平瓦 (凸面格子 目叩文3)
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日向国分寺跡出土丸口平瓦 (凸面無文1)



PL。49

日向国分寺跡出土丸・平瓦 (凸面無文2)



PL.50
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日向国分寺跡出土丸・平瓦 (凸 面無文4)
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日向国分寺跡出土丸日平瓦 (凸面平行条線叩文)
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日向国分寺跡出土丸・平瓦 (凸面その他 )
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